
リハビリテーション学科

【科目名】 基礎ゼミⅠ 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 教養分野(導入教育) 【授業コード】 1-00-0011-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 hoshino@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 ３０ (オフィスアワー) 月～金曜日の16:50～18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

この科目は社会人としての協調性やコミュニケーション能力、学習の方法を養う科目ですので、全員の受講が望ましい。
本科目は、理学療法士として実務経験のある教員による科目です。病院、施設など社会環境の中で体験したことから、協調性の大
切やコミュニケーションの取り方について学んでいきます。
ホームルームを通して、大学での教育、職業理解についてを理解する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

新入生研修会として行う集中講義になります。出席には注意をしてください。

【講義概要】

(目的)

大学教育のはじめにあたり、これからの生活や学習への心構え、学習環境の理解や利用方法、健康的な生活のための知識を学習す
る。また、臨床実習や就職後の職場環境に柔軟に対応・適応すべく、社会人・職業人としての心構えや行動様式を理解し、実践、
習慣化できるようにする。また地域社会への参加などを通じて社会人としての基礎を養う。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,P-1,O-1,S-3,R-1

(方法)

この科目は、グループワークやデスカッションを行います。
また、「大学生・医療人としての心構え」、「大学生としてのマナーの基本」、「図書館の利用と文献検索の仕方」などを講義す
る。

【一般教育目標(GIO)】

・大学生や医療人に必要とされる協調性、コミュニケーション能力などの資質を修得する。
・大学生活に必要な知識を修得する。
・目標を達成させるための手段を身につける。

【行動目標(SBO)】

・大学生として必要な行動ができるようになる
・集団活動の中で協調した行動が実施できる。

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じて、資料を配布

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
出席点は評価に含みません。
試験は行わず、レポート、成果発表にて評価を行います。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 10 10 20

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 20 20 40

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 学生生活について
office365の概要とサインイン、OneDrriveの設定
と説明

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

2 学生生活について
Microsoft Teamsのダウンロードと使用方法
学生用情報共有サイトへの登録

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

3 学生生活について
ANPIC（安否確認システム）への登録
履修科目登録について、履修科目と
MicrosoftTeamsの登録

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

4 学生生活について

数理・データサイエンスAI教育プログラム

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

5 学生生活について

タイピング（練習と講義内の課題提出）①

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

6 学生生活について

タイピング（練習と講義内の課題提出）②

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

7 学生生活について

Word・Excelの基礎①

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

8 学生生活について

Word・Excelの基礎②

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分



9 学生生活について

ノートの取り方・勉強の仕方①

講義
学生支援企画委
員会

配布資料 15分

10 学生生活について

生活習慣・飲酒・喫煙について

講義
学生支援企画委
員会
星野

配布資料 15分

11 学生生活について
生活習慣・飲酒・喫煙について

講義
学生支援企画委
員会
星野

配布資料 15分

12 学生生活
薬物・交通安全

講義
学生支援企画委
員会
星野

配布資料 15分

13 学生生活
薬物・交通安全

講義
学生支援企画委
員会
星野

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

14 図書館利用方法と文献検索 4/19
講義
図書委員会

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

15 租税セミナー 講義
星野

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

16 租税セミナー 講義
星野

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

17 情報リテラシー（メール、SNS、著作権、ITモラル
）
学内プリンターの使い方

4/19
講義
情報セキュリテ
ィ委員会

配布資料 15分

18 パソコンセキュリティーチェック 4/27
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

19 ホームルーム① 各専攻 配布資料 15分



20 ホームルーム② 各専攻 配布資料 15分

21 ホームルーム③ 各専攻 配布資料 15分

22 ホームルーム④ 各専攻 配布資料 15分

23 ホームルーム⑤ 各専攻 配布資料 15分

24 ホームルーム⑥ 各専攻 配布資料 15分

25 ホームルーム⑦ 各専攻 配布資料 15分

26 ホームルーム⑧ 各専攻 配布資料 15分

27 ホームルーム⑨ 各専攻 配布資料 15分

28 ホームルーム⑩ 各専攻 配布資料 15分

29 ホームルーム⑪ 各専攻 配布資料 15分

30 ホームルーム⑫ 各専攻 配布資料 15分



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎ゼミⅠ 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 教養分野(導入教育) 【授業コード】 1-00-0011-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 hoshino@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 ３０ (オフィスアワー) 月～金曜日の16:50～18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

この科目は社会人としての協調性やコミュニケーション能力、学習の方法を養う科目ですので、全員の受講が望ましい。
本科目は、理学療法士として実務経験のある教員による科目です。病院、施設など社会環境の中で体験したことから、協調性の大
切やコミュニケーションの取り方について学んでいきます。
ホームルームを通して、大学での教育、職業理解についてを理解する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

新入生研修会として行う集中講義になります。出席には注意をしてください。

【講義概要】

(目的)

大学教育のはじめにあたり、これからの生活や学習への心構え、学習環境の理解や利用方法、健康的な生活のための知識を学習す
る。また、臨床実習や就職後の職場環境に柔軟に対応・適応すべく、社会人・職業人としての心構えや行動様式を理解し、実践、
習慣化できるようにする。また地域社会への参加などを通じて社会人としての基礎を養う。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,P-1,O-1,S-3,R-1

(方法)

この科目は、グループワークやデスカッションを行います。
また、「大学生・医療人としての心構え」、「大学生としてのマナーの基本」、「図書館の利用と文献検索の仕方」などを講義す
る。

【一般教育目標(GIO)】

・大学生や医療人に必要とされる協調性、コミュニケーション能力などの資質を修得する。
・大学生活に必要な知識を修得する。
・目標を達成させるための手段を身につける。

【行動目標(SBO)】

・大学生として必要な行動ができるようになる
・集団活動の中で協調した行動が実施できる。

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じて、資料を配布

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
出席点は評価に含みません。
試験は行わず、レポート、成果発表にて評価を行います。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 10 10 20

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 20 20 40

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 学生生活について
office365の概要とサインイン、OneDrriveの設定
と説明

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

2 学生生活について
Microsoft Teamsのダウンロードと使用方法
学生用情報共有サイトへの登録

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

3 学生生活について
ANPIC（安否確認システム）への登録
履修科目登録について、履修科目と
MicrosoftTeamsの登録

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

4 学生生活について

数理・データサイエンスAI教育プログラム

4月8日
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必要

配布資料 15分

5 学生生活について

タイピング（練習と講義内の課題提出）①

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

6 学生生活について

タイピング（練習と講義内の課題提出）②

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

7 学生生活について

Word・Excelの基礎①

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

8 学生生活について

Word・Excelの基礎②

4月13日
講義・演習
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分



9 学生生活について

ノートの取り方・勉強の仕方①

講義
学生支援企画委
員会

配布資料 15分

10 学生生活について

生活習慣・飲酒・喫煙について

講義
学生支援企画委
員会
星野

配布資料 15分

11 学生生活について
生活習慣・飲酒・喫煙について

講義
学生支援企画委
員会
星野

配布資料 15分

12 学生生活
薬物・交通安全

講義
学生支援企画委
員会
星野

配布資料 15分

13 学生生活
薬物・交通安全

講義
学生支援企画委
員会
星野

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

14 図書館利用方法と文献検索 4/19
講義
図書委員会

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

15 租税セミナー 講義
星野

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

16 租税セミナー 講義
星野

グループでの演習で積極的に議論す
る

15分

17 情報リテラシー（メール、SNS、著作権、ITモラル
）
学内プリンターの使い方

4/19
講義
情報セキュリテ
ィ委員会

配布資料 15分

18 パソコンセキュリティーチェック 4/27
講義
情報セキュリテ
ィ委員会
パソコン必須

配布資料 15分

19 ホームルーム① 各専攻 配布資料 15分



20 ホームルーム② 各専攻 配布資料 15分

21 ホームルーム③ 各専攻 配布資料 15分

22 ホームルーム④ 各専攻 配布資料 15分

23 ホームルーム⑤ 各専攻 配布資料 15分

24 ホームルーム⑥ 各専攻 配布資料 15分

25 ホームルーム⑦ 各専攻 配布資料 15分

26 ホームルーム⑧ 各専攻 配布資料 15分

27 ホームルーム⑨ 各専攻 配布資料 15分

28 ホームルーム⑩ 各専攻 配布資料 15分

29 ホームルーム⑪ 各専攻 配布資料 15分

30 ホームルーム⑫ 各専攻 配布資料 15分



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎ゼミⅡ 【担当教員】 　松林　義人

【授業区分】 教養分野(導入教育) 【授業コード】 1-00-0012-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 matsubayahi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 火：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・基礎ゼミⅠを履修していることが条件。
・地域を理解し、イベントに関するルールを遵守すること。秩序を乱し、イベントやボランティア活動に参加しない場合は、履修
を認めない場合があるため注意すること。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・オリエンテーションで説明する。
・地域のイベントに参加後、指定した期日までに報告書を提出してもらいます。提出期日はメールにて知らせるため、確認をして
おくこと。

【講義概要】

(目的)

大学教育のはじめにあたり、これからの生活や学習への心構え、学習環境の理解や利用方法、健康的な生活のための知識を学習す
る。また、臨床実習や就職後の職場環境に柔軟に対応・適応すべく、社会人・職業人としての心構えや行動様式を理解し、実践、
習慣化できるようにする。また地域社会への参加などを通じて社会人としての基礎を養う。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,2

(方法)

少人数に分かれグループとして「地域に関わる演習」を実施する。内容は地域イベント・ボランティアなどへの参加を体験し、地
域の課題解決に向けて結果をレポートとしてまとめる。
地域貢献：大学周辺のクリーンアップ
地域イベント：グループ（ゼミ単位を中心）に参加するものと、全員で参加するものをオリエンテーションにて説明する。

【一般教育目標(GIO)】

・今後の地域課題を理解する。
・地域でのイベントやボランティアを通して、社会人・職業人としての心構えを理解することができる。

【行動目標(SBO)】

・地域課題に対して、自ら考えることができるようにする。
・社会人・職業人として必要な行動を実践・習慣化できるようにする。

【教科書・リザーブドブック】

特になし

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
・出席点は評価に含みません。
・成績評価は、イベント参加後に提出した報告書（レポート）により評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 20 20

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 50 50

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１ オリエンテーション・イベント配置 講義：松林 基礎ゼミⅡの進め方について説明す
る。

15分

２～２８ 地域貢献とイベントへの参加 各担当教員 地域イベントへの参加を通して、地
域課題を考え、まとめる。

60分

２９・３
０

成果報告 松林 地域イベントの参加しな内容・地域
課題を調べ、レポートを作成する。

60分



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎ゼミⅡ 【担当教員】 　松林　義人

【授業区分】 教養分野(導入教育) 【授業コード】 1-00-0012-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 matsubayahi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 火：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・基礎ゼミⅠを履修していることが条件。
・地域を理解し、イベントに関するルールを遵守すること。秩序を乱し、イベントやボランティア活動に参加しない場合は、履修
を認めない場合があるため注意すること。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・オリエンテーションで説明する。
・地域のイベントに参加後、指定した期日までに報告書を提出してもらいます。提出期日はメールにて知らせるため、確認をして
おくこと。

【講義概要】

(目的)

大学教育のはじめにあたり、これからの生活や学習への心構え、学習環境の理解や利用方法、健康的な生活のための知識を学習す
る。また、臨床実習や就職後の職場環境に柔軟に対応・適応すべく、社会人・職業人としての心構えや行動様式を理解し、実践、
習慣化できるようにする。また地域社会への参加などを通じて社会人としての基礎を養う。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,2

(方法)

少人数に分かれグループとして「地域に関わる演習」を実施する。内容は地域イベント・ボランティアなどへの参加を体験し、地
域の課題解決に向けて結果をレポートとしてまとめる。
地域貢献：大学周辺のクリーンアップ
地域イベント：グループ（ゼミ単位を中心）に参加するものと、全員で参加するものをオリエンテーションにて説明する。

【一般教育目標(GIO)】

・今後の地域課題を理解する。
・地域でのイベントやボランティアを通して、社会人・職業人としての心構えを理解することができる。

【行動目標(SBO)】

・地域課題に対して、自ら考えることができるようにする。
・社会人・職業人として必要な行動を実践・習慣化できるようにする。

【教科書・リザーブドブック】

特になし

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
・出席点は評価に含みません。
・成績評価は、イベント参加後に提出した報告書（レポート）により評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 20 20

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 50 50

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１ オリエンテーション・イベント配置 講義：松林 基礎ゼミⅡの進め方について説明す
る。

15分

２～２８ 地域貢献とイベントへの参加 各担当教員 地域イベントへの参加を通して、地
域課題を考え、まとめる。

60分

２９・３
０

成果報告 松林 地域イベントの参加しな内容・地域
課題を調べ、レポートを作成する。

60分



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床倫理学 【担当教員】 　村井　絹子

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 murai@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月・水8：30～17：30（保健室）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、看護の実務経験のある教員による授業科目です。倫理学の基本的な知識・考え方を学び、現代医療の現場で重要な課題
を取り上げ、どのようなことが倫理学の観点から問題になるのか考えていきます。また臨床倫理学の問題を自分で考え、他者との
意見交換からさらに考えを深めることができるように講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では、20分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。　　　　　　　　　　　テキ
ストにそって講義をおこない、事例を活用しGW,意見交換を行います。積極的に参加してください。　　　　　　　　　　　他者
に迷惑となる行為が認められた場合は講義室より退出して頂きます。

【講義概要】

(目的)

医療従事者には。一般の人よりも多くの「医の倫理」として守らなければならない約束事があります。臨床現場で倫理的行動を実
践するための知識を深め、自己啓発に向け修養することを目的としています。
また、リハビリテーション学科学生として、生命倫理を中心に現代医療をめぐる諸問題の題材を多角的に捉え考えて、視野を広げ
る機会となるように学んでいきます。
当該科目と学位授与方針との関連性；A-1

(方法)

教科書を中心に講義・GWを行い、様々な視点から臨床の倫理について意見交換をおこないます。
パワーポイントを使用しての講義をおこないます。
毎回、講義スライド資料を配付します。関連資料がある場合にはそれも配付します。
内容については、指定教科書に準じます。

【一般教育目標(GIO)】

将来医療に関わる専門職として倫理的な自覚を深めるために、なぜ今、医療において倫理が問われるのか、患者の人権や自律の尊
重がなぜ大切なのかについて理解する。
一人ひとり異なる価値観を有する他者の気持ちをより理解し、柔軟な思考と態度を養い、リハビリテーション医療を学ぶ者に必要
な「医の倫理」の知識を修得する。

【行動目標(SBO)】

・医療における原理・原則について説明できる。
・現代医療における具体的な倫理の諸問題について、自分の考えを述べることができる。
・倫理とは何か、自分の言葉で述べることができる。

【教科書・リザーブドブック】

伏木信次〔他〕編、「生命倫理と医療倫理」金芳堂　第4版

【参考書】

雨宮処凛著、14歳からわかる生命倫理　河出書房新社
伊勢田哲治著、動物からの倫理学入門　名古屋大学出版会

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 60

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 オリエンテーション
医療の歴史と倫理問題の提起
 倫理的問題の具体的現状

講義 教科書P.7～P.11 90

3.4 医療者と患者の関係
　臨床現場でみられる医療者-患者関係
　パターナリズムとインフォームドコンセント
　守秘義務について

講義 教科書P.23～P.35 90

5.6 医学研究、医療情報
　研究と倫理
　　動物を対象とした医学研究
  　人を対象とした医学研究
　個人情報の保護と倫理

講義 教科書P.202～P.229 90

7.8 生命誕生のあらまし
　着床前診断と胚選別
　人工妊娠中絶と出生前診断
　生殖補助医療技術
　小児医療における生命倫理

講義 教科書P.62～101 90

9.10 臓器移植
　脳死の定義
　臓器移植法

講義 教科書P.131～P.143 90

11.12 高齢者の医療と福祉
　エンドオブライフ
　終末期医療
　安楽死と尊厳死

講義 教科書P.104～P.130
教科書P.144～P.145

90

13.14 救急医療、災害医療
公衆衛生の倫理

講義 教科書P.154～P.165
教科書P.230～P.240

90

15 まとめ
　1～7回目を通して、倫理的問題の現状について
　自分の考えをまとめる
科目終了試験

講義 90



リハビリテーション学科

【科目名】 地域文化論 【担当教員】 　桑原　猛

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0025-02 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 kuwabara@kbe.biglobe.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ(15時間) (オフィスアワー) 授業開講日、非常勤控室で対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特に無し

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

本講義では、地域の様々な社会的事象が歴史の中で変容し、伝統と呼ばれる「文化」を形成してきたことを確認すると同時に伝統
文化がもつ諸問題点を考えてみる。

当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

本学の所在地である新潟県村上市の歴史と文化を主として取り上げ、さらに日本の文化や社会の知識や理解をより深めていく。

【一般教育目標(GIO)】

身近な社会的事象についての意味を考え、判断する力を身に付ける。

【行動目標(SBO)】

毎回、受講記録としてのレポートを作成させ、身近な関連事象を探らせたり、知識を深めたりする。

【教科書・リザーブドブック】

毎回印刷配布する。

【参考書】

村上地区まちづくり協議会編「城下町探検ガイド」Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

毎時間、講義内容に関するレポートを提出させる。
最終日に課題を提示し、1週間後にレポートを提出させ、内容を評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0 0

発表力 0 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 講義概要のガイダンス
村上城下の近世から現代までの変遷
城下町の形成と歴史及び風土から、村上の特性と
文化の背景を探る。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
村上市内を歩き城下町の構成を探索
する。

3-4 町谷の構造と伝統行事との関係
伝統行事と町家構造について、他地域の事例との
比較から、村上・岩船・瀬波と町家の構造を探る
。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
村上・岩船・瀬波の町やを訪ねて、
事例を探索する。

5-6 重要無形民俗文化財としての村上の祭り-Ⅰ
しゃぎり屋台
全国の山・鉾・屋台の事例（歴史・構造・分類）
から、村上・岩船・瀬波のしゃぎり屋台の特性を
探る。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
おしゃぎり会館にて実際に屋台を見
学して構造を探索する。
※この場合学生は入場無料とする。

7-8 重要無形民俗文化財としての村上の祭り-Ⅱ
祭礼行事と屋台巡行
神社の本祭（神事）と付け祭りとしての屋台巡行
における村上大祭の特異性を探る。

提供資料及びDVD
視聴及びパワー
ポイントスライ
ドによる講義

9-10 伝統行事が抱える課題と今後の展望
全国的にも、少子高齢化によって伝統行事等の存
続、継承が危機に瀕している。これにどう対応し
ていくかを探る。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

11-12 村上の鮭文化を探る-Ⅰ
鮭の生態と漁獲
回帰性、産卵とふ化、今の捕り方
回帰率を高める取組

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
イヨボヤ会館を見学して村上と鮭と
の関係を探索する。
※この場合学生は入館無料とする。

13-14 村上の鮭文化を探る-Ⅱ
村上藩の政策と漁民
青砥武平治と天然産卵の保護
士族授産と人口ふ化事業

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（予習課題）
村上の鮭料理について２種類以上調
べてくる。

15 村上の鮭文化を探る-Ⅲ
村上の伝統的な鮭料理
まとめレポートの課題提示

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

調査結果の発表

調べた鮭料理を発表する。



リハビリテーション学科

【科目名】 日本語表現法 【担当教員】 　上松　恵理子

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0030-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 uematsu@star.rcast.u-tokyo.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 随時メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

正しい日本語を話したい、書きたいと思っている人なら誰でも習得可能

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では毎回の積み重ねで授業を行いますので順番に授業を受けてください。

【講義概要】

(目的)

正しい日本語の使い方やその背景等を学習するとともに、情報社会の言語のリテラシー能力を理解する。この授業を受講すること
で、様々な医学療法におけるデジタルカルテや報告レポートや小論文などの大学生に必要な、基本的な日本語に関するデジタルを
使った表現法を理解できるようになる。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1，A-2

(方法)

基本的な日本語のルールや使い方を学習し、単文やレポート、学術論文、インターネットの上のニュース記事、海外の母国語教育
を題材にして、より正しい言葉を使った時代にあった表現方法を学習する。

【一般教育目標(GIO)】

・大学生として必要な言語スキルを身につけるために様々なオンライン上の日本語表現を理解する
・講義を理解するために必要なノートテイクができるようになる
・医学療法の実験などのレポートや論文を書く際の方法について理解する

【行動目標(SBO)】

・デジタルツールを使って日本語の正しい読み方、使い方を理解することができる
・様々なメディアに応じた言語をインターネットを用いて使いこなすことができる
・様々な文章を目的に応じて書いたり話たりすることができる

【教科書・リザーブドブック】

上松恵理子「小学校にオンライン教育がやってきた！超入門編」三省堂、2016年、1200円（税別）

【参考書】

講義内で適宜資料を指示する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う、
出席、レポート提出状況、レポート提出内容、試験を総合的に判断、評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 30 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10 20

思考・推論・創造の力 10 10 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 10 10 20

発表力 10 10 20

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1
オンラインで医療を学ぶメリットデメリット

講義と実践 講義内で適宜指示 40

2 医療情報などのメディアの真偽を読み解く方法 講義と実践 講義内で適宜指示
授業外の学習も適宜指示

40

3 オンラインを使った日本語表現 講義と実践 講義内で適宜指示 40

4 ネットを使った図書館資料収集
インターネット検索について

講義と実践 講義内で適宜指示
授業外の学習も適宜指示

40

5 リハビリテーションの分野における今後のオンラ
インの可能性と課題

講義と実践 講義内で適宜指示 40

6 諸外国と日本語表現の違い 講義と実践 講義内で適宜指示
授業外の学習も適宜指示

40

7 小論文を書くための資料の調べ方と調査の方法 講義と実践 講義内で適宜指示 40

8 小論文を書くためのアンケートの取り方 講義と実践 講義内で適宜指示 40



9 アンケートの収集方法についてーどのような方法
でまとめ、どう考察するのかー

講義と実践 講義内で適宜指示

10 レポートの書き方１
表現の方法と引用

講義と実践 講義内で適宜指示

11 レポートの書き方２
論理的な文章の書き方

講義と実践 講義内で適宜指示

12 レポートの書き方３
発表ソフトの使い方

講義と実践 講義内で適宜指示

13 インターネットからみる日本語表現 講義と実践 講義内で適宜指示

14 日本語のリテラシーとは何か 講義と実践 講義内で適宜指示

15 論文提出の方法とまとめ 講義と実践 講義内で適宜指示



リハビリテーション学科

【科目名】 心理学概論Ⅰ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0036-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び保健福祉機関で言語・高次脳機能障害及び摂食嚥下機能障害等の
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに従事してきた経験から、人の心や行動の基本的な仕組みとはたらき及び心のケアについて講じていきます。心理学の
基礎知識は、多種多様な専門職のすべての人に必要なものとなっています。特に、将来、医療・保健・福祉・教育等の分野で活躍
することを希望する場合には受講していただきたいと思います。リハビリテーション心理学専攻の学生にとっては必修、認定心理
士または公認心理師の資格を取得するための指定科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①心理学の成り立ち（心理学の歴史）と、②人の心の基本的な仕組み及び働きについて学んでいきます。
心理学における代表的分野について、歴史的経緯と基礎知識を学び、人間の行動についての理解を深めていきます。
医療、保健、福祉等の臨床現場で、対象者の“こころ”を推察し、適切な配慮ができるよう、臨床応用にも触れていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回、講義スライド資料を配布します。関連資料がある場合にはそれも配布します。
内容は、原則、指定教科書に準じます。

【一般教育目標(GIO)】

心理学・臨床心理学の成り立ちについて概説できる。
人の心の基本的な仕組み及び働きについて概説できる。

【行動目標(SBO)】

科学としての心理学の成立までの経緯とその後の展開を概説できる。
対象者の“こころ”を推察するために、どのような観点で他者の言動を観察すればよいのかを説明できる。
各領域における心の“問題”や“障害”を知る。
それぞれの問題や障害に対する対処法を説明でき、実践することができる。

【教科書・リザーブドブック】

二宮克美編著「ベーシック心理学」第2版，医歯薬出版，2016/9/2,　2,900円＋税, ISBN978-4-263-42223-6

【参考書】

繁枡算男（編集）「心理学概論 (公認心理師の基礎と実践　第２巻) 」遠見書房, 2018/4/3, 2,592円
フレデリックセン他(著)　内田一成（監訳）「ヒルガードの心理学　第16版」 金剛出版,  2015/9/25, 23,760円
梅本堯夫/大山正編著「心理学への招待 ～ こころの科学を知る ～ 」サイエンス社, 1992年, 1942円＋税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含まない。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 10 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 心理学の歴史①
・近代心理学の成立について学ぶ

講義 指定教科書p.204-207
・構成主義
・ゲシュタルト心理学、精神分析学
、行動主義、新行動主義
・認知心理学、認知神経科学

10

2 心理学の歴史②
・臨床心理学の成立について学ぶ

講義 ・生物心理社会モデル
・精神力動/認知行動/人間性アプロ
ーチ　・ナラティブアプローチ、社
会構成主義

10

3 「知覚」
・知覚成立の基礎　
・物理的環境と心理的環境

講義 指定教科書p.2-5
・知覚はどのように成り立っている
のかを知る

10

4 「知覚」　
・知覚の体制化
・図と地

講義
一部演習

指定教科書p.5-9
・知覚成立の特徴を知る

10

5 「知覚」　
・時間・空間・運動の知覚

講義 指定教科書p.10-12
・自己や環境を知覚する際の多感覚
相互作用を理解する

10

6 「知覚」　
・知覚の諸相

講義
一部演習

指定教科書p.12-14
・注意や欲求が知覚に及ぼす影響を
理解する

10

7 「学習」　
・古典的条件づけ/オペラント条件づけ

講義 指定教科書p.15-19
・学習の定義を説明できる
・学習成立の主なメカニズムを学ぶ

10

8 「学習」　
・観察学習

講義 指定教科書p.19-20
・社会的行動における観察学習の重
要性を理解する

10



9 「記憶」　
・記憶のメカニズム

講義 指定教科書p.20-23
・記憶のモデル構造やその過程を理
解する
・記憶の測定法を学ぶ

10

10 「記憶」　
・忘却/記憶の歪み/病理

講義
一部演習

指定教科書p.24-26
・日常場面における記憶現象を知る
・忘却の要因を学ぶ
・記憶の歪みや病理を理解できる

10

11 「動機づけ」　
・動機づけの分類と機能

講義 指定教科書p.27-34
・動機づけの分類とメカニズムを学
ぶ
・動機づけの適応的機能が理解でき
る

10

12 「欲求」　
・自己効力/学習性無気力
・演習　セルフエフィカシーの測定

講義
一部演習

指定教科書p34-38
・やる気の生起または消失の要因を
知る
・セルフエフィカシーを説明できる

10

13 「感情」
・感情の分類
・感情発生のメカニズムと機能

講義 指定教科書p.39-45
・感情発生の機序を知る
・感情の種類を知る
・感情の適応的機能を理解する

10

14 「感情」
・フラストレーションとその耐性
・ストレス

講義
一部演習

指定教科書p.45-52
・欲求とコンフリクト場面の関係を
説明できる。
・ストレスとその対処法を理解でき
る

10

15 まとめ 講義 人の心の基本的な仕組みとその働き
を説明できる

10



リハビリテーション学科

【科目名】 心理学概論Ⅱ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0037-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金9:00-17:30(講義時間帯以外)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害及び摂食嚥下機能障害等の
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに従事してきた経験から、人の心や行動の基本的な仕組みとはたらき及び心のケアについて講じていきます。心理学の
基礎知識は、多種多様な専門職のすべての人に必要なものとなっています。特に、将来医療・保健・福祉・教育等の分野で活躍す
ることを希望する場合には受講していただきたいと思います。本科目は、リハ心理学専攻の学生にとっては必修であり、認定心理
士または公認心理師の資格取得のための指定科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①心理学の成り立ち(歴史)と、②人の心の基本的な仕組み及び働きを学びます。
心理学における代表的分野について、それぞれの歴史的経緯と基礎知識を学び、人間の行動についての理解を深めていきます。
医療、保健、福祉等の臨床現場で、対象者の“こころ”を推察し、適切な配慮ができるよう、臨床応用にも触れていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回、講義資料は配布します。
随時、関連する心理テスト等を演習形式で実施していきます。
内容は、原則指定教科書と参考書に準じます。

【一般教育目標(GIO)】

対象者の“こころ”を推察するために、どのような観点で他者の言動を観察すればよいのかを学ぶ。
他者と適切な対応ができ、必要がある場合には適切な心の支援ができる。

【行動目標(SBO)】

各領域の目的（学習到達目標）を説明できる。
各領域における“問題”や“障害”を知る。
それぞれの問題や障害に対する対処法を自身で考え、実践することができる。

【教科書・リザーブドブック】

二宮克美編著「ベーシック心理学」第2版，医歯薬出版，2016年,　2,900円＋税, ISBN978-4-263-42223-6

【参考書】

繁枡算男（編集）「心理学概論 (公認心理師の基礎と実践　第２巻) 」遠見書房, 2018/4/3, 2,592円
フレデリックセン他(著)　内田一成（監訳）「ヒルガードの心理学」 金剛出版,  2012/5/31, 23,100円
梅本堯夫/大山正編著「心理学への招待 ～ こころの科学を知る ～ 」サイエンス社, 1992年, 1942円＋税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含まない。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 10 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 「精神的健康」
メンタルヘルス/ストレス

講義 指定教科書p.48-52
・心が健康とは何かを説明できる
・ストレスとは何かを説明できる

10

2 「精神的健康」
演習　　ストレス度の測定
医療・福祉における「コミュニケーション」
“優しい目、大きな耳、小さい口、広いこころ“

講義
一部演習

指定教科書p.150-153
・心の健康が損なわれるとどのよう
な状態となるのかを知る
・心の健康を測定できる

10

3 「パーソナリティ」
パーソナリティの記述

講義 指定教科書p.54-59
・パーソナリティの特徴とその記述
法を知る
・パーソナリティの主な分類法を学
ぶ

10

4 「パーソナリティ」
パーソナリティの測定法

講義 指定教科書p.60-63
・パーソナリティの測定はどのよう
に調べられるのかを学ぶ

10

5 「パーソナリティ」
障害：境界性パーソナリティとは？

講義 指定教科書p.63-65
・パーソナリティの障害を説明でき
る

10

6 「パーソナリティ」
演習：Y-G性格検査

演習 指定教科書p.60-61
・パーソナリティを適切に測定でき
る

10

7 「知能」　
知能の定義

講義 指定教科書p.68-71
・知能の定義を説明できる
・知能の構造を知る

10

8 「知能」　
知能の測定/知的障害

講義
一部演習

指定教科書p.71-79
・知能をどのように測定するのかを
学ぶ
・知能検査開発の歴史的経緯を知る

10



9 「思考」　
思考とは？/問題解決

講義 指定教科書p.82-86
・「考えるとは？」を説明できる
・思考と言語の関係を理解できる
・問題を解決する方略（思考）を知
る

10

10 「思考」　
創造性

講義
一部演習

指定教科書p.86-92
・推論とその誤りを知る
・新たなものを創り出すプロセスを
学ぶ

10

11 「人間関係」　
対人認知/帰属理論

講義 指定教科書p.126-131
・他者の印象形成につて学ぶ
・自身や他者の言動の原因のとらえ
方について知る

10

12 「人間関係」　
対人魅力

講義 指定教科書p.131-134
・人を好きになる、あるいは嫌いに
なる要因は何かを学ぶ

10

13 「集団」　
集団の心理/社会的影響

講義 指定教科書p.136-143
・集団の特徴と分類を学ぶ
・他者の存在が個人に及ぼす影響を
説明できる

10

14 「集団」　
態度

講義 指定教科書p.143-148
・態度の適応的機能を知る
・態度の変容を促す手法を学ぶ
・社会と個人の相互関係について理
解する

10

15 まとめ



リハビリテーション学科

【科目名】 医療行動科学Ⅰ 【担当教員】 　和田　剛宗

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0041-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 y.wada@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 11:00～13:30(月－水・金)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。
＊1年生にとって入学後、日の浅い時期の講義です。
  大学の講義は自分自身の手で情報(学び)をつかむ場所であることを踏まえて受講してください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

テキストとなる資料を配布します（Teams）。
テストなどは原則として返却しません。

【講義概要】

(目的)

人間の行動の背景にあるさまざまな法則を科学的に理解する「行動科学」の基礎を身につける。
特に、健康の増進や疾病の改善を目的とする医療場面での患者・家族・医療従事者の行動特性を多角的に考察し、医療行動の促進
を目指す。
当該科目と学位授与方針等との関連性; A-3
当該科目と学位授与方針等との関連性; O-2

(方法)

主として配布資料を使用して講義を行います。必要に応じてグループ討論を取り入れます。

【一般教育目標(GIO)】

行動科学は学際性の高い学問であることを知る。
心理学、精神医学、社会学などの多領域で科学的に示される個人・集団の行動の原理を理解し、医療人としての態度を備える。

【行動目標(SBO)】

各講義のテーマについて、主体的に問題意識を持っていることを示せる。
各講義で説明したトピックを説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

テキストとなる資料を配布する（Teams）。

【参考書】

山田冨美雄（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅰ、北大路書房、2015年、￥1,900（税別）
津田彰（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅱ、北大路書房、2002年、￥2,400（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
期末試験を実施する。
出席点は評価に含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 70 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 70 90

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ●イントロダクション-1
行動科学とはどのような学問領域か？

講義 講義ノートの完成 90

3-4 ●行動科学と医療：目的・課題・方法
行動科学を医療と結びつけることの意義

講義 講義ノートの完成 90

5-6 ●動機
人間の行動は何に支えられているのか

講義 講義ノートの完成 90

7-8 ●自己と他者の理解・役割
相手を理解するとは何か？医療のなかで相手を理
解することについて

講義 講義ノートの完成 90

9-10 ●心の発達と課題
人間の成長に必要なさまざまな条件について

講義 講義ノートの完成 90

11-12 ●パーソナリティ
人柄はどのようにして生まれるのか？

講義 講義ノートの完成 90

13-14 ●医療者としての適性
対人援助を役割とするために必要なこと

講義 講義ノートの完成 90

15 「医療行動科学Ⅰ」まとめ 講義 講義ノートの完成 90



試験



リハビリテーション学科

【科目名】 医療行動科学Ⅱ 【担当教員】 　和田　剛宗

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0042-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 y.wada@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 11:00～13:30(月－水・金)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。
＊1年生にとって入学後、日の浅い時期の講義です。
  大学の講義は自分自身の手で情報(学び)をつかむ場所であることを知ってください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

テキストとなる資料を配布します（Teams）。
テストなどは原則として返却しません。

【講義概要】

(目的)

人間の行動の背景にあるさまざまな法則を科学的に理解する「行動科学」の基礎を身につける。
特に、健康の増進や疾病の改善を目的とする医療場面での患者・家族・医療従事者の行動特性を多角的に考察し、医療行動の促進
を目指す。
当該科目と学位授与方針等との関連性; A-3
当該科目と学位授与方針等との関連性; O-2

(方法)

主として配布資料（Teams）を使用して講義を行います。必要に応じてグループ討論を取り入れます。

【一般教育目標(GIO)】

行動科学は学際性の高い学問であることを知る。
心理学、精神医学、社会学などの多領域で科学的に示される個人・集団の行動の原理を理解し、医療人としての態度を備える。

【行動目標(SBO)】

各講義のテーマについて、主体的に問題意識を持っていることを示せる。
各講義で説明したトピックを説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

テキストとなる資料を配布する（Teams）。

【参考書】

山田冨美雄（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅰ、北大路書房、2015年、￥1,900（税別）
津田彰（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅱ、北大路書房、2002年、￥2,400（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
期末試験を実施する。
出席点は評価に含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 70 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 70 90

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ●医療者のストレス
援助者自身の健康管理について

講義 講義ノートの完成 90

3-4 ●医療場面での性別役割化
対人援助にみられやい性別役割について

講義 講義ノートの完成 90

5-6 ●心理学的アプローチによる医療事故防止
人間は誤りをおこす存在であることを知る

講義 講義ノートの完成 90

7-8 ●医療者の教育
対人援助の職業人育成に必要なこと

講義 講義ノートの完成 90

9-10 ●医療場面における研究と倫理的配慮
研究を進める上で必要な約束事について

講義 講義ノートの完成 90

11-12 ●社会と家族の変容
その時代の影響を受ける集団について

講義 講義ノートの完成 90

13-14 ●患者とのコミュニケーション
訴えを正確に引き出し円滑な関係を築くために

講義 講義ノートの完成 90

15 「医療行動科学Ⅱ」まとめ 講義 45



リハビリテーション学科

【科目名】 社会と健康Ⅰ 【担当教員】 　木村　和樹

【授業区分】 教養分野(社会科学) 【授業コード】 1-02-0056-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜日9時30分～15時00分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

医療者として、健康に対する意識を高める科目です。医療及び地域保健機関で、身体機能向上・介護予防およびリハビリテーショ
ンに従事してきた経験を基に、社会と健康について講じます。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

レポートを課す場合には、ほかに支障のない限り返却します。
講義の中で、実際に身体を動かしてもらう場面があるため、適宜服装を指示します。
※当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,A-2
※当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,P-2

【講義概要】

(目的)

人びとの健康や病気が、社会的、経済的、政治的、環境的な条件に影響を受けることが広く認められるようになり、その研究が進
んでいる。いくつかの保健機関は、健康の社会的要素が集団や個人の快適な暮らしに大きな影響をもたらすことを表明しており、
本科目では社会と健康の関係を理解することを目的とする。

(方法)

社会の仕組みと健康や病気との関わり合いを歴史的に考察し、健康に影響する社会的要因を挙げ考察してゆく。

【一般教育目標(GIO)】

社会が健康や病気とどう関係するのかを座学や演習と通じて理解する。

【行動目標(SBO)】

健康科学と社会学系諸分野との関連について明確なイメージを所有する。

【教科書・リザーブドブック】

資料を必要に応じて配布する。

【参考書】

資料を必要に応じて配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20

思考・推論・創造の力 30 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 20 20

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 オリエンテーション、コミュニケーション練習 講義(対面) 演習時に、しっかり指示・説明がで
きるように言葉（伝え方）のポイン
トを復習する。

30

3.4 生活習慣と糖尿病 講義（Web） 生活習慣について理解できるように
復習する。

30

5.6 高齢者向けの体力測定① 講義講義（Web） 体力測定を行う方法と意義を復習す
る。

30

7.8 高齢者向けの体力測定② 講義講義（Web） 体力測定を行う方法と意義を復習す
る。

30

9-12 高齢者向けの体力測定(演習) 演習 高齢者向けの運動の導入として、棒
を使った体操と運動を指導できるよ
うに復習をする。

30

13.14 ロコモティブシンドロームの評価 講義（Web） ロコモティブシンドロームに対する
評価ができるように復習すること。

30

15 まとめ 講義 実際の対象者にも説明ができるよう
に振り返りを行う。

30



リハビリテーション学科

【科目名】 社会と健康Ⅱ 【担当教員】 　長谷川　裕、藤本　聡

【授業区分】 教養分野(社会科学) 【授業コード】 1-02-0057-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com（藤本）、 hasegawa.y@nur05.onmicrosoft.com（長谷川）

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜日～木曜日　13:00～13:20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

医療者として、健康に対する意識を高める科目です。
社会と健康Ⅰを受講していること。
本科目は、実務経験のある教員による授業科目です、医療及び地域保健福祉機関で作業療法等のリハビリテーションに従事してき
た経験から、社会と健康について講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目は、実務経験者対応科目である。
レポートを課す場合には、ほかに支障のない限り返却します。講義は、対面授業と映像視聴、課題による方法で行う。映像視聴と
課題については、課題を提出することにより出席となります。課題の提出期限は守ってください。
＊当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,2
＊当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,2、O-1,2、R-1,2

【講義概要】

(目的)

人びとの健康や病気が、社会的、経済的、政治的、環境的な条件に影響を受けることが広く認められるようになり、
その研究が進んでいる。いくつかの保健機関は、健康の社会的要素が集団や個人の快適な暮らしに大きな影響をもたらすことを表
明しており、本科目では社会と健康の関係を学習する。

(方法)

社会の仕組みと健康や病気との関わり合いを考察し、健康に影響する社会的要因を挙げ考察してゆく。

【一般教育目標(GIO)】

・社会が健康や病気とどう関係するのかを理解する。

【行動目標(SBO)】

・健康科学と社会学系諸分野との関連について明確なイメージを所有する。

【教科書・リザーブドブック】

資料を必要に応じて配布

【参考書】

資料を必要に応じて配布

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う
出席点は評価に含まない



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 50

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 オリエンテーション
認知症予防の施策

講義（対面）・
藤本

講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

3,4 認知症養成サポーター（１）
認知症サポーター養成講座の視聴

映像視聴 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

5,6 認知症養成サポーター（２）
課題

課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

7 認知症の方への対応方法（１）
「二本の傘」の視聴

映像視聴 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

8,9 認知症の方への対応方法（２） 課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

10,11 高齢者の社会参加と生き甲斐について 課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

12,13 認知症カフェを通しての具体的な方法（１）
本学のカフェの紹介

講義（映像視聴
）・長谷川

講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

14,15 認知症カフェを通しての具体的な支援方法（３）
課題

課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ心理学Ⅰ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 教養分野(社会科学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 12:00～15:00 (火曜日・水曜日)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

毎授業後、小テストを実施。また、定期試験は各回授業で配布する資料全て持ち込み可とする。

【講義概要】

(目的)

人間の社会生活の基礎をなすコミュニケーションについて、そのさまざまな特徴や理論を心理学視点で理解する。コミュニケーシ
ョン自体は日常の一コマであるが、それらを学問的に整理し、本学生として医療での対人関係やその研究の切り口を身につける。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

講義は、PowerPointを使用する。
講義資料は、事前に配布する。

【一般教育目標(GIO)】

授業で学習したことをもとに、医療者・支援者の視点からの円滑なコミュニケーションのポイントを理解する。

【行動目標(SBO)】

授業で取り上げるキーワードを説明できる。
学びを日常のコミュニケーションで意識し、実践する。

【教科書・リザーブドブック】

テキストとなる資料を配布する。

【参考書】

深田 博己（1999）コミュニケーション心理学―心理学的コミュニケーション論への招待．北王路書房．
山田 一成・結城 雅樹・北村 英哉（2007）よくわかる社会心理学 (やわらかアカデミズム・わかるシリーズ)．ミネルヴァ書房．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

定期試験60％、小テスト40％（出欠確認を兼ねる）の配分で評価を行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 20 80

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション
コミュニケーション心理学とは

授業 配布資料を読む 240

3-4 社会的認知1：印象形成とスキーマ 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

5-6 社会的認知2：ヒューリスティック 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

7-8 社会的認知3：帰属過程 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

9-10 自己を表現するコミュニケーション1：自己開示 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

11-12 自己を表現するコミュニケーション2：自己呈示 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

13-14 自己を表現するコミュニケーション3：自己主張性 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

15・試験 まとめ・定期試験 授業 これまでの配布資料に目を通してお
く

240



リハビリテーション学科

【科目名】 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ心理学Ⅱ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 教養分野(社会科学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 12:00～15:00 (火曜日・水曜日)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

毎授業後、小テストを実施。また、定期試験は各回授業で配布する資料全て持ち込み可とする。

【講義概要】

(目的)

人間の社会生活の基礎をなすコミュニケーションについて、そのさまざまな特徴や理論を心理学視点で理解する。コミュニケーシ
ョン自体は日常の一コマであるが、それらを学問的に整理し、本学生として医療での対人関係やその研究の切り口を身につける。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

講義は、PowerPointを使用する。
講義資料は、事前に配布する。

【一般教育目標(GIO)】

授業で学習したことをもとに、医療者・支援者の視点からの円滑なコミュニケーションのポイントを理解する。

【行動目標(SBO)】

授業で取り上げるキーワードを説明できる。
学びを日常のコミュニケーションで意識し、実践する。

【教科書・リザーブドブック】

テキストとなる資料を配布する。

【参考書】

深田 博己（1999）コミュニケーション心理学―心理学的コミュニケーション論への招待．北王路書房．
山田 一成・結城 雅樹・北村 英哉（2007）よくわかる社会心理学 (やわらかアカデミズム・わかるシリーズ)．ミネルヴァ書房．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

定期試験60％、小テスト40％（出欠確認を兼ねる）の配分で評価を行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 20 80

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 集団におけるコミュニケーション1:集団の形成 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

3-4 集団におけるコミュニケーション2:集団凝集性 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

5-6 集団におけるコミュニケーション3:同調行動・態
度変容

授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

7-8 集団におけるコミュニケーション4:権威の服従 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

9-10 集団におけるコミュニケーション5:対人説得 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

11-12 集団におけるコミュニケーション6:親密な他者と
の関係

授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

13-14 集団におけるコミュニケーション7:家族との関係 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

15・試験 まとめ・定期試験 授業 これまでの配布資料に目を通してお
く

240



リハビリテーション学科

【科目名】 統計学Ⅰ 【担当教員】 　八木　稔

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0086-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com（非常勤取次用アドレス）

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 来校時授業終了後

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

高等学校レヘ ル゙の数学の知識を有することか 望゙ましい。
統計学と数学とは,たか い゙に考え方か 異゙なる学術分野て あ゙ることを承知したうえて 授゙業を受けること。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

シラハ ズを参照して授業の全体像を把握しておくこと。
簡単な電卓(平方根を求める機能か 付゙いているもの)を用意すること。
授業中に口頭て 述゙へ だこと、あるいはその要約をノートに記しておくこと。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーション・心理学的介入の有用性を判断する上で、統計学の知識は必要不可欠である。この講義では、統計学の始まり
から現在までを概括し、統計に関する基礎的な知識、およびリハビリテーション学・心理学における統計で用いられる独特の用語
や定義に基づく基本的分析方法を学ぶと共に、各分析方法の意味と実用に即したデータ処理について理解できるようにする。＊こ
れは「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」関連の科目です。
学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

統計学の網羅的な体系、統計学の基礎的な考え方、標本と母集団との関係、およびデータの種類と表現形式について学ぶ。また、
よく用いられる統計的な検定方法を学修し、その実際的な適用の仕方について学ぶ。
本科目は主として、「統計的な考え方」、「代表値とバラツキ」、「確率」、「ベイズの定理」、「正規分布」、「仮説検定」な
どを講義する。

【一般教育目標(GIO)】

統計学の専門用語を理解し,基本的な統計計算を修得し,定量的な考え方およひ 評゙価方法を身につける。

【行動目標(SBO)】

「統計的な考え方」、「代表値とバラツキ」、「確率」、「ベイズの定理」、「正規分布」、「仮説検定」なと に゙ついて説明で
きる。

【教科書・リザーブドブック】

小寺平治：はじめての統計学15講、講談社,2012年（ベイズの定理を含まないので、別途資料を準備する予定）

【参考書】

田栗正章,藤越康祝,柳井晴夫,C・R・ラオ:やさしい統計入門、ブルーバックス,講談社、2007年
盛山和夫:統計学入門、ちくま学芸文庫、筑摩書房、2015年

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学即規定のGPA制度に従う。 
多肢選択式の客観試験,およひ レ゙ホ ー゚トに基つ い゙て合否と成績をそれそ れ゙判定し評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 10 30

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 統計的な考え方 I
　記述統計と推測統計
　エビデンスのレベルとシステマティック・レビ
ュー
　母集団と標本との関連

講義と演習 記述統計と推測統計、および母集団
と標本との関連について調べておく
。

90分（45
分×2）

3-4 統計的な考え方 II
　データの整理：度数分布とヒストグラム
　変数の分類：名義尺度、順序尺度、間隔尺度、
比率尺度

講義と演習 度数分布、度数分布表、ヒストグラ
ム、および変数の分類について調べ
ておく。

90分（45
分×2）

5-6 代表値とバラツキ I
　データの代表値として、代表値の代表（平均値
）およびその他の代表値（中央値、最頻値）

講義と演習 平均値、中央値、および最頻値の求
め方について調べておく。

90分（45
分×2）

7-8 代表値とバラツキ II
　データの範囲（最大値と最小値）
　分散（平均偏差平方和）と標準偏差
　四分偏差

講義と演習 偏差、分散、標準偏差、および四分
偏差の性質と求め方について調べて
おく。

90分（45
分×2）

9-10 代表値とバラツキ III
　ペアとなるデータの散らばり
　相関（相関係数、順位相関係数）
　評価尺度：信頼性と妥当性

講義と演習 ピアソンの相関係数、スピアマンの
順位相関係数について調べておく。

90分（45
分×2）

11-12 代表値とバラツキ IV
　回帰分析（因果関係）
　単・重回帰分析
　ロジスティック回帰分析
　オッズ比と相対危険率

講義と演習 説明変数と目的変数（独立変数と従
属変数）、またオッズ比について調
べておく。

90分（45
分×2）

13-14 確率
　確率変数（取る値が偶然によって決まる変数）
と確率分布（確率分布表、および確率密度曲線）

講義と演習 確率変数、確率分布、確率分布表、
および確率密度曲線について調べて
おく。

90分（45
分×2）

15-16 ベイズの定理 I
　ベイズの定理と事前確率、事後確率
　検査の有用性：感度と特異度
　陽性・陰性の適中度と尤度比

講義と演習 感度と特異度について予習しておく
。

90分（45
分×2）



17-18 ベイズの定理 II
　ベイズ論的な統計と頻度論的な統計
　ベイズ理論と確率、尤度、基本公式

講義と演習 ベイズ理論による統計と頻度論によ
る統計について予習しておく。

90分（45
分×2）

19-20 正規分布
　正規分布：確率分布のもととなるもの
　二項分布：試行回数と生起確率に関する分布

講義と演習 標準正規分布、および二項分布の期
待値と分散について調べておく。

90分（45
分×2）

21-22 仮説検定 I
　区間検定 I：平均値を推測する方法
　中心極限の定理
　ｔ分布

講義と演習 平均の分布、中心極限定理、母平均
の信頼限界、およびt分布について調
べておく。

90分（45
分×2）

23-24 仮説検定 II
　区間検定 II：比率を推測する方法
　カイ二乗分布

講義と演習 カイ二乗分布、母比率の信頼限界に
ついて調べておく。

90分（45
分×2）

25-26 仮説の検定 III
　平均の検定
　帰無仮説、有意水準と危険率
　第１種の過誤と第２種の過誤
　両側検定と片側検定

講義と演習 危険率、第１種・第２種の誤り、片
側/両側検定、およびｔ検定について
調べておく。

90分（45
分×2）

27-28 仮説の検定 IV
　比率の検定
　適合度・独立性の検定（カイ二乗検定）

講義と演習 母分散・母比率の検定、およびカイ
二乗検定について調べておく。

90分（45
分×2）

29-30 仮説の検定 V
　パラメトリック検定（分散分析など）
　ノンパラメトリック検定（符号付順位検定、Ｕ
検定など）

講義と演習 分散分析、およびマン=ホイットニー
のＵ検定について調べておく。

90分（45
分×2）



リハビリテーション学科

【科目名】 統計学Ⅱ 【担当教員】 　中川　明仁

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

この授業は前期に「統計学Ⅰ」を履修した学生を対象に、統計分析の実際を統計ソフトを使って実行できるようにするためにおこ
ないます。「統計学Ⅰ」「心理学統計法Ⅰ」で学んだ知識が必要となります。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義に加えて統計ソフトを利用した演習が中心の授業となります。統計学は積み重ねの知識が必要となり、一度欠席すると授業内
容に追いつけなくなることも考えられるので、原則として全回の出席を求めます。

【講義概要】

(目的)

現在多くの仕事の領域でデータを読み解く能力が求められている。これは専門職・事務職の区別を問わない。この講義では､入門
程度の統計の知識を持つものが､実際にデータを操作して初歩的な統計分析を実施するための技能を修得することを目的としてい
る｡自分でデータを分析できるようになると、新聞やテレビ､学術論文で公表された数値をより正確に理解できるようになる。＊こ
れは「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」関連の科目です。
学位授与方針との関連性：A-2，A-3

(方法)

統計ソフトを使用して､データの集約法（記述統計）と基礎的な統計的検定（推測統計）を自分でデータを操作しながら学習する
。統計ソフトに関する予備知識は必要ない。エクセルを少し使えると役に立つ。

【一般教育目標(GIO)】

本授業で学んだ知識を基にして、社会の実際のデータを読み取り、説明することができる。また、必要に応じてデータを操作する
ことができる。

【行動目標(SBO)】

基礎統計値の意味を理解し、基礎統計値の知識を基に実際のデータの読み取りができる。
推測統計の中でも特に平均の差の検定の意味を理解し、実際のデータの読み取りができる。

【教科書・リザーブドブック】

毎回の授業で資料を配布します。

【参考書】

吉田（著）本当にわかりやすいすごく大切なことが書いてあるごく初歩の統計の本，北大路書房，2018年，¥2,750

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含みません。試験、小テストの成績を総合して評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 40 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 25 20 45

思考・推論・創造の力 25 20 45

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・２ 代表値の使い分けと読み取り 講義・演習 適切な代表値の使い分けについて説
明できる。実際のデータから代表値
の読み取りができる。

１２０

３・４ 標準偏差と標準誤差 講義・演習 代表的な散布度である標準偏差と標
準誤差について理解できる

１２０

５・６ 平均値と標準偏差のグラフを作成 講義・演習 １～４回の学びを基に視覚情報とし
てグラフ化することができる。

１２０

７・８ 相関係数算出 講義・演習 相関係数の意味、算出されるプロセ
スを理解する。

１２０

９・１０ 相関の散布図を描く 講義・演習 相関関係を散布図として描き、視覚
的にその情報を理解する。

１２０

１１・１
２

χ2乗検定 講義・演習 χ2乗検定の基本的な考え方を理解で
きる。

１２０

１３・１
４

ｔ検定（１） 講義・演習 対応のないt検定について理解できる
。

１２０

１５ ｔ検定（２） 講義・演習 対応のあるt検定について理解できる
。

１２０



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎生命科学 【担当教員】 　平田　恒彦

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0090-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 qqe83zfd@snow.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

高校での「生物基礎」を選択したか否かをアンケート調査する。
高校で「生物基礎」を選択していなかった学生はこの科目を必ず選択していただきたい。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

食べ物・飲み物の持ち込みは厳禁する。講義中の無言勝手な出入りを禁ずる。
教師と学生との対話を心掛ける。
講義中に試験問題等を提供する。
試験内容をプリント・コピーし、予め問題内容を簡単に解説する。
試験後、回答例を示します。

【講義概要】

(目的)

本講義は基礎生物学に関する導入講義であり、医療学部の医生物科学の履修に向けて必要となる基礎的知識の修得を目的とする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

高等学校にて「生物基礎」及び「化学基礎」を履修してこなかった学生を対象に、医生物科学を学ぶにあたって必須な学習事項を
中心に概説する。

【一般教育目標(GIO)】

世間一般で話題となっている「生命（いのち）＝生き物」の在り方などについて常識的に語れるようになること。

【行動目標(SBO)】

「生命（いのち）＝生き物」に関する話題について自分の考えをまとめられるようになること。

【教科書・リザーブドブック】

特に使用せずプリントを提供する。

【参考書】

高校レベルの内容が記されている書籍、新聞等。
必要な場合にその都度紹介する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は期末試験およびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 85 5 5 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 50 50

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 15 5 20

学修に取り組む姿勢 10 5 5 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 教科目「基礎生命科学」の内容紹介
（「生物○○・・・」の高校での学習の有無につ
いてのアンケート調査）
からだをつくる物質・単位・溶液

講義 新聞マスメディアの生命（いのち）
＝生き物に関する記事を読むこと。

10

3-4 からだの中の（化学）反応（系）
～　①　加水分解・酸化還元・酸と塩基

からだの中の（化学）反応（系）
～　②　酵素

同上 同上 同上

5-6 細胞・細胞分裂…そして、生命の起源との関連
遺伝と遺伝子⇒情報伝達機構

同上 同上 同上

7-8 動物・ヒトの組織・器官
刺激と反応…そして、生活空間＝環境との関連

同上 同上 同上

9-10 循環　～　①　体液
循環　～　②　気体

同上 同上 同上

11-12 免疫
神経・ホルモン…そして、生活空間＝環境

同上 同上 同上

13-14 解剖生理学・生化学等との関連・・・
病気に対して・・・

同上 同上 同上

15

16

英語で学ぶ基礎生命科学

試験

同上 同上 同上



リハビリテーション学科

【科目名】 医生物科学Ⅰ 【担当教員】 　平田　恒彦

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0096-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 qqe83zfd@snow.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

高校等で「生物基礎」を選択履修したものとして講義を執り行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

食べ物・飲み物の持ち込みは厳禁する。講義中の無言勝手な出入りを禁ずる。
教師と学生との対話を心掛ける。
講義概要をプリント・コピーし、予め問題内容を簡単に説明する。
試験後回答例を提示します。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーションという現実に直面するヒトの肉体と心の関係を知る基礎を学ぶ。生命科学から見た人について考えるきっかけ
を得る。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

生命現象を呈する生物の姿かたち、生活の在り方を考えながら、生物体の基本単位である細胞、細菌学、その中で特に医療分野で
必要な感染症についても学んでいく。本科目は主として、「生物（学）の世界」、「生物と環境の変化」、「万能細胞～ヒトの
iPS細胞～」などを講義し、生物学と医療との相関について考える。

【一般教育目標(GIO)】

常識程度の医生物科学（生物学の基礎知識を基にした医学・医療領域の自然科学）を語れるようになること。

【行動目標(SBO)】

基礎医学及び医療に関する昨今の話題をまとめ、語れるようになること。

【教科書・リザーブドブック】

平田恒彦著「人間・生き物科学」　考古堂　2012年

【参考書】

高校の教科書・参考書、新聞
必要な場合にその都度紹介する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
試験評価は期末試験およびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 85 5 5 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 50 50

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 15 5 20

学修に取り組む姿勢 10 5 5 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 生物（学）の世界 講義 新聞等マスメディアの生命に関する
記事を熟読すること。

10分

3-4 生命の誕生～オパーリンの世界～ 同上 同上 同上

5-6 生物と環境の変化 同上 同上 同上

7-8 化石の世界 同上 同上 同上

9-10 野生生物の世界 同上 同上 同上

11-12 クストーの世界 同上 同上 同上

13-14 DNAとは 同上 同上 同上

15

16

万能細胞～ヒトのiPS細胞～

試験

同上 同上 同上



リハビリテーション学科

【科目名】 医生物科学Ⅱ 【担当教員】 　平田　恒彦

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0097-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 qqe83zfd@snow.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

医生物科学Ⅰを履修したものとして講義を執り行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

食べ物・飲み物の持ち込みは厳禁する。講義中の無言勝手な出入りは禁ずる。
教師と学生との対話を心掛ける。
試験後回答例を提示します。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーションという現実に直面する人の肉体と心の関係を知る基礎を学ぶ。
生命科学から見た人について特に人の内面の在り方や個としての人の行く末について考えるきっかけを得る。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1.A-2

(方法)

生命現象を呈する生物の姿かたち、生活の在り方を考えながら、生物体の基本単位である細胞、細菌学、その中で特に医療分野で
必要な感染症についても学んでいく。本科目は主として、「感性～音と絵の世界」、「死とは」、「人間・からだのたたかい」な
どを講義する。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

【一般教育目標(GIO)】

社会一般における医療とのつながる医生物科学的な話題に関心を抱き、
その話題を自分のものとして取り扱えるようになること。

【行動目標(SBO)】

現代的医生物科学に関する話題について語れるようになること。

【教科書・リザーブドブック】

特に使用せずプリントを提供する

【参考書】

高校の教科書・参考書、
必要な場合にはその都度紹介する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGAP制度に従う。
試験評価は期末試験およびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 85 5 5 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 50 50

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 15 5 20

学修に取り組む姿勢 10 5 5 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 健康なからだづくりの基本・・・胎内期、幼児期 講義 新聞マスメディアに載るについて感
心を抱くこと。

10分

3-4 こころの健康、そして休養・・・胎内期、幼児期 同上 同上 同上

5-6 社会生活への道・・・・・社会生活技術訓練SST、
モノづくり

同上 同上 同上

7-8 モバイルヘルス

認知症予防のための脳トレ
・・・・・認知症へ・・・なる？？？！！！

同上 同上 同上

9-10 認知症予防のための脳トレ
・・・・・計算をためしてみよう！

感染症とのたたかいとそれへの予防
・・・新コロナウイルス感染症！？！？！？

同上 同上 同上

11-12 食との調和、そして自然 同上 同上 同上

13-14 日常生活におけるヒト
・・・生活の在り方
　　　自己そのもの
　　　他との関係における欲求

同上 同上 同上

15

16

最後の日々へ・・・

試験

同上 同上 同上



リハビリテーション学科

【科目名】 人間支援科学Ⅰ 【担当教員】 　長島　裕子

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0106-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 y.nagashima@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜日　12：40～13：30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。医療及び地域でのリハビリテーションに従事してきた経験から、社会人と
して必要な教養を講じる。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・初回講義時に説明する。
・レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

これからの生活や学習への心構え、学習環境の理解や利用方法を学習する。また、臨床実習や就職後の職場環境に柔軟に対応・適
応すべく、社会人・職業人としての心構えや行動様式を理解し、実践、習慣化できるようにする。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,2

(方法)

対面講義5コマ、オンデマンド10コマの講義構成である。
対面では「書く」、オンデマンドではパソコンを使用し「読む・書く」の演習を実施する。

【一般教育目標(GIO)】

社会人・職業人として求められる教養を身に付けるために、「読む・書く」ことについて理解し、そのスキルを修得する。

【行動目標(SBO)】

社会人・職業人に必要な「読む・書く」スキルを身に付け、実践、習慣化できるようにする。

【教科書・リザーブドブック】

特になし

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
・出席点は評価に含みません。
・成績評価は、小テスト・レポートにより評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 10 40

思考・推論・創造の力 20 20 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ・オリエンテーション
・字をきれいに書く

対面講義：長島 丁寧に字を書くことができる。 30分

3.4 ・高校と大学の違いについて
・メールの書き方について

オンデマンド：
長島

・高校と大学の違いについて理解で
きる。
・正しいメールの書き方ができる。

30分

5.6 ・基本的な文章の書き方について
・文章を読んで理解する

オンデマンド：
長島

文章を書く上でのルールを理解でき
る。

30分

7.8 ・レポートの書き方について
・書き写し（字をきれいに書く）
・レポート課題について

対面講義：長島 ・レポートの書き方を理解し、実際
にレポートを作成することができる
。
・正しく字を写すことができる。

60分

9.10 ・文章を読んで要約する オンデマンド：
長島

文章をまとめることができる。 30分

11.12 ・社会人に求められる語彙力　基本編 オンデマンド：
長島

ことばを使って正確に物事を伝える
ことができる。

30分

13.14 ・社会人に求められる語彙力　応用編 オンデマンド：
長島

ことばを使って正確に物事を伝える
ことができる。

30分

15 ・まとめ
・レポート返却

対面講義：長島 講義・レポートを振り返り、「読む
・書く」について理解できる。

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 人間支援科学Ⅱ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0107-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 12時～15時（火・水曜日）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。各専門領域の内容を踏まえて人間を支援する考え方や方法を講じる。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

対面とリモートを併用した講義となる。対面授業では、演習を含む。

【講義概要】

(目的)

多職種連携による支援方法を学び、自らが他者を労り支える基礎力としてコミュニケーションスキルを身に着けていくことを目的
とする。
当該科目学位授与方針等との関連性；R-1、O-1、A-1、A-2

(方法)

毎回講義後に小テストを、また学期末には課題レポートの提出を求める。

【一般教育目標(GIO)】

幅広い専門領域からの視点から人を支援できる方法を身に付けることで、さまざまな場面に応じた対応ができる。
社会人において必要なコミュニケーションスキルを理解し、身に付ける。

【行動目標(SBO)】

講義を通じて人とのつながりに意識することができる。様々な集団の中で求められるコミュニケーションスキルを習得する。

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じて資料を配布する。

【参考書】

必要に応じて資料を配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。授業内また授業後に実施する小テスト、課題レポート、実技により評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 40 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20 10 50

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 コミュニケーションスキルを測る
コミュニケーションスキル⑴：自分の考えや気持
ちを伝える

講義・演習 人間支援科学Ⅰを復習しておく 240

3.4 コミュニケーションの構成要素 講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

5.6 言語・非言語コミュニケーション 講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

7.8 コミュニケーションスキル⑵：相手の考えや気持
ちを伝える

講義・演習 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

9.10 治療的関係に求められるコミュニケーションスキ
ル⑴：聴く力

講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

11.12 治療的関係に求められるコミュニケーションスキ
ル⑵：問う力

講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

13.14 治療的関係に求められるコミュニケーションスキ
ル⑶：共感する力

講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

15 まとめ・課題レポート 講義 全配布資料を読む 240



リハビリテーション学科

【科目名】 物理学Ⅰ 【担当教員】 　藤本　聡

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0111-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金曜日13時00分～13時25分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・物理が苦手な人、高校で物理を学ばなかった人に合わせて授業を行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・演習は理解するまで行い、わからないことは質問に来てください。この科目は実務経験者対応科目である。
・試験・レポートは他に支障のない限り返却します。試験結果・演習問題については、必要応じて解説を行います。
・対面授業での遅刻は授業開始後20分まで、早退は終了20分前まで、それ以上の遅刻・早退はすべて欠席扱いとなります。
・授業方法が映像視聴や課題の場合には、課題の提出により出席になります。課題を提出しない場合には、欠席扱いとなります。
課題は、必ず指定した日時までに提出してください。

【講義概要】

(目的)

・リハビリテーションに関連する物理学を学ぶことを目的にする。
・物理学を学ぶのに、必要な数学を習得する。
・高校で物理学を学ぶ機会がなかった学生や苦手だった学生が、リハビリテーションに必要な物理学の基礎を習得する。
・当該科目と学位授与方針等との関連性；　A-2

(方法)

・教科書と配布資料などによる講義と演習を行う。
・講義は、対面授業と映像視聴、課題による方法で行う。

【一般教育目標(GIO)】

・リハビリテーションに必要な物理学の基礎を学ぶ。
・物理学を学ぶのに必要な数学についても学ぶ。

【行動目標(SBO)】

学習者が、リハビリテーションに関連する物理学を学び、今後の学習や臨床で活用できるようになる。

【教科書・リザーブドブック】

江原義弘、山本澄子、中川昭夫・『【ＰＴ】【ＯＴ】【ＰＯ】身体運動の理解につなげる物理学』南江堂、2015年．¥2800

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGAP制度に従う。
・期末試験の実施とポートフォリオの取り組む姿勢を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 オリエンテーション
物理学を学ぶのに必要な数学①

講義（対面）・
演習

復習：演習した内容を復習 60

3,4 物理学を学ぶのに必要な数学② 講義（対面）・
演習

復習：演習した内容を復習 60

5,6 物理学を学ぶのに必要な数学③
なぜ物理が必要か
バネの伸びと力の合成

講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書1-12pを読んでおく

60

7,8 テコの原理と第一のテコ 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書13-19pを読んでおく

60

9,10 物理学を学ぶのに必要な数学のまとめ演習
第2のテコ・第3のテコ

講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書21-p25を読んでおく

60

11,12 輪じく・滑車・歯車 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書27-p33を読んでおく

60

13,14 まとめ演習 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習 60

15 まとめ演習の解説 演習 復習：まとめ演習を復習 60



16 期末試験 試験（対面）



リハビリテーション学科

【科目名】 物理学Ⅱ 【担当教員】 　藤本　聡

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0112-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金曜日13時00分～13時25分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

物理学Ⅰを学んだ人を対象とする。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・演習は理解するまで行い、わからないことは質問に来てください。この科目は実務経験者対応科目である。
・試験・レポートは他に支障のない限り返却します。・試験結果・演習問題については、必要に応じて解説を行います。
・対面授業での遅刻は授業開始後20分まで、早退は終了20分前まで、それ以上の遅刻・早退はすべて欠席扱いとなります。
・授業方法が映像視聴や課題の場合には、課題の提出により出席になります。課題を提出しない場合には、欠席扱いとなります。
課題は、必ず指定した日時までに提出してください。

【講義概要】

(目的)

・リハビリテーションに関連する物理学を学ぶことを目的にする。
・高校で物理学を学ぶ機会がなかった学生や苦手だった学生が、リハビリテーションに必要な物理学の基礎を習得する。
・物理学Ⅰで学んだことを、生体に応用できるようにする。
・当該科目と学位授与方針等との関連性；　A-2

(方法)

教科書と配布資料などによる講義と演習を行う。

【一般教育目標(GIO)】

・リハビリテーションに必要な物理学の基礎を習得する。

【行動目標(SBO)】

学習者がリハビリテーションに関連する物理学を学び、今後の学習や臨床で活用できるようになる。

【教科書・リザーブドブック】

江原義弘、山本澄子、中川昭夫・『【ＰＴ】【ＯＴ】【ＰＯ】身体運動の理解につなげる物理学』南江堂、2015年．¥2800

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGAP制度に従う。
・期末試験を実施、ポートフォリオの取り組む姿勢を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 物理Ⅰ期末試験の解説
生体の中のテコ①

講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書37-40pを読んでおく

60

3,4 生体の中のテコ② 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書41-44pを読んでおく

60

5,6 下肢に存在するテコ 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書47-50pを読んでおく

60

7,8 作用・反作用，力の分解，斜面，振り子、摩擦力 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書51-58pを読んでおく

60

9,10 物理学Ⅱのまとめ演習 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習 60

11,12 物理学Ⅱのまとめ演習の解説
物理学Ⅱの小テスト

演習 復習：演習した内容を復習 60

13,14 物理Ⅱの小テストの解説
物理ⅠとⅡの総まとめ演習

演習 復習：演習した内容を復習 60

15 総まとめ演習の解説 演習 復習：授業の内容を復習 60



16 期末試験 試験（対面）



リハビリテーション学科

【科目名】 スポーツ実践 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 教養分野(体育関係学) 【授業コード】 1-04-0125-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・グループに分けて実施します．
・授業内容，スケジュール詳細などは初回ガイダンスにて周知します．
・内容やスケジュールに変更がある場合があります．その際は大学ポータルサイト等を通じて連絡します．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・実技の際は，スポーツを実施するのに相応しい身だしなみや服装を整え，館内では内履きを必ず着用してください．
・水分補給の準備やタオル，着替え等を持参し，体調管理，安全管理に配慮してください．

【講義概要】

(目的)

・様々な運動やスポーツを経験し，健康や身体活動に関する知識や相互理解を深める．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；A-1,2,3

(方法)

・様々な運動・スポーツ種目について，講義や動画などから学び，また実践することで，健康や障がいについて考える．

【一般教育目標(GIO)】

・身体活動を通じ，健康の保持・増進および障がいに対する知識や認識を高め，相互理解を深める．

【行動目標(SBO)】

・健康に関する知識を高め，行動することができる．
・健常者・障がい者ともに楽しめる運動・スポーツ活動の運営やサポート方法を考え実践することができる．
・学習活動を通して，協調性，リーダーシップ，チームワーク，コミュニケーション能力を養い，発揮することができる．
・レポートを作成して自己評価を行い，活動を振り返ることができる．

【教科書・リザーブドブック】

・特に指定しない

【参考書】

・必要に応じて提示する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．
・授業態度，レポートを総合的に評価します．
・レポートは返却します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 20 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 5 35

思考・推論・創造の力 30 10 40

コラボレーションとリーダーシップ 5 10 15

発表力 5 5

学修に取り組む姿勢 5 5

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ガイダンス，アイスブレイク
新型コロナウイルス感染症について

講義・演習 講義内容をまとめる 30

3-4 アダプテッド・スポーツ１ 講義・演習 講義内容をもとに自分の考えをまと
める

30

5-6 アダプテッド・スポーツ２ 講義・演習 講義内容をもとに自分の考えをまと
める

30

7-8 アダプテッド・スポーツ３ 講義・演習 講義内容をもとに自分の考えをまと
める

30

9-10 アダプテッド・スポーツ４ 講義・演習 講義内容をもとに自分の考えをまと
める

30

11-13 スポーツ実践 演習・実技 実施した内容をまとめる 30

14 活動内容発表 演習・実技 発表する課題の内容をまとめる 30

15 まとめ レポート作成 振り返り 30



リハビリテーション学科

【科目名】 情報処理技法Ⅰ 【担当教員】 　浅海　岩生

【授業区分】 教養分野(情報) 【授業コード】 1-05-0136-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 igasami@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 月曜～金曜(9-17時)メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・授業では自分のパソコンを使用し実習しますので各自持参してください。
・Office365に接続できるようメールアドレス・パスワードを控えておくこと

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・課題はMicrosoft Teamsを使用し提出してもらいます。(Teamsの使用方法は授業の中で説明します。)
・課題・テストは必要に応じTeamsを用い返却します。

・本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。主担当教員は総合病院に勤務した経験より医療施設での情報リテラシーと
活用について必要とする知識を講義します。

【講義概要】

(目的)

・情報処理技法Iでは情報に関するリテラシーやスキルを身につける。また、数理・データサイエンス・AI教育として、「情報学
」（データ収集・加工・処理）、「統計学」（データ分析・解析）、AIの導入項目（総論）としてデータサイエンティストの基礎
を築く。 

・当該科目と学位授与方針等との関連性;A-3

(方法)

・情報リテラシー、スキルまた数理・データサイエンス・AI教育の基礎知識について講義を通じ学び、実習を行うことにより具体
的方法を学習する。

【一般教育目標(GIO)】

・現代の社会人として必要な情報リテラシーやスキルの習得を目指す。
・これからのコモンリテラシー教育の一つに位置付けされている数理
・データサイエンス教育の基礎の習得を目指す。

【行動目標(SBO)】

・パソコンのセキュリティ設定が行える。
・Office365 の基本機能(Word, Excel, PowerPoint, Teams)を使用できる。
・データサイエンス、AIの概要を説明できる
・ビックデータを使用したデータ収集・加工・処理、データ分析・解析が行える。
・数理・データサイエンス・AIの関連性を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

「できる　Office365」インプレス社　（1,500円+税）

【参考書】

必要に応じ資料を配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、期末試験およびレポート点により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 40 50 0 0 0 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 25 10 55

思考・推論・創造の力 20 25 45

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0

発表力 0 0 0

学修に取り組む姿勢 0 0 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション
・teamsの利用方法について
・社会で起きている変化 
・データ・AI利用の最新動向

講義 ・シラバスを読んでおく。
・配布資料をもう一度確認する。

10分
15分

2 ・社会で活用されているデータ 
・データ・AIの活用領域

講義 ・AIとは何か調べておく。
・teamsのビデオで復習

15分

30分

3 ・データ・AI利用活用のための技術 
・データ・AI利用の現状

講義 ・データ・AI活用に必要な技術につ
いて調べておく。
・teamsのビデオで復習

15分
30分

4 ・データ・AI利用活用における留意事項 
・データを守る上での留意事項 (情報セキュリテ
ィーについて)

講義 ・データセキュリティーとは何か調
べておく。
・teamsのビデオで復習

15分
15分

5 Wordの基本操作(1) 
・文字入力の方法(ローマ字入力/全角・半角) 
・Wordの起動と終了 
・文書の保存

講義・実習 ・タイピングの練習をしておく。
・練習課題を実施する。

10分
10分

6 Wordの基本操作(2) 
・文書レイアウトの設定 
・フォントの設定と文字配置 
・あいさつ文の挿入とインデント

講義・実習 ・配布資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
10分

7 Wordの基本操作(3) 
・罫線と表の挿入 
・箇条書きと段落番号 
・印刷

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分

10分

8 Wordの基本操作(4) 
・写真・図形の挿入 
・ヘッダー・フッターの挿入 
・ショートカットキーの使用

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分

20分



9 PowerPointの基本操作(1) 
・PowerPointの機能と特徴 
・スライドマスターの設定 
・アウトラインで構成を練る

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10 PowerPointの基本操作(2) 
・文字入力とレイアウトの調整 
・テキストボックスの挿入 
・アニメーションの設定

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

11 PowerPointの基本操作(3) 
・ヘッダー・フッターの編集と挿入 
・ブラフの作り方

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

12 PowerPointの基本操作(4) 
・音声・動画の挿入 
・スライドの印刷 
・スライドショーの方法

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

13 Excel (1) 
・Excelの基本概念 
・数式を入力する。

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

14 Excel (2) 
・セルとの書式設定と表示形式 
・セルの複写・結合・挿入 
・罫線とセルの塗りつぶし

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

15 Excel (3) 
・セルの複写と相対座標 
・絶対座標 
・代表的な関数の使用

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

16 Excel (4) 
・データベース関数の利用

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

17 Excel (5) 
・統計ツールの利用方法

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

18 Excel (6) 
・統計ツールを使用し例題を解く

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

19 Power BI (1) 
・概要 
・操作の流れ

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分



20 Power BI (2) 
・データの作成方法 
・フィードとレコード 
・フィールドの書式設定

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

21 Power BI (3) 
・フィルタリングの方法 
・グラフの作成方法 
・ドリルスルー 
・ダッシュボードの作成

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

22 Power BI (4) 
・データの共有方法

講義・実習 ・資料を読んでおく。
・練習課題を実施する。

10分
20分

23 総合演習(1) オリエンテーション 
・地域の課題について公開データより収集し
Excel, Power BIなどを用いてデータを分析する。 
また分析したデータを用い問題点・考察・提言な
どをPowerPointでまとめる。

講義・演習 ・teamsのビデオを見ておく。
・グループ別にテーマについて検討
する。

10分
20分

24 総合演習(2)　テーマ決定 
グループワーク

演習 ・各自テーマについて候補を考えて
おく。
・参考資料を収集する。

10分
20分

25 総合演習(3)　データ収集 
グループワーク

演習 ・webよりデータを収集する。
・分析方法を考える。

10分

20分

26 総合演習(4)　データ収集・分析 
グループワーク

演習 ・webよりデータを収集する。
・データ分析方法を行う。

10分
20分

27 総合演習(5)　分析・PPT作成 
グループワーク

演習 ・データ分析を行う。
・プレゼンの方法を考える。

10分
20分

28 総合演習(6)　 分析・PPT作成 
グループワーク

演習 ・データ分析を行う。
・PPTを作成する。

10分
20分

29 総合演習(7)　 分析・PPT作成 
グループワーク

演習 ・データ分析を行う。
・PPTのノートを作成する。

10分

10分

30 総合演習(8)　 PPT完成 
グループワーク 
まとめ

講義・演習 ・PPTのノートを作成する。
・まとめをおこなう。

30分
15分



リハビリテーション学科

【科目名】 情報処理技法Ⅱ 【担当教員】 　浅海　岩生

【授業区分】 教養分野(情報) 【授業コード】 1-05-0150-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 igasami@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月曜～金曜(9-17時)メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・授業では自分のパソコンを使用し実習しますので各自持参してください。
・Office365に接続できるようメールアドレス・パスワードを控えておくこと

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・課題はMicrosoft Teamsを使用し提出してもらいます。(Teamsの使用方法は授業の中で説明します。)
・課題・テストは必要に応じTeamsを用い返却します。
・本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。主担当教員は総合病院に勤務した経験より医療施設での情報リテラシーと
活用について必要とする知識を講義します。

【講義概要】

(目的)

・情報処理技法Ⅱでは数理・データサイエンス(DS)の中でデータ処理・分析を自分で行えるようブロックプログラムと記述プログ
ラム言語Pythonについて学びます。 
・当該科目と学位授与方針等との関連性; A-3

(方法)

・プログラミングの基礎的概念を理解するためScratchを用いたブロックプログラムについて講義と演習により学びます。 
・より詳細なデータ処理と分析が行えるよう記述式プログラミング言語Pythonの使い方を講義と演習により学びます。

【一般教育目標(GIO)】

・データの分析と処理を独自に行ない日常の業務や研究に活かせることを目標に
プログラミングの基礎を修得する。

【行動目標(SBO)】

・Scratchを使用し簡単なプログラムを作成できる。
・Pythonを用い基本的、データ処理と分析ができる。

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じ資料を配布する。

【参考書】

・阿部和広　監修/横川耕二: おとなも学びたいプログラミングSCRATCH入門、エムディエヌコーポレーション　¥1650

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、小テストおよびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 40 50 0 0 0 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 25 10 55

思考・推論・創造の力 20 25 45

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション・プログラミング言語の役割 
Scratch (1)・Scratchでのプログラミングの概要 
・Scratchエデッタの使用方法

講義・演習 ・Scratchとは何か調べておく。
・課題1を作成する。

10分
15分

2 Scratch (2) 
・スプライトと背景 
・イベントによるプログラムの実行

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題2を作成する。

10分
15分

3 Scratch (3) 
・アニメーションの使用方法 
・インターラクション(メッセージ)の利用

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題3を作成する。

10分
15分

4 Scratch (4) 
・角度の測定 
・タイマーを使用した時間の測定

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題4を作成する。

10分
15分

5 Scratch (5) 
まとめ

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題5を作成する。

10分
15分

6 Python (1) 
・Pythonで何ができるか 
・利用環境を調える。 
・Google Colaboratoryの基本操作

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題6を作成する。

10分
15分

7 Python (2) 
・変数とデータ型 
・四則演算

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題7を作成する。

10分

15分

8 Python (3) 
・繰り返し処理 
・条件分岐

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題8を作成する。

10分
15分



9 Python (4) 
・リストと辞書 
・データの並べ替え

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題9を作成する。

10分
15分

10 Python (5) 
・数学処理を行う関数 
・乱数の使用 
・日付

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題10を作成する。

10分
15分

11 Python (6) 
・Excelデータの取り込み方法 
・取り込んだデータを加工する。

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題11を作成する。

10分
15分

12 Python (7) 
・統計計算を行う。 
・Excelデータとして書き出す。

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題12を作成する。

10分
15分

13 Python (8) 
・データのフィルタリング方法 
・グラフ表示

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題13を作成する。

10分
15分

14 Python (8) 
・各種グラフの作成方法 
・グラフオプションについて

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題14を作成する。

30分

15 Python (9) 
・まとめ

講義・演習 ・配布資料を読んでおく。
・課題15を作成する。

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英語ベーシック 【担当教員】 　鈴木　美和子

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-05-0160-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com（非常勤取次用アドレス）

【単位数】 2 【コマ数】 ３０ (オフィスアワー) 授業前、教室にて

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

試験結果の返却及びその解説をもってフィードバックとする。

【講義概要】

(目的)

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定４級に関連したトピックを基に、『書く』『読む』の演習を中心とした授業行い学外
検定試験に対応できるようする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

専門用語集を使用し基礎語彙を導入し、定着化のため『書く』『読む』の演習で使用していく。テキストの会話文を読解すると同
時にターゲット基礎文法の解説及び演習を行う。例文を参考にセンテンスを書く演習を行う。

【一般教育目標(GIO)】

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定４級合格レベルの英語力獲得を目標とする。又、学外検定試験にも対応できるように
する。

【行動目標(SBO)】

医療現場における基礎的な言い回しを理解できるようになる。検定合格に必要とされる基礎文法力を高める。導入した基礎専門語
彙や文法を使用し日常的な医療現場において想定されるパッセージを読解できるようになる。検定合格だけでなく医療現場におけ
る基礎英語運用能力向上をする。

【教科書・リザーブドブック】

医療福祉英語検定協会出版『Let's Study Welfare English: 英語で福祉を学ぼう』及び『福祉英語専門用語集』

【参考書】

辞書（英和、和英）を必ず持参のこと。スマートフォンの使用は禁ずる。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

小テスト(文法・表現テスト及び単語テスト）及び期末試験結果を総合的に評価する。
成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 30 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション
教科書：
第１部レッスン１、第２部１．１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

3-4 教科書：
第１部レッスン２、第２部１．２
単語テスト１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

5-6 教科書：
第１部レッスン３、第２部１．３
単語テスト２

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

7-8 教科書：
第１部レッスン４、第２部１．４
単語テスト３

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

9-10 教科書：
第１部レッスン５、第２部１．５
単語テスト４

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

11-12 教科書：
第１部レッスン６、第２部１．６
単語テスト５

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

13-14 教科書：
第１部レッスン７、第２部２．１
単語テスト６

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

15-16 教科書：
第１部レッスン８、第２部２．２

講義及び演習 総復習 45分



17-18 教科書：
第１部レッスン９、第２部２．３
単語テスト１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

19-20 教科書：
第１部レッスン１０、第２部２．４
単語テスト２

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

21-22 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１
単語テスト３

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

23-24 教科書：
第１部レッスン１２、第２部３．２
単語テスト４

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

25-26 教科書：
第２部３．３、３．４
単語テスト５

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

27-28 教科書：
第２部３．５、４．１
単語テスト６

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

29-30 教科書：出発

まとめ

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。
総復習

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英会話ベーシック 【担当教員】 　Sam Suleiman

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0190-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 sulsuz@yahoo.co.jp

【単位数】 2 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 電子メールで質問を受け付ける

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

試験結果の返却及びその解説をもってフィードバックとする。

【講義概要】

(目的)

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定４級に関連したトピックを基に『聴く』『話す』の演習を中心とした授業を行い学外
検定試験に対応できるようにする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

医療福祉英語検定協会の教材で導入した基礎専門用語・表現の対話内での使用を促し、その定着を図る。ディクテーション演習に
より正しい発音及び聞き取り能力を向上させる。簡単な医療現場での会話をモデルに、自分で会話文が作り使用できるようにする
。擬似環境における対話練習により英語を聴く・話すことに慣れる。

【一般教育目標(GIO)】

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定４級合格レベルの英語による会話力及び聴解力獲得を目標とする。

【行動目標(SBO)】

様々な日常医療現場における簡単な内容の会話を聴き理解できるようになる。また同現場での基礎的な対話ができるようになる。
福祉英語検定４級のリスニングセクションにおいて高得点をとる。

【教科書・リザーブドブック】

医療福祉英語検定協会出版『Let's Study Welfare English: 英語で福祉を学ぼう』及び『福祉英語専門用語集』

【参考書】

辞書（英和、和英）を必ず持参すること。スマートフォンの使用は禁ずる。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

試験・小テストの結果及び授業内参加度等を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 40 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション
教科書：
第１部レッスン１、第２部１．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

3-4 教科書：
第１部レッスン２、第２部１．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

5-6 教科書：
第１部レッスン３、第２部１．３

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

7-8 教科書：
第１部レッスン４、第２部１．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

9-10 教科書：
第１部レッスン５、第２部１．５

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

11-12 教科書：
第１部レッスン６、第２部１．６

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

13-14 教科書：
第１部レッスン７、第２部２．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

15-16 教科書：
第１部レッスン８、第２部２．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分



17-18 教科書：
第１部レッスン９、第２部２．３

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

19-20 教科書：
第１部レッスン１０、第２部２．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

21-22 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

23-24 教科書：
第１部レッスン１２、第２部３．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

25-26 教科書：
第２部３．３、３．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

27-28 教科書：
第２部３．３、５．４．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

29-30 まとめ 講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英会話アドバンス 【担当教員】 　Sam Suleiman

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0210-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 2 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 授業後、教室にて

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

試験結果の返却及びその解説をもってフィードバックとする。

【講義概要】

(目的)

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定３級に関連したトピックを基に『聴く』『話す』の演習を中心とした授業を行い学外
検定試験に対応できるようにする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

医療福祉英語検定協会の教材で導入した３級程度専門用語・表現の対話内での使用を促し、その定着を図る。ディクテーション演
習により正しい発音及び聞き取り能力を向上させる。医療現場での会話をモデルにした演習を繰り返す行い、英語による会話継続
力を身に付ける。擬似環境における対話練習により英語を聴く・話すことに慣れる。

【一般教育目標(GIO)】

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定３級合格レベルの英語による会話力及び聴解力獲得を目標とする。

【行動目標(SBO)】

医療現場における様々な領域の知識を身に付ける。様々な医療現場における会話を聞き理解できるようになるとともに、それを会
話で応用できるようになる。また同場面でのコミュニケーションを無理なく継続できるようになる。福祉英語検定３級のリスニン
グセクションにおいて高得点をとる。

【教科書・リザーブドブック】

医療福祉英語検定協会出版『Let's Study Welfare English: 英語で福祉を学ぼう』及び『福祉英語専門用語集』

【参考書】

辞書（英和・和英）を必ず持参のこと。教員を除きスマートフォンの使用は禁ずる。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

試験結果及び授業内参加度等を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 70

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション
教科書：
第１部レッスン１、第２部１．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

3-4 教科書：
第１部レッスン２、第２部１．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

5-6 教科書：
第１部レッスン３、第２部１．３

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

7-8 教科書：
第１部レッスン４、第２部１．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

9-10 教科書：
第１部レッスン５、第２部１．５

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

11-12 教科書：
第１部レッスン６、第２部１．６

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

13-14 教科書：
第１部レッスン７、第２部２．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

15-16 教科書：
第１部レッスン７、第８部２．２
長文読解

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分



17-18 教科書：
第１部レッスン９、第２部２．３

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

19-20 教科書：
第１部レッスン１０、第２部２．４

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

21-22 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

23-24 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

25-26 教科書：
第１部レッスン１２、第２部３．２

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

27-28 教科書：
第３部３．３、３．４

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

29-30 教科書：
第３部３．５、４．１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 解剖学・総論Ⅰ 【担当教員】 　松村　博雄

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 【大学取次】nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 (オフィスアワー) 木曜日、12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後、医学全般を学ぶ上での基礎となるものです。「死体解剖資格」を持ち、医学部での解剖学実習を指導した経験から、局所解
剖学的に人体の構造を講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

中学・高校の教科書の中で、生物に関する記載を復習しておくこと。試験の正解は他に支障の無い限り発表することとします。レ
ポートは他に支障の無い限り返却します。

【講義概要】

(目的)

医学、医療について学ぶための基礎として解剖学、形態学を学びます。さらに比較解剖学、発生学を通して、ヒトの特徴を理解す
ることが出来ます。これらにより、ヒトの心身機能と身体構造について説明できるようになります。当該科目との関連性；Ａ１、
Ａ２

(方法)

教科書、プリントを主に学習します。骨、筋肉、神経、脈管などを総合的に、局所解剖学的に考察し、説明ができるようにします
。本科目は主として、解剖学概論、人体構造の基本、体幹の構造などを講義します。

【一般教育目標(GIO)】

医学、医療について学ぶための基礎として、ヒトのからだ，特に体幹についてその構造や働きを理解する。

【行動目標(SBO)】

ヒトの体幹を構成している骨格、筋肉、血管、神経について説明できる。関連する関節の構造やその運動を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

河野邦雄･伊藤隆造他著『東洋療法学校協会編教科書　解剖学　第2版』医歯薬出版2006年

【参考書】

森　於菟著『分担解剖学第1巻　改訂第11版』金原出版,1985年.￥9,765
平沢　興著『分担解剖学第2巻　改訂第11版』金原出版,1984年.￥11,130
小川　鼎三著『分担解剖学第3巻　改訂第11版』金原出版、1982年.￥9,030

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。出席点は評価に含めません。毎講義終了後，チームスを用いて小テストを出
題する。期限内に解答が必須です。また，全講義終了後，レポートを出題する。成績評価は、小テストとレポートにより総合的に
行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 40 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 みずから考え，学習するということ。医学を学ぶ
ということ。脊椎動物について。身体の組織につ
いて。骨の組織構造および脊柱について。関節の
構造について。

講義

3・4 胸郭の構造－胸郭を構成する骨格について。筋肉
・腱・靱帯の組織構造について。

講義

5・6 胸郭の構造－胸郭を構成する筋肉について。神経
組織について。脊髄神経について，筋肉と神経の
関係について。

講義 前回の講義の復習 30分

7・8 腹部の筋肉とその支配神経について。横隔膜と呼
吸運動について。

講義 前回の講義の復習 30分

9・10 腹壁と鼠径部の構造について。鼠径管について。
腰部の筋肉について。

講義 前回の講義の復習 30分

11・12 頚部の骨格，頚部の筋肉とその支配神経について
。胸郭への入り口の構造について。

講義 前回の講義の復習 30分

13・14 頚部表面に投影される三角のいろいろ。頚部の大
血管について。

講義 前回の講義の復習 30分

15 背部の筋肉と脊髄神経後枝について。解剖学的な
肢位，運動の軸や面について。

講義 前回の講義の復習 30分



リハビリテーション学科

【科目名】 解剖学・総論Ⅱ 【担当教員】 　松村　博雄

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 【大学取次】nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 木曜日、12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後、医学全般を学ぶ上での基礎となるものです。「死体解剖資格」を持ち、医学部での解剖学実習を指導した経験から、局所解
剖学的に人体の構造を講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

中学・高校の教科書の中で、生物に関する記載を復習しておくこと。試験の正解は他に支障の無い限り発表することとします。レ
ポートは他に支障の無い限り返却します。

【講義概要】

(目的)

医学、医療について学ぶための基礎として解剖学、形態学を学びます。さらに比較解剖学、発生学を通して、ヒトの特徴を理解す
ることが出来ます。これらにより、ヒトの心身機能と身体構造について説明できるようになります。当該科目との関連性；Ａ１、
Ａ２

(方法)

教科書、プリントを主に学習します。骨、筋肉、神経、脈管などを総合的に、局所解剖学的に考察し、説明ができるようにします
。本科目は主として、上肢帯および上肢の解剖学を講義します。

【一般教育目標(GIO)】

医学、医療について学ぶための基礎として、ヒトのからだ，特に上肢帯と上肢についてその構造や働きを理解する。

【行動目標(SBO)】

ヒトの上肢及び上肢帯を構成している骨格、筋肉、血管、神経について説明できる。関連の関節の構造やその運動を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

河野邦雄･伊藤隆造他著『東洋療法学校協会編教科書　解剖学　第2版』医歯薬出版2006年

【参考書】

森　於菟著『分担解剖学第1巻　改訂第11版』金原出版,1985年.￥9,765
平沢　興著『分担解剖学第2巻　改訂第11版』金原出版,1984年.￥11,130
小川　鼎三著『分担解剖学第3巻　改訂第11版』金原出版、1982年.￥9,030

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。出席点は評価に含めません。毎講義終了後，チームスを用いて小テストを出
題する。期限内に解答が必須です。また，全講義終了後，レポートを出題する。成績評価は、小テストとレポートにより総合的に
行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 40 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 上肢帯と上肢の骨格について。上肢帯の関節につ
いて。肩関節について。

講義 解剖学・総論Ⅰの復習 40分

3・4 上肢帯の筋肉について。肩甲骨の運動について。
肩関節の運動について。

講義 前回の講義の復習 30分

5・6 腕神経叢について。腋窩の構成について。上肢の
筋肉について。

講義 前回の講義の復習 30分

7・8 前腕の骨格について。肘関節について。肘関節の
運動について。

講義 前回の講義の復習 30分

9・10 前腕の筋肉について。肘窩について。上肢の脈管
について。伸筋支帯と屈筋支帯について。

講義 前回の講義の復習 30分

11・12 手の骨格について。手根管について。手関節の筋
肉と運動について。

講義 前回の講義の復習 30分

13・14 手内筋について。母指球と小指球について。手指
の運動について。

講義 前回の講義の復習 30分

15 橈骨神経・尺骨神経・正中神経について。指の屈
曲・伸展機構について。

講義



リハビリテーション学科

【科目名】 解剖学・総論Ⅲ 【担当教員】 　松村　博雄

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 【大学取次】nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 木曜日、12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後、医学全般を学ぶ上での基礎となるものです。「死体解剖資格」を持ち、医学部での解剖学実習を指導した経験から、局所解
剖学的に人体の構造を講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

中学・高校の教科書の中で、生物に関する記載を復習しておくこと。試験の正解は他に支障の無い限り発表することとします。レ
ポートは他に支障の無い限り返却します。

【講義概要】

(目的)

医学、医療について学ぶための基礎として解剖学、形態学を学びます。さらに比較解剖学、発生学を通して、ヒトの特徴を理解す
ることが出来ます。これらにより、ヒトの心身機能と身体構造について説明できるようになります。当該科目との関連性；Ａ１、
Ａ２

(方法)

教科書、プリントを主に学習します。骨、筋肉、神経、脈管などを総合的に、局所解剖学的に考察し、説明ができるようにします
。本科目は主として、下肢帯および下肢の解剖学，上肢と下肢の比較を講義します。

【一般教育目標(GIO)】

医学、医療について学ぶための基礎として、ヒトのからだ，特に下肢と下肢帯についてその構造や働きを理解する。

【行動目標(SBO)】

ヒトの下肢及び下肢帯を構成している骨格、筋肉、血管、神経について説明できる。関連する関節の構造やその運動を説明できる
。

【教科書・リザーブドブック】

河野邦雄･伊藤隆造他著『東洋療法学校協会編教科書　解剖学　第2版』医歯薬出版2006年

【参考書】

森　於菟著『分担解剖学第1巻　改訂第11版』金原出版,1985年.￥9,765
平沢　興著『分担解剖学第2巻　改訂第11版』金原出版,1984年.￥11,130
小川　鼎三著『分担解剖学第3巻　改訂第11版』金原出版、1982年.￥9,030

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。出席点は評価に含めません。毎講義終了後，チームスを用いて小テストを出
題する。期限内に解答が必須です。また，全講義終了後，レポートを出題する。成績評価は、小テストとレポートにより総合的に
行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 40 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 骨盤と大腿骨について。骨盤の男女差について。
骨盤の靱帯について。股関節とその運動(1)につい
て。

講義 解剖学・総論Ⅰと総論Ⅱを復習 40分

3・4 股関節とその運動(2)について。股関節の筋肉につ
いて。

講義 前回講義の復習

5・6 膝関節を構成する骨について。膝関節の構造につ
いて。膝関節の靱帯について。

講義 前回講義の復習 30分

7・8 膝関節の運動について。大腿部の筋肉とその支配
神経及び大腿部の血管について。

講義 前回講義の復習 30分

9・10 上肢と下肢の比較について。腰・仙骨神経叢ーー
坐骨神経などについて

講義 前回講義の復習 30分

11・12 足部の骨格について。足関節の靱帯について。足
関節の運動について。

講義 前回講義の復習 30分

13・14 距骨下関節を構成する骨について。距骨下関節の
運動について。足底の靱帯について。足弓につい
て。

講義 前回講義の復習 30分

15 足根管について。下腿と足の筋肉について。 講義



リハビリテーション学科

【科目名】 生理学Ⅰ 【担当教員】 　山口　賢一

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kenbo@med.niigata-u.ac.jp  または  kenbo2@gmail.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 講義日、非常勤講師控え室にて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

他の受講者の迷惑となる私語は厳に慎んで下さい。注意しても守れない場合は、退出を求めることがあります。
試験結果・レポートは他に支障をきたさない限り、返却します。

【講義概要】

(目的)

生体が営む複雑で巧妙な機能がどのようなメカニズムで発現するかを考えるのが生理学である。正常な生体機能を維持するための
。呼吸機能、循環機能、消化吸収機能、排泄機能、生殖機能、これらを調節する自律神経系と内分泌系の働きを学修する。さらに
、感覚機能、運動機能、それらを統合する神経系の働きの基本的知識を修得する。これらにより、心身機能と身体構造を理解する
。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

時間ごとに「身近に起こる生理現象がなぜ生じるのか」を提示して、学生に考えさせ、発言を求めながら授業を展開する。本科目
は主として、「神経系の構造と機能」、「内分泌器官とホルモンの作用」、「筋肉とその収縮機構」などを講義する。

【一般教育目標(GIO)】

人体のメカニズムを学習し、専門分野の学習が円滑に行えるための知識を習得する。

【行動目標(SBO)】

生理学を学ぶ意義、ホメオスタシスと病気の関わり、血液の成分とそれらの働き、心臓血管系、泌尿器系の機能などについて説明
できる。

【教科書・リザーブドブック】

原田玲子・佐伯由香・内田さえ　著　「人体の構造と機能　第4版」医歯薬出版社　¥2,800
山本敏行・鈴木泰三・田崎京二　著　「新しい解剖生理学　改定12版」南江堂　¥3,200

【参考書】

田中越郎 「イラストで学ぶ生理学 第三版」 医学書院  ¥2,808
Hansen JT, Koeppen BM 「ネッター 解剖生理学アトラス」 南江堂 ¥4,104
岡田泰伸（監修・翻訳）「ギャノング生理学　原著24版」丸善出版　¥10,800

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は、期末試験成績、出欠の状態や学習意欲などを総合的に評価して行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 15 5 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 5 65

思考・推論・創造の力 10 5 15

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1･2 生理学とは何か、大学でどのように生理学を学ぶ
のか、生きているとはどういうことか、器官分化
と機能協調の重要性、病気について解説。

講義
（担当山口）

化学エネルギー、ADP、ATP、三大栄
養素、TCA回路、生物学的仕事、内部
環境、器官分化と工場制の維持。

15分

3･4 体の水（体液）の種類、組織と特徴、成分表示の
表し方や単位、浸透圧と体液の移動や血圧に及ぼ
す影響、体液平衡の障害でから起こる病気。

講義
（担当山口）

細胞内液・細胞外液、電解質・非電
解質、モル濃度、当量、半透膜、浸
透圧、オスモル、一次脱水、二次脱
水、浮腫。

15分

5･6 血液の成分とそのはたらき-1。
血漿と血清の違い、成分、赤血球や白血球の種類
、特徴、役割や病気。

講義
（担当山口）

赤血球、ヘモグロビン、メトヘモグ
ロビン、CO中毒、酸化解離曲線とそ
の変化、食球、走化性、血管外遊走
、リンパ球、自然免疫、獲得免疫、
抗体、ワクチン。

15分

7･8 血液の成分とそのはたらき-2。
血小板の特徴と機能、血小板に由来する病気、血
液型の種類、輸血や臓器移植に由来する問題。

講義
（担当山口）

血液凝固、線溶、止血作用、血液凝
固、、凝固因子の働き、血友病、塞
栓症、ABO血液型、交差試験、Rh血液
型、拒絶反応、MHC抗原。

15分

9･10 心臓循環系-1。
心臓の構造、それぞれの機能、心臓における興奮
の発生、興奮伝道のしくみ、伝道異常と心臓の病
気、心電図、心臓のポンプ作用。

講義
（担当山口）

洞結節、前電位、房室結節、興奮伝
道系、期外収縮、代償性休止、不整
脈、心電図波形と意味、心電図記録
法、心拍出量と病気。

15分

11･12 心臓循環系心臓拍動に伴う諸現象とその総合的理
解、全身の血管系の概観と血流配分、血管の構造
と種類、血管系の特徴と機能。

講義
（担当山口）

房室弁、動脈弁、心房圧、心室圧、
等容性収縮期、等容性拡張性、心音
、心不全、動脈、静脈、毛細血管、
肺循環、冠状循環、脳の血管系。

15分

13･14 心臓循環系-3。
各血管系の特徴、心血管機能の特徴と病気、リン
パ管系の成り立ちと機能、脳脊髄液と酸塩基平衡
にはたす役割。

講義
（担当山口）

全身血管系の血圧、肺動脈楔入圧、
高血圧、肺高血圧、圧・化学受容器
、内皮細胞、血管運動中枢、血管作
用物質、リンパ流、脳室。

15分

15 腎臓の構成と機能。
腎の機能単位、原尿の生成と糸球体毛細血管圧、
糸球体濾過量と濾過率、尿細管や集合管の機能と
その調節、クリアランス、尿の正常と排尿のしく
み。

講義
（担当山口）

ネフロン、糸球体、ボーマン嚢、原
尿、近位・遠位尿細管、集合管、ア
ンジオテンシン、アルドロステロン
、ADH、利尿薬、尿素、オルニチン回
路、排尿反射。

10分



リハビリテーション学科

【科目名】 生理学Ⅱ 【担当教員】 　山口　賢一

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 2-11-0257-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kenbo@med.niigata-u.ac.jp （山口）または kenbo2@gmail.com （山口）

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 講義日、非常勤講師控室にて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

生理学Ⅰを履修すること

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

他の受講者の迷惑となる私語は厳に慎んで下さい。注意しても守れない場合は、退出を求めることがあります。
試験結果・レポートは他に支障をきたさない限り、返却します。

【講義概要】

(目的)

生体が営む複雑で巧妙な機能がどのようなメカニズムで発現するかを考えるのが生理学である。正常な生体機能を維持するための
。呼吸機能、循環機能、消化吸収機能、排泄機能、生殖機能、これらを調節する自律神経系と内分泌系の働きを学修する。さらに
、感覚機能、運動機能、それらを統合する神経系の働きの基本的知識を修得する。これらにより、心身機能と身体構造を理解する
。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

時間ごとに「身近に起こる生理現象がなぜ生じるのか」を提示して、学生に考えさせ、発言を求めながら授業を展開する。本科目
は主として、「神経系の構造と機能」、「内分泌器官とホルモンの作用」、「筋肉とその収縮機構」などを講義する。

【一般教育目標(GIO)】

人体のメカニズムを学習し、専門分野の学習が円滑に行えるための知識を習得する。

【行動目標(SBO)】

神経系の構造と機能、内分泌器官とホルモンの作用、消化吸収、筋肉と収縮の機構、について説明することができる。

【教科書・リザーブドブック】

原田玲子・佐伯由香・内田さえ　著　「人体の構造と機能　第4版」医歯薬出版社　¥2,800
山本敏行・鈴木泰三・田崎京二　著　「新しい解剖生理学　改定12版」南江堂　¥3,200

【参考書】

田中越郎 「イラストで学ぶ生理学 第三版」 医学書院  ¥2,808
Hansen JT, Koeppen BM 「ネッター 解剖生理学アトラス」 南江堂 ¥4,104
岡田泰伸（監修・翻訳）「ギャノング生理学　原著24版」丸善出版　¥10,800

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は、期末試験成績、出欠の状態や学習意欲などを総合的に評価して行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 15 5 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 5 65

思考・推論・創造の力 10 5 15

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1･2 神経系の構造と機能-1。神経単位、興奮の発生と
伝導のしくみ、シナプス伝達、神経伝達物質。

講義
（担当山口）

膜電位、脱分極、過分極、イオンチ
ャンネル、躍動伝導、EPSP、IPSP、
シナプス顆粒、エクソサイトーシス
、シナプス後膜、受容体。

15分

3･4 神経系の構造と機能-2。人体の神経系の成り立ち
と構造的・機能的分類、末梢神経系と中枢神経系
。

講義
（担当山口）

脊髄、白質、灰白質、脊髄神経、脊
髄神経節、脳神経、感覚神経、運動
神経、自律神経、節前神経、節後神
経

15分

5･6 神経系の構造と機能-2。脊髄と脳の構成、各領域
区分の特徴と機能、脳波記録と波形の意味、睡眠
と病気。

講義
（担当山口）

延髄、橋、中脳、小脳、視床、視床
下部、神経核、大脳皮質、大脳辺縁
系、大脳基底核、脳波、除波睡眠、
REM睡眠。

15分

7･8 内分泌系とホルモンの作用-1。人体の調節物質の
分類、内分泌器官の部位と種類、ホルモンの種類
、ホルモンの受容体。

講義
（担当山口）

細胞膜受容体、細胞内受容体、ペプ
チド、アミン、アミノ酸、ステロイ
ド、視床下部ホルモン、正中隆起、
下垂体門脈、前葉ホルモン、後葉ホ
ルモン

15分

9･10 内分泌系とホルモンの作用-2。甲状腺、副甲状腺
、膵島から分泌されるホルモンの種類と作用。

講義
（担当山口）

サイロキシン、T3、T4、基礎代謝、
産熱、上皮小体、カルシトニン、パ
ラソルモン、インスリン、グルカゴ
ン、ソマトスタチン、血糖調節。

15分

11･12 内分泌系とホルモンの作用-3。副腎、腎臓、精線
、心臓その他から分泌されるホルモンやオータコ
イドの種類と作用。

講義
（担当山口）

副腎皮質、副腎髄質、コルチコイド
、カテコラミン、レニン・アンジオ
テンシン系、心房性ナトリウム利尿
ホルモン、hGG、hPL、プロスタグラ
ンジン、ヒスタミン。

15分

13･14 筋肉とその収縮機構-1。筋肉の種類、骨格筋の構
造、等尺性・等張性収縮、神経系筋接合部と活動
電位の発生、黄紋筋収縮のメカニズム。

講義
（担当山口）

単収縮、強縮、アクチン、ミオシン
、T管、筋小胞体、カルシウム、ギャ
ップジャンクション、トロポニン、
ATP、ADP。

15分

15 筋肉とその収縮機構-2。平滑筋収縮のメカニズム
、筋収縮とそのエネルギー。

講義
（担当山口）

カルシウム、カルモジュリン、ミオ
シン軽鎖、ミオシンホスタファーゼ
、解糖系、クエン酸回路、クレアチ
ン燐酸。

10分



リハビリテーション学科

【科目名】 生理学Ⅲ 【担当教員】 　宮岡　洋三

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 2-11-0258-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com（非常勤取次用アドレス）

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 授業開講日非常勤講師控え室で面談

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

生理学Ⅰ・Ⅱを履修していること

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

私語は他受講者の迷惑となるので、厳に慎んでください。注意しても守れない場合には、退出を求める可能性があります。

【講義概要】

(目的)

生体が営む複雑で巧妙な機能がどのようなメカニズムで発現するかを考えるのが生理学である。「生理学Ⅰ、同Ⅱ」では、主に「
体液、水・電解質・浸透圧の調節、血液、心臓と血管の働き、腎臓の機能、神経機能の概要、内分泌器官とホルモンの作用、筋肉
と運動」について学んだ。「生理学Ⅲ」では、主に「呼吸機能、消化・吸収機能、栄養・代謝機能、体温調節機能」について学ぶ
。これらにより，身体構造を基礎とした心身機能を理解する。

(方法)

各時間の講義内容中で、どこが「核となる内容」なのかを意識しながら授業を進める。また、生理学は「積み重ね」の学問であり
、先に「生理学Ⅰ、同Ⅱ」で学んだ内容が、「生理学Ⅲ」でもしばしば出てくる。既習内容の確認をするため、できるだけ頻繁に
「生理学Ⅰ、同Ⅱ」の質問も交えて授業を展開していく。

【一般教育目標(GIO)】

・人体機能の機構（メカニズム）を学習し、専門分野の学習が円滑に行えるための基礎知識を修得する。

【行動目標(SBO)】

・呼吸機能、消化・吸収機能、栄養・代謝機能、体温調節機能について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

原田玲子・佐伯由香・内田さえ(編)「人体の構造と機能（第5版）」医歯薬出版、¥2,800+税
内田さえ・原田玲子 他著「生理学（第3版）」医歯薬出版、¥4,800+税

【参考書】

山本敏行・鈴木泰三・田崎京二著「新しい解剖生理学（改訂12版）」南江堂、¥3,200+税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は、講義中の小試験と期末試験の得点によっておこなう。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 0 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 30 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 呼吸機能-1：呼吸器系の構造、呼吸運動、肺容量
、気道抵抗

講義 気道と肺、吸息筋・呼息筋、肺胞内
圧・胸腔内圧、肺容量、死腔量、1秒
率。

15分

2 呼吸機能-2：肺のガス交換、血液ガス分圧の変化 講義 拡散現象、肺胞換気量、ｶﾞｽ分圧、物
理的溶解、化学的溶解。

15分

3 呼吸機能-3：血液ガス（酸素、二酸化炭素）の運
搬と交換

講義 ヘモグロビン、酸素解離（結合）曲
線、重炭酸イオン。

15分

4 呼吸機能-4：呼吸の神経的調節、気道の防御反射 講義 呼吸中枢、ﾍﾘﾝｸﾞ-ﾌﾞﾛｲｴﾙ反射、機械
受容器、くしゃみ、咳嗽

15分

5 呼吸機能-5：呼吸の化学性調節、異常呼吸 講義 末梢化学受容器、中枢化学受容野、
呼吸の頻度・深度調節、チェーン-ス
トークス型呼吸、ビオー呼吸。

15分

6 自律神経機能　交感神経系・副交感神経系の構造
と機能（一部「生理学Ⅰ、Ⅱ」の復習）

講義 二重神経支配、相反作用、緊張作用
、ｴﾈﾙｷﾞｰ消費的作用、ｴﾈﾙｷﾞｰ蓄積的
作用。

15分

7 消化と吸収-1：消化器の構造と機能概要 講義 各器官の配置、横紋筋と平滑筋、消
化管の構造、実質臓器の構造。

15分

8 消化と吸収-2：消化管の運動 講義 咀嚼・嚥下、分節運動、蠕動運動、
胃-大腸反射、排便調節。

15分



9 消化と吸収-3：消化液の分泌 講義 唾液・胃液・腸液・膵液・胆汁分泌
、各種消化酵素。

15分

10 消化と吸収-4：消化管運動と分泌の調節機構 講義 神経性調節（内在神経系、外来神経
系）、液性調節（各種消化管ホルモ
ン）。

15分

11 消化と吸収-5：三大栄養素（糖質・タンパク質・
脂質）の吸収

講義 小腸絨毛、円柱上皮細胞、共輸送担
体、単糖、ｱﾐﾉ酸、毛細血管、ﾄﾘｸﾞﾘｾ
ﾘﾄﾞ、ｶｲﾛﾐｸﾛﾝ、ﾘﾝﾊﾟ管。

15分

12 栄養と代謝-1：栄養素の摂取と欠乏、無機質、ビ
タミン類。

講義 異化・同化、五大栄養素、欠乏症、
必須ｱﾐﾉ酸、必須脂肪酸、ﾌﾞﾄﾞｳ糖、ｸ
ﾞﾘｺｹﾞﾝ、遊離脂肪酸、糖新生。

15分

13 栄養と代謝-3：物質代謝とエネルギー代謝、運動
エネルギー

講義 中間代謝、吸収期、空腹期、熱量測
定、燃焼熱、基礎代謝量、活動代謝
量、エネルギー所要量、特異的作用
。

15分

14 体温調節機能-1：体温の各種変動、熱産生、熱放
出

講義 日内変動、季節変動、性ﾎﾙﾓﾝ、輻射
・伝導・対流。

15分

15 体温調節機能-2：体温調節中枢（視床下部）、調
節機構

講義 ふるえ、温熱性発汗、気化熱、視床
下部、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ。

15分



リハビリテーション学科

【科目名】 医学概論 【担当教員】

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 2-12-0295-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 tigunma@yahoo.co.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 授業終了後随時　ﾒｰﾙ質問・相談可

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

現在の臨床医学を学ぶ上で基礎となる科目である。確実な知識を得ることが必要である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

中学・高校時代に学習した生物学などの知識と結び付けて理解してほしい。これらの科目を復習しておくことが望ましい。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーション分野だけでなく、医学及び医療に関わる専門職業人として、医の本質について理解を深め、幅広い視野をもっ
た医療従事者としての基礎知識を身につける。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

健康の概念や疾病・障害の概念を中心に医学の発展や将来などについて、講義を行う。

【一般教育目標(GIO)】

医学の目指すものは何かを考え、生命の尊厳性、神秘性を実感する。健康がどのように障害され、どうしたら、予防や回復が図れ
るか、理解を深める。また、疾病の自然史を理解する。さらに、社会医学的なことがらについて理解する。

【行動目標(SBO)】

医学・医療の本質について設明できる。病むという状態がどのようにして起こるのか、宿主要因と環境要因の関わり合いで生じる
ことを理解する。社会医学的な事象を理解する。

【教科書・リザーブドブック】

医学概論、日野原重明著、医学書院

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規定のGPA制度に従う。本講義に関する記述式試験を実施する。１００点満点で６０点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 健康・病気・医学の体系 講義

3・4 病気の原因 講義

5・6 病気による身体の変化 講義

7・8 病気の診断 講義

9・10 病気の治療とリハビリテーション 講義

11・12 病気の予防 講義

13・14 新しい医療システム 講義

15 医学および看護の生命へのアプローチ、衛生統計 講義



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床心理学概論Ⅰ 【担当教員】 　和田　剛宗

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0305-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 y.wada@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 12:40～13:20(月－水・金)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。
精神医療分野における臨床心理学的援助に従事してきた経験から、臨床心理学にかかわる基本事項について講じます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義に関する資料や課題は、配布する（Teams）。
課題は、必ず指定の期限までに提出すること。

【講義概要】

(目的)

臨床心理学の要点を理解する。
リハビリテーション現場や社会生活において、心理的な問題を抱える人と関わることはままある。
臨床心理学の視点からそれらの人たちの状態を把握し、援助するための理論や方法を学ぶ。
当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2
当該科目と学位授与方針等との関連性；O-2

(方法)

主として指定の教科書を参照しながら講義を行う。
必要に応じて、追加資料を配布する。

【一般教育目標(GIO)】

臨床心理学に関する基本的な知識を身につける。
臨床心理学が果たす役割や支援のあり方を理解する。

【行動目標(SBO)】

臨床心理学の歴史的経緯、主要な理論などについて説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

下山晴彦 監修・編著、佐藤隆夫 監修、本郷一夫 監修、石丸径一郎 編著  公認心理師スタンダードテキストシリーズ 3『臨床心
理学概論』 ミネルヴァ書房 (2,400円＋税)

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
各回の課題などから、総合的な評価を行う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 55 35 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 55 35 90

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ●臨床心理学とはどのようなものか 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

3-4 ●臨床心理学はどう役立つか 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

5-6 ●臨床心理学と公認心理師 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

7-8 ●臨床心理学の成り立ち 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

9-10 ●臨床心理学における研究 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

11-12 ●臨床心理学と生物－心理－社会モデル 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

13-14 ●臨床心理学における支援の前提
「動機づけ面接」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

15 「臨床心理学概論Ⅰ」まとめ 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

45



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床心理学概論Ⅱ 【担当教員】 　和田　剛宗

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0305-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 y.wada@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 12:40～13:20(月－水・金)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。
精神医療分野における臨床心理学的援助に従事してきた経験から、臨床心理学にかかわる基本事項について講じます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義に関する資料や課題は、配布する（Teams）。
課題は、必ず指定の期限までに提出すること。

【講義概要】

(目的)

臨床心理学の要点を理解する。
リハビリテーション現場や社会生活において、心理的な問題を抱える人と関わることはままある。
臨床心理学の視点からそれらの人たちの状態を把握し、援助するための理論や方法を学ぶ。
当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2
当該科目と学位授与方針等との関連性；O-2

(方法)

主として指定の教科書を参照しながら講義を行う。
必要に応じて、追加資料を配布する。

【一般教育目標(GIO)】

臨床心理学に関する基本的な知識を身につける。
臨床心理学が果たす役割や支援のあり方を理解する。

【行動目標(SBO)】

臨床心理学の歴史的経緯、主要な理論などについて説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

下山晴彦 監修・編著、佐藤隆夫 監修、本郷一夫 監修、石丸径一郎 編著  公認心理師スタンダードテキストシリーズ 3『臨床心
理学概論』 ミネルヴァ書房 (2,400円＋税)

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
各回の課題などから、総合的な評価を行う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 55 35 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 55 35 90

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ●臨床心理学における支援Ⅰ
「クライアント中心療法」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

3-4 ●臨床心理学における支援Ⅱ
「精神力動的アプローチ」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

5-6 ●臨床心理学における支援Ⅲ
「行動療法」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

7-8 ●臨床心理学における支援Ⅳ
「認知行動療法」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

9-10 ●臨床心理学における支援Ⅴ
「家族療法・カップルセラピー」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

11-12 ●臨床心理学における支援Ⅵ
「コミュニティ心理学」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

13-14 ●臨床心理学における支援Ⅶ
「ナラティブ・アプローチ」を理解する

講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

90

15 「臨床心理学概論Ⅱ」まとめ 講義 講義ノートの完成
講義課題の完成

45



リハビリテーション学科

【科目名】 発達心理学Ⅰ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 12:00-15:00(火曜日・水曜日)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

毎授業後、小テストを実施。また、定期試験は各回授業で配布する資料全て持ち込み可とする。

【講義概要】

(目的)

近年、年齢を積み重ねることの重要性が、多くの領域で科学的に明らかにされている。本講義では、①認知機能の発達及び社会性
の発達、②自己と他者の関係の在り方と心理的発達、③誕生から死に至るまでの生涯における心身の発達、④発達障害等非定型発
達についての基礎的な知識及び考え方、⑤高齢者の心理などについて、心理学の知見に基づいた発達の過程を学ぶことを目的とす
る。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

講義が中心である。誕生から死に至るまでの各過程で発生しやすい心理的危機や障害に触れ、それらに影響する内的要因（生物・
心理的要因）と外的要因（社会・文化的要因）について考察し、適切な対処法を習得する。
本科目は主として、「生涯発達心理学の基礎」、「胎児期・乳児期～青年期中期」などを講義する。

【一般教育目標(GIO)】

「生涯発達」という考え方を理解する。
胎児期及び乳幼児期～児童期に至るまでの
１．身体的発達の特徴を知る。
２．各ステージにおける認知機能及び感情・社会性の発達のプロセス、自己と他者のあり方の心理的発達の様相を知る。
３．各ステージにおける発達の危機及び障害について理解し、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

胎児期及び乳幼児期～児童期に至るまでの各発達段階で発生しやすい心理的危機を知る。
そして、その原因を内的要因(生物・心理的要因)と外的要因(社会・文化的要因)から考察できる。
各ステージの心理的危機に対して、適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

教科書等は特になし。
配布資料あり。

【参考書】

本郷一夫編（2018）発達心理学公認心理師の基礎と実践第12巻．遠見書房．
向田久美子（2017）発達心理学概論．NHK出版．
秦野悦子・近藤清美編（2020）公認心理師カリキュラム準拠 発達心理学．医歯薬出版．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

定期試験60％（配布資料持ち込み可）・小テスト40％（出欠確認を兼ねる）で評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 20 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 発達心理学の基礎　
・生涯発達心理学とは？
・発達の規定要因

授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

3.4 胎児期・乳児期の発達とその支援：言語獲得 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

5.6 胎児期・乳児期の発達とその支援：愛着形成 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

7.8 幼児期の発達とその支援：保存の概念・社会性・ 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

9.10 幼児期の発達とその支援：親子関係・虐待 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

11.12 生涯発達にかかわる臨床：発達障害 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

13.14 児童期の発達とその支援：道徳性・いじめ 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

15.試験 まとめ・定期試験 授業 これまでの配布資料に目を通してお
く。

240



リハビリテーション学科

【科目名】 発達心理学Ⅱ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 12:00-15:00(火曜日・水曜日)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

毎授業後、小テストを実施。また、定期試験は各回授業で配布する資料全て持ち込み可とする。

【講義概要】

(目的)

近年、年齢を積み重ねることの重要性が、多くの領域で科学的に明らかにされている。本講義では、①認知機能の発達及び社会性
の発達、②自己と他者の関係の在り方と心理的発達、③誕生から死に至るまでの生涯における心身の発達、④発達障害等非定型発
達についての基礎的な知識及び考え方、⑤高齢者の心理などについて、心理学の知見に基づいた発達の過程を学ぶことを目的とす
る。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

講義は、PowerPointを使用する。
講義資料は、事前に配布する。

【一般教育目標(GIO)】

「生涯発達」という考え方を理解する。
青年期～成人期に至るまで、生涯の各ステージにおける発達の概要と克服すべき課題を知る。
１．身体的発達（変化）の特徴を知る。
２．各ステージにおける認知機能及び感情・社会性の発達のプロセス、自己と他者のあり方の心理的発達の様相を知る。
３．各ステージにおける発達の危機及び障害について理解し、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

一生涯の各発達段階で発生しやすい心理的危機を知る。
心理的危機の原因を内的要因(生物・心理的要因)と外的要因(社会・文化的要因)から考察できる。
心理的危機に対して、適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

教科書等は特になし。
毎回資料を用い講義する。

【参考書】

本郷一夫編（2018）発達心理学公認心理師の基礎と実践第12巻．遠見書房．
向田久美子（2017）発達心理学概論．NHK出版．
秦野悦子・近藤清美編（2020）公認心理師カリキュラム準拠 発達心理学．医歯薬出版．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

定期試験60％、小テスト40％で評価する。オンディマンド授業が中心となるため、毎回小テストを用意しており、その回答をもっ
て出席とみなす。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 20 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 青年期の発達とその支援：自己同一性・不登校・
自傷行為

講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

3.4 生涯発達にかかわる臨床：不安障害・摂食障害 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

5.6 心理臨床的支援：芸術療法・家族療法 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

7.8 成人前期の発達とその支援：自立・ひきこもり 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

9.10 生涯発達にかかわる臨床：統合失調症 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

11.12 成人中期・成人後期の発達とその支援：中年期危
機・対象喪失

講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

13.14 生涯発達にかかわる臨床：気分障害 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

15.試験 まとめ・定期試験 講義 これまでの配布資料に目を通してお
く

240



リハビリテーション学科

【科目名】 リハビリテーション医学 【担当教員】 　髙橋　明美、小林　量作、真柄　彰

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0350-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金 8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・理学療法、作業療法、心理全専攻の学生にとり重要不可欠な基礎知識の講義です。必ず全講義に出席して下さい。
・本科目は実務経験のある教員による授業科目です。医師や理学療法士の資格を持つ教員が、臨床で培った経験を下に、疾患別リ
ハビリテーションについて講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

小テスト、レポートについては返却します。
試験の解答については、原則返却しません。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーション医学が対象とする疾患、脳卒中、脊髄損傷、脳性麻痺、変性疾患、整形疾患、内部疾患等についてそれらを理
解し、リハビリテーション治療技術を体得し実践できることを目標とします。

当該科目と学位授与方針との関連性：A-3

(方法)

主として教科書と配布資料を使用して講義を行います。
脳卒中、脊髄損傷、脳性麻痺、変性疾患、整形疾患、内部疾患等についての講義を通してリハビリテーション専門職として必要な
リハビリテーション医学の基礎知識を学びます。また治療医学とは視点の異なるリハビリテーション医学的な考え方、評価、治療
等についても学びます。

【一般教育目標(GIO)】

リハビリテーション医学の基本を理解する。

【行動目標(SBO)】

脳卒中、脊髄損傷、脳性麻痺、変性疾患、整形疾患、内部疾患等について説明できる。
治療医学とは視点の異なるリハビリテーション医学的な考え方、評価、治療等を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

真柄彰・鴨下博編：メディカルスタッフ専門基礎科目シリーズ，リハビリテーション医学，理工図書，2017, ￥5000（税別）

【参考書】

①三上真弘（監）：リハビリテーション医学テキスト,改訂第4版，南江堂，2016，￥5830
②上田敏（監）：標準リハビリテーション医学，第3版，医学書院，2017，￥7350

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
成績評価は、期末試験および小テスト、レポートにより総合的に評価する。
出席点は評価には含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 90 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 60

思考・推論・創造の力 30 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2
後期

リハビリテーション医学総論
対象疾患、他オリエンテーション

講義
（高橋）

（予習）リハビリテーション概論で
学んだことを復習しておくこと
（復習）配布資料と教科書(pp1-2)を
読んでおくこと

60

3.4
後期

脳卒中のリハビリテーション：
脳梗塞、脳出血、クモ膜下出血

講義
（高橋）

（予習）前回の講義の復習。
（復習）今回の講義の復習。配布資
料と教科書(pp2-14)を読んでおくこ
と

60

5.6
後期

変性疾患のリハビリテーション：
パーキンソン病(PD)、筋萎縮性側索硬化症(ALS)、
脊髄小脳変性症(SCD)等

講義
（小林）

（予習）前回の講義の復習。
（復習）今回の講義の復習。配布資
料と教科書(75-98)を読んでおくこと

60

7.8
後期

整形外科疾患のリハビリテーション：
関節リウマチ(RA)、変形性関節症(OA)、骨折(Fx)
等

講義
（小林）

（予習）前回の講義の復習。
（復習）今回の講義の復習。配布資
料と教科書(pp217-239)を読んでおく
こと

60

9.10
後期

脊髄損傷のリハビリテーション：
脊髄損傷（頸髄損傷、胸腰髄損傷）

講義
（真柄）

（予習）前回の講義の復習。
（復習）今回の講義の復習。配布資
料と教科書(pp37-56)を読んでおくこ
と

60

11.12
後期

小児のリハビリテーション：
発達評価、小児疾患

講義
（真柄）

（予習）前回の講義の復習。
（復習）今回の講義の復習。配布資
料と教科書(pp133-144)を読んでおく
こと

60

13.14
後期

悪性腫瘍（がん）のリハビリテーション：
病期別、原発巣別

講義
（高橋）

（予習）前回の講義の復習。
（復習）今回の講義の復習。配布資
料と教科書(pp261-276)を読んでおく
こと

60

15
後期

その他疾患のリハビリテーション：心不全、呼吸
器疾患
まとめ

講義
（高橋）

（予習）前回の講義の復習。
（復習）今回の講義の復習。配布資
料と教科書(pp145-173)を読んでおく
こと

60



リハビリテーション学科

【科目名】 救急救命医学 【担当教員】 　村井　絹子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 murai@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月・水8：30～17：30（保健室）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

 本科科目は、医療現場で実務経験のある教員による授業科目です。看護師の臨床経験から、医療における救急救命の役割、急性
期の経時的変化の観察から、適切な処置をするための知識と技術について講じていきます。リハビリテーション学科においては、
将来医療従事者として臨床現場で活躍することが期待されています。従って、緊急事態を常に予想し、素早く適切な処置ができる
知識と技術を身につけておくことが必要となります。また臨床実習に備えて修得する必修科目となっています。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では、20分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。　
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
真面目に授業を受けることができることが受講の条件です。実技等についても真摯な態度で臨んでいただきます。
当該科目と学位授与方針との関連性；A-1,2

【講義概要】

(目的)

この科目では救急救命医学の基礎知識を学ぶことを目的とします。リハビリテーションでは、生命にかかわる心疾患患者、脳卒中
等の急性期管理の必要な患者などが対象となり、生命に直接関わる緊急時に遭遇することが想定されます。そのため緊急発生時、
適切かつ安全な医療を提供できるように知識・技術を修得できるように学んでいきます。

(方法)

緊急時の場合にはどうすれば安全に援助できるかを事例に基づいてその概念を習得して事故防止に努めるとともに、実際に救急時
の対応方法を習得できるように勧めていきます。また講義で得た知識は臨床現場で応用できることを目標とします。授業内容に「
村上市消防本部救命講習、普通救命講習1（修了証交付）」が含まれています。

【一般教育目標(GIO)】

救急医療体制を知り、救急医療の諸問題について理解する。医療人として必要な応急処置法や心肺蘇生法についての知識・技術を
修得する。

【行動目標(SBO)】

・救急医療体制と救急疾患の特性を説明できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・成
人一次救命処置ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小
児の一次救命処置を説明できる救命処置の手順を理解できる。

【教科書・リザーブドブック】

AHAガイドライン2015に沿ったBLSの理解のために（医歯薬出版）
CPR・AED学習キットMiniAnne

【参考書】

AHAガイドライン2015に沿ったBLSの理解のために
医歯薬出版 瀬尾憲司(著) 
※2020にＡＨＡガイドラインが改正されたので改正版等の書籍を検討中

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 10 60 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 50 50

学修に取り組む姿勢 10 30 40

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 医療安全・救急医療体制の現状と諸問題 講義 スライドとプリントを用いた講義　　　
救急医療が抱える問題について調べ
ておくこと

90

3.4 成人のバイタルサイン（バイタルサインの観察と
アセスメント）

講義 スライドとプリントを用いた講義 90

5.6 小児のバイタルサイン（バイタルサインの観察と
アセスメント）

講義 スライドとプリントを用いた講義 90

7.8 成人・小児のCPR（救命の連鎖、一次救命処置、ア
ルゴリズム）

講義・実習 テキスト（ｐ1～37、ｐ51～59） 90

9.10 AED（AEDの使い方、窒息） 講義・実習 テキスト（ｐ41～48） 90

11.12 一次救命実習　　　　　　　　　　　　　　　　　
村上市消防本部救命講習、普通救命講習1

講義・実習 救命講習資料 90

13.14 一次救命実習　　　　　　　　　　　　　　　　
村上市消防本部救命講習、普通救命講習1

講義・実習 救命講習資料 90

15 講義のまとめ、科目終了試験（レポート） 講義・実習 90



リハビリテーション学科

【科目名】 栄養学 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-14-0455-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び保健福祉機関で摂食嚥下機能障害のリハビリテーションに従事し
てきた経験から、人が生きていく上での栄養摂取の重要性を心と身体の両面から講じていきます。
栄養学の基礎知識は、多種多様な専門職のすべての人に必要なものとなっています。
将来臨床現場で活躍することを希望する場合には受講していただきたいと思います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

毎回、出欠及び遅刻・早退を確認します。申し出のない中途退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にミニレポートを課す場合があります。
また、食生活調査や栄養計算等も随時課します。

【講義概要】

(目的)

私たちは、生命誕生から生涯を終えるまで、生命活動を維持するために水分と栄養素を摂取し続ける必要があります。
本講義では、「栄養学」の側面からも心と身体の両面からサポートでき、種々の疾患を予防できる基礎を学ぶことを目的とします
。また、近年注目されているサルコペニア/フレイルと栄養の関係も説明できることをも目的とします。 
当該科目と学位授与との関連性：A-3, P-2, O-2, R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心になります。
毎回、スライド資料及び関連する参考資料は配布します。
その他、自身の身体・栄養調査等の演習を行っていきます。

【一般教育目標(GIO)】

「食べる」営みが生命維持に必須であることを理解し、生物・栄養的な側面から食品の栄養特性と物性が説明できる。
栄養と健康維持・増進、疾病予防及びリハビリテーションとの関連を説明できる。
フレイル及びサルコペニアの予防、更に認知機能障害の予防を栄養管理の面から説明できる。
「食べる」営みが楽しみや生きがいなどQOLに関わり、心理・社会的な側面からも人の命を支えていることを理解できる。

【行動目標(SBO)】

栄養を食品面と身体面の双方から説明することができる。
ライフステージやライフスタイルの変化に伴う食行動の特徴とその問題点を理解し、指導することができる。
医療及びリハビリテーションおける栄養管理法の基礎を修得する。
経口摂取による栄養が、リハビリテーション効果に及ぼす影響を説明できる。
栄養状態とうつ症状等の心理状態の関係性を理解し、臨床現場で心身両面から適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

「新カラーチャート食品成分表」 教育図書　￥740

【参考書】

田村明 (著)「イラスト栄養学総論」東京教学社; 第7版 (2018)　￥2,160
栢下淳・若林秀隆（編著）　「リハビリテーションに役立つ栄養学の基礎」医歯薬出版 (2013/12)　¥3,990
若林秀隆（編著　）「リハビリテーション栄養 ハンドブック」医歯薬出版 (2012/11)　¥3,780

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 20 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 20 50

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 要介護高齢者の身体状況
・タンパク質・エネルギー低栄養状態(PEM)とは？
・栄養状態の評価法

講義 加齢による「食べること」について
の障害を知り、適切な栄養サポート
を学ぶ。

2 低栄養状態と身体・精神機能
・栄養スクリーニング

講義 低栄養とうつ 15

3 何故食物を摂取するのか？
・人体の構成
・消化と吸収

講義 指定教科書　p.4-5
指定教科書　p.16-17
栄養素の吸収のしくみを知る

15

4 経口摂取と摂食・嚥下障害
・栄養投与ルート

講義 指定教科書　p.16-17
栄養素の吸収のしくみを知る

15

5 栄養素Ⅰ_３大栄養素
・食品の成分と栄養特性

講義
一部演習

指定教科書　p.5-11
炭水化物、脂質、たんぱく質の種類
と機能を知る

15

6 栄養素Ⅱ_５大栄養素
・ビタミンの種類
・ビタミンの生理作用
・ビタミンの過不足による症状

講義 指定教科書　p.12-15
ビタミンの種類と機能を知る

15

7 栄養素Ⅱ_５大栄養素
・ミネラルの種類
・ミネラルの生理作用
・ミネラルの過不足による症状

講義
確認テスト

指定教科書　p.12-15
ミネラルの種類と機能を知る

15

8 食生活と健康
・栄養表示/特別用途食品/保健機能食品

講義 指定教科書　p.25
指定教科書　p.254-259

30



9 代謝と栄養所要量：栄養ケアプラン
（演習）栄養計算

講義
一部演習

指定教科書　p.28-29
指定教科書　p.20-21
エネルギー代謝と食事摂取基準を学
ぶ
レポート作成

60

10 食品群別摂取量
・栄養バランスガイド（演習）

講義
一部演習

指定教科書　p.22-27
基本的な栄養アセスメントを学ぶ
レポート作成

60

11 ライフステージによる食生活上の留意点 講義
一部演習

指定教科書　p.32 15

12 食生活と生活習慣病
・脳血管疾患、心疾患、糖尿病等
・食生活と身体・精神機能

講義 指定教科書　p.30-31
栄養と疾患の関係を理解し、適切な
栄養管理ができる。

15

13 介護予防のための栄養食事管理法
・サルコペニア/フレイルと栄養

講義 資料配布
[食べて]＋[動く]→[健康寿命]

60

14 介護予防のための栄養食事管理法
・栄養アセスメント
・栄養状態の評価法：栄養ケアマネジメント(NCM)

講義
一部演習

資料配布
食物摂取状況調査
身体計測と臨床検査

30

15 まとめ 講義



リハビリテーション学科

【科目名】 リハビリテーション概論 【担当教員】 　髙橋　明美、髙橋　圭三、大矢　薫、藤本　聡

【授業区分】 専門基礎分野(社会福祉) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 月～金 8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・リハビリテーションとは、理学療法、作業療法、心理全専攻(リハビリテーション専門職)の学生にとり基本中の基本、不可欠な
基礎知識の講義です。必ず全講義に出席してください。
・本科目は実務経験のある教員による授業科目です。理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、公認心理士・臨床心理士の資格を持
つ教員が、それぞれの立場からリハビリテーションやその分野における各専門職の役割などについて講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

小テストについては、返却します。
試験の解答については、原則返却しません。

予習も大事ですが、復習がさらに重要となります。前回の講義内容を十分復習してから受講してください。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーションに対する正しい理解と知識を学習し、専門職種としての基本的な姿勢や考え方を身につけ、臨床の場で活用で
きるようにする。このことにより、多職種がリハビリテーションについて共通の価値観を修得し、多面的な支援の提供ができるこ
とを目的とする。

当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,2,3

(方法)

資料・教科書を用いて、体系的に学ぶよう講義を進めます。特に、“リハビリテーションとは何か”その本質に触れ、現在のリハ
ビリテーションの仕組みを正しく知ることを第一のテーマとして、リハビリテーションの理念、歴史的変遷、障害者と障害のレベ
ル、障害の測定・評価法などの実例を提示して進めます。

【一般教育目標(GIO)】

保健・医療・福祉に及ぶ広範囲なリハビリテーション分野を深く理解する。

【行動目標(SBO)】

１．リハビリテーションの理念、歴史的変遷について説明できる。２．障害の概念や分類について説明できる。３．リハビリテー
ションの過程について説明できる。４．各専門職の役割、チームアプローチについて説明できる。５．リハビリテーションを支え
る諸制度について説明できる。６．ICFに基づく障害の測定・評価方法について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

①砂原茂一著：リハビリテーション概論，岩波新書，1997、¥630
②上好昭孝、他：医学生・コメディカルのための手引書，リハビリテーション概論，改訂第3版，永井書店，2014，￥3000（税別
）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
成績評価は、期末試験および小テスト、レポートにより総合的に評価する。
出席点は評価には含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 10 70

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
前期

リハビリテーションの概念・理念、定義 講義

（高橋明美）

（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30

２
前期

疾病と障害の概念、分類 小テスト、講義

（高橋明美）

（予習）前回の講義の復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30
30

３
前期

リハビリテーションの過程
チームアプローチ

小テスト、講義

（高橋明美）

（予習）前回の講義の復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30
30

４
前期

リハビリテーションの諸段階、諸制度
理学療法概論

小テスト、講義

（高橋明美）

（予習）前回の講義の復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30
30

５
前期

作業療法概論 講義

（藤本）

（予習）前回の講義の復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30
30

６
前期

言語聴覚療法概論 講義

（高橋圭三）

（予習）前回の講義の復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30
30

７
前期

リハビリテーション心理概論 講義
（大矢）

（予習）前回の講義の復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30
30

８
前期

まとめ

試験

小テスト、講義
レポート
（高橋明美）

（予習）前回の講義の復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

30
30



リハビリテーション学科

【科目名】 社会保障論 【担当教員】 　鈴木　昭

【授業区分】 専門基礎分野(社会福祉) 【授業コード】 2-13-0370-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 jajamaru@rose.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 出講時、非常勤控室で対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特に無し

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

特に無し

【講義概要】

(目的)

本邦において社会保障制度は医療制度と並んで一生涯をカバーするセーフティネットの役割を果た
している。社会保障の概念や対象及びその理念等について現代社会の課題と関連させながら理解することを
目的とする。
当該科目と学位授与方針等との関連性:A-2

(方法)

講義を中心とするが、必要に応じて映像資料を用いる。改正案等が出される場合が多いので、新聞
記事も併用する。

【一般教育目標(GIO)】

・我が国における社会保障の変遷及び現行の社会保険、社会扶助の体系に則してその理念と機能について立
体的に概説できる。

【行動目標(SBO)】

・我が国おける社会保障の変遷及びその特徴について概説できる。・社会保障の理念と機能、その体系・構造について立体的に説
明できる。・社会保障の財源と費用について概説できる。・年金保険制度について概説できる。・医療保険制度について概説でき
る。・介護保険制度について概説できる。・公的扶助等の社会福祉制度・サービスについて概説できる。

【教科書・リザーブドブック】

そのつど、プリントを配布します。

【参考書】

直近年度の厚生労働白書　地方財政白書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 25 25 50

思考・推論・創造の力 25 25 50

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 我が国の社会保障制度の変遷とその特徴 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

3-4 生涯を支える社会保障の全体像（社会保障費にお
ける給付と負担の推移）

講義 講義内容・配布資料の復習 20分

5-6 社会保険の仕組み 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

7-8 年金制度の概要 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

9-10 介護保険の現状と課題 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

11-12 医療保険制度の概要 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

13-14 公的扶助 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

15-16 これからの社会保障のあり方 講義 講義内容・配布資料の復習 20分



リハビリテーション学科

【科目名】 公的扶助論 【担当教員】 　林　正海

【授業区分】 専門基礎分野(社会福祉) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 office@hayashi-fukushi.net

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 授業後とメールで質問相談に応じる

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

【講義概要】

(目的)

本邦における公的扶助の概念と仕組みについて総論的に理解することを目的とする。また、生活保護制度の原理・原則・仕組みを
理解することを目的とする。講義においては、公的扶助が必要となる低所得層の生活実態、女性の貧困、子どもの貧困などの実際
を学び、個人責任のみとは言えない貧困の社会的背景を理解する。医療・福祉専門職として、貧困に対する捉え方、福祉ニーズが
必要な方への支援態度について理解する。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

主として、教科書と配布資料、映像資料を使用します。前半は公的扶助が必要となった事例について配布資料・映像資料を用いて
イメージを作り、その後、教科書・統計情報等の配布資料を用いながら、公的扶助に関する総論的講義を行います。憲法における
生存権の保障をもとに、生活保護制度の理念、原理原則、発展過程の講義を行います。地域における低所得層支援の実際事例を伝
えていきます。

【一般教育目標(GIO)】

・公的扶助に関する概略を理解する。
・公的扶助が必要となる様々な社会的背景を理解する。
・憲法に保障された生存権の保障について理解する。
・生活保護制度の原理・原則・仕組みの概略を理解する。
・低所得等により支援が必要な方の心情を理解し支援を必要とする方に対する専門職としての支援態度を理解する。

【行動目標(SBO)】

・公的扶助とはどのようなことか説明できる。
・公的扶助が必要となる様々な社会的背景を説明できる。
・憲法に保障された生存権の保障について説明できる。
・生活保護制度の原理・原則・仕組みの概略を説明できる。
・低所得等により支援を必要とする方に対する、専門職としての支援態度を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

杉村宏/岡部卓/布川日佐史[編]，よくわかる公的扶助　低所得者支援と生活保護制度，ミネルヴァ書房，¥2200（税別）

【参考書】

・公的扶助の理解を促進するための動画視聴/過去の新聞記事等（資料配布）
・厚生労働省/直近年度の厚生労働白書・直近年度の被保護者調査結果（資料配布）
・地方自治体発行の生活保護の手引き等（資料配布）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則既定のGPA制度に従う。
・成績評価はレポート点と授業の積極的態度により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 0 80 0 0 0 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0 0 60 0 0 0 0 60

思考・推論・創造の力 0 0 20 0 0 0 0 20

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 0 0 0 0 0

発表力 0 0 0 0 0 0 0 0

学修に取り組む姿勢 0 0 0 0 0 0 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 現代社会の中の貧困について理解する
「貧困」に対する学生が持つイメージと「貧困の
実際」についての違いを理解する。
「見える貧困」「見えない貧困」について動画視
聴・資料等を基に解説講義を行う。

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

3-4 低所得・貧困における生活課題の実際について、
動画や資料を基に解説講義を行う。

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

5-6 本邦における公的扶助制度の発展・歴史について
理解する。劣等処遇から権利としての公的扶助へ
の発展について理解する。恤救規則、救護法、旧
生活保護法、生活保護法の違いについて理解する
。

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

7-8 生活保護制度について理解する。
　憲法２５条生存権保障，生活保護法の原理につ
いて理解する。

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

9-10 生活保護制度について理解する。
　生活保護法の原則について理解する。

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

11-12 生活保護制度について理解する。
　生活保護法の仕組みの概略について理解する。
　生活保護における各種加算について理解する。

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

13-14 生活保護制度の現状について理解する。
　厚生労働省の調査である被保護者調査等を用い
ながら、生活保護制度の現状と課題について理解
する。

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

15 公的扶助論まとめ
　レポート課題を提示

講義 予習：講義全体を振り返り重要ポイ
ントを伝えるため、事前に第１回か
ら第７回までに学習した内容を復習
をしておく

90



リハビリテーション学科

【科目名】 権利擁護と成年後見制度論 【担当教員】 　林　正海

【授業区分】 専門基礎分野(社会福祉) 【授業コード】 2-13-0385-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 office@hayashi-fukushi.net

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 授業後とメールで質問相談に応じる

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

【講義概要】

(目的)

少子高齢社会では、認知症の方や障がいを持たれた方への支援の重要性は増しています。この科目は臨床で求められる権利擁護と
成年後見制度の基礎的知識を養うものです。権利擁護を総論的に理解するとともに、その具体的な手法の一つである成年後見制度
による支援方法を学びます。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

主として、教科書と配布資料を使用して、前半は権利擁護が必要になる事例を提示して、権利擁護についての講義を行ないます。
後半では権利擁護の方法として、成年後見制度及び日常生活自立支援事業の制定背景、仕組みへの理解を深める。また権利擁護に
関連する周辺法律である高齢者虐待防止法、障がい者虐待防止法、児童虐待防止法についても講義します。

【一般教育目標(GIO)】

・本邦における権利擁護に関する法制度の概略を理解する。
・本邦における成年後見制度の概略を理解する。
・本邦における日常生活自立支援事業の概略を理解する。
・本法における各虐待防止法の概略を理解する。

【行動目標(SBO)】

・権利擁護、成年後見制度、日常生活自立支援事業が求められる社会的背景を説明できる。
・成年後見制度における任意後見制度と法定後見制度の違いを説明できる。また、後見・保佐・補助の違いを説明できる。
・本邦における高齢者虐待防止法、障害者虐待防止法、児童虐待防止法について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

教科書：永田祐/堀義昭/生田一郎/松宮良典[編著]，よくわかる権利擁護と成年後見制度（改訂版），ミネルヴァ書房，改訂第一
刷，¥2600（税別）

【参考書】

・直近年度の厚生労働白書
・法務省　成年後見制度/成年後見登記パンフレット（印刷資料配布）
・新潟県社会福祉協議会　日常生活自立支援事業/成年後見制度パンフレット（印刷資料配布）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則既定のGPA制度に従う。
・成績評価はレポート点と授業の積極的態度により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 0 80 0 0 0 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 60

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0 0

発表力 0 0

学修に取り組む姿勢 0 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ・オリエンテーション
・地域・家族・臨床現場における権利侵害事例
・権利擁護が求められる社会的背景
・権利擁護活動の実際（事例紹介）

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

3-4 ・日本国憲法の基本原理理解
・民法の理解
　　意思能力、行為能力、契約、不法行為等
・行政法の理解
　　行政行為、不服申立等

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

5-6 成年後見制度①
　成年後見制度の概要
　後見・保佐・補助の概要
　任意後見制度
　成年後見人の具体的な職務

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

7-8 成年後見制度②
　成年後見制度の概要
　後見・保佐・補助の概要
　任意後見制度
　成年後見人の具体的な職務

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

9-10 関連領域である各種虐待防止法
　障がい者の権利に関する条約
　障がい者虐待防止法/高齢者虐待防止法/児童虐
待防止法/消費者被害への対応

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

11-12 日常生活自立支援事業
　日常生活自立支援事業の概要
　専門員と生活支援員の役割
　日常生活自立支援事業の実際

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

13-14 権利擁護に係る組織・団体の役割
　家庭裁判所/法務局/市町村/社会福祉協議会/弁
護士/司法書士/社会福祉士/市民後見人/地域包括
支援センター等の理解

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

15 権利擁護と成年後見制度まとめ
　レポート課題の提示

講義 予習：講義全体を振り返り重要ポイ
ントを伝えるため、事前に第１回か
ら第７回までに学習した内容を復習
をしておく

90



リハビリテーション学科

【科目名】 地域包括ケア論 【担当教員】 　林　正海

【授業区分】 専門基礎分野(社会福祉) 【授業コード】 2-13-0395-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 office@hayashi-fukushi.net

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 授業後とメールで質問相談に応じる

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

【講義概要】

(目的)

医療・リハビリテーション・福祉・介護・防犯など様々な領域で地域福祉の理解は必須となりつつあります。地域福祉の考え方を
学ぶことで、地域や臨床において住民や他専門職と連携して、患者等に対する個別支援と地域支援をしていくことの重要性を理解
します。地域福祉の理念や概念、歴史展開、法制度の総論的理解を深めます。

(方法)

主として、教科書と配布資料、映像資料を使用します。前半は地域福祉に関する映像資料を視聴し、専門職のみの個別支援ではな
く、地域住民との協働の必要性について講義を行います。その後、教科書を用いて、地域福祉の理念、概念、歴史展開、を理解す
るための講義を行います。後半では、地域福祉に関わるマンパワーである社会福祉協議会やボランティアコーディネーター、ケア
マネジャー、地域包括支援センター、民生委員・児童委員について理解するため講義を行います。

【一般教育目標(GIO)】

・地域福祉に関する概略を理解する。
・コミュニティケアの概略を理解する。
・ノーマライゼーションとソーシャルインクルージョンを理解する。
・地域における住民と多専門職との連携の必要性について理解する。
・地域福祉に関わるマンパワーに関して理解する。

【行動目標(SBO)】

・地域福祉/コミュニティケアが求められる社会的背景を説明できる。
・ノーマライゼーションとソーシャルインクルージョンについて説明できる。
・地域住民と多専門職による地域協働が求められる理由を説明できる。
・地域福祉に関わる主要な社会資源である社会福祉協議会、ボランティアコーディネーター、ケアマネジャー、地域包括支援セン
ター、民生委員・児童委員について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

・上野谷加代子/松端克文/山縣文治[編著]，新版 よくわかる地域福祉，ミネルヴァ書房，¥2400（税別）
・地域福祉理解を促進するための視聴動画制作・著作NHK題名：NHKドラマ10サイレント・プア(放送：2014.4.8-2014.6.3）
・直近年度の厚生労働白書・地方財政白書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則既定のGPA制度に従う。
・成績評価はレポート点と授業の積極的態度により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 0 80 0 0 0 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 0 60

思考・推論・創造の力 20 0 20

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0

発表力 0 0 0

学修に取り組む姿勢 0 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 地域福祉という考え方
　地域住民一人ひとりを支える福祉活動

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

3-4 地域福祉の理解
　地域福祉の理解を促進するため動画を視聴し、
解説講義

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

5-6 地域福祉の理念と概念
　コミュティケア/ノーマライゼーション/ソーシ
ャルインクルージョン/協働/エンパワメント/アド
ボカシー/地域自立生活

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

7-8 地域福祉計画の理解
　地域福祉計画のとらえ方やプロセス
　地域福祉活動の実際

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

9-10 地域福祉の歴史と展開（本邦を中心として）
地域福祉に関わる法・制度

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

11-12 地域福祉に関わるサービスと活動
地域福祉に関わる方法

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

13-14 地域福祉に関わるマンパワー・機関等の理解
ボランティアコーディネーター/ケアマネジャー/
地域住民とボランティア/民生委員・児童委員/各
種専門職/町内会・自治会/地域包括支援センター/
社会福祉協議会/NPO

講義 予習：教科書該当部分を読んでおく 90

15 地域福祉論まとめ
　レポート課題の提示

講義 予習：講義全体を振り返り重要ポイ
ントを伝えるため、事前に第１回か
ら第７回までに学習した内容を復習
をしておく

90



リハビリテーション学科

【科目名】 チーム医療学Ⅰ 【担当教員】 　長谷川　裕、藤本　聡、森本　千恵、知名　規人

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0425-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 kaifuchi@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 在室時(12：50～13：20)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

病院や施設、または災害時支援チームとして実務経験をもつ教員が担当する。中越地震・東日本大震災・熊本大地震・令和元年度
台風19号被害などで避難所支援をおこなってきました。
学生それぞれが目指す職業とかかわりの深い多くの専門職業を知るために、広い視野と柔軟性を持って授業に臨んでいただきたい
。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

同級生との討論・まとめ・発表などの自主的な活動を中心に授業が進むので、率直な意見交換ができるよう、日ごろから自分の考
えや感じたことを他の人に伝えたり、他の人の意見を聴くように心がけていただきたい。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーション医療は多くの専門職がかかわるチーム医療であり、中核的技術である理学療法、作業療法、言語聴覚療法の連
携の重要性はもちろんのこと、心理職をはじめとするその他の多くの専門職との連携が不可欠である。さらに、医療専門職だけで
なく、保健・医療・福祉領域の関連職種との連携が重要となる。この科目では、多くの関連専門職とその役割を知り、専門職間の
連携の重要性について理解することを目的とする。

(方法)

実際の現場でリハビリテーション専門職がどのように働き、どのように連携を取るのか、できるだけ具体的な事例を挙げながら講
義する。また、学生同士の討論、発表を重視する。

【一般教育目標(GIO)】

リハビリテーションサービスを効果的に進めていくために不可欠な多くの専門職を知り、その人々との連携の重要性を理解すると
ともに、チームの一員としての自分の近未来の役割を理解する。

【行動目標(SBO)】

＊以下の事項について、班ごとで討論･記録し、発表することができる。
①リハ医療に関連する専門職10種類以上の名称と役割の概要について。
②多くの職種による連携の必要性について。
③急性期から終末期に至るまでの連携の重要性について。
④サービス継続、多職種連携のポイントについて。

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

「チーム医療」とは何か　日本看護協会出版　2012
新しいチーム医療改訂版 看護の科学社　2018

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

グループ発表、グループでのレポート及び期末テストの成績を合わせて評価する



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 5 55

思考・推論・創造の力 30 5 35

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ・科目の流れについてのオリンテーション
・チーム医療とは何か

・講義
・討論

・関連専門職について調べる。

・専門職の役割をまとめる。

20分

20分

3.4 ・チーム医療の基本的な考え方。 ・講義
・討論

・専門職の役割を確認する。

・討論メモをまとめる。

20分

20分

5.6 ・急性期におけるチーム医療
・回復期や維持期におけるチーム医療

・講義
・討論
・発表

・指定された専門職の検索

・指定された専門職の役割と、近未　
来の自分の職業とのつながりをま　
とめる。

20分

20分

7.8 ・在宅医療におけるチーム医療
・災害時におけるチーム医療

・発表
・討論
・講義

・発表内容を確認する。

・討論のまとめをする。

10分

20分

9.10 ・主に、脳卒中後の片麻痺の急性期・回復期にあ
る方々に対するチーム医療を学ぶ。

・講義
・討論

・脳卒中について調べる。

・専門職の役割をまとめる。

20分

20分

11.12 ・高齢者に対するチーム医療、専門職連携につい
て学ぶ。

・講義
・討論

・高齢者に対する専門職の役割をま
とめる。

20分

20分

13.14 ・回復の望めない方々、終末期にある方々に対す
るリハビリテーション専門職の役割を考える。

・講義
・討論

・終末期について調べる。

・専門職の役割をまとめる。

20分

20分

15 ・医科歯科の連携 ・講義
・討論

20分

20分



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法概論 【担当教員】 　佐々木　理恵子、長島　裕子

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 佐々木：sasaki@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 １５ (オフィスアワー) （佐々木）月曜15；00～17：30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後、理学療法を学んでいく上での基礎となる科目
本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で理学療法士として従事してきた経験から、理学療法
の基礎についての講義を行います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

遅刻は、講義開始後20分以内の入室とします。
試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーション医学の発達に伴い、理学療法の範疇は拡大している。
理学療法を取り巻く状況（対象疾患、理学療法手技、職域、法律制度など）を理解し、理学療法の全体像を学修することを目的と
する。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-1,2、P-1

(方法)

資料を配布し、理学療法を取り巻く状況の概要を学び、理学療法の全体像を理解できるように講義する

【一般教育目標(GIO)】

・理学療法の歴史を理解し、理学療法を取り巻く組織、法律や制度について理解する。
・理学療法士を目指すうえで必要な知識（対象や治療手技、心理面）やその分野に求められる倫理について理解する。
・理学療法発展のための教育および研究棟について理解する。

【行動目標(SBO)】

・理学療法の歴史を理解し、理学療法を取り巻く組織や法律を理解することができる。
・理学療法士になるうえでの必要な知識（管理、適正など）について理解することができる。

【教科書・リザーブドブック】

シンプル理学療法学シリーズ　理学療法概論テキスト（改訂第3版）

【参考書】

適宜紹介する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規定のGPA制度に従う
筆記試験を行い評価する
出席点は評価に含まない
web講義時には提出課題があるので期限内に提出すること
前期と後期の得点を総合して科目の成績を判断する（達成度評価については前期分のものについて示すので確認すること）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 10 60

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0

発表力 0 0 0

学修に取り組む姿勢 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１，２ 理学療法とは
　第1章：理学療法って何だろう
　第2章：理学療法士に関連する法律を学ぼう

対面講義
佐々木

教科書を理解する（P1～28） 30分

３，４ 専門職としての理学療法士（web）
　第3章：理学療法士の役割
　第4章：理学療法士に求められる臨床思考

web講義
佐々木

教科書を理解する（P29～60）
＊課題提出必要

30分

５，６ 専門職としての理学療法士（web）
　第6章：理学療法士の活躍する現場

web講義
佐々木

教科書を理解する（P75～94）
日本理学療法士協会の動画を視聴し
、理学療法士の働く現場について考
える
＊課題提出必要

30分

７，８ 専門職としての理学療法士
　第5章：理学療法の実際（流れ）

対面講義
佐々木

教科書を理解する（P61～74） 30分

９，１０ 専門職としての理学療法士
　第7章：理学療法士の職能

対面講義
佐々木

教科書を理解する（P95～104） 30分

１１，１
２

理学療法士と教育（web）
　第8章：理学療法士教育とは
　第9章：フィールドワーク
　第10章：理学療法士の研究

web講義
佐々木

教科書を理解する（P105～154）
＊課題提出必要

30分

１３，１
４

理学療法士に必要な管理や運営
　第11章：理学療法士として知っておくこと

対面講義
佐々木

教科書を理解する（P155～176） 30分

１５ 小テスト 学内教員 第1回から第14回までの範囲の確認テ
ストを実施する

60分



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法概論 【担当教員】 　佐々木　理恵子、長島　裕子

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 y.nagashima@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月　12：50～13：20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後、理学療法を学んでいく上での基礎となる科目です。
理学療法学専攻教員及び外部講師によりオムニバスにて講義を進めます。
本科目は、実務経験者が行う授業科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

遅刻は、講義開始後20分以内の入室とします。
レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

理学療法にはさまざまな分野がある。本講義では、専攻教員及び外部講師の専門分野等の講義を受けることで、自分の目指す理学
療法士像を明確にすることを目的に行う。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-1,2、P-1

(方法)

専攻教員及び外部講師から講義を行う。

【一般教育目標(GIO)】

・理学療法の各専門分野や理学療法士を取り巻く現状について学ぶ

【行動目標(SBO)】

・臨床現場での理学療法士の業務と役割を理解する
・理学療法士としての自分の将来像を獲得する

【教科書・リザーブドブック】

特になし

【参考書】

適宜紹介する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則既定のGPA制度に従う
出席点は含まない
前期と後期の得点を総合して科目の成績を判断する（達成度評価については後期分のものについて示すので確認すること）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 40 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 20 50

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 20 20

学修に取り組む姿勢 20 10 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 オリエンテーション
中枢神経、運動器、スポーツの理学療法

講義（長島）
グループワーク

自分の目指す理学療法像もつことが
できる。

30

3 神経筋（難病）の理学療法 講義（小林） 講義内容を理解する。 30

4 地域の理学療法 講義（若菜） 講義内容を理解する。 30

5 内部障害（呼吸）の理学療法 講義（木村） 講義内容を理解する。 30

6 リハビリテーション工学について 講義（星野） 講義内容を理解する。 30

7 小児の理学療法 講義（押木） 講義内容を理解する。 30

8 特別支援教育について 講義（外部） 講義内容を理解する。 30

9 青年海外協力隊の活動について 講義（外部） 講義内容を理解する。 30



10 がんの理学療法 講義（外部） 講義内容を理解する。 30

11,12 グループディスカッション グループワーク 自分の目指す理学療法像を明確にす
る。

30

13.14 発表 発表 発表の準備とまとめ 30

15 振り返りレポート 自分の目指す理学療法像を明確にす
る。

60



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法評価学 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(理学療法評価学) 【授業コード】 3-16-0575-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 2 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜：8:00-12:30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は，実技(教科書を見ながら)を中心に実施します．動きやすい服装できてください．ケーシーがあればケーシーを着用する
こと．
また，実技をすることからマスク，手袋，フェイスシールドは必ず装着の上で行います．
なお，2年次に履修する理学療法評価学実習の基礎にあたります．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目は，前期後期で学習する解剖学や運動学の知識に基づく実技科目となります．筋肉の起始停止から支配神経，運動学用語ま
でしっかりと頭に入れた状態で受講してください．当然ですが，本科目の指定教科書以外の教科書や参考書の使用も積極的に行っ
てください．
なお，本科目は実務経験10年以上（専門：運動器疾患）の理学療法士資格を有する教員が担当します．

【講義概要】

(目的)

理学療法士として働く上で，「理学療法評価」は非常に重要です．人の身体，動きを把握するために行う評価の方法を実技を通し
て学びます．
当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3.

(方法)

下記にある教科書を参考にしながら，紹介する理学療法評価の一つ一つを実践していきます．
そのため，少なくとも指定教科書は毎講義に必ず持参すること．
【重要】
毎講義の始めに10分程度の確認テストを行います．確認テストの内容は，当日受ける講義の内容です．もちろん，確認テストの点
数も成績に反映されます．なお，初回には肩関節，肘関節の筋肉（起始停止，神経支配）の確認テストを行います．

【一般教育目標(GIO)】

理学療法評価の種類とその目的を理解できる．
理学療法評価の実践する上での注意点を挙げることができる．
理学療法評価の実践ができる．

【行動目標(SBO)】

理学療法評価の種類，目的，注意点を説明することができる．

【教科書・リザーブドブック】

・PT・OTビジュアルテキスト．リハビリテーション基礎評価学，第2版．羊土社(6,000円＋税)
・新・徒手筋力検査法，原著第10版，協同医書出版社（7,500円+税）

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
・成績対象：試験（筆記試験）＋小テスト（確認テスト）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 5 45

思考・推論・創造の力 30 5 35

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 ・小テスト
　(範囲：肩関節，肘関節に関わる筋とその起始停
止，支配神経の分節)
・講義オリエンテーション
・理学療法評価の紹介

・試験
・講義

2 ・確認テスト
・QOL評価
・ADL評価

・試験
・講義

教科書：p348-376

3 ・確認テスト
・リハビリテーションの流れ
・問診（医療面接）

・試験
・講義
・実技

教科書：p18-47

4 ・確認テスト
・バイタルサイン

・試験
・講義
・実技

教科書：p83-90

5 ・確認テスト
・動作分析（起居動作(寝返り，起き上がり)）

・試験
・講義
・実技

教科書：p383-394

6 ・確認テスト
・動作分析（歩行）

・試験
・講義
・実技

教科書：p383-394

7 ・確認テスト
・姿勢評価

・試験
・講義
・実技

教科書：p162-164

8 ・確認テスト
・触診（ランドマーク）：肩甲骨，上肢

・試験
・講義
・実技



9 ・確認テスト
・触診（ランドマーク）：骨盤，下肢

・試験
・講義
・実技

10 ・確認テスト
・関節可動域検査（ROM）：肩関節

・試験
・講義
・実技

教科書：p227-229

11 ・確認テスト
・徒手筋力検査（MMT）：肩関節

・試験
・講義
・実技

12 ・確認テスト
・関節可動域検査（ROM）：股関節

・試験
・講義
・実技

教科書：p233

13 ・確認テスト
・関節可動域検査（MMT）：股関節

・試験
・講義
・実技

14 ・実技プレテスト ・試験
・実技

15 ・実技プレテスト ・試験
・実技

試験 ・試験 総まとめ



リハビリテーション学科

【科目名】 生活環境論Ⅰ 【担当教員】 　木村　和樹、長島　裕子

【授業区分】 専門分野(地域理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 平日9時～17時（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

模擬高齢者体験は校内で行うため、教員の指導に従って行動すること。退院支援や在宅でのリハビリテーションを実施してきた経
験から、高齢者などの模擬体験を通じて、医療職として必要な知識を講じる。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義中は私語を慎み、学ぶ姿勢をもって望むこと。

【講義概要】

(目的)

在宅障害者や高齢者が、より豊かに自立した生活を送るために必要となる住宅改修や福祉用具について、その方法や種類や特性を
学び、生活範囲の拡大を目指した関わりができることを目的に学修する。また、住宅改修や福祉用具を活用するために必要となる
、医療・福祉制度についても学修することを目的とする。
※当該科目学位授与方針等との関連性；A-2,P-2

(方法)

高齢者は日常生活で環境的なバリアを感じることがあるため、実際に福祉用具・車いすを用いながら疑似体験を行う。

【一般教育目標(GIO)】

理学療法士は、対象とする人の身体的および精神的機能の維持向上を図るだけではなく、各人がおかれている生活環境の中で、よ
り豊かに自立した生活が送れるように支援することが求められる。そのために模擬患者を経験して生活環境でのバリアなどを理解
することを目標とする。

【行動目標(SBO)】

①生活環境の概要について説明できる。
②住宅改修や福祉用具を活用するために必要な法的制度について説明できる。
③模擬高齢者などの体験をして、環境条件の影響を理解することができる。

【教科書・リザーブドブック】

鶴見隆正，隆島研吾（編）：標準理学療法学，専門分野，日常生活活動学・生活環境学，第5版，医学書院，2017

【参考書】

伊藤利之・江藤文夫（編）：新版日常生活活動（ADL），評価と支援の実際，医歯薬出版，2010 
野村歡・橋本美芽：OT・PTのための住環境整備論，第2版，三輪書店，2014

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
レポートにより総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 50

思考・推論・創造の力 30 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 オリエンテーション
生活環境学の概念

講義（木村） 教科書（生活環境学　総論第１章）
を読んでおくこと。

30分

3.4 日常生活を支援する機器
（自助具、歩行補助具、車いす)

講義（木村） 教科書（生活環境学　各論）を読ん
でおくこと。

60分

5-8 Aグループ：車いす体験
Bグループ：模擬片麻痺体験

演習（木村・長
島）

車いすの乗車者と介助者を体験して
、車いすの操作方法を学ぶ。
生活環境で高齢者に障害となる場面
を理解する。

60分

9-13 Aグループ：模擬片麻痺体験
Bグループ：車いす体験

演習（木村・長
島）

車いすの乗車者と介助者を体験して
、車いすの操作方法を学ぶ。
生活環境で高齢者に障害となる場面
を理解する。

60分

14.15 模擬体験のまとめ 講義（木村） レポートを作成できるように体験の
内容をまとめる。

90分



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎ゼミⅢ 【担当教員】 　長谷川　裕、藤本　聡、浅海　岩生

【授業区分】 教養分野(導入教育) 【授業コード】 1-00-0016-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 hasegawa.y@nur05.onmicrosoft.com、fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 月～金 13:00-13:20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・この科目は基礎ゼミⅢ・Ⅳのセット履修となっています。
・指定された担当教員と連絡を取り実施日程を調整すること。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・担当教員別グループ活動の出席は、「学修研修手帳」に検印してもらうこと。(これが出席簿の代わりとなります。)
・試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。
・本科目の単位付与の条件としてエルコアを受講完了し証明書の提出が必要です。

【講義概要】

(目的)

将来の福祉・医療現場では、日々他者と接触しながら、多くの人間関係の中で仕事を行っている。その場合、基礎学力や専門知識
・技術は云うに及ばず、他者とのコミュニケーション能力、及び迅速かつ適切な実行力が求められる。このゼミでは、いわゆる「
社会人としての基礎力」、「課題解決していく能力」を身につけることを目的とする。
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-2,3

(方法)

このゼミでは、専攻に関わらず、全学生を少人数グループに分けて実施する。各グループ毎に学生自らが地域に係るテーマ、医療
・科学に係るテーマを設定し、調査活動やボランテイア活動を実施し、多様な他者との関わり通して協同・協力について学ぶ。本
科目では主として「文献研究」、「調査・研究計画」、「医療倫理(e-learning)」などについてゼミ活動をおこなう。得られたデ
ータの解析に数理データサイエンスを取り入れる。

【一般教育目標(GIO)】

・他者とのコミュニケーションの取り方・協力の重要性について学ぶ。
・他者と協力、役割分担をしながら課題を解決する体験を得る。

【行動目標(SBO)】

・他者との円滑なコミュニケーションや協力関係が樹立できる。
・調査・研究の基礎的知識を得る。
・数理データサイエンスの習熟のため、Power BIを学習する。
・e-learningとしてエルコアを授業の教材として用い、「医療倫理」についての受講を完了することができる。
・文献検索についてのWeb配信を視聴し、課題を提出する。

【教科書・リザーブドブック】

・必要に応じ資料を配布する。

【参考書】

・必要に応じ資料を配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
・担当教員による個別評価
・グループ発表得点、最終レポート、エルコアを受講完了し証明書、その他課題の提出
・出席点は評価に含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 30 10 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 15 15

思考・推論・創造の力 15 15

コラボレーションとリーダーシップ 20 10 30

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ・オリエンテーション（4月22日）
・研究倫理について(e-learningエルコアの方法)

講義・長谷川 ・各自行いたい研究テーマを3つ考え
ておく。
・研究倫理について復習する。

15分

15分

3,4 ゼミ活動-1
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。

5,6 ゼミ活動-2
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。

7,8 エルコアの実施 担当教員の指示に従ってください。

9,10 Power BI①Power BIの概要と基本操作
（5月6日）
＊パソコンを持参すること

講義・浅海先生 担当教員の指示に従ってください。

11,12 文献検索についてのWeb配信を視聴し、課題を提出
する。

担当教員の指示に従ってください。

13,14 Power BI②Excelデータの取り込みとクエリ
（5月13日）
＊パソコンを持参すること

講義・浅海先生 担当教員の指示に従ってください。

15,16 Power BI③数表とフィルターリング
（5月20日）
＊パソコンを持参すること

講義・浅海先生 担当教員の指示に従ってください。



17,18 Power BI④グラフ表示と書式設定
（6月4日）
＊パソコンを持参すること

講義・浅海先生 担当教員の指示に従ってください。

19,20 ゼミ活動-3
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。

21,22 ゼミ活動-4
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。

23,24 ゼミ活動-5
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。

25,26 ゼミ活動-6
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。

27,28 ゼミ活動-7
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。

29,30 ゼミ活動-8
（スケジュールは、ゼミ教員、ゼミ生で設定）
・ゼミ内での中間発表

担当教員・グル
ープ学修

担当教員の指示に従ってください。



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎ゼミⅣ 【担当教員】 　長谷川　裕、藤本　聡

【授業区分】 教養分野(導入教育) 【授業コード】 1-00-0017-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 hasegawa.y@nur05.onmicrosoft.com、fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 月～木 13:00-13:20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・この科目の履修は基礎ゼミⅢを受講していることが前提です。
・この科目は選択科目ですが、これからの学生生活の上で重要となってくる能力を身に付ける科目ですので、できるだけ受講して
ください。
・指定された担当教員と連絡を取り実施日程を調整すること。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・担当教員別グループ活動の出席は、「学修研修手帳」に検印してもらうこと。
・試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

将来の福祉・医療現場では、日々他者と接触しながら、多くの人間関係の中で仕事を行っている。その場合、基礎学力や専門知識
・技術は云うに及ばず、他者とのコミュニケーション能力、及び迅速かつ適切な実行力が求められる。このゼミでは、いわゆる「
社会人としての基礎力」、「課題解決していく能力」を身につけることを目的とする。
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-2,3

(方法)

このゼミでは、専攻に関わらず、全学生を少人数グループに分けて実施する。各グループ毎に学生自らが地域に係るテーマ、医療
・科学に係るテーマを設定し、調査活動やボランテイア活動を実施し、多様な他者との関わり通して協同・協力について学ぶ。本
科目では主として「調査・データ収集」、「データ整理」、「発表」などについてゼミ活動をおこなう。文献検索を活用する。得
られたデータの解析に数理データサイエンスを取り入れる。

【一般教育目標(GIO)】

・他者とのコミュニケーションの取り方・協力の重要性について学ぶ。
・他者と協力、役割分担をしながら課題を解決する体験を得る。

【行動目標(SBO)】

・他者との円滑なコミュニケーションや協力関係が樹立できる。
・調査・研究の基礎的知識を得る。
・基礎ゼミⅢで学習した文献検索方法を活用して、研究を進めるにあたり既に知られている知見を活用できる。
・数理データサイエンスの習熟のため、得られたデータの解析に基礎ゼミⅢで学んだPower BIを活用できる。

【教科書・リザーブドブック】

・必要に応じ資料を配布する。

【参考書】

・必要に応じ資料を配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
・担当教員による個別評価
・抄録、グループ発表得点、活動に対する取り組み
・出席点は評価に含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 20 10 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 15 15

思考・推論・創造の力 15 15

コラボレーションとリーダーシップ 10 20 30

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ゼミ活動-1
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい

3,4 ゼミ活動-2
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

5,6 ゼミ活動-3
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

7,8 ゼミ活動-4
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

9,10 ゼミ活動-5
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

11,12 ゼミ活動-6
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

13,14 ゼミ活動-7
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

15,16 ゼミ活動-8
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。



17,18 ゼミ活動-9
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

19,20 ゼミ活動-10
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

21,22 ゼミ活動-11
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

23,24 ゼミ活動-12
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、担当教員の指示に従ってくだ
さい。

25,26 ゼミ活動-13
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、発表準備、担当教員の指示に
従ってください。

27,28 ゼミ活動-14
（適宜、研究計画書に従い研究を実施し、得られ
たデータの解析、結果の考察を行う。）

担当教員・グル
ープ学修

「調査・データ収集」、「データ整
理」、発表準備、担当教員の指示に
従ってください。

29,30 発表会（12月1日、5，6，7，8限） 長谷川・藤本・
担当教員

・発表の準備
・発表



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床倫理学 【担当教員】 　村井　絹子

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 murai@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月・水8：30～17：30（保健室）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、看護の実務経験のある教員による授業科目です。倫理学の基本的な知識・考え方を学び、現代医療の現場で重要な課題
を取り上げ、どのようなことが倫理学の観点から問題になるのか考えていきます。また臨床倫理学の問題を自分で考え、他者との
意見交換からさらに考えを深めることができるように講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では、20分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。　　　　　　　　　　　テキ
ストにそって講義をおこない、事例を活用しGW,意見交換を行います。積極的に参加してください。　　　　　　　　　　　他者
に迷惑となる行為が認められた場合は講義室より退出して頂きます。

【講義概要】

(目的)

医療従事者には。一般の人よりも多くの「医の倫理」として守らなければならない約束事があります。臨床現場で倫理的行動を実
践するための知識を深め、自己啓発に向け修養することを目的としています。
また、リハビリテーション学科学生として、生命倫理を中心に現代医療をめぐる諸問題の題材を多角的に捉え考えて、視野を広げ
る機会となるように学んでいきます。
当該科目と学位授与方針との関連性；A-1

(方法)

教科書を中心に講義・GWを行い、様々な視点から臨床の倫理について意見交換をおこないます。
パワーポイントを使用しての講義をおこないます。
毎回、講義スライド資料を配付します。関連資料がある場合にはそれも配付します。
内容については、指定教科書に準じます。

【一般教育目標(GIO)】

将来医療に関わる専門職として倫理的な自覚を深めるために、なぜ今、医療において倫理が問われるのか、患者の人権や自律の尊
重がなぜ大切なのかについて理解する。
一人ひとり異なる価値観を有する他者の気持ちをより理解し、柔軟な思考と態度を養い、リハビリテーション医療を学ぶ者に必要
な「医の倫理」の知識を修得する。

【行動目標(SBO)】

・医療における原理・原則について説明できる。
・現代医療における具体的な倫理の諸問題について、自分の考えを述べることができる。
・倫理とは何か、自分の言葉で述べることができる。

【教科書・リザーブドブック】

伏木信次〔他〕編、「生命倫理と医療倫理」金芳堂　第4版

【参考書】

雨宮処凛著、14歳からわかる生命倫理　河出書房新社
伊勢田哲治著、動物からの倫理学入門　名古屋大学出版会

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 60

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 オリエンテーション
医療の歴史と倫理問題の提起
 倫理的問題の具体的現状

講義 教科書P.7～P.11 90

3.4 医療者と患者の関係
　臨床現場でみられる医療者-患者関係
　パターナリズムとインフォームドコンセント
　守秘義務について

講義 教科書P.23～P.35 90

5.6 医学研究、医療情報
　研究と倫理
　　動物を対象とした医学研究
  　人を対象とした医学研究
　個人情報の保護と倫理

講義 教科書P.202～P.229 90

7.8 生命誕生のあらまし
　着床前診断と胚選別
　人工妊娠中絶と出生前診断
　生殖補助医療技術
　小児医療における生命倫理

講義 教科書P.62～101 90

9.10 臓器移植
　脳死の定義
　臓器移植法

講義 教科書P.131～P.143 90

11.12 高齢者の医療と福祉
　エンドオブライフ
　終末期医療
　安楽死と尊厳死

講義 教科書P.104～P.130
教科書P.144～P.145

90

13.14 救急医療、災害医療
公衆衛生の倫理

講義 教科書P.154～P.165
教科書P.230～P.240

90

15 まとめ
　1～7回目を通して、倫理的問題の現状について
　自分の考えをまとめる
科目終了試験

講義 90



リハビリテーション学科

【科目名】 地域文化論 【担当教員】 　桑原　猛

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0025-02 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 kuwabara@kbe.biglobe.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ(15時間) (オフィスアワー) 授業開講日、非常勤控室で対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特に無し

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

本講義では、地域の様々な社会的事象が歴史の中で変容し、伝統と呼ばれる「文化」を形成してきたことを確認すると同時に伝統
文化がもつ諸問題点を考えてみる。

当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

本学の所在地である新潟県村上市の歴史と文化を主として取り上げ、さらに日本の文化や社会の知識や理解をより深めていく。

【一般教育目標(GIO)】

身近な社会的事象についての意味を考え、判断する力を身に付ける。

【行動目標(SBO)】

毎回、受講記録としてのレポートを作成させ、身近な関連事象を探らせたり、知識を深めたりする。

【教科書・リザーブドブック】

毎回印刷配布する。

【参考書】

村上地区まちづくり協議会編「城下町探検ガイド」Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

毎時間、講義内容に関するレポートを提出させる。
最終日に課題を提示し、1週間後にレポートを提出させ、内容を評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0 0

発表力 0 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 講義概要のガイダンス
村上城下の近世から現代までの変遷
城下町の形成と歴史及び風土から、村上の特性と
文化の背景を探る。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
村上市内を歩き城下町の構成を探索
する。

3-4 町谷の構造と伝統行事との関係
伝統行事と町家構造について、他地域の事例との
比較から、村上・岩船・瀬波と町家の構造を探る
。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
村上・岩船・瀬波の町やを訪ねて、
事例を探索する。

5-6 重要無形民俗文化財としての村上の祭り-Ⅰ
しゃぎり屋台
全国の山・鉾・屋台の事例（歴史・構造・分類）
から、村上・岩船・瀬波のしゃぎり屋台の特性を
探る。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
おしゃぎり会館にて実際に屋台を見
学して構造を探索する。
※この場合学生は入場無料とする。

7-8 重要無形民俗文化財としての村上の祭り-Ⅱ
祭礼行事と屋台巡行
神社の本祭（神事）と付け祭りとしての屋台巡行
における村上大祭の特異性を探る。

提供資料及びDVD
視聴及びパワー
ポイントスライ
ドによる講義

9-10 伝統行事が抱える課題と今後の展望
全国的にも、少子高齢化によって伝統行事等の存
続、継承が危機に瀕している。これにどう対応し
ていくかを探る。

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

11-12 村上の鮭文化を探る-Ⅰ
鮭の生態と漁獲
回帰性、産卵とふ化、今の捕り方
回帰率を高める取組

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（復習）
イヨボヤ会館を見学して村上と鮭と
の関係を探索する。
※この場合学生は入館無料とする。

13-14 村上の鮭文化を探る-Ⅱ
村上藩の政策と漁民
青砥武平治と天然産卵の保護
士族授産と人口ふ化事業

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

（予習課題）
村上の鮭料理について２種類以上調
べてくる。

15 村上の鮭文化を探る-Ⅲ
村上の伝統的な鮭料理
まとめレポートの課題提示

提供資料及びパ
ワーポイントス
ライドによる講
義

調査結果の発表

調べた鮭料理を発表する。



リハビリテーション学科

【科目名】 日本語表現法 【担当教員】 　上松　恵理子

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0030-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 uematsu@star.rcast.u-tokyo.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 随時メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

正しい日本語を話したい、書きたいと思っている人なら誰でも習得可能

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では毎回の積み重ねで授業を行いますので順番に授業を受けてください。

【講義概要】

(目的)

正しい日本語の使い方やその背景等を学習するとともに、情報社会の言語のリテラシー能力を理解する。この授業を受講すること
で、様々な医学療法におけるデジタルカルテや報告レポートや小論文などの大学生に必要な、基本的な日本語に関するデジタルを
使った表現法を理解できるようになる。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1，A-2

(方法)

基本的な日本語のルールや使い方を学習し、単文やレポート、学術論文、インターネットの上のニュース記事、海外の母国語教育
を題材にして、より正しい言葉を使った時代にあった表現方法を学習する。

【一般教育目標(GIO)】

・大学生として必要な言語スキルを身につけるために様々なオンライン上の日本語表現を理解する
・講義を理解するために必要なノートテイクができるようになる
・医学療法の実験などのレポートや論文を書く際の方法について理解する

【行動目標(SBO)】

・デジタルツールを使って日本語の正しい読み方、使い方を理解することができる
・様々なメディアに応じた言語をインターネットを用いて使いこなすことができる
・様々な文章を目的に応じて書いたり話たりすることができる

【教科書・リザーブドブック】

上松恵理子「小学校にオンライン教育がやってきた！超入門編」三省堂、2016年、1200円（税別）

【参考書】

講義内で適宜資料を指示する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う、
出席、レポート提出状況、レポート提出内容、試験を総合的に判断、評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 30 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10 20

思考・推論・創造の力 10 10 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 10 10 20

発表力 10 10 20

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オンラインで医療を学ぶメリットデメリット 講義と実践 講義内で適宜指示 40

2 医療情報などのメディアの真偽を読み解く方法 講義と実践 講義内で適宜指示
授業外の学習も適宜指示

40

3 オンラインを使った日本語表現 講義と実践 講義内で適宜指示 40

4 ネットを使った図書館資料収集
インターネット検索について

講義と実践 講義内で適宜指示
授業外の学習も適宜指示

40

5 リハビリテーションの分野における今後のオンラ
インの可能性と課題

講義と実践 講義内で適宜指示 40

6 諸外国と日本語表現の違い 講義と実践 講義内で適宜指示
授業外の学習も適宜指示

40

7 小論文を書くための資料の調べ方と調査の方法 講義と実践 講義内で適宜指示 40

8 小論文を書くためのアンケートの取り方 講義と実践 講義内で適宜指示 40



9 アンケートの収集方法についてーどのような方法
でまとめ、どう考察するのかー

講義と実践 講義内で適宜指示

10 レポートの書き方１
表現の方法と引用

講義と実践 講義内で適宜指示

11 レポートの書き方２
論理的な文章の書き方

講義と実践 講義内で適宜指示

12 レポートの書き方３
発表ソフトの使い方

講義と実践 講義内で適宜指示

13 インターネットからみる日本語表現 講義と実践 講義内で適宜指示

14 日本語のリテラシーとは何か 講義と実践 講義内で適宜指示

15 論文提出の方法とまとめ 講義と実践 講義内で適宜指示



リハビリテーション学科

【科目名】 心理学概論Ⅰ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0036-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び保健福祉機関で言語・高次脳機能障害及び摂食嚥下機能障害等の
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに従事してきた経験から、人の心や行動の基本的な仕組みとはたらき及び心のケアについて講じていきます。心理学の
基礎知識は、多種多様な専門職のすべての人に必要なものとなっています。特に、将来、医療・保健・福祉・教育等の分野で活躍
することを希望する場合には受講していただきたいと思います。リハビリテーション心理学専攻の学生にとっては必修、認定心理
士または公認心理師の資格を取得するための指定科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①心理学の成り立ち（心理学の歴史）と、②人の心の基本的な仕組み及び働きについて学んでいきます。
心理学における代表的分野について、歴史的経緯と基礎知識を学び、人間の行動についての理解を深めていきます。
医療、保健、福祉等の臨床現場で、対象者の“こころ”を推察し、適切な配慮ができるよう、臨床応用にも触れていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回、講義スライド資料を配布します。関連資料がある場合にはそれも配布します。
内容は、原則、指定教科書に準じます。

【一般教育目標(GIO)】

心理学・臨床心理学の成り立ちについて概説できる。
人の心の基本的な仕組み及び働きについて概説できる。

【行動目標(SBO)】

科学としての心理学の成立までの経緯とその後の展開を概説できる。
対象者の“こころ”を推察するために、どのような観点で他者の言動を観察すればよいのかを説明できる。
各領域における心の“問題”や“障害”を知る。
それぞれの問題や障害に対する対処法を説明でき、実践することができる。

【教科書・リザーブドブック】

二宮克美編著「ベーシック心理学」第2版，医歯薬出版，2016/9/2,　2,900円＋税, ISBN978-4-263-42223-6

【参考書】

繁枡算男（編集）「心理学概論 (公認心理師の基礎と実践　第２巻) 」遠見書房, 2018/4/3, 2,592円
フレデリックセン他(著)　内田一成（監訳）「ヒルガードの心理学　第16版」 金剛出版,  2015/9/25, 23,760円
梅本堯夫/大山正編著「心理学への招待 ～ こころの科学を知る ～ 」サイエンス社, 1992年, 1942円＋税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含まない。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 10 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 心理学の歴史①
・近代心理学の成立について学ぶ

講義 指定教科書p.204-207
・構成主義
・ゲシュタルト心理学、精神分析学
、行動主義、新行動主義
・認知心理学、認知神経科学

10

2 心理学の歴史②
・臨床心理学の成立について学ぶ

講義 ・生物心理社会モデル
・精神力動/認知行動/人間性アプロ
ーチ　・ナラティブアプローチ、社
会構成主義

10

3 「知覚」
・知覚成立の基礎　
・物理的環境と心理的環境

講義 指定教科書p.2-5
・知覚はどのように成り立っている
のかを知る

10

4 「知覚」　
・知覚の体制化
・図と地

講義
一部演習

指定教科書p.5-9
・知覚成立の特徴を知る

10

5 「知覚」　
・時間・空間・運動の知覚

講義 指定教科書p.10-12
・自己や環境を知覚する際の多感覚
相互作用を理解する

10

6 「知覚」　
・知覚の諸相

講義
一部演習

指定教科書p.12-14
・注意や欲求が知覚に及ぼす影響を
理解する

10

7 「学習」　
・古典的条件づけ/オペラント条件づけ

講義 指定教科書p.15-19
・学習の定義を説明できる
・学習成立の主なメカニズムを学ぶ

10

8 「学習」　
・観察学習

講義 指定教科書p.19-20
・社会的行動における観察学習の重
要性を理解する

10



9 「記憶」　
・記憶のメカニズム

講義 指定教科書p.20-23
・記憶のモデル構造やその過程を理
解する
・記憶の測定法を学ぶ

10

10 「記憶」　
・忘却/記憶の歪み/病理

講義
一部演習

指定教科書p.24-26
・日常場面における記憶現象を知る
・忘却の要因を学ぶ
・記憶の歪みや病理を理解できる

10

11 「動機づけ」　
・動機づけの分類と機能

講義 指定教科書p.27-34
・動機づけの分類とメカニズムを学
ぶ
・動機づけの適応的機能が理解でき
る

10

12 「欲求」　
・自己効力/学習性無気力
・演習　セルフエフィカシーの測定

講義
一部演習

指定教科書p34-38
・やる気の生起または消失の要因を
知る
・セルフエフィカシーを説明できる

10

13 「感情」
・感情の分類
・感情発生のメカニズムと機能

講義 指定教科書p.39-45
・感情発生の機序を知る
・感情の種類を知る
・感情の適応的機能を理解する

10

14 「感情」
・フラストレーションとその耐性
・ストレス

講義
一部演習

指定教科書p.45-52
・欲求とコンフリクト場面の関係を
説明できる。
・ストレスとその対処法を理解でき
る

10

15 まとめ 講義 人の心の基本的な仕組みとその働き
を説明できる

10



リハビリテーション学科

【科目名】 心理学概論Ⅱ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0037-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金9:00-17:30(講義時間帯以外)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害及び摂食嚥下機能障害等の
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに従事してきた経験から、人の心や行動の基本的な仕組みとはたらき及び心のケアについて講じていきます。心理学の
基礎知識は、多種多様な専門職のすべての人に必要なものとなっています。特に、将来医療・保健・福祉・教育等の分野で活躍す
ることを希望する場合には受講していただきたいと思います。本科目は、リハ心理学専攻の学生にとっては必修であり、認定心理
士または公認心理師の資格取得のための指定科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①心理学の成り立ち(歴史)と、②人の心の基本的な仕組み及び働きを学びます。
心理学における代表的分野について、それぞれの歴史的経緯と基礎知識を学び、人間の行動についての理解を深めていきます。医
療、保健、福祉等の臨床現場で、対象者の“こころ”を推察し、適切な配慮ができるよう、臨床応用にも触れていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回、講義資料は配布します。
随時、関連する心理テスト等を演習形式で実施していきます。
内容は、原則指定教科書と参考書に準じます。

【一般教育目標(GIO)】

対象者の“こころ”を推察するために、どのような観点で他者の言動を観察すればよいのかを学ぶ。
他者と適切な対応ができ、必要がある場合には適切な心の支援ができる。

【行動目標(SBO)】

各領域の目的（学習到達目標）を説明できる。
各領域における“問題”や“障害”を知る。
それぞれの問題や障害に対する対処法を自身で考え、実践することができる。

【教科書・リザーブドブック】

二宮克美編著「ベーシック心理学」第2版，医歯薬出版，2016年,　2,900円＋税, ISBN978-4-263-42223-6

【参考書】

繁枡算男（編集）「心理学概論 (公認心理師の基礎と実践　第２巻) 」遠見書房, 2018/4/3, 2,592円
フレデリックセン他(著)　内田一成（監訳）「ヒルガードの心理学」 金剛出版,  2012/5/31, 23,100円
梅本堯夫/大山正編著「心理学への招待 ～ こころの科学を知る ～ 」サイエンス社, 1992年, 1942円＋税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含まない。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 10 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 「精神的健康」
メンタルヘルス/ストレス

講義 指定教科書p.48-52
・心が健康とは何かを説明できる
・ストレスとは何かを説明できる

10

2 「精神的健康」
演習　　ストレス度の測定
医療・福祉における「コミュニケーション」
“優しい目、大きな耳、小さい口、広いこころ“

講義
一部演習

指定教科書p.150-153
・心の健康が損なわれるとどのよう
な状態となるのかを知る
・心の健康を測定できる

10

3 「パーソナリティ」
パーソナリティの記述

講義 指定教科書p.54-59
・パーソナリティの特徴とその記述
法を知る
・パーソナリティの主な分類法を学
ぶ

10

4 「パーソナリティ」
パーソナリティの測定法

講義 指定教科書p.60-63
・パーソナリティの測定はどのよう
に調べられるのかを学ぶ

10

5 「パーソナリティ」
障害：境界性パーソナリティとは？

講義 指定教科書p.63-65
・パーソナリティの障害を説明でき
る

10

6 「パーソナリティ」
演習：Y-G性格検査

演習 指定教科書p.60-61
・パーソナリティを適切に測定でき
る

10

7 「知能」　
知能の定義

講義 指定教科書p.68-71
・知能の定義を説明できる
・知能の構造を知る

10

8 「知能」　
知能の測定/知的障害

講義
一部演習

指定教科書p.71-79
・知能をどのように測定するのかを
学ぶ
・知能検査開発の歴史的経緯を知る

10



9 「思考」　
思考とは？/問題解決

講義 指定教科書p.82-86
・「考えるとは？」を説明できる
・思考と言語の関係を理解できる
・問題を解決する方略（思考）を知
る

10

10 「思考」　
創造性

講義
一部演習

指定教科書p.86-92
・推論とその誤りを知る
・新たなものを創り出すプロセスを
学ぶ

10

11 「人間関係」　
対人認知/帰属理論

講義 指定教科書p.126-131
・他者の印象形成につて学ぶ
・自身や他者の言動の原因のとらえ
方について知る

10

12 「人間関係」　
対人魅力

講義 指定教科書p.131-134
・人を好きになる、あるいは嫌いに
なる要因は何かを学ぶ

10

13 「集団」　
集団の心理/社会的影響

講義 指定教科書p.136-143
・集団の特徴と分類を学ぶ
・他者の存在が個人に及ぼす影響を
説明できる

10

14 「集団」　
態度

講義 指定教科書p.143-148
・態度の適応的機能を知る
・態度の変容を促す手法を学ぶ
・社会と個人の相互関係について理
解する

10

15 まとめ



リハビリテーション学科

【科目名】 医療行動科学Ⅰ 【担当教員】 　和田　剛宗

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0041-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 y.wada@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 11:00～13:30(月－水・金)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。
＊1年生にとって入学後、日の浅い時期の講義です。
  大学の講義は自分自身の手で情報(学び)をつかむ場所であることを踏まえて受講してください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

テキストとなる資料を配布します（Teams）。
テストなどは原則として返却しません。

【講義概要】

(目的)

人間の行動の背景にあるさまざまな法則を科学的に理解する「行動科学」の基礎を身につける。
特に、健康の増進や疾病の改善を目的とする医療場面での患者・家族・医療従事者の行動特性を多角的に考察し、医療行動の促進
を目指す。
当該科目と学位授与方針等との関連性; A-3
当該科目と学位授与方針等との関連性; O-2

(方法)

主として配布資料を使用して講義を行います。必要に応じてグループ討論を取り入れます。

【一般教育目標(GIO)】

行動科学は学際性の高い学問であることを知る。
心理学、精神医学、社会学などの多領域で科学的に示される個人・集団の行動の原理を理解し、医療人としての態度を備える。

【行動目標(SBO)】

各講義のテーマについて、主体的に問題意識を持っていることを示せる。
各講義で説明したトピックを説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

テキストとなる資料を配布する（Teams）。

【参考書】

山田冨美雄（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅰ、北大路書房、2015年、￥1,900（税別）
津田彰（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅱ、北大路書房、2002年、￥2,400（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
期末試験を実施する。
出席点は評価に含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 70 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 70 90

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ●イントロダクション-1
行動科学とはどのような学問領域か？

講義 講義ノートの完成 90

3-4 ●行動科学と医療：目的・課題・方法
行動科学を医療と結びつけることの意義

講義 講義ノートの完成 90

5-6 ●動機
人間の行動は何に支えられているのか

講義 講義ノートの完成 90

7-8 ●自己と他者の理解・役割
相手を理解するとは何か？医療のなかで相手を理
解することについて

講義 講義ノートの完成 90

9-10 ●心の発達と課題
人間の成長に必要なさまざまな条件について

講義 講義ノートの完成 90

11-12 ●パーソナリティ
人柄はどのようにして生まれるのか？

講義 講義ノートの完成 90

13-14 ●医療者としての適性
対人援助を役割とするために必要なこと

講義 講義ノートの完成 90

15 「医療行動科学Ⅰ」まとめ 講義 講義ノートの完成 90



試験



リハビリテーション学科

【科目名】 医療行動科学Ⅱ 【担当教員】 　和田　剛宗

【授業区分】 教養分野(人文科学) 【授業コード】 1-01-0042-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 y.wada@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 11:00～13:30(月－水・金)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。
＊1年生にとって入学後、日の浅い時期の講義です。
  大学の講義は自分自身の手で情報(学び)をつかむ場所であることを知ってください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

テキストとなる資料を配布します（Teams）。
テストなどは原則として返却しません。

【講義概要】

(目的)

人間の行動の背景にあるさまざまな法則を科学的に理解する「行動科学」の基礎を身につける。
特に、健康の増進や疾病の改善を目的とする医療場面での患者・家族・医療従事者の行動特性を多角的に考察し、医療行動の促進
を目指す。
当該科目と学位授与方針等との関連性; A-3
当該科目と学位授与方針等との関連性; O-2

(方法)

主として配布資料（Teams）を使用して講義を行います。必要に応じてグループ討論を取り入れます。

【一般教育目標(GIO)】

行動科学は学際性の高い学問であることを知る。
心理学、精神医学、社会学などの多領域で科学的に示される個人・集団の行動の原理を理解し、医療人としての態度を備える。

【行動目標(SBO)】

各講義のテーマについて、主体的に問題意識を持っていることを示せる。
各講義で説明したトピックを説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

テキストとなる資料を配布する（Teams）。

【参考書】

山田冨美雄（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅰ、北大路書房、2015年、￥1,900（税別）
津田彰（編）、シリーズ医療の行動科学Ⅱ、北大路書房、2002年、￥2,400（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
期末試験を実施する。
出席点は評価に含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 70 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 70 90

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 ●医療者のストレス
援助者自身の健康管理について

講義 講義ノートの完成 90

3-4 ●医療場面での性別役割化
対人援助にみられやい性別役割について

講義 講義ノートの完成 90

5-6 ●心理学的アプローチによる医療事故防止
人間は誤りをおこす存在であることを知る

講義 講義ノートの完成 90

7-8 ●医療者の教育
対人援助の職業人育成に必要なこと

講義 講義ノートの完成 90

9-10 ●医療場面における研究と倫理的配慮
研究を進める上で必要な約束事について

講義 講義ノートの完成 90

11-12 ●社会と家族の変容
その時代の影響を受ける集団について

講義 講義ノートの完成 90

13-14 ●患者とのコミュニケーション
訴えを正確に引き出し円滑な関係を築くために

講義 講義ノートの完成 90

15 「医療行動科学Ⅱ」まとめ 講義 45



リハビリテーション学科

【科目名】 社会と健康Ⅰ 【担当教員】 　木村　和樹

【授業区分】 教養分野(社会科学) 【授業コード】 1-02-0056-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜日9時30分～15時00分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

医療者として、健康に対する意識を高める科目です。医療及び地域保健機関で、身体機能向上・介護予防およびリハビリテーショ
ンに従事してきた経験を基に、社会と健康について講じます。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

レポートを課す場合には、ほかに支障のない限り返却します。
講義の中で、実際に身体を動かしてもらう場面があるため、適宜服装を指示します。
※当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,A-2
※当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,P-2

【講義概要】

(目的)

人びとの健康や病気が、社会的、経済的、政治的、環境的な条件に影響を受けることが広く認められるようになり、その研究が進
んでいる。いくつかの保健機関は、健康の社会的要素が集団や個人の快適な暮らしに大きな影響をもたらすことを表明しており、
本科目では社会と健康の関係を理解することを目的とする。

(方法)

社会の仕組みと健康や病気との関わり合いを歴史的に考察し、健康に影響する社会的要因を挙げ考察してゆく。

【一般教育目標(GIO)】

社会が健康や病気とどう関係するのかを座学や演習と通じて理解する。

【行動目標(SBO)】

健康科学と社会学系諸分野との関連について明確なイメージを所有する。

【教科書・リザーブドブック】

資料を必要に応じて配布する。

【参考書】

資料を必要に応じて配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20

思考・推論・創造の力 30 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 20 20

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 オリエンテーション、コミュニケーション練習 講義(対面) 演習時に、しっかり指示・説明がで
きるように言葉（伝え方）のポイン
トを復習する。

30

3.4 生活習慣と糖尿病 講義（Web） 生活習慣について理解できるように
復習する。

30

5.6 高齢者向けの体力測定① 講義講義（Web） 体力測定を行う方法と意義を復習す
る。

30

7.8 高齢者向けの体力測定② 講義講義（Web） 体力測定を行う方法と意義を復習す
る。

30

9-12 高齢者向けの体力測定(演習) 演習 高齢者向けの運動の導入として、棒
を使った体操と運動を指導できるよ
うに復習をする。

30

13.14 ロコモティブシンドロームの評価 講義（Web） ロコモティブシンドロームに対する
評価ができるように復習すること。

30

15 まとめ 講義 実際の対象者にも説明ができるよう
に振り返りを行う。

30



リハビリテーション学科

【科目名】 社会と健康Ⅱ 【担当教員】 　長谷川　裕、藤本　聡

【授業区分】 教養分野(社会科学) 【授業コード】 1-02-0057-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com（藤本）、 hasegawa.y@nur05.onmicrosoft.com（長谷川）

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜日～木曜日　13:00～13:20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

医療者として、健康に対する意識を高める科目です。
社会と健康Ⅰを受講していること。
本科目は、実務経験のある教員による授業科目です、医療及び地域保健福祉機関で作業療法等のリハビリテーションに従事してき
た経験から、社会と健康について講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目は、実務経験者対応科目である。
レポートを課す場合には、ほかに支障のない限り返却します。講義は、対面授業と映像視聴、課題による方法で行う。映像視聴と
課題については、課題を提出することにより出席となります。課題の提出期限は守ってください。
＊当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,2
＊当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,2、O-1,2、R-1,2

【講義概要】

(目的)

人びとの健康や病気が、社会的、経済的、政治的、環境的な条件に影響を受けることが広く認められるようになり、
その研究が進んでいる。いくつかの保健機関は、健康の社会的要素が集団や個人の快適な暮らしに大きな影響をもたらすことを表
明しており、本科目では社会と健康の関係を学習する。

(方法)

社会の仕組みと健康や病気との関わり合いを考察し、健康に影響する社会的要因を挙げ考察してゆく。

【一般教育目標(GIO)】

・社会が健康や病気とどう関係するのかを理解する。

【行動目標(SBO)】

・健康科学と社会学系諸分野との関連について明確なイメージを所有する。

【教科書・リザーブドブック】

資料を必要に応じて配布

【参考書】

資料を必要に応じて配布

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う
出席点は評価に含まない



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 50

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 オリエンテーション
認知症予防の施策

講義（対面）・
藤本

講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

3,4 認知症養成サポーター（１）
認知症サポーター養成講座の視聴

映像視聴 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

5,6 認知症養成サポーター（２）
課題

課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

7 認知症の方への対応方法（１）
「二本の傘」の視聴

映像視聴 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

8,9 認知症の方への対応方法（２） 課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

10,11 高齢者の社会参加と生き甲斐について 課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

12,13 認知症カフェを通しての具体的な方法（１）
本学のカフェの紹介

講義（映像視聴
）・長谷川

講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分

14,15 認知症カフェを通しての具体的な支援方法（３）
課題

課題 講義内容に関することについて、予
習・復習を行っておくこと

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎生命科学 【担当教員】 　平田　恒彦

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0090-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 qqe83zfd@snow.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

高校での「生物基礎」を選択したか否かをアンケート調査する。
高校で「生物基礎」を選択していなかった学生はこの科目を必ず選択していただきたい。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

食べ物・飲み物の持ち込みは厳禁する。講義中の無言勝手な出入りを禁ずる。
教師と学生との対話を心掛ける。
講義中に試験問題等を提供する。
試験内容をプリント・コピーし、予め問題内容を簡単に解説する。
試験後、回答例を示します。

【講義概要】

(目的)

本講義は基礎生物学に関する導入講義であり、医療学部の医生物科学の履修に向けて必要となる基礎的知識の修得を目的とする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

高等学校にて「生物基礎」及び「化学基礎」を履修してこなかった学生を対象に、医生物科学を学ぶにあたって必須な学習事項を
中心に概説する。

【一般教育目標(GIO)】

世間一般で話題となっている「生命（いのち）＝生き物」の在り方などについて常識的に語れるようになること。

【行動目標(SBO)】

「生命（いのち）＝生き物」に関する話題について自分の考えをまとめられるようになること。

【教科書・リザーブドブック】

特に使用せずプリントを提供する。

【参考書】

高校レベルの内容が記されている書籍、新聞等。
必要な場合にその都度紹介する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は期末試験およびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 85 5 5 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 50 50

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 15 5 20

学修に取り組む姿勢 10 5 5 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 教科目「基礎生命科学」の内容紹介
（「生物○○・・・」の高校での学習の有無につ
いてのアンケート調査）
からだをつくる物質・単位・溶液

講義 新聞マスメディアの生命（いのち）
＝生き物に関する記事を読むこと。

10

3-4 からだの中の（化学）反応（系）
～　①　加水分解・酸化還元・酸と塩基

からだの中の（化学）反応（系）
～　②　酵素

同上 同上 同上

5-6 細胞・細胞分裂…そして、生命の起源との関連
遺伝と遺伝子⇒情報伝達機構

同上 同上 同上

7-8 動物・ヒトの組織・器官
刺激と反応…そして、生活空間＝環境との関連

同上 同上 同上

9-10 循環　～　①　体液
循環　～　②　気体

同上 同上 同上

11-12 免疫
神経・ホルモン…そして、生活空間＝環境

同上 同上 同上

13-14 解剖生理学・生化学等との関連・・・
病気に対して・・・

同上 同上 同上

15

16

英語で学ぶ基礎生命科学

試験

同上 同上 同上



リハビリテーション学科

【科目名】 医生物科学Ⅰ 【担当教員】 　平田　恒彦

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0096-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 qqe83zfd@snow.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

高校等で「生物基礎」を選択履修したものとして講義を執り行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

食べ物・飲み物の持ち込みは厳禁する。講義中の無言勝手な出入りを禁ずる。
教師と学生との対話を心掛ける。
講義概要をプリント・コピーし、予め問題内容を簡単に説明する。
試験後回答例を提示します。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーションという現実に直面するヒトの肉体と心の関係を知る基礎を学ぶ。生命科学から見た人について考えるきっかけ
を得る。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

生命現象を呈する生物の姿かたち、生活の在り方を考えながら、生物体の基本単位である細胞、細菌学、その中で特に医療分野で
必要な感染症についても学んでいく。本科目は主として、「生物（学）の世界」、「生物と環境の変化」、「万能細胞～ヒトの
iPS細胞～」などを講義し、生物学と医療との相関について考える。

【一般教育目標(GIO)】

常識程度の医生物科学（生物学の基礎知識を基にした医学・医療領域の自然科学）を語れるようになること。

【行動目標(SBO)】

基礎医学及び医療に関する昨今の話題をまとめ、語れるようになること。

【教科書・リザーブドブック】

平田恒彦著「人間・生き物科学」　考古堂　2012年

【参考書】

高校の教科書・参考書、新聞
必要な場合にその都度紹介する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
試験評価は期末試験およびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 85 5 5 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 50 50

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 15 5 20

学修に取り組む姿勢 10 5 5 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 生物（学）の世界 講義 新聞等マスメディアの生命に関する
記事を熟読すること。

10分

3-4 生命の誕生～オパーリンの世界～ 同上 同上 同上

5-6 生物と環境の変化 同上 同上 同上

7-8 化石の世界 同上 同上 同上

9-10 野生生物の世界 同上 同上 同上

11-12 クストーの世界 同上 同上 同上

13-14 DNAとは 同上 同上 同上

15

16

万能細胞～ヒトのiPS細胞～

試験

同上 同上 同上



リハビリテーション学科

【科目名】 医生物科学Ⅱ 【担当教員】 　平田　恒彦

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0097-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 qqe83zfd@snow.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

医生物科学Ⅰを履修したものとして講義を執り行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

食べ物・飲み物の持ち込みは厳禁する。講義中の無言勝手な出入りは禁ずる。
教師と学生との対話を心掛ける。
試験後回答例を提示します。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーションという現実に直面する人の肉体と心の関係を知る基礎を学ぶ。
生命科学から見た人について特に人の内面の在り方や個としての人の行く末について考えるきっかけを得る。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1.A-2

(方法)

生命現象を呈する生物の姿かたち、生活の在り方を考えながら、生物体の基本単位である細胞、細菌学、その中で特に医療分野で
必要な感染症についても学んでいく。本科目は主として、「感性～音と絵の世界」、「死とは」、「人間・からだのたたかい」な
どを講義する。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

【一般教育目標(GIO)】

社会一般における医療とのつながる医生物科学的な話題に関心を抱き、
その話題を自分のものとして取り扱えるようになること。

【行動目標(SBO)】

現代的医生物科学に関する話題について語れるようになること。

【教科書・リザーブドブック】

特に使用せずプリントを提供する

【参考書】

高校の教科書・参考書、
必要な場合にはその都度紹介する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGAP制度に従う。
試験評価は期末試験およびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 85 5 5 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 0

思考・推論・創造の力 50 50

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 15 5 20

学修に取り組む姿勢 10 5 5 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 健康なからだづくりの基本・・・胎内期、幼児期 講義 新聞マスメディアに載るについて感
心を抱くこと。

10分

3-4 こころの健康、そして休養・・・胎内期、幼児期 同上 同上 同上

5-6 社会生活への道・・・・・社会生活技術訓練SST、
モノづくり

同上 同上 同上

7-8 モバイルヘルス

認知症予防のための脳トレ
・・・・・認知症へ・・・なる？？？！！！

同上 同上 同上

9-10 認知症予防のための脳トレ
・・・・・計算をためしてみよう！

感染症とのたたかいとそれへの予防
・・・新コロナウイルス感染症！？！？！？

同上 同上 同上

11-12 食との調和、そして自然 同上 同上 同上

13-14 日常生活におけるヒト
・・・生活の在り方
　　　自己そのもの
　　　他との関係における欲求

同上 同上 同上

15

16

最後の日々へ・・・

試験

同上 同上 同上



リハビリテーション学科

【科目名】 人間支援科学Ⅰ 【担当教員】 　長島　裕子

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0106-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 y.nagashima@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜日　12：40～13：30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。医療及び地域でのリハビリテーションに従事してきた経験から、社会人と
して必要な教養を講じる。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・初回講義時に説明する。
・レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

これからの生活や学習への心構え、学習環境の理解や利用方法を学習する。また、臨床実習や就職後の職場環境に柔軟に対応・適
応すべく、社会人・職業人としての心構えや行動様式を理解し、実践、習慣化できるようにする。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-1,2

(方法)

対面講義5コマ、オンデマンド10コマの講義構成である。
対面では「書く」、オンデマンドではパソコンを使用し「読む・書く」の演習を実施する。

【一般教育目標(GIO)】

社会人・職業人として求められる教養を身に付けるために、「読む・書く」ことについて理解し、そのスキルを修得する。

【行動目標(SBO)】

社会人・職業人に必要な「読む・書く」スキルを身に付け、実践、習慣化できるようにする。

【教科書・リザーブドブック】

特になし

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA 制度に従う。
・出席点は評価に含みません。
・成績評価は、小テスト・レポートにより評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 10 40

思考・推論・創造の力 20 20 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ・オリエンテーション
・字をきれいに書く

対面講義：長島 丁寧に字を書くことができる。 30分

3.4 ・高校と大学の違いについて
・メールの書き方について

オンデマンド：
長島

・高校と大学の違いについて理解で
きる。
・正しいメールの書き方ができる。

30分

5.6 ・基本的な文章の書き方について
・文章を読んで理解する

オンデマンド：
長島

文章を書く上でのルールを理解でき
る。

30分

7.8 ・レポートの書き方について
・書き写し（字をきれいに書く）
・レポート課題について

対面講義：長島 ・レポートの書き方を理解し、実際
にレポートを作成することができる
。
・正しく字を写すことができる。

60分

9.10 ・文章を読んで要約する オンデマンド：
長島

文章をまとめることができる。 30分

11.12 ・社会人に求められる語彙力　基本編 オンデマンド：
長島

ことばを使って正確に物事を伝える
ことができる。

30分

13.14 ・社会人に求められる語彙力　応用編 オンデマンド：
長島

ことばを使って正確に物事を伝える
ことができる。

30分

15 ・まとめ
・レポート返却

対面講義：長島 講義・レポートを振り返り、「読む
・書く」について理解できる。

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 人間支援科学Ⅱ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0107-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 12時～15時（火・水曜日）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。各専門領域の内容を踏まえて人間を支援する考え方や方法を講じる。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

対面とリモートを併用した講義となる。対面授業では、演習を含む。

【講義概要】

(目的)

多職種連携による支援方法を学び、自らが他者を労り支える基礎力としてコミュニケーションスキルを身に着けていくことを目的
とする。
当該科目学位授与方針等との関連性；R-1、O-1、A-1、A-2

(方法)

毎回講義後に小テストを、また学期末には課題レポートの提出を求める。

【一般教育目標(GIO)】

幅広い専門領域からの視点から人を支援できる方法を身に付けることで、さまざまな場面に応じた対応ができる。
社会人において必要なコミュニケーションスキルを理解し、身に付ける。

【行動目標(SBO)】

講義を通じて人とのつながりに意識することができる。様々な集団の中で求められるコミュニケーションスキルを習得する。

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じて資料を配布する。

【参考書】

必要に応じて資料を配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。授業内また授業後に実施する小テスト、課題レポート、実技により評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 40 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20 10 50

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 コミュニケーションスキルを測る
コミュニケーションスキル⑴：自分の考えや気持
ちを伝える

講義・演習 人間支援科学Ⅰを復習しておく 240

3.4 コミュニケーションの構成要素 講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

5.6 言語・非言語コミュニケーション 講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

7.8 コミュニケーションスキル⑵：相手の考えや気持
ちを伝える

講義・演習 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

9.10 治療的関係に求められるコミュニケーションスキ
ル⑴：聴く力

講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

11.12 治療的関係に求められるコミュニケーションスキ
ル⑵：問う力

講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

13.14 治療的関係に求められるコミュニケーションスキ
ル⑶：共感する力

講義(リモート) 配布資料を読む、小テストを提出す
る

240

15 まとめ・課題レポート 講義 全配布資料を読む 240



リハビリテーション学科

【科目名】 物理学Ⅰ 【担当教員】 　藤本　聡

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0111-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金曜日13時00分～13時25分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・物理が苦手な人、高校で物理を学ばなかった人に合わせて授業を行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・演習は理解するまで行い、わからないことは質問に来てください。この科目は実務経験者対応科目である。
・試験・レポートは他に支障のない限り返却します。試験結果・演習問題については、必要応じて解説を行います。
・対面授業での遅刻は授業開始後20分まで、早退は終了20分前まで、それ以上の遅刻・早退はすべて欠席扱いとなります。
・授業方法が映像視聴や課題の場合には、課題の提出により出席になります。課題を提出しない場合には、欠席扱いとなります。
課題は、必ず指定した日時までに提出してください。

【講義概要】

(目的)

・リハビリテーションに関連する物理学を学ぶことを目的にする。
・物理学を学ぶのに、必要な数学を習得する。
・高校で物理学を学ぶ機会がなかった学生や苦手だった学生が、リハビリテーションに必要な物理学の基礎を習得する。
・当該科目と学位授与方針等との関連性；　A-2

(方法)

・教科書と配布資料などによる講義と演習を行う。
・講義は、対面授業と映像視聴、課題による方法で行う。

【一般教育目標(GIO)】

・リハビリテーションに必要な物理学の基礎を学ぶ。
・物理学を学ぶのに必要な数学についても学ぶ。

【行動目標(SBO)】

学習者が、リハビリテーションに関連する物理学を学び、今後の学習や臨床で活用できるようになる。

【教科書・リザーブドブック】

江原義弘、山本澄子、中川昭夫・『【ＰＴ】【ＯＴ】【ＰＯ】身体運動の理解につなげる物理学』南江堂、2015年．¥2800

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGAP制度に従う。
・期末試験の実施とポートフォリオの取り組む姿勢を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 オリエンテーション
物理学を学ぶのに必要な数学①

講義（対面）・
演習

復習：演習した内容を復習 60

3,4 物理学を学ぶのに必要な数学② 講義（対面）・
演習

復習：演習した内容を復習 60

5,6 物理学を学ぶのに必要な数学③
なぜ物理が必要か
バネの伸びと力の合成

講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書1-12pを読んでおく

60

7,8 テコの原理と第一のテコ 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書13-19pを読んでおく

60

9,10 物理学を学ぶのに必要な数学のまとめ演習
第2のテコ・第3のテコ

講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書21-p25を読んでおく

60

11,12 輪じく・滑車・歯車 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書27-p33を読んでおく

60

13,14 まとめ演習 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習 60

15 まとめ演習の解説 演習 復習：まとめ演習を復習 60



16 期末試験 試験（対面）



リハビリテーション学科

【科目名】 物理学Ⅱ 【担当教員】 　藤本　聡

【授業区分】 教養分野(自然科学) 【授業コード】 1-03-0112-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 fujimoto.s@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金曜日13時00分～13時25分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

物理学Ⅰを学んだ人を対象とする。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・演習は理解するまで行い、わからないことは質問に来てください。この科目は実務経験者対応科目である。
・試験・レポートは他に支障のない限り返却します。・試験結果・演習問題については、必要に応じて解説を行います。
・対面授業での遅刻は授業開始後20分まで、早退は終了20分前まで、それ以上の遅刻・早退はすべて欠席扱いとなります。
・授業方法が映像視聴や課題の場合には、課題の提出により出席になります。課題を提出しない場合には、欠席扱いとなります。
課題は、必ず指定した日時までに提出してください。

【講義概要】

(目的)

・リハビリテーションに関連する物理学を学ぶことを目的にする。
・高校で物理学を学ぶ機会がなかった学生や苦手だった学生が、リハビリテーションに必要な物理学の基礎を習得する。
・物理学Ⅰで学んだことを、生体に応用できるようにする。
・当該科目と学位授与方針等との関連性；　A-2

(方法)

教科書と配布資料などによる講義と演習を行う。

【一般教育目標(GIO)】

・リハビリテーションに必要な物理学の基礎を習得する。

【行動目標(SBO)】

学習者がリハビリテーションに関連する物理学を学び、今後の学習や臨床で活用できるようになる。

【教科書・リザーブドブック】

江原義弘、山本澄子、中川昭夫・『【ＰＴ】【ＯＴ】【ＰＯ】身体運動の理解につなげる物理学』南江堂、2015年．¥2800

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGAP制度に従う。
・期末試験を実施、ポートフォリオの取り組む姿勢を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 物理Ⅰ期末試験の解説
生体の中のテコ①

講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書37-40pを読んでおく

60

3,4 生体の中のテコ② 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書41-44pを読んでおく

60

5,6 下肢に存在するテコ 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書47-50pを読んでおく

60

7,8 作用・反作用，力の分解，斜面，振り子、摩擦力 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習
予習：教科書51-58pを読んでおく

60

9,10 物理学Ⅱのまとめ演習 講義（映像視聴
）・演習

復習：演習した内容を復習 60

11,12 物理学Ⅱのまとめ演習の解説
物理学Ⅱの小テスト

演習 復習：演習した内容を復習 60

13,14 物理Ⅱの小テストの解説
物理ⅠとⅡの総まとめ演習

演習 復習：演習した内容を復習 60

15 総まとめ演習の解説 演習 復習：授業の内容を復習 60



16 期末試験 試験（対面）



リハビリテーション学科

【科目名】 コンピューターと人間の接点Ⅰ 【担当教員】 　浅海　岩生

【授業区分】 教養分野(情報) 【授業コード】 1-05-0155-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 igasami@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金曜(9-17時)メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・授業では自分のパソコンを使用し実習しますので各自持参してください。
・Office365に接続できるようメールアドレス・パスワードを控えておくこと

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・課題はMicrosoft Teamsを使用し提出してもらいます。(Teamsの使用方法は授業の中で説明します。)
・課題・テストは必要に応じTeamsを用い返却します。
・本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。主担当教員は総合病院に勤務した経験より医療施設での情報リテラシーと
活用について必要とする知識を講義します。

【講義概要】

(目的)

・人間とコンピュータを結ぶインターフェースについて学ぶ。
・コンピュータによる各種のセンサーよりのデータ収集と機器の制御について学習する。

・当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-3

(方法)

・マイクロ・コンピュータ(MICRO:BIT)を使用しプログラムの基礎を修得する。
・各種のセンサーよりのデータの取得方法について実習する。

【一般教育目標(GIO)】

・人間とコンピュータを結ぶセンサーについて説明できる。
・各種のセンサーよりデータを取り込む方法を説明できる。

【行動目標(SBO)】

・MICRO:BITの構造について説明できる。
・MICRO:BITを使用した簡単なプログラミングが作成できる。
・MICRO:BITを使用し各種のセンサーよりデータの取り込みプログラムを作成できる。

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じ資料を配布する。

【参考書】

必要に応じ資料を配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、小テストおよびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 20 50 10 0 0 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 20 30

思考・推論・創造の力 10 30 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション
・コンピュータとセンサーを用いたデータ収集
・マイクロコンピュータMICRO:BITについて
・プログラミング環境(Microsoft Make Cord)につ
いて

講義・演習 ・シラバスを読んでおく。
・MICRO:BITの概要について復習する
。

10分
15分

2 LEDを制御する。
・LEDに文字を表示する。
・ハートマークを点滅させる。
・音を発生させる。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題1の作成

10分
15分

3 乱数と条件分岐
・乱数の使用方法
・条件分岐の使用方法
・じゃんけんゲームの作成

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題2の作成

10分
15分

4 スイッチを使用したプログラム
・スイッチでLEDを点灯させる。
・時間を測定する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題3の作成

10分
15分

5 温度を測定する。
・温度をグラフ表示する。
光の強さを測定する。 
・人感センサーを作成する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題4の作成

10分
15分

6 揺れを感知する。 
・電子サイコロを作成する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題5の作成

10分
15分

7 傾きを測定する。 
・傾きを数量化する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題6の作成

10分
15分

8 方位を測定する。 
・コンパスを作成する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題7の作成

10分
15分



9 電圧を測定する。 
・人体接触を感知する。 
・簡易電圧計を作る。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題8の作成

10分
15分

10 シリアル通信とコンソールの使用方法 
・マイクロコンピュータとパソコン間のデータ送 
受信の方法を学ぶ。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題9の作成

10分
15分

11 2つのMICRO:BITを無線接続する 
・文字列の送受信 
・数値の送受信

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題10の作成

10分
15分

12 リモート計測 
・室温をリモート計測する。 
・測定データのエキスボート

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題11の作成

10分
15分

13 歩数計の作成(1) 
・無線を使用し歩行中の加速度を送受信する。 
・加速度波形を記録する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題12の作成

10分
15分

14 歩数計の作成(2) 
・加速度波形より歩数を推定する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題13の作成

10分
15分

15 まとめ 講義 ・前回までの配布資料を確認してお
く。
・課題14の作成

30分

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 コンピューターと人間の接点Ⅱ 【担当教員】 　浅海　岩生

【授業区分】 教養分野(情報) 【授業コード】 1-05-0156-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 igasami@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金曜(9-17時)メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・授業では自分のパソコンを使用し実習しますので各自持参してください。
・Office365に接続できるようメールアドレス・パスワードを控えておくこと

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・課題はMicrosoft Teamsを使用し提出してもらいます。(Teamsの使用方法は授業の中で説明します。)
・課題・テストは必要に応じTeamsを用い返却します。
・本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。主担当教員は総合病院に勤務した経験より医療施設での情報リテラシーと
活用について必要とする知識を講義します。

【講義概要】

(目的)

・この科目ではAIの基礎を学習し、具体的使用例を体験することによりAIの有用性を理解する。 
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-3

(方法)

・AIの基礎的知識を講義により理解する。 
・画像認識・音声認識・姿勢認識についてデータ作成とグログラムへの応用を理解する。

【一般教育目標(GIO)】

・AIの活用について説明できる。

【行動目標(SBO)】

・AIの活用とプログラム作成の流れについて説明できる。 
・Scratchを使用しAIを用いた初歩的プログラム開発ができる

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じ資料を配布する。

【参考書】

・阿部和広　監修/横川耕二: おとなも学びたいプログラミングSCRATCH入門、エムディエヌコーポレーション　¥1650 
・ScratchでAIを学ぼう ゲームプログラミングで強化学習を体験 (日本語) 単行本 　¥2090

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、小テストおよびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 40 50 0 0 0 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 25 45

思考・推論・創造の力 20 25 45

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 
・AIとは何か 
・AIの利用領域

講義 ・teamsで動画を見ておく
・課題1を行う。

10分
20分

2 強化学習とAIについて 
Scratchの使用方法(1) 
・エディタの使用方法 
・プログラムの保存・読み込み方法

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題2を行う。

10分
20分

3 Scratchの使用方法(2) 
・スプライト・背景について 
・イベント・メッセージの活用

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題3を行う。

10分
20分

4 Scratchの使用方法(3) 
・変数・リストと演算 
・条件分岐

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題4を行う。

10分
20分

5 Scratchの使用方法(4) 
・例題の作成

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題5を行う。

10分
20分

6 L1-Q学習のアルゴリズム 
・行動と報酬 
・期待値 
・報酬予測と学習則

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題6を行う。

10分
20分

7 Scratchを使用しL1-Q学習プログラムを作成する。 講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題7を行う。

10分
20分

8 L2-Q学習のアルゴリズム 
・行動・報酬・状態 
・状態の変化に伴うアルゴリズム 
・2回より多く行動を選ぶ場合

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題8を行う。

10分
20分



9 Scratchを使用しL2-Q学習プログラムを作成する。 講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題9を行う。

10分
20分

10 Teachable machineと機械学習モデルの作成 
・画像認識 
・音声認識 
・ポーズ認識

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題10を行う。

10分
20分

11 機械学習モデルの応用・Scratchプログラム(1) 
・画像認識プログラム

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題11を行う。

10分
20分

12 機械学習モデルの応用・Scratchプログラム(2) 
・音声認識プログラム

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題12を行う。

10分
20分

13 機械学習モデルの応用・Scratchプログラム(3) 
・ポーズ認識プログラム

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題13を行う。

10分
20分

14 音声合成について 
・音声合成の原理 
・Scratchで「音声合成」拡張機能を使用する。

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題14を行う。

10分
20分

15 まとめ 講義 ・teamsで動画を見ておく
・課題15を行う。

10分
20分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英語アドバンス 【担当教員】 　伊藤　知明

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0175-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com（非常勤取次用アドレス）

【単位数】 2 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 授業前、教室にて

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

試験結果の返却及びその解説をもってフィードバックとする。

【講義概要】

(目的)

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定３級に関連したトピックを基に、『書く』『読む』の演習を中心とした授業行い学外
検定試験に対応できるようする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

専門用語集を使用し基礎語彙を導入し、定着化のため『書く』『読む』の演習で使用していく。テキストの会話文及び長文を読解
すると同時にターゲット基礎文法の解説及び演習を行う。例文を参考にセンテンスを書く演習を行う。

【一般教育目標(GIO)】

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定３級合格レベルの専門的な英語力獲得を目標とする。また、学外検定試験にも対応で
きるようにする。

【行動目標(SBO)】

医療現場における基礎的な言い回しを理解できるようになる。検定合格に必要とされる基礎文法力を高める。導入した基礎専門語
彙や文法を使用し日常的な医療現場において想定されるパッセージや長文を読解し、実用的な英文が書けるようになる。医療現場
における基礎英語運用能力向上も目的とする。

【教科書・リザーブドブック】

医療福祉英語検定協会出版『Let's Study Welfare English: 英語で福祉を学ぼう』及び『福祉英語専門用語集』

【参考書】

辞書（英和、和英）を必ず持参すること。スマートフォンの使用は禁ずる。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

試験及び小テスト(単語テスト）結果を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 30 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション
教科書：
第１部レッスン１、第２部１．１
長文読解

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

3-4 教科書：
第１部レッスン２、第２部１．２
長文読解
単語テスト１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

5-6 教科書：
第１部レッスン３、第２部１．３
長文読解
単語テスト２

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

7-8 教科書：
第１部レッスン４、第２部１．４
長文読解
単語テスト３

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

9-10 教科書：
第１部レッスン５、第２部１．５
長文読解
単語テスト４

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

11-12 教科書：
第１部レッスン６、第２部１．６
長文読解
単語テスト５

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

13-14 教科書：
第１部レッスン７、第２部２．１
長文読解
単語テスト６

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

15-16 教科書：
第１部レッスン８、第２部２．２
長文読解

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分



17-18 教科書：
第１部レッスン９、第２部２．３
長文読解
単語テスト１

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

19-20 教科書：
第１部レッスン１０、第２部２．４
長文読解
単語テスト２

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

21-22 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１
長文読解
単語テスト３

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

23-24 教科書：
第１部レッスン１２、第２部３．２
長文読解
単語テスト４

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

25-26 教科書：
第２部３．３、３．４
長文読解
単語テスト５

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

27-28 教科書：
第２部３．５、４．１
長文読解
単語テスト６

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分

29-30 教科書：出発
長文読解
まとめ

講義及び演習
総復習

予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強。

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英会話ベーシック 【担当教員】 　Sam Suleiman

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0190-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 sulsuz@yahoo.co.jp

【単位数】 2 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 電子メールで質問を受け付ける

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

試験結果の返却及びその解説をもってフィードバックとする。

【講義概要】

(目的)

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定４級に関連したトピックを基に『聴く』『話す』の演習を中心とした授業を行い学外
検定試験に対応できるようにする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

医療福祉英語検定協会の教材で導入した基礎専門用語・表現の対話内での使用を促し、その定着を図る。ディクテーション演習に
より正しい発音及び聞き取り能力を向上させる。簡単な医療現場での会話をモデルに、自分で会話文が作り使用できるようにする
。擬似環境における対話練習により英語を聴く・話すことに慣れる。

【一般教育目標(GIO)】

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定４級合格レベルの英語による会話力及び聴解力獲得を目標とする。

【行動目標(SBO)】

様々な日常医療現場における簡単な内容の会話を聴き理解できるようになる。また同現場での基礎的な対話ができるようになる。
福祉英語検定４級のリスニングセクションにおいて高得点をとる。

【教科書・リザーブドブック】

医療福祉英語検定協会出版『Let's Study Welfare English: 英語で福祉を学ぼう』及び『福祉英語専門用語集』

【参考書】

辞書（英和、和英）を必ず持参すること。スマートフォンの使用は禁ずる。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

試験・小テストの結果及び授業内参加度等を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 40 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション
教科書：
第１部レッスン１、第２部１．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

3-4 教科書：
第１部レッスン２、第２部１．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

5-6 教科書：
第１部レッスン３、第２部１．３

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

7-8 教科書：
第１部レッスン４、第２部１．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

9-10 教科書：
第１部レッスン５、第２部１．５

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

11-12 教科書：
第１部レッスン６、第２部１．６

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

13-14 教科書：
第１部レッスン７、第２部２．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

15-16 教科書：
第１部レッスン８、第２部２．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分



17-18 教科書：
第１部レッスン９、第２部２．３

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

19-20 教科書：
第１部レッスン１０、第２部２．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

21-22 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

23-24 教科書：
第１部レッスン１２、第２部３．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

25-26 教科書：
第２部３．３、３．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

27-28 教科書：
第２部３．３、５．４．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

29-30 まとめ 講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英会話アドバンス 【担当教員】 　Sam Suleiman

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0210-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 2 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 授業後、教室にて

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

試験結果の返却及びその解説をもってフィードバックとする。

【講義概要】

(目的)

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定３級に関連したトピックを基に『聴く』『話す』の演習を中心とした授業を行い学外
検定試験に対応できるようにする。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

医療福祉英語検定協会の教材で導入した３級程度専門用語・表現の対話内での使用を促し、その定着を図る。ディクテーション演
習により正しい発音及び聞き取り能力を向上させる。医療現場での会話をモデルにした演習を繰り返す行い、英語による会話継続
力を身に付ける。擬似環境における対話練習により英語を聴く・話すことに慣れる。

【一般教育目標(GIO)】

医療・福祉英語検定協会主催、福祉英語検定３級合格レベルの英語による会話力及び聴解力獲得を目標とする。

【行動目標(SBO)】

医療現場における様々な領域の知識を身に付ける。様々な医療現場における会話を聞き理解できるようになるとともに、それを会
話で応用できるようになる。また同場面でのコミュニケーションを無理なく継続できるようになる。福祉英語検定３級のリスニン
グセクションにおいて高得点をとる。

【教科書・リザーブドブック】

医療福祉英語検定協会出版『Let's Study Welfare English: 英語で福祉を学ぼう』及び『福祉英語専門用語集』

【参考書】

辞書（英和・和英）を必ず持参のこと。教員を除きスマートフォンの使用は禁ずる。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

試験結果及び授業内参加度等を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 70

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション
教科書：
第１部レッスン１、第２部１．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

3-4 教科書：
第１部レッスン２、第２部１．２

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

5-6 教科書：
第１部レッスン３、第２部１．３

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

7-8 教科書：
第１部レッスン４、第２部１．４

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

9-10 教科書：
第１部レッスン５、第２部１．５

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

11-12 教科書：
第１部レッスン６、第２部１．６

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

13-14 教科書：
第１部レッスン７、第２部２．１

講義及び演習 既習単語及び表現の復習 30分

15-16 教科書：
第１部レッスン７、第８部２．２
長文読解

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分



17-18 教科書：
第１部レッスン９、第２部２．３

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

19-20 教科書：
第１部レッスン１０、第２部２．４

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

21-22 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

23-24 教科書：
第１部レッスン１１、第２部３．１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

25-26 教科書：
第１部レッスン１２、第２部３．２

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

27-28 教科書：
第３部３．３、３．４

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分

29-30 教科書：
第３部３．５、４．１

講義及び演習 予習：
教科書のダイアログを理解。単語テ
ストの勉強

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英文抄読法Ⅰ 【担当教員】 　原　亜由美

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0221-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 ayumi.hara38@gmail.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) メール随時受付。返信は平日のみ。

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

課題および小テストにはコメントを戻すので各自反映すること。課題提出期限、添削コメントの戻しはそれぞ1週間以内とする。

【講義概要】

(目的)

将来、英語で書かれた文献を苦手意識なしに読むことができる基盤を身につける。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

オンデマンドによる講義で課題提出と添削コメントのやりとり。主に教科書を使用し、各章において読解のための語彙演習を行う
。

【一般教育目標(GIO)】

英語で書かれた学術論文を読むための基礎知識を身につける。

【行動目標(SBO)】

リハビリテーションにおける英語基本語彙を知る。医療にまつわる英文を読解し、要旨をまとめる。

【教科書・リザーブドブック】

指定教科書：指定教科書：清水　雅子、リハビリテーションの基礎英語、メジカルビュー社、2017年、¥2,400（税別）

【参考書】

様式は問わないが辞書（英和、和英）を用意、使用のこと。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

小テスト及び課題レポートの結果を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 35 65 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 35 40 75

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 5 5

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 講義 概要把握 45分

2 英文読解に必要な基礎事項の確認 講義・演習 例文翻訳の小レポート提出 45分

3-4 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習①　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

5-6 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習②　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

7-8 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習③　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

9－10 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習④　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

11－12 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習⑤　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

13－14 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習⑥　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分



15 小テスト 演習 教科書内容についての語彙を中心と
したテスト

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英文抄読法Ⅱ 【担当教員】 　原　亜由美

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0222-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 ayumi.hara38@gmail.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 授業終了後、教室にて

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

課題および小テストにはコメントを戻すので各自反映すること。課題提出期限、添削コメントの戻しはそれぞ1週間以内とする。

【講義概要】

(目的)

将来、英語で書かれた文献を苦手意識なしに読むことができる基盤を身につける。必要な学術文献を見つけることができる。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

オンデマンドによる講義で課題提出と添削コメントのやりとり。主に教科書を使用し、各章において読解のための語彙演習を行う
。

【一般教育目標(GIO)】

英語で書かれた学術論文を読むための基礎知識を身につける。

【行動目標(SBO)】

リハビリテーションにおける英語基本語彙を知る。医療にまつわる英文を読解し、要旨をまとめる。学術論文の検索方法を知る。

【教科書・リザーブドブック】

指定教科書：清水　雅子、リハビリテーションの基礎英語、メジカルビュー社、2017年、¥2,400（税別）

【参考書】

様式は問わないが辞書（英和、和英）を用意、使用のこと。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

小テスト及び課題レポートの結果を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 35 65 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 35 40 75

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 5 5

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 講義及び演習 授業内容の復習 45分

2 英文読解に必要な基礎事項の確認 演習 授業内容の復習
例文翻訳の小レポート提出

45分

3-4 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習①　　
教科書使用

演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習

90分

5-6 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習②　　
教科書使用

演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習　　　　　　　
課題提出

90分

7-8 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習③　　
教科書使用

演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習　　　　　　　　
課題提出

90分

9-10 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習④　　
教科書使用

講義及び演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習　　　　　　　　　　
課題提出

90分

11-12 医療学術論文検索についての演習① 演習 授業内容の復習
PubMed検索についての課題①提出

90分

13-14 医療学術論文検索についての演習② 演習 授業内容の復習
PubMed検索についての課題②提出

90分



15 小テスト 演習 教科書内容についての語彙と論文検
索についてのテスト

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 解剖学・各論Ⅱ 【担当教員】 　西野　幾子

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 授業終了後、非常勤控室で対応。

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

理学療法学、作業療法学、リハビリテーション心理学専攻１年次に在学している学生が対象。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

就学状況確認のため、適宜小テストを行うことがあります。

【講義概要】

(目的)

人体を骨、筋、神経、脈管という系統に分析、また組織学的に細胞のレベルまで分析して説明する。最終的には再び人体を二重の
筒（胴体と上・下肢）－（頭部と内臓）に、またマクロからミクロまでを統合して考察、理解する。これらにより、心身機能と身
体構造の理解を深める。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2,3

(方法)

教科書、図譜などを活用して各器官、臓器の形態学的特徴を分析、考察して理解して説明できるようにする。
本科目は主として、「消化器」、「泌尿器」、「生殖器」、「内分泌系」などを講義する。

【一般教育目標(GIO)】

医学や医療を学ぶ上での基礎を構築するため、人体の形態や構造を理解する。

【行動目標(SBO)】

人体の内臓の構成や、諸器官について、その形態や構造を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

東洋療法学校協会編、解剖学、医歯薬出版、2014年、¥5,900+税

【参考書】

藤田恒夫、入門人体解剖学改訂第5版、南江堂、2012年、¥5,000+税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含みません。
成績評価は、期末試験および小テストにより総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 90 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 90 10 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 消化器系：
消化器系の基本構成
口腔の構成と構造

講義 講義内容の復習 40分

3・4 消化器系：
各部の消化管の位置、形態、構造

講義 講義内容の復習 40分

5・6 消化器系：
各部の消化管の位置、形態、構造
消化腺の位置、形態、構造

講義 講義内容の復習 40分

7・8 泌尿器系：
泌尿器系の構成
腎臓の位置、形態、構造
尿路の構造と位置

講義 講義内容の復習 40分

9・10 生殖器系：
男性生殖器系の構成
各臓器の位置、形態、構造

講義 講義内容の復習 40分

11・12 生殖器系：
女性生殖器系の構成
各臓器の位置、形態、構造

講義 講義内容の復習 40分

13・14 内分泌系：
内分泌系の構成
各臓器の位置、形態、構造

講義 講義内容の復習 40分

15 内分泌系：
各臓器の位置、形態、構造
まとめ

講義 講義内容の復習 40分



リハビリテーション学科

【科目名】 解剖学実習 【担当教員】 　松村　博雄

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 【大学取次】nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 45コマ (オフィスアワー) 火曜日12：50～13：20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後、医学全般を学ぶ上での基礎となるものです。「死体解剖資格」を持ち、医学部での解剖学実習を指導した経験から、局所解
剖学的に人体の構造を講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

解剖学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを復習すること。試験の正解は他に支障の無い限り発表することとします。レポートは他に支障の無い限り
返却します。

【講義概要】

(目的)

解剖学実習は、脳科学なかんずく中枢神経の解剖学を学習することを通して、解剖学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで学習した知識を、心身機能
と身体構造の結合へと理解を深めることが目的である。中枢神経系の理解により、脳や脊髄の障害が身体各部へどのように影響を
与えるかを、局所解剖学的にとらえて、理解・説明できるようにすることも重要な目標の一つである。

(方法)

医学の大学で人体解剖の見学・実習を行う。献体されたご遺体から、生と死、生命の尊厳、医の倫理を実体験として感じ、学ぶこ
とができる。生体で体表から同定しうる構造についての触診・体表への投影などについても学ぶ。リハビリテーションの現場のよ
うに、他人に説明することで理解を深める。

【一般教育目標(GIO)】

医学、医療について学ぶための基礎として、ヒトの中枢神経系を全体として，その構造や働きを理解する。

【行動目標(SBO)】

中枢神経系を全体として説明ができるようにします。運動や感覚の伝導路を説明できるようにします。

【教科書・リザーブドブック】

河野邦雄･伊藤隆造他著『東洋療法学校協会編教科書　解剖学　第2版』医歯薬出版2006年

【参考書】

森　於菟著『分担解剖学第1巻　改訂第11版』金原出版,1985年.￥9,765
平沢　興著『分担解剖学第2巻　改訂第11版』金原出版,1984年.￥11,130
小川　鼎三著『分担解剖学第3巻　改訂第11版』金原出版、1982年.￥9,030

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。出席点は評価に含めません。毎講義終了後，チームスを用いて小テストを出
題する。期限内に解答が必須です。また，解剖学実習・見学でのレポート，及び全講義終了後レポートを出題する。成績評価は、
小テストとレポートにより総合的に行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 40 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 中枢神経系の概観ーーニューロンとシナプス。脊
髄(1)。

講義 解剖学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの復習。 40分

3・4 脊髄(2)。神経系の発生。 講義

5・6 脳幹(1)。 講義 前回講義の復習 30分

7・8 脳幹(2)。頭部の骨格。 講義 前回講義の復習 30分

9・10 脳神経(1)ーー視神経，嗅神経，動眼神経，滑車神
経，外転神経，三叉神経

講義 前回講義の復習 30分

11・12 脳神経(2)ーー顔面神経，内耳神経，舌咽神経，迷
走神経，副神経，舌下神経。

講義 前回講義の復習 30分

13・14 小脳 講義 前回講義の復習 30分

15・16 間脳(1)ーー視床 講義 前回講義の復習 30分



17・18 解剖学実習・見学のオリエンテーション 講義

19・20 解剖学実習・見学の第1日目，午前 実習

21・22 解剖学実習・見学の第1日目，午後 実習

23・24 解剖学実習・見学の第2日目，午前 実習

25・26 解剖学実習・見学の第2日目，午前午後 実習

27・28 間脳(2)ーー視床下部 講義

29・30 大脳ーー皮質，髄質 講義 前回講義の復習 30分

31・32 大脳基底核 講義 前回講義の復習 30分

33・34 大脳辺縁系 講義 前回講義の復習 30分

35・36 運動の伝導路と感覚の伝導路 講義 前回講義の復習 30分

37・38 脳の髄膜，脳室系，脳を栄養する動脈，硬膜静脈
洞。

講義 前回講義の復習 30分



39・40 視覚器と視覚伝導路 講義 前回講義の復習 30分

41・42 聴覚器・平衡覚器とその伝導路 講義 前回講義の復習 30分

43・44 自律神経系ーー交感神経 講義 前回講義の復習 30分

45 自律神経系ーー副交感神経 講義



リハビリテーション学科

【科目名】 解剖学実習 【担当教員】 　松村　博雄

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 【大学取次】nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 45コマ (オフィスアワー) 火曜日12：50～13：20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後、医学全般を学ぶ上での基礎となるものです。「死体解剖資格」を持ち、医学部での解剖学実習を指導した経験から、局所解
剖学的に人体の構造を講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

解剖学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを復習すること。試験の正解は他に支障の無い限り発表することとします。レポートは他に支障の無い限り
返却します。

【講義概要】

(目的)

解剖学実習は、脳科学なかんずく中枢神経の解剖学を学習することを通して、解剖学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで学習した知識を、心身機能
と身体構造の結合へと理解を深めることが目的である。中枢神経系の理解により、脳や脊髄の障害が身体各部へどのように影響を
与えるかを、局所解剖学的にとらえて、理解・説明できるようにすることも重要な目標の一つである。

(方法)

医学の大学で人体解剖の見学・実習を行う。献体されたご遺体から、生と死、生命の尊厳、医の倫理を実体験として感じ、学ぶこ
とができる。生体で体表から同定しうる構造についての触診・体表への投影などについても学ぶ。リハビリテーションの現場のよ
うに、他人に説明することで理解を深める。

【一般教育目標(GIO)】

医学、医療について学ぶための基礎として、ヒトの中枢神経系を全体として，その構造や働きを理解する。

【行動目標(SBO)】

中枢神経系を全体として説明ができるようにします。運動や感覚の伝導路を説明できるようにします。

【教科書・リザーブドブック】

河野邦雄･伊藤隆造他著『東洋療法学校協会編教科書　解剖学　第2版』医歯薬出版2006年

【参考書】

森　於菟著『分担解剖学第1巻　改訂第11版』金原出版,1985年.￥9,765
平沢　興著『分担解剖学第2巻　改訂第11版』金原出版,1984年.￥11,130
小川　鼎三著『分担解剖学第3巻　改訂第11版』金原出版、1982年.￥9,030

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。出席点は評価に含めません。毎講義終了後，チームスを用いて小テストを出
題する。期限内に解答が必須です。また，解剖学実習・見学でのレポート，及び全講義終了後レポートを出題する。成績評価は、
小テストとレポートにより総合的に行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 40 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 中枢神経系の概観ーーニューロンとシナプス。脊
髄(1)。

講義 解剖学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの復習。 40分

3・4 脊髄(2)。神経系の発生。 講義

5・6 脳幹(1)。 講義 前回講義の復習 30分

7・8 脳幹(2)。頭部の骨格。 講義 前回講義の復習 30分

9・10 脳神経(1)ーー視神経，嗅神経，動眼神経，滑車神
経，外転神経，三叉神経

講義 前回講義の復習 30分

11・12 脳神経(2)ーー顔面神経，内耳神経，舌咽神経，迷
走神経，副神経，舌下神経。

講義 前回講義の復習 30分

13・14 小脳 講義 前回講義の復習 30分

15・16 間脳(1)ーー視床 講義 前回講義の復習 30分



17・18 解剖学実習・見学のオリエンテーション 講義

19・20 解剖学実習・見学の第1日目，午前 実習

21・22 解剖学実習・見学の第1日目，午後 実習

23・24 解剖学実習・見学の第2日目，午前 実習

25・26 解剖学実習・見学の第2日目，午前午後 実習

27・28 間脳(2)ーー視床下部 講義

29・30 大脳ーー皮質，髄質 講義 前回講義の復習 30分

31・32 大脳基底核 講義 前回講義の復習 30分

33・34 大脳辺縁系 講義 前回講義の復習 30分

35・36 運動の伝導路と感覚の伝導路 講義 前回講義の復習 30分

37・38 脳の髄膜，脳室系，脳を栄養する動脈，硬膜静脈
洞。

講義 前回講義の復習 30分



39・40 視覚器と視覚伝導路 講義 前回講義の復習 30分

41・42 聴覚器・平衡覚器とその伝導路 講義 前回講義の復習 30分

43・44 自律神経系ーー交感神経 講義 前回講義の復習 30分

45 自律神経系ーー副交感神経 講義



リハビリテーション学科

【科目名】 生理学実習 【担当教員】 　木村　和樹、髙橋　圭三、星野　浩通、長谷川　裕、藤本　聡

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 2-11-0285-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 45コマ (オフィスアワー) 月～金曜日　9：00-17：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

１年次に学んだ生理学の基本的な知識が身に付いているものとして進めていく。各実習は専門領域の教員が、機器の使用方法や目
的を説明して実習を行う。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

実習時には白衣・KCを着用すること。実習後のレポート提出については、担当教員の指示に従うこと。
各班ごとに、日時と開講場所が異なるので注意すること。グループ内（2人～）で協力して行う実習もあるので、欠席や遅刻のな
いよう、体調管理等に気を付けること。事故のないよう細心の注意を払いつつ、限られた時間内に実習が完結できるよう、きびき
びと行動すること。

【講義概要】

(目的)

生理学実習では生理学で学んだ知識を実習によって体験し、人体の多様な機能と調節機構について理解を深めることを目標とする
。生体機能を科学的視点で捉える能力を高めるために、生理学の講義で習得した知識と実際に生体で起こる現象を包括的に融合さ
せる。また、基本的な臨床検査の解釈に必要な基礎的知識を学修することを目的とする。
※当該科目と学位授与方針等との関連性:A-2

(方法)

前半では動画学習を行い、実習の内容を理解する。
後半では実習を行い、結果をまとめ、自身の考察を記載する。

【一般教育目標(GIO)】

生体機能を科学的視点で捉える能力を高めるために、生理学の講義で習得した知識と実際に生体で起こる現象を包括的に融合させ
る。また、基本的な臨床検査の解釈に必要な基礎的知識を習得する。

【行動目標(SBO)】

生命現象の基礎となるデータの採取、結果の整理、考察ができる。

【教科書・リザーブドブック】

生理学実習プリント（オリエンテーション時もしくは各実習で配布）

【参考書】

貴邑 冨久子，根来 英雄・「シンプル生理学（改訂第 6 版）」南江堂，2008 年. ¥3,132（税込）
大地陸男著・『生理学テキスト（第 7 版）』文光堂，2013 年. ¥5,184（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
科目を修得するためには2/3以上の出席およびレポートの提出が条件である。
実習前動画レポートを50点分、実習レポートを50点分とした計100点のうち60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30

思考・推論・創造の力 50 50

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1コマ分 オリエンテーション、動画学習・実習の説明 座学 各講義で準備することを確認する。
レポート作成と提出にあたり、注意
する事項を理解する。

60

3コマ分 心電図について 動画配信
長谷川

動画内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

3コマ分 皮膚感覚について 動画配信
星野

動画内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

3コマ分 表面筋電図について 動画配信
高橋（圭）

動画内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

3コマ分 スパイロメータについて 動画配信
木村

動画内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

3コマ分 バイタルについて 動画配信
藤本

動画内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

3コマ分 平衡機能について 動画配信
木村

動画内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

5コマ分 心電図の記録と解析 実習
長谷川

実習内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60



5コマ分 皮膚感覚に関する実習 実習
星野

実習内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

5コマ分 表面筋電図の記録 実習
高橋（圭）

実習内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

5コマ分 平衡機能の評価 実習
木村

実習内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

5コマ分 バイタルサインの測定と見方 実習
藤本

実習内容を理解し、レポート課題を
行なうこと。

60

1コマ分 まとめ 座学（全担当者
）

レポートを復習すること。 60



リハビリテーション学科

【科目名】 病理学概論 【担当教員】 　平田　誠市

【授業区分】 専門基礎分野(基礎医学) 【授業コード】 2-12-0290-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 seiichi-hirata@nuhw.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 随時メールで応じます。

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。30年以上、病院病理部で病理解剖、病理診断に必要な標本作製、細胞診検査
を行ってきた経験を基に、講義は病理学総論を中心に、各論はリハビリテーションに関係が深い、脳・神経系、運動器、循環器の
疾患を中心に学びます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・病理学は解剖学・生理学など基礎医学の知識が必須ですので、復習しておいてください。
・試験結果については必要に応じて解説を行います。

【講義概要】

(目的)

疾病の原因と、その成り立ちについて学び、リハビリテーションにおける病態理解のために必要な病理学の知識を身につけること
を目的とします。

(方法)

講義は重要ポイントを中心に前半は、オンデマンド型の講義を行い、後半は確認問題を出題しますので各自で問題を解き、知識の
確認を行って下さい。確認問題の回答は講義の最後に動画で行います。

【一般教育目標(GIO)】

・理学療法・作業療法を実践するために、病気がどのような原因で起こり、その結果、身体にどのような異常が起きるか、病理学
の基礎的知識を理解することを目標とする。

【行動目標(SBO)】

・病因論、退行性・進行性病変、代謝障害、循環障害、免疫・炎症・感染症、腫瘍、老化、先天異常、奇形について説明できる。
・脳・神経、運動器、循環器について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

教科書：標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野　病理学　第4版　医学書院　5,060円(税込み)

【参考書】

シンプル病理学　改訂第8版　笹野公伸/岡田保典/安井弥　改定第8版　南江堂　定価3,300円(税込み)

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

マークシート方式の筆記試験(50%)、レポート(50%)にて行います。（成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従います。）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 50 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・2 シラバスと講義ノートの書き方の説明
・病因論
・退行性病変
・進行性病変について解説する。

オンデマンド型
講義

予習;教科書5-25pを読んでおく。　　
復習;スライドでオレンジ色で示した
箇所と確認問題を復習し覚える。

15分　　　　　　　
30分

３・４ ・代謝障害
・循環障害について解説する。

オンデマンド型
講義

予習;教科書27-48pを読んでおく。　　
復習;前回までのスライドでオレンジ
色で示した箇所と確認問題を復習し
覚える。

15分　　　　　　　
30分

５・６ ・免疫
・炎症
・感染症について解説する。

オンデマンド型
講義

予習;教科書50-72pを読んでおく。　　
復習;前回までのスライドでオレンジ
色で示した箇所と確認問題を復習し
覚える。

15分　　　　　　　
30分

７・８ ・腫瘍について解説する。 オンデマンド型
講義

予習;教科書73-92pを読んでおく。　　
復習;前回までのスライドでオレンジ
色で示した箇所と確認問題を復習し
覚える。

15分　　　　　　　
30分

９・１０ ・老化
・先天異常
・奇形について解説する。

オンデマンド型
講義

予習;教科書93-112pを読んでおく。　　
復習;前回までのスライドでオレンジ
色で示した箇所と確認問題を復習し
覚える。

15分　　　　　　　
30分

１１・１
２

【各論】
・脳・神経
・循環器について解説する。

オンデマンド型
講義

予習;教科書174-200,202-219pを読ん
でおく。　復習;前回までスライドで
オレンジ色で示した箇所と確認問題
を復習し覚える。

30分　　　　　　　　　　　　　　　
30分

１３・１
４

・運動器について解説する。 オンデマンド型
講義

予習;教科書115-132pを読んでおく。　　
復習;前回までのスライドでオレンジ
色で示した箇所と確認問題を復習し
覚える。

30分　　　　　　　
30分

１５ まとめ　問題演習 オンデマンド型
講義

予習;演習問題の誤った部分を教科書
やノートを参考に訂正しておく。　
復習;正解できるまで繰り返し問題を
解く。

60分　　
30分



リハビリテーション学科

【科目名】 発達心理学Ⅰ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 12:00-15:00(火曜日・水曜日)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

毎授業後、小テストを実施。また、定期試験は各回授業で配布する資料全て持ち込み可とする。

【講義概要】

(目的)

近年、年齢を積み重ねることの重要性が、多くの領域で科学的に明らかにされている。本講義では、①認知機能の発達及び社会性
の発達、②自己と他者の関係の在り方と心理的発達、③誕生から死に至るまでの生涯における心身の発達、④発達障害等非定型発
達についての基礎的な知識及び考え方、⑤高齢者の心理などについて、心理学の知見に基づいた発達の過程を学ぶことを目的とす
る。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

講義が中心である。誕生から死に至るまでの各過程で発生しやすい心理的危機や障害に触れ、それらに影響する内的要因（生物・
心理的要因）と外的要因（社会・文化的要因）について考察し、適切な対処法を習得する。
本科目は主として、「生涯発達心理学の基礎」、「胎児期・乳児期～青年期中期」などを講義する。

【一般教育目標(GIO)】

「生涯発達」という考え方を理解する。
胎児期及び乳幼児期～児童期に至るまでの
１．身体的発達の特徴を知る。
２．各ステージにおける認知機能及び感情・社会性の発達のプロセス、自己と他者のあり方の心理的発達の様相を知る。
３．各ステージにおける発達の危機及び障害について理解し、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

胎児期及び乳幼児期～児童期に至るまでの各発達段階で発生しやすい心理的危機を知る。
そして、その原因を内的要因(生物・心理的要因)と外的要因(社会・文化的要因)から考察できる。
各ステージの心理的危機に対して、適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

教科書等は特になし。
配布資料あり。

【参考書】

本郷一夫編（2018）発達心理学公認心理師の基礎と実践第12巻．遠見書房．
向田久美子（2017）発達心理学概論．NHK出版．
秦野悦子・近藤清美編（2020）公認心理師カリキュラム準拠 発達心理学．医歯薬出版．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

定期試験60％（配布資料持ち込み可）・小テスト40％（出欠確認を兼ねる）で評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 20 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 発達心理学の基礎　
・生涯発達心理学とは？
・発達の規定要因

授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

3.4 胎児期・乳児期の発達とその支援：言語獲得 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

5.6 胎児期・乳児期の発達とその支援：愛着形成 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

7.8 幼児期の発達とその支援：保存の概念・社会性・ 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

9.10 幼児期の発達とその支援：親子関係・虐待 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

11.12 生涯発達にかかわる臨床：発達障害 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

13.14 児童期の発達とその支援：道徳性・いじめ 授業 配布資料を読む、小テスト提出 240

15.試験 まとめ・定期試験 授業 これまでの配布資料に目を通してお
く。

240



リハビリテーション学科

【科目名】 発達心理学Ⅱ 【担当教員】 　西村　信子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 nishimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 12:00-15:00(火曜日・水曜日)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

毎授業後、小テストを実施。また、定期試験は各回授業で配布する資料全て持ち込み可とする。

【講義概要】

(目的)

近年、年齢を積み重ねることの重要性が、多くの領域で科学的に明らかにされている。本講義では、①認知機能の発達及び社会性
の発達、②自己と他者の関係の在り方と心理的発達、③誕生から死に至るまでの生涯における心身の発達、④発達障害等非定型発
達についての基礎的な知識及び考え方、⑤高齢者の心理などについて、心理学の知見に基づいた発達の過程を学ぶことを目的とす
る。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-1, O-1, R-2

(方法)

講義は、PowerPointを使用する。
講義資料は、事前に配布する。

【一般教育目標(GIO)】

「生涯発達」という考え方を理解する。
青年期～成人期に至るまで、生涯の各ステージにおける発達の概要と克服すべき課題を知る。
１．身体的発達（変化）の特徴を知る。
２．各ステージにおける認知機能及び感情・社会性の発達のプロセス、自己と他者のあり方の心理的発達の様相を知る。
３．各ステージにおける発達の危機及び障害について理解し、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

一生涯の各発達段階で発生しやすい心理的危機を知る。
心理的危機の原因を内的要因(生物・心理的要因)と外的要因(社会・文化的要因)から考察できる。
心理的危機に対して、適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

教科書等は特になし。
毎回資料を用い講義する。

【参考書】

本郷一夫編（2018）発達心理学公認心理師の基礎と実践第12巻．遠見書房．
向田久美子（2017）発達心理学概論．NHK出版．
秦野悦子・近藤清美編（2020）公認心理師カリキュラム準拠 発達心理学．医歯薬出版．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

定期試験60％、小テスト40％で評価する。オンディマンド授業が中心となるため、毎回小テストを用意しており、その回答をもっ
て出席とみなす。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 20 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 青年期の発達とその支援：自己同一性・不登校・
自傷行為

講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

3.4 生涯発達にかかわる臨床：不安障害・摂食障害 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

5.6 心理臨床的支援：芸術療法・家族療法 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

7.8 成人前期の発達とその支援：自立・ひきこもり 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

9.10 生涯発達にかかわる臨床：統合失調症 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

11.12 成人中期・成人後期の発達とその支援：中年期危
機・対象喪失

講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

13.14 生涯発達にかかわる臨床：気分障害 講義 配布資料を読む、小テスト提出 240

15.試験 まとめ・定期試験 講義 これまでの配布資料に目を通してお
く

240



リハビリテーション学科

【科目名】 内科学Ⅰ 【担当教員】 　杉谷　想一

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0315-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 s-sugitani@mgh.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日14：00～17：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特記なし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

「医療概論」、解剖学、生理学、病理学、生化学などの知識と結びつけ、病態をイメージし深く理解できるように留意する。
試験問題は返却は行わないが、求めがあった場合には開示する。

【講義概要】

(目的)

基本的な内科学を講義する。ヒトの正常な解剖、生理機能を理解した上で、内科学の概念と医療における役割を理解する。
さらに、感染症や炎症、アレルギーなど病因を学ぶことで、疾病の概念、診断学、治療や予後を十分に理解する。
これらにより、心身機能と身体構造、加齢変化、及び疾病や障害への理解、がんや難病など、リハビリテーションや心理面への支
援が必要な疾病についても深く理解する。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

教科書と配布資料を用いて、パワーポイントプレゼンテーションにより講義する。
内科学総論を学びながら解剖、生理学、生化学の基本を身につけた後、疾患の病態、診断法、治療法について解説する。
リハビリテーション医療は、高齢者を対象とする機会が多く、複数の疾患の合併があり、複雑な病態を呈する場合が多く、
病因や病態を十分に理解できるように疾患のメカニズムを総論的に学習する。

【一般教育目標(GIO)】

・PT・OT・RP の仕事を円滑に行うために、常にその対象であるヒトの全身的な病態を正確に把握する。
・ヒトの正常な解剖、生理機能を学ぶことで、内科学の役割を理解する。
・病因を学ぶことで、疾病の概念、診断学の基礎、予後を十分に理解する。

【行動目標(SBO)】

・代表的な病態の概略を理解し、症状や病態の原因と解決方法について説明できる。
・病態ごとに必要な検査や処置、緊急度や禁忌を考えることができる。

【教科書・リザーブドブック】

奈良勲・熊倉雅子他「標準理学療法学・作業療法学 内科学」第3版 医学書院

【参考書】

A.シェフラー，S.シュミット著　（三木・井上訳）「からだの構造と機能」　西村書店

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含みません。
本講義に関する記述式試験を実施する。
成績評価は、試験を100点満点とし、60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 内科学概論・解剖と生理・検査 講義 予習・復習 30

2 診断と症候学・臓器不全 講義 予習・復習 30

3 感染症Ⅰ（診断と治療） 講義 予習・復習 30

4 免疫と炎症 講義 予習・復習 30

5 腫瘍の診断と治療 講義 予習・復習 30

6 内分泌と代謝 講義 予習・復習 30

7 知っておきたい薬剤 講義 予習・復習 30

8 消化器概論 講義 予習・復習 30



9 消化管疾患とがん 講義 予習・復習 30

10 肝炎・肝不全 講義 予習・復習 30

11 肝硬変・肝がん 講義 予習・復習 30

12 胆道・膵疾患 講義 予習・復習 30

13 糖尿病・高脂血症・高尿酸血症 講義 予習・復習 30

14 内分泌・代謝疾患各論 講義 予習・復習 30

15 前期のまとめ 講義 予習・復習 30

16 テスト



リハビリテーション学科

【科目名】 内科学Ⅱ 【担当教員】 　杉谷　想一

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0315-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 s-sugitani@mgh.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日14：00～17：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特記なし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

「医療概論」、解剖学、生理学、病理学、生化学などの知識と結びつけるよう留意する。
　試験問題は返却は行わないが、求めがあった場合には開示する。

【講義概要】

(目的)

基本的な内科学を講義する。ヒトの正常な解剖、生理機能を理解した上で、内科学の概念と医療における役割を理解する。
感染症や炎症、アレルギーなど病因を総論的に学び、疾病の概念、診断学、治療や予後など、内科学Ⅰでの総論的な理解習得に引
き続き、内科学Ⅱでは「循環器」「呼吸器」「血液」「腎」「膠原病」などの疾患について各論的に学修する。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

教科書と配布資料を用いて、パワーポイントプレゼンテーションにより講義する。
内科学総論を学びながら解剖、生理学、生化学の基本を身につけた後、疾患の病態、診断法、治療法について解説する。
リハビリテーション医療は、高齢者を対象とする機会が多く、複数の疾患の合併があり、複雑な病態を呈する場合が多く、
病因や病態を十分に理解できるように疾患のメカニズムを総論的に学習する。

【一般教育目標(GIO)】

・PT・OT・RP の仕事を円滑に行うために、常にその対象であるヒトの全身的な病態を正確に把握する。
・ヒトの正常な解剖、生理機能を学ぶことで、内科学の基礎と実際の役割について深く理解する。
・病因を学ぶことで、疾病の概念、診断学の基礎、予後を十分に理解する。

【行動目標(SBO)】

・代表的な病態の概略を理解し、症状や病態の原因と解決方法について説明できる。
・病態ごとに必要な検査や処置、緊急度や禁忌を考えることができる。

【教科書・リザーブドブック】

奈良勲・熊倉雅子他「標準理学療法学・作業療法学 内科学」第3版 医学書院

【参考書】

A.シェフラー，S.シュミット著　（三木・井上訳）「からだの構造と機能」　西村書店

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含みません。
本講義に関する記述式試験を実施する。
成績評価は、試験を100点満点とし、60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 血液概論、造血と貧血 講義 予習・復習 30

2 白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫 講義 予習・復習 30

3 出血と止血、出血性要因と疾患 講義 予習・復習 30

4 糖尿病 講義 予習・復習 30

5 高脂血症、高尿酸血症 講義 予習・復習 30

6 視床下部、下垂体、尿崩症 講義 予習・復習 30

7 甲状腺疾患、カルシウム代謝、骨粗鬆症 講義 予習・復習 30

8 副腎疾患、カリウム代謝 講義 予習・復習 30



9 尿生成、急性腎不全 講義 予習・復習 30

10 腎炎、ネフローゼ、酸・塩基平衡 講義 予習・復習 30

11 慢性腎疾患、慢性腎不全、透析療法 講義 予習・復習 30

12 腎盂腎炎、尿路疾患 講義 予習・復習 30

13 免疫とアレルギー反応、自己免疫 講義 予習・復習 30

14 膠原病・類縁疾患 講義 予習・復習 30

15 感染症と免疫不全 講義 予習・復習 30

16 テスト



リハビリテーション学科

【科目名】 整形外科学Ⅰ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0316-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 aoda＠nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・リハビリテーションに関連する整形外科分野全般を学習します．医学専門用語が多いため，指定教科書だけでなく医学大事典（
電子辞書含む）や解剖学，生理学などの分野に関する教科書も参考に，学習準備をすると良いでしょう．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床で身体機能の維持回復に関わる運動器リハビリテーションに従事してきた
経験から，運動器疾患に関して講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・解剖学，生理学，運動学，組織学，病理学等の学習（復習）を行いましょう．
・小テストは随時返却します．

【講義概要】

(目的)

・整形外科領域における疾患の病態，臨床症状，診断，治療などについて学習し，リハビリテーションに関わる運動器関連基礎疾
患を理解することを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2,3

(方法)

・骨，関節，軟部組織等身体各部位における代表的な運動器関連基礎疾患について教科書を用いて講義を行います．また，小テス
トを行います．

【一般教育目標(GIO)】

・基本的な整形外科領域の疾患の説明ができる．

【行動目標(SBO)】

・整形外科で取り扱う運動器の疾病や外傷，各種領域の病態や治療が説明できる．
・整形外科領域の疾患に対するリハビリテーションの目的や役割を関連付けて説明できる．

【教科書・リザーブドブック】

・立野勝彦，標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　整形外科学 第4版，医学書院，2017年，¥3,600（税別）

【参考書】

・解剖学，生理学，基礎運動学で使用した教科書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・小テスト，筆記試験を総合的に評価します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 40 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1，2 第1章　整形外科基礎知識 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

3，4 第2章　運動器の評価および検査法
第3章　整形外科的治療法

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

5，6 第4章　炎症性疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

7，8 第5章　代謝・内分泌性疾患，退行性疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

9，10 第6章　先天性骨疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

11，12 第7章　循環障害と壊死性疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

13，14 第8章　骨・軟部腫瘍 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

15 まとめ 講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60



リハビリテーション学科

【科目名】 整形外科学Ⅱ 【担当教員】 　粟生田　博子、貝淵　正人、真柄　彰

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0316-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・リハビリテーションに関連する整形外科分野全般を学習します．医学専門用語が多いため，指定教科書だけでなく医学大事典（
電子辞書含む）や解剖学，生理学などの分野に関する教科書も参考に，学習準備をすると良いでしょう．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床で身体機能の維持回復に関わる運動器疾患の診療や運動器リハビリテーシ
ョンに従事してきた経験から運動器疾患に関して講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・複数の教員が担当します．講義内容が入れ替わることがあります．
・解剖学，生理学，運動学，組織学，病理学等の学習（復習）を行いましょう．
・小テストは随時返却します．
・対面講義，ビデオ講義，オンデマンド講義を組み合わせて実施します．

【講義概要】

(目的)

・整形外科領域における疾患の病態，臨床症状，診断，治療などについて学習し，リハビリテーションに関わる運動器関連基礎疾
患を理解することを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2,3

(方法)

・骨，関節，軟部組織等身体各部位における代表的な運動器関連基礎疾患について教科書を用いて講義を行います．また，小テス
トを行います．

【一般教育目標(GIO)】

・基本的な整形外科領域の疾患の説明ができる．

【行動目標(SBO)】

・整形外科で取り扱う運動器の疾病や外傷，各種領域の病態や治療が説明できる．
・整形外科領域の疾患に対するリハビリテーションの目的や役割を関連付けて説明できる．

【教科書・リザーブドブック】

・立野勝彦，標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野，整形外科学（第4版），医学書院，2017年，¥3,600（税別）

【参考書】

・解剖学，生理学，基礎運動学で使用した教科書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・小テスト，筆記試験を総合的に評価します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 40 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1，2 外傷性疾患
第11章　骨折

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

3，4 第13章　関節における外傷性疾患
第15章　腱・靱帯における外傷性疾患
第16章　スポーツ傷害

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

5，6 第17章　熱傷
第18章　切断

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

7，8 第12章　脊髄損傷 小テスト，講義
（真柄先生）

整形外科学関連分野の予習，復習 60

9，10 第10章　脊椎の疾患 小テスト，講義
（真柄先生）

整形外科学関連分野の予習，復習 60

11，12 第4章　炎症性疾患（関節リウマチ） 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

13，14 第14章　末梢神経損傷 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

15 まとめ 講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床神経学Ⅰ 【担当教員】 　髙橋　英明

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 takahasi@niigata-cc.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 来校時対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

PT、OT、STを目指す学生にとって臨床神経学は必須の基礎知識です。興味がでてきたら参考書で知識を増やして行くと良いでしょ
う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

重要なことは配布資料にメモを取り、メディア等で調べ、空いた時間に知識の補填をしていくと将来にも役立つでしょう。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーションの対象となる疾患の一つである神経系疾患は機能と障害を理解することでその病態や検査所見ならびに治療や
予後に繋がる病気です。その代表的疾患を理解して臨床神経学的視点を養うことを目的とします。

(方法)

神経疾患は多岐に渡っており、すべてを知り理解することは簡単なことでは有りませんが、その基本的な脳血管障害、脳腫瘍、頭
部外傷、認知症といった疾患を中心に講義を構成しています。
Power pointのスライドで解説します。

【一般教育目標(GIO)】

神経系の構造•機能•病態についての基礎を、臨床的視点を中心に横断的に学びます。

【行動目標(SBO)】

神経系の構造•機能•病態を説明できるようにします。

【教科書・リザーブドブック】

教科書は用いません。配布資料と講義中のスライドをみて学びましょう。

【参考書】

医療情報科学研究所編集「病気がみえるvol.7脳•神経」メディクメディア、￥3.990

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従い、試験と受講状況により評価します。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 60

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 神経系の構造 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

2 神経系の機能 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

3 神経症候 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

4 神経系の検査 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

5 脳の血管系 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

6 脳出血について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

7 脳卒中について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

8 脳梗塞について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分



9 くも膜下出血について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

10 頭蓋内圧亢進と脳ヘルニアについて 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

11 脳腫瘍の基本 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

12 良性脳腫瘍の病態と治療 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

13 悪性脳腫瘍の病態と治療 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

14 転移性脳腫瘍について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

15 がん患者の脳梗塞について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床神経学Ⅱ 【担当教員】 　髙橋　英明

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 takahasi@niigata-cc.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 来校時対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

PT、OT、STを目指す学生にとって臨床神経学は必須の基礎知識です。興味がでてきたら参考書で知識を増やして行くと良いでしょ
う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

重要なことは配布資料にメモを取り、メディア等で調べ、空いた時間に知識の補填をしていくと将来にも役立つでしょう。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーションの対象となる疾患の一つである神経系疾患は機能と障害を理解することでその病態や検査所見ならびに治療や
予後に繋がる病気です。その代表的疾患を理解して臨床神経学的視点を養うことを目的とします。

(方法)

神経疾患は多岐に渡っており、すべてを知り理解することは簡単なことでは有りませんが、その基本的な脳血管障害、脳腫瘍、頭
部外傷、認知症といった疾患を中心に講義を構成しています。
Power pointのスライドで解説します。

【一般教育目標(GIO)】

神経系の構造•機能•病態についての基礎を、臨床的視点を中心に横断的に学びます。

【行動目標(SBO)】

神経系の構造•機能•病態を説明できるようにします。

【教科書・リザーブドブック】

教科書は用いません。配布資料と講義中のスライドをみて学びましょう。

【参考書】

医療情報科学研究所編集「病気がみえるvol.7脳•神経」メディクメディア、￥3.990

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従い、試験と受講状況により評価します。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 60

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 頭部外傷について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

2 てんかんについて 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

3 認知症について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

4 神経系の感染症について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

5 脱髄性疾患について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

6 変性疾患、筋疾患について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

7 神経系奇形について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

8 頭痛の臨床 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分



9 脊髄疾患について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

10 末梢神経障害について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

11 高次脳機能障害 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

12 運動障害と感覚障害 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

13 脳神経障害について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

14 自律神経障害について 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分

15 がんと神経障害のリハビリテーション 講義 授業で臨床に即した画像や症例の経
過を解説し、配布資料で習得すべき
知識の骨子を示すので、それを読み
返しましょう。またスマホ等で関連
する知識を調べていきましょう。

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 精神疾患とその治療 【担当教員】 　的場 巳知子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

基本的な精神疾患を理解するだけでなく､医療人として心の病を持つ患者様に対する実際の対応の仕方を修得することが求められ
る｡

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

特になし

【講義概要】

(目的)

この科目は公認心理師養成のための必修科目である。精神医学についての一般的な知識を身につけるだけでなく､ﾘｴｿﾞﾝ等を含み広
くﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ分野および心理臨床分野での精神医学的ｱﾌﾟﾛｰﾁを下記①②③を中心に実践的に学ぶ｡
①精神疾患総論（代表的な精神疾患についての成因、症状、診断法、治療法、経過、本人や家族への支援を含む。）
②向精神薬をはじめとする薬剤による心身の変化③医療機関との連携
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-3,P-1,O-1,R-1

(方法)

疾患別の講義のほか､社会･司法に関する事例も豊富に取り上げることにより､自己を分析し､客観的に深く物
事を捉えることのできる能力を鍛え､治療者としての技術の向上を目指す｡また治療における､精神分析や芸
術療法などの技法も修得する｡

【一般教育目標(GIO)】

･ ICD に準じた基本的な精神疾患について理解する｡
･ 精神医学独特の専門用語について理解し､使いこなすことができる｡

【行動目標(SBO)】

･ 自己を知り､他者との客観的対応について理解した上で､様々な治療技法について臨床現場で応用出来る

【教科書・リザーブドブック】

標準理学療法学･作業療法学-専門基礎分野(精神医学)第4版 2015年. 医学書院

【参考書】

奈良勲  鎌倉矩子  上野武治  標準理学療法学･作業療法学―専門基礎分野 (精神医学) 第4版 2015年. 医学書院

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

･成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う｡



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 90 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 70

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 発達障害（神経発達症候群/神経発達障害群） 講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30

3.4 精神疾患の成因、症状、診断法、治療法、経過、
本人や家族の支援、不安に関した障害、摂食障害
、排泄障害、睡眠覚醒障害、秩序破壊的衝動制御
、素行症、パーソナリティー障害

講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30

5.6 物質関連障害および嗜好性癖障害
認知症（神経認知障害）

講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30

7.8 統合失調症（統合失調症スペクトラム障害）
双極性障害、抑うつ障害

講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30

9.10 向精神薬を始めてとする薬剤による心身の変化 講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30

11.12 法的変遷と実際 講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30

13.14 精神科治療における心理的アプローチについて
医学的治療と心理学的ケア
精神科医療における公認心理師の役割

講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30

15 チーム医療（医療機関への紹介） 講義 該当する講義内容について各自調べ
ておく

30



リハビリテーション学科

【科目名】 リハビリテーション工学 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0345-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 hoshino@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜～金曜　5時限

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

生活支援機器（車いす、杖、自助具、生活環境装置）についての説明を行います。生活支援機器に興味の持っている学生は受講を
進めます。
この科目は理学療法士として実務経験がある教員による講義です。生活支援機器を中心としたリハビリテーションに従事し、利用
者の生活支援に必要な車いす、杖、生活支援機器全般について講じます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

パーソナルコンピューター、タブレットを使用して講義を行います。
講義資料はteamsに電子媒体として配信します。必要であれば事前に印刷をするようにしてください。
自学としてFUIOSN360を利用した自助具の作成などを行う予定です。
車椅子など重いものを運ぶ場合が有るので、授業準備は複数名（3名）くらいで来てください。
課題についてはteamsから提出をお願いします。科目試験は希望者には返却します。再試験は返却しません。

【講義概要】

(目的)

理学療法士は日常生活における患者の姿勢や安全性、効率の良い運動を考慮し、理学療法を提供していく必要性がある。リハビリ
テーション工学では人の姿勢や運動を理解し、介護技術や福祉機器の原理、使用方法を修得し、さらに工学の視点で評価・分析す
る方法を学修することを目的とする。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2,P-3,O-3,R-1

(方法)

電子媒体にて資料を配布します。各自PCかタブレットを使ってください。
グループ学習とグループ発表を行います。
授業が終了後にICTを利用した、確認テストを行います。その際はoffice365のサインインが必要になります。

【一般教育目標(GIO)】

人間支援工学を習得するために、人間の動作や姿勢における生体力学を理解し、かつ人間支援機器の種類や使用方法について理解
する。

【行動目標(SBO)】

生態におけるバイオメカニクスを説明する。
生活支援機器の種類や使用法を説明する。
生活支援機器の構造を理解し、自ら作成案を提示できる。

【教科書・リザーブドブック】

Teamsでの資料提示

【参考書】

なし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

(評価の基準・方法)
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、期末試験およびレポート点により総合的に評価する。
・出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 15 15 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 15 25

思考・推論・創造の力 10 15 25

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 20 30

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 リハビリテーション工学について 講義
対面

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

2 ３DCDのモデリング
FOSION360 
3Dプリンターについて

講義
対面

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

3 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子）

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

4 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子関連用品）

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

5 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子関連用品）

講義・演習
実習室

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

6 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子関連用品）

講義・演習
実習室

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

7 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子シーティング）

講義 設計図を元に作成しますので
設計図を作成してください。

20

8 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子シーティング）

講義 設計図を元に作成しますので
設計図を作成してください。

20



9 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（人の心の杖となれ）

講義・演習
実習室

設計図を元に作成しますので
設計図を作成してください。

20

10 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（人の心の杖となれ）

講義・演習
実習室

発表
ICTによる評価

20

11 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（環境制御装置）

講義 発表
ICTによる評価

20

12 生活支援（疾患・障害別における工学的支援技術
と福祉用具）
演習（福祉機器の考察）

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

13 支援機器の作成作成案 講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

14 生活支援（疾患・障害別における工学的支援技術
と福祉用具）
成果発表

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

15 生活支援（疾患・障害別における工学的支援技術
と福祉用具）
成果発表

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20



リハビリテーション学科

【科目名】 薬理学 【担当教員】 　桑島　治博

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-14-0445-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kuwajima@ngt.ndu.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 来校時の授業終了後に対応します。

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

臨床で患者に投与される薬物についての基礎知識となる科目です。
解剖学および生理学の知識を復習しておいてください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

受講前に教科書を必ず読んでわからない言葉などを予習をしておいてください。
（フィードバック方法）
最終コマ講義の際に課題レポート演習問題の模範解答を、定期試験終了後に定期試験の模範解答を配布してフィードバックする。

【講義概要】

(目的)

リハビリテーション分野において必要となる様々な病態、および健康状態における薬物作用の基礎知識を習得する。リハビリテー
ション分野において、必要となる薬理学の概念と知識を習得する。薬物の体内動態、薬物に影響を及ぼしうる要因、さらに薬物の
副作用についての知識を習得する。授業内容に準じて知識を習得し、リハビリテーション医療に生かせる能力を身につける。
当該科目と学位授与方針等との関連性:A-2.

(方法)

教科書と配付資料を用いて、リハビリテーションに関わる内容を中心に講義を行う。

【一般教育目標(GIO)】

将来、医療現場においてコメディカルとして参画するために、各疾患で適用される薬物と生体との相互作用を学び、薬物治療の基
本原理を理解する。

【行動目標(SBO)】

①用量と薬理作用の関係を説明する。
②薬物の作用機序を説明する。
③各ライフステージにおける薬物動態を説明する。
④薬物の副作用・有害作用を説明する。
⑤各疾患の薬物療法で使用される薬物の種類、作用機序、副作用を説明する。

【教科書・リザーブドブック】

イラストで理解するかみくだき薬理学　南山堂　¥2,300

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定GPAに従う。
・成績評価は期末試験および課題レポート点により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 10 90

思考・推論・創造の力 5 5

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 5 5

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 薬理学の基礎知識（１） 講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０

3.4 薬理学の基礎知識（２） 講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０

5.6 末梢神経に作用する薬物 講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０

7.8 中枢神経に作用する薬物 講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０

9.10 心臓・血管・血液に作用する薬物 講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０

11.12 呼吸期・消化器・物質代謝に作用する薬物 講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０

13.14 化学療法（感染症・悪性腫瘍）に用いる薬物（１
）

講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０

15 化学療法（感染症・悪性腫瘍）に用いる薬物（２
）漢方薬

講義 教科書を一読し、判らない語句を調
べておく。

３０



リハビリテーション学科

【科目名】 感染症学 【担当教員】 　平田　恒彦

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0360-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 来校時に対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

今後：臨床実習を行う学生には、感染症から自分自身を守るためには大切な知識を提供するので受講してほしい。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

マスメディアの情報、ニュースに注目。聴講時の飲食・雑談および無言勝手な出入りは厳禁である。
試験後回答例を提示する。

【講義概要】

(目的)

数々の抗生物質やワクチンの登場以来、「感染症」は終わったとの見方が医療関係者や研究者の間で大勢を占めつつあった。
そんな時に病原大腸菌O-157が襲ってきた。忘れつつあった細菌の襲来である。感染症、それはヒトが生きている限り、他の生物
との関わりの世界で、避けられない環境の中で起こる1つの現象である。学問としての内容は古典的な場面があるが、忘れてはい
けない医生物科学の分野である。そのため、感染症予防対策を伝染病という観点からも眺める。
新型コロナウイルス感染症についても話題を提供する。

(方法)

本講座においては、他の生物の兼ね合いを考えながら、解剖生理学、免疫学、疾学等を背景にし、広い視点から学習をすすめ、リ
ハビリテーション現象の中での具体的な問題を考察する。

【一般教育目標(GIO)】

・感染症について理解し、医療現場（特にリハビリテーション現場）での感染予防について理解することができること。

【行動目標(SBO)】

・感染症に関する話題を語れるようになること。

【教科書・リザーブドブック】

増沢俊幸著「感染制御の基本がわかる微生物学・免疫学」羊土社

【参考書】

講義内で必要であれば紹介する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は、期末試験およびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 85 10 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識

思考・推論・創造の力 50 5 55

コラボレーションとリーダーシップ 15 15

発表力 10 5 15

学修に取り組む姿勢 10 5 15

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 微生物学・免疫学の発展の歴史、微生物学の基礎
（生物学的特徴）

講義 新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分

3-4 免疫と生体防御機構　─　1 講義 新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分

5-6 免疫と生体防御機構　─　2 講義 新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分

7-8 感染症の制御 講義 新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分

9-10 化学療法と耐性菌 講義 新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分

11-12 細菌学各論、ウイルス学各論 講義 新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分

13-14 真菌学各論、蠕虫学各論 講義 新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分

15

16

臓器・組織別感染症

試験

講義
講義（補講）16
コマ目

新聞等マスメディアの中から課題を
読み取る。

10分



リハビリテーション学科

【科目名】 福祉財政論 【担当教員】 　鈴木　昭

【授業区分】 専門基礎分野(社会福祉) 【授業コード】 2-13-0395-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 jajamaru@rose.ocn.ne.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 出講時、非常勤控室で対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目の履修にあたっては、「社会保障論」もあわせて履修すること

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

【講義概要】

(目的)

国・都道府県・市町村の役割とその財源、国と地方の関係、組織及び団体、専門職の役割等、地域
福祉の基本的考え方について理解する。
当該科目と学位授与方針等との関連性:A-2

(方法)

講義を中心に行う。財政については複雑になる場合が多いので、映像資料を適宜使用する。

【一般教育目標(GIO)】

・我が国の社会保障制度の変遷とその特徴について理解する。
・社会福祉の行財政について理解する。

【行動目標(SBO)】

・福祉行財政の動向について概説できる。
・社会保障費用統計の推移と現況について概説できる。
・社会福祉に関連する法規と課題について概説できる。
・財政の現況を踏まえこれからの社会保障について、自分の考えを組み立て概説できる。

【教科書・リザーブドブック】

そのつど、プリントを配布します。

【参考書】

直近年度の厚生労働白書　地方財政白書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
・成績評価は、期末試験およびレポート点により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 25 25 50

思考・推論・創造の力 25 25 50

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 我が国の社会保障制度の変遷とその特徴 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

3-4 社会福祉行政の実施体制（国と地方の役割） 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

5-6 財政の機能（国家予算と地方財政） 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

7-8 生涯を支える社会保障の全体像とその財源 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

9-10 年金制度について 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

11-12 高齢者福祉と介護保険制度 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

13-14 医療保険制度について 講義 講義内容・配布資料の復習 20分

15 少子高齢社会と社会保障の将来像 講義 講義内容・配布資料の復習 20分



リハビリテーション学科

【科目名】 高次脳機能障害学概論 【担当教員】 　伊林　克彦

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0400-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 ibayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 火曜～金曜　13：30～16：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

高次脳機能障害とはいかなる疾患か、あるいは当該患者が社会生活を送る上でどのような支障を生じるかなどについて学ぶ科目で
す。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では、神経解剖学的な基礎学力を必要とします。
試験・レポートのフィードバック方法：試験結果を返却する際により学んで欲しい点、当該科目と関連領域での専門性をより高め
ることなどについてフィードバックします。

【講義概要】

(目的)

我々が過ごす日常生活の中で、言語や記憶、行為、認知さらに注意といった様々な高次脳機能が常に介在している。それらの高次
脳機能とはどのような機能なのか、またそれらの機能が障害されると、日常生活にどのような影響を受けるのかなどについて学ぶ
。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

上記の高次脳機能およびその障害像について、座学を中心に講義を進める。その中で、高次脳機能の抽出に使用する各種の検査等
についても紹介する。

【一般教育目標(GIO)】

高次脳機能障害患者が抱える諸問題について、その病態を知りどのような形でアプローチすることが大切であるか評価を含めて理
解する。

【行動目標(SBO)】

高次脳機能とは、どのようなものか言える。
高次脳機能障害にはどのような障害があるか言える。
それぞれの高次脳機能障害につて説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

講義資料配布

【参考書】

武田克彦　波多野和夫　著　「高次脳機能障害その概念と画像診断」中外医学社　2007年　￥7,800
森惟明　鶴見隆正　著　「PT・OT・STのための脳画像のみかたと神経所見　第２版」医学書院　2010年　￥5,250

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は期末試験およびレポート等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 80 80

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 高次脳機能障害とは 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

3.4 映像による理解 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

5.6 視覚の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

7.8 聴覚の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

9.10 触覚の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

11.12 病態認知の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

13.14 行為と記憶の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

15 前頭葉の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 摂食・嚥下障害学概論 【担当教員】 　山村　千絵

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0405-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 yamamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金　10:30～12:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

摂食嚥下のメカニズムや、口腔機能に関する基本的な検査・診断・評価・訓練・嚥下食等に興味を持ち、将来、臨床現場において
、あるいは、食支援を必要とする家族等の介護場面において、本領域の知識や技術を活用したいと思う学生が聴講するのが望まし
い。
この科目は実務経験者（歯・口腔の機能とりわけ咀嚼機能に精通した歯科医師）が担当する科目である。受講生が所属する専攻分
野に合わせて、歯科領域の専門的な内容についても、わかりやすく講じていく。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

必要に応じて視聴覚教材や模型、臨床現場で実際に使用されている器具類を示しながら、講義を進めていく。
効率的な学習が行えるよう、講義室の座席は前の方から詰めて着席すること。
１年次に「解剖学」・「生理学」・「人体の構造と機能及び疾病」等の科目で学んだ内容のうち、特に顔面・口腔・咽頭・喉頭領
域の事項について復習をしておくと、本講義が理解しやすくなる。
定期試験については、答案の返却もしくは模範解答の配付を行う。レポートは添削後に返却する。

【講義概要】

(目的)

はじめに、摂食嚥下機能と関係の深い顔面・口腔・咽頭・喉頭領域の構造と機能を学び、次に、正常な構造や機能が障害された場
合の病態像や、障害されるメカニズム、リハビリテーションの基礎等を学ぶ。本講義の履修は、臨床実習や臨床現場、その他の食
支援の場面等において、摂食嚥下機能が低下した方に対応する際に、理学療法士・作業療法士・心理専門職等のリハビリテーショ
ンスタッフが、どのように関わったらよいかを知ることにつながる。
当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-2,3 　P-2 　O-2 　R-1

(方法)

主として、毎回配付するプリントを使用して講義を行う。資料の提示には、パワーポイントスライド及び黒板を使用する。
また、必要に応じて視聴覚教材や模型を使用したり、口腔内を観察したり、臨床で使う器具類を提示・使用したり、嚥下食等の試
食をしたり匂いを嗅いだりするなど、学生の五感をフルに活用させながら、立体的に講義を進めていく。これらの体験を実施する
際は、十分な感染防止対策を実施したうえで行うが、コロナ禍にあっては体験の一部が制限される場合もある。

【一般教育目標(GIO)】

摂食嚥下リハビリテーションのチーム医療において、理学療法士・作業療法士・心理専門職として、基本的な役割を果たす
ために、摂食嚥下の機能および障害領域に関する基礎的事項を理解し、将来の臨床現場やその他の食支援の場面等において役に立
つ知識や技術を身につける。

【行動目標(SBO)】

・ 摂食嚥下障害とそのリハビリテーションの概要について説明できる。
・ 摂食嚥下に関係する諸器官の解剖、生理について説明できる。
・ 摂食嚥下の基本的なメカニズムについて説明できる。
・ 口腔機能に関する基本的な検査・診断・評価・訓練を実施できる。
・ 摂食嚥下障害に関するチーム医療の概要について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

プリントを配付する。

【参考書】

向井美惠（他著）『摂食・嚥下障害ベストナーシング』 学研メディカル秀潤社，2010年.　¥2,640（税込）
倉智雅子（編著）『言語聴覚士のための摂食・嚥下障害学』医歯薬出版, 2013年. ¥4,840（税込）
山田好秋（著）　『よくわかる摂食・嚥下のメカニズム 第2版」医歯薬出版，2013年. ¥4,620（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価の基準については、本学学則に規定されているGPA制度に従う。
すべての講義終了後に、記述式試験を実施する。
試験80%、レポート等課題の達成度10%、学修に取り組む姿勢や態度（出席状況を除く）10% の割合で総合的に評価を行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 70

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 咀嚼とは何か。嚥下とは何か。
摂食とは何か。
（それぞれの定義を理解する。）

講義 （復習）学修した内容を整理し
　　　　ノートにまとめる。

９０分

3,4 歯・口腔・顎・顔面の構造
歯・口腔・顎・顔面の機能
（口腔解剖学・口腔生理学の内容を深める。）

講義
アクティブ・
ラーニング演習

（予習）これまでに学んできた
　　　　口腔・咽頭領域の
　　　　解剖・生理について
　　　　復習をしておく。

９０分

5,6 咀嚼の仕組み
咀嚼の神経性制御機構
（生理学的観点から学ぶ。）

講義 （復習）学修した内容を整理し
　　　　ノートにまとめる。

９０分

7,8 嚥下の仕組み
嚥下の神経性制御機構
（生理学的観点から学ぶ。）

講義 （復習）学修した内容を整理し
　　　　ノートにまとめる。

９０分

9,10 摂食・嚥下障害の病態
　　摂食・嚥下障害の症状
　　誤嚥の種類
　　誤嚥性肺炎
（臨床につなげる。）

講義 （予習）プリントp14～p17を読ん　
　　　　でおく。
　　　　次回の講義に関連する
　　　　レポート課題を行う。

２０分

７０分

11,12 摂食・嚥下障害の原因
　　機能的摂食・嚥下障害
　　器質的摂食・嚥下障害
　　加齢による摂食・嚥下機能の低下
（臨床につなげる。）

講義 （予習）プリントp17～p25を読ん　
　　　　でおく。
（復習）学修した内容を整理し
　　　　ノートにまとめる。

３０分

６０分

13,14 摂食・嚥下機能の検査・評価
　　摂食時の観察、医療面接、視診、触診
　　一般検査、神経学的検査、スクリーニング
　　非VF系嚥下機能評価
（臨床につなげる。）

講義
アクティブ・
ラーニング演習

（予習）プリントp28～p47を読ん
　　　　でおく。
（復習）学修した内容を整理し
　　　　ノートにまとめる。

３０分

６０分

15 摂食・嚥下リハビリテーション（訓練・治療）
　　摂食・嚥下訓練開始前の準備・ケア
　　訓練の組み立て、間接訓練、直接訓練
　　ケアを必要とする人への接し方
（臨床につなげる。）

講義 （予習）プリントp62～p72を読ん
　　　　でおく。
（復習）学修した内容を整理し
　　　　ノートにまとめる。

３０分

６０分



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎運動学Ⅰ 【担当教員】 　粟生田　博子、藤本　聡

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 3-15-0515-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・解剖学，生理学と関係の深い分野です．1年次に学習した解剖学，生理学の内容を復習してください．
※この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床で心身機能の維持回復に関わるリハビリテーションに従事してきた経験か
ら，身体運動に関する基本的事項について講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・複数教員で担当するため，講義内容が入れ替わることがあります．
・小テストは随時返却します．

【講義概要】

(目的)

・リハビリテーションを実施するためには身体運動の分析が必要です．本講義では，運動に関する用語や，身体運動に関する基本
的概念を学びます．また，身体の構造や機能に関し，解剖学や生理学，物理学の知識を統合し，運動の捉え方を学習します．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；A-3

(方法)

・講義を中心に，身体運動に関するの知識を深めます．また小テストを行い，学習を深めます．

【一般教育目標(GIO)】

・運動や動作の観察と分析を行うための基本的手段や用語を理解し，記述・説明することができる

【行動目標(SBO)】

・運動や動作に必要な身体機能と構造を理解し，記述・説明することができる
・姿勢や歩行について運動学用語を使って記述・説明することができる

【教科書・リザーブドブック】

・Donald A.Neumann 原著，カラー版　筋骨格系のキネシオロジー　原著第3版，医歯薬出版（株），2018年，¥12,500（税別）

【参考書】

・中村隆一，他，基礎運動学 第6版，医歯薬出版，2003年，¥6,800（税別）
・中島雅美，他編著，PT･OT基礎から学ぶ運動学ノート 第2版，医歯薬出版（株）,2016年，¥4,000（税別）
・解剖学，生理学の講義・実習で使用している教科書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則指定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・小テスト，筆記試験を総合的に評価します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 40 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ・講義ガイダンス
・解剖学，生理学の確認

講義，小テスト 解剖学，生理学の復習 60

3,4 ・運動学の基礎 講義，小テスト
担当教員：藤本

解剖学，生理学，物理学の復習 60

5-8 ・上肢について 講義，小テスト 解剖学，生理学の復習
講義内容の復習

60

9-12 ・下肢について 講義，小テスト 解剖学，生理学の復習
講義内容の復習

60

13-15 ・体幹，姿勢，歩行について
・まとめ

講義，小テスト 解剖学，生理学の復習
講義内容の復習

60



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎運動学Ⅱ 【担当教員】 　若菜　翔哉

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 wakana@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 火：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・基礎運動学Ⅰ・Ⅲと関連付けて学修するようにしてください.
・解剖学と生理学との関連付けが非常に大切になります．1年次に履修修得した知識を定着させておいてください．
・本科目は，実務経験のある教員による授業科目です．医療及び地域保健機関で理学療法士としてリハビリテーショ　　
　ンに従事してきた経験から，運動学の基礎知識について講義を行います．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・各自，教科書などの教材を利用し，事前学習および復習を行うこと．
・試験結果について，解答の開示と点数の通知はしますが情報漏洩の観点から返却はしません．
・試験後，希望がある場合には試験内容を中心とした補講（試験内容の解説を含む）を行います．

【講義概要】

(目的)

・リハビリテーションを実施するためには身体運動の分析が必要です．本講義では，運動学の基礎知識を学びます．また，運動学
だけではなく解剖学や生理学の知識と統合し，姿勢や歩行分析など身体運動の分析に応用できるようになることを目的とする．
＊当該科目と学位授与方針との関連性：A-1,2
＊当該科目と学位授与方針との関連性：P-1,2

(方法)

・教科書，スライドを使用して，講義を中心に行います．
・毎講義ごとに講義内容に関する小テストを行い，講義内容の理解度を確認します．

【一般教育目標(GIO)】

・臨床に必要な運動学の基礎知識を理解できる．

【行動目標(SBO)】

・運動学の基礎知識を説明し記述することができる．
・運動学，解剖学，生理学の内容を統合し，それぞれを関連付けて説明し記述することができる．

【教科書・リザーブドブック】

・Donald A.Neumann 原著，カラー版　筋骨格系のキネシオロジー　原著第3版，医歯薬出版（株），2018年，¥12,500（税　
　別）

【参考書】

・中村隆一，他，基礎運動学 第6版，医歯薬出版，2003年，¥6,800（税別）
・中島雅美，他編著，PT･OT基礎から学ぶ運動学ノート 第2版，医歯薬出版（株）,2016年，¥4,000（税別）
・解剖学，生理学の講義・実習で使用している教科書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
・成績評価は，本試験と小テストにより総合的に評価する．
・小テスト：毎講義ごとの内容に関する確認テスト（全8回）
・出席点は評価に含まない．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 30 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1，2 オリエンテーション
関節の基本的構造と機能

・講義
・小テスト

関節の構造と機能について,学習して
おくこと

60

3，4 筋・骨格系の安定器と運動器 ・講義
・小テスト

筋の構造や収縮，筋活動について学
習しておくこと

60

5，6 生体力学の原則 ・講義
・小テスト

生体力学に関する用語の意味を理解
してくこと．
例：トルク，モーメント等
　　その他教科書を参照

60

7，8 上肢
－肩複合体，肘と前腕－

・講義
・小テスト

上肢の機能と構造を学習しておくこ
と

60

9，10 体幹
－骨と関節構造，筋と関節の相互作用－

・講義
・小テスト

体幹の機能と構造を学習しておくこ
と

60

11，12 下肢①
－股関節，膝関節－

・講義
・小テスト

股関節と膝関節の機能と構造を学習
しておくこと

60

13，14 下肢②
－足関節と足部－

・講義
・小テスト

足関節と足部の機能と構造を学習し
ておくこと

60

15 まとめ ・講義
・小テスト

これまでの講義（1～14コマ）内容を
再度学習しておくこと

60



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎運動学Ⅲ 【担当教員】 　若菜　翔哉、押木　利英子

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 wakana@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 火：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・基礎運動学Ⅰ・Ⅱと関連付けて学修するようにしてください.
・解剖学と生理学との関連付けが非常に大切になります．基礎運動学ⅠとⅡで学んだ内容を定着させておいてください．
・本科目は，実務経験のある教員による授業科目です．医療及び地域保健機関で理学療法士としてリハビリテーショ　　
　ンに従事してきた経験から，姿勢や歩行，運動発達について講義を行います．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・各自，教科書などの教材を利用し，事前学習および復習を行うこと．
・試験結果について，解答の開示と点数の通知はしますが情報漏洩の観点から返却はしません．
・試験後，希望がある場合には試験内容を中心とした補講（試験内容の解説を含む）を行います．

【講義概要】

(目的)

・歩行分析および観察を実施する際に必要とされる基礎知識を学習する．
・運動発達や運動学習ついての基礎知識を学習する．
当該科目と学位授与方針との関連性：A-1，2　P-1，2

(方法)

・教科書，スライドを使用して，講義を中心に行います．
・講義内容に関するレポート課題を提示します．

【一般教育目標(GIO)】

・歩行分析および観察の基礎知識を理解し，理学療法評価に関連付けることができる．
・運動発達や運動学習に関する基礎知識を理解し，理学療法評価に関連付けることができる．．

【行動目標(SBO)】

・歩行分析および観察に関する基礎知識を記述し説明することができる．
・運動発達や運動学習に関する基礎知識を記述し説明することができる．

【教科書・リザーブドブック】

・Donald A.Neumann 原著：カラー版　筋骨格系のキネシオロジー　原著第3版．医歯薬出版（株）．2018年．¥12,500（税　
　別）

【参考書】

・中村隆一，他：基礎運動学 第6版．医歯薬出版．2003年．¥6,800（税別）
・中島雅美，他編著：PT･OT基礎から学ぶ運動学ノート 第2版．医歯薬出版（株）．2016年．¥4,000（税別）
・Kirsten Gotz-Neumann：観察による歩行分析，医学書院．2014．¥5,000（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
・成績評価は，本試験とレポートにより総合的に評価する．
・出席点は評価に含まない．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 20 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1，2 歩行の運動学①
‐歩行周期と重心移動‐

・講義（若菜） 歩行周期，歩行の関連用語（ケイデ
ンスやストライド等）の意味を理解
しておくこと．

60

3，4 歩行の運動学②
‐関節運動学‐

・講義（若菜） 歩行中の矢状面，前額面，水辺面に
おける各関節の運動について学習し
ておくこと．

60

5，6 歩行の運動学③
‐筋活動‐

・講義（若菜） 歩行中の各筋の筋活動について学習
しておいてください．

60

7，8 歩行の運動学④
‐運動力学‐

・講義（若菜） 床反力，関節トルク・パワーの意味
を理解しておいてください．
レポート課題：「歩行周期について
」を提出

60

9，10 運動発達① ・講義（押木） 「発達障害理学療法学」前期に学習
した正常運動発達について，復習し
ておいてください．

60

11，12 運動発達② ・講義（押木） 「発達障害理学療法学」前期に学習
した正常運動発達について，復習し
ておいてください．

60

13，14 運動学習 ・講義（押木） 「発達障害理学療法学」前期に学習
した正常運動発達について，復習し
ておいてください．

60

15 まとめ ・講義（若菜） これまでの講義（1～14コマ）内容を
再度学習しておくこと

60



リハビリテーション学科

【科目名】 予防リハビリテーション学 【担当教員】 　松林　義人

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 matsubayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 毎週火曜日　12:50～13:20

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

リハビリテーション専門職ならびにリハビリテーションを学ぶ立場であることを認識し、本邦に生じている少子高齢化による社会
的影響を予習しておくことを勧めます。
この科目は実務経験者（予防に精通した理学療法士）が担当する科目です。受講生にとって、予防の概念や実践方法についてわか
りやすく講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

１．講義内で小テストを実施し、採点後返却します。
２．試験結果について、解答を返却し必要に応じてフィードバックを実施します。
３．再試験該当となった場合、希望がある場合に限り補講を実施します。
４．介護予防の実践（体操等）を行う際は、動きやすい服装としてください。

【講義概要】

(目的)

健康で生き生きとした生活を支援することを目標に、医療従事者が必要とする以下の疾病予防の3層について学ぶ。
①日常生活を送る上で介護が必要な状態に陥ることを予防すること。
②要介護状態にある方の場合は介護状態が重度化していくことを予防すること。
③再び要介護状態に陥ることのないように再発予防を行うこと。

(方法)

予防リハビリテーションの基礎知識と具体的対処方法を講義を通して学ぶ。

【一般教育目標(GIO)】

１．予防の概念を理解する。
２．予防に対するリハビリテーションの役割を理解する。

【行動目標(SBO)】

１．予防の概念を理解し、説明できる。
２．予防に対するリハビリテーションの役割を理解し、その実践方法等について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

講義内で資料を配付する

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価の基準については、本学学則規程のGPA制度に従う。
期末試験（80％）・講義内の小テスト（20％）により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 20 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・２ 介護予防の必要性 講義 介護予防とは何かをインターネット
等で調べておくこと。

30

３・４ 高齢者の身体的変化と特性 講義 骨・筋に対する生理学的知識を復習
しておくこと。

60

５・６ 高齢者の精神的変化と特性 講義 「うつ」についてインタネット等で
調べておくこと。

60

７・８ ロコモティブシンドローム・フレイルの概念と予
防

講義 日本整形外科学会公式ロコモティブ
シンドローム予防啓発サイトをみて
おくこと。

60

９・１０ 転倒予防のメカニズムと予防 講義・実技 骨（特に大腿骨・脊椎）の生理学的
知識を復習しておくこと。

60

１１・１
２

認知症に対する予防 講義・実技 脳の生理学的知識を復習しておくこ
と。

60

１３・１
４

メタボリックシンドロームの概念と予防 講義 厚生労働省「e-ヘルスネット」をみ
ておくこと。

60

１５ まとめ 講義 30



リハビリテーション学科

【科目名】 老年心理学 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0435-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び保健福祉機関で、介護支援専門員としても高齢者のリハビリテー
ション及び生活支援に従事してきた経験から、高齢期の心身の変化の特徴と支援法について講じていきます。
超高齢社会において、高齢者の心身の健康維持という課題は非常に重要です。高齢期に関心を抱く学生さんはどなたでも受講でき
ます。
幸福な一生涯を実現するために私たちはどうような支援をすべきなのかを各人の観点から考えていただきたいと思います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では20分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

本科目では、科学的知見に基づいた加齢に伴う心身の変化とその問題を学ぶことを目的とします。
加齢に伴う、①認知機能及び感情・社会性の変化、②自己と他者の関係の在り方の変化についての基礎的な知識及び考え方を学び
ます。その上で、超高齢社会の日本の現状や問題について考えていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-1, P-2, O-1, R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。

【一般教育目標(GIO)】

「高齢期」の心身の変化の概要と克服すべき課題を知る。
１．高齢期の身体的変化の特徴を知る。
２．高齢期における認知機能及び感情・社会性の変化、自己と他者のあり方の心理的変化の様相を知る。
３．高齢期を「サクセスフルエイジング」の観点からとらえていく。
４．高齢期の危機及び障害について理解し、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

「サクセスフルエイジング」を心身両面から支援できる。
「補償を伴う選択的最適化理論」「死の受容」等の観点から、高齢者の心のケアができる。
心理的危機の原因を内的要因(生物・心理的要因)と外的要因(社会・文化的要因)から考察できる。
心理的危機に対して、適切なこころの支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

特に指定せず。
毎回、プリントにて講義内容と関連資料を配布する。

【参考書】

下仲 順子 (編著)「老年心理学 (現代心理学シリーズ)」／培風館／2012年／
佐藤眞一（編著）「「よくわかる高齢者心理学 (〈わかる〉シリーズ)」 ／ミネルヴァ書房／2016年／2,700円
権藤 恭之 (編集)「高齢者心理学（朝倉心理学講座）」／朝倉書店／2008年／3,888円

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
定期試験を実施する。
出席点は評価に含まれない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 20 50

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 高齢社会の実態
・平均寿命と健康寿命
・介護予防

講義
情報リテラシー
（図表の見方）
を含む

復習（要点の整理）
平均寿命と健康寿命の差の推移を調
べる。そして、健康寿命を維持する
要因を考察する。

15

2 ライフサイクルと高齢期
・高齢期に対する考え方の変化
・サクセスフルエイジング/エイジレスライフ

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
高齢期を衰退期としてとらえるので
はなく、積極的に生きる姿を理解す
る。

15

3 高齢期の身体機能①
・感覚機能の変化
・感覚機能の低下が日常生活に及ぼす影響

講義 復習（要点の整理）
感覚機能（視聴覚等）低下が日常生
活へ及ぼす影響を理解する。そして
、その支援法を考案する。

15

4 高齢期の身体機能②
・運動機能の変化
・フレイルとサルコペニア
・機能低下の予防

講義
演習：PBL（課題
解決）を含む

復習（要点の整理）
「フレイル・サルコペニア」が日常
生活へ、そして認知機能へ及ぼす影
響を理解し、その予防法を考案する
。

15

5 高齢期の認知機能
・知的機能の変化
　結晶性知能と流動性知能
・記憶機能の低下

講義 復習（要点の整理）
知能には、記憶や数計算等の加齢に
伴い低下していく機能と、経験の集
積により’熟達化’していく機能が
あることを理解する。

15

6 高齢期のパーソナリティ
・高齢期の人間関係/家族関係の変化
・加齢とパーソナリティの変化

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
加齢に伴い職業生活や家族構成が変
化し、自身の果たす役割も変化して
いく過程での再適応力を理解する。

15

7 高齢期の精神疾患①
・うつ
・喪失体験と孤独

講義 復習（要点の整理）
重篤な「喪失の体験」を理解し、そ
の対象者に対する精神的健康の支援
法を知る。

15

8 高齢期の精神疾患②
・認知症
・認知機能検査

講義
演習：必要な情
報収集と分析の
学習を含む

復習（要点の整理）
認知機能のメカニズムを理解し、そ
の機能の維持及び予防法を知る。ま
た、認知症への適切な対応法を理解
する。

15



9 高齢期の精神療法①
・回想法

講義
演習：PBL（シナ
リオに基づく実
践）を含む

復習（要点の整理）
「回想法」が生涯をまとめ上げ自我
を統合していくうえで重要な役割を
果たすことを理解する。

15

10 高齢期の精神療法②
・生きがい・心と体の健康づくり
　「きょういく」と「きょうよう」
・学習療法

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
認知機能の低下予防（維持）の考え
方、その具体的支援法を理解する。

15

11 高齢者の介護について
・介護者の心理

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
介護ストレスとその中での介護者の
人間的成長の過程を知る。

15

12 喪失体験と心のケア
・「二人称の死」
・モーニングワーク

講義 復習（要点の整理）
’大切な人’の死を受け容れ、自身
の生活へ再適応させていく心の過程
を理解し、適切な支援を考察する。

15

13 「死の受容」①
・キューブラ・ロス モデル

講義 復習（要点の整理）
自身の死を受け容れていく心理過程
を理解する。

15

14 「死の受容」②
・キューブラ・ロス モデルの臨床応用

講義
演習：PBL（事例
への対応法を考
える）を含む

復習（要点の整理）
キューブラ・ロス モデルと介護者側
の心の変化の類似点を知る。

15

15 まとめ
・超高齢社会における
　　高齢者の社会参加
　　高齢者の就業支援と経済的自立

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
高齢者の社会参加（再就業及びボラ
ンティア等）が本人のよりよく生き
ていく原動力となり、大きな社会貢
献ともなることを理解する。

15



リハビリテーション学科

【科目名】 認知症 【担当教員】 　伊林　克彦

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0440-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 ibayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 火曜～金曜　13:30～16：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

この科目は1年次の大脳の働きや病態についての知識が必要とされます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

変性疾患や脳血管障害の知識が必須ですのでよく予習を行ってください。
試験・レポートのフィードバック方法：試験結果を返却する際により学んで欲しい点、当該科目と関連領域での専門性をより高め
ることなどについてフィードバックします。

【講義概要】

(目的)

認知症になる原因や、どのようなタイプの認知症があるのかを学び、さらに中核症状と周辺症状についても把握する。また、認知
症者の心の問題や対応方法を学び、認知症に対する理解を深める。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

座学が中心であるが、時に映像による認知症の理解や、認知症者とその家族との関係などについても話し合う機会を設ける。

【一般教育目標(GIO)】

高齢化社会に伴い増加し続ける認知症患者のために医療人として何ができるかを知り、当該疾患の病態をできるだけ詳しく理解す
る。

【行動目標(SBO)】

認知症のタイプや症状について説明できる。
認知症の中核症状と周辺症状の違いについて説明できる。
認知症者に対するトレーニング法について実践できる。

【教科書・リザーブドブック】

講義資料配布

【参考書】

田郁代　他著・「高次脳機能障害学」医学書院、2009年　￥4,725

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含みません。
成績評価は期末試験およびレポート等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 80 80

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 認知症とは 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

3.4 認知症になる原因は 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

5.6 どのようなタイプの認知症があるのか 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

7.8 認知症者の心の内側は 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

9.10 認知症をどのような方法でとらえるのか 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

11.12 認知症者の脳の画像は 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

13.14 認知症者の中核症状と周辺症状とは 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

15 認知症の治療法 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 動作解析学実習Ⅰ 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 3-15-0510-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 hoshino@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 月曜～金曜;8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・前期科目の基礎運動学Ⅰを履修したことを前提としています。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・Office365のアカウント・パスワードを確認しておいてください。
・試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。
※この科目は実務経験者対応科目です。

【講義概要】

(目的)

・正常な運動についての理解に基づき、何らかの原因で生じた運動障害について理解するため運動学的分析の方法を実習を通して
理解する。
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　P-3

(方法)

・運動学の基礎知識を講義で理解したうえで教科書に示された実習を実施する。
・授業では理解度チェックや小テストなどをパソコンあるいは携帯電話(スマホ)を使用し実施しますので持参してください。
・携帯電話で小テストを受けるにはOffice365のメールアドレスとパスワードが必要ですので確認しておいてください。

【一般教育目標(GIO)】

・運動解析の基礎的技術を知る。

【行動目標(SBO)】

・基礎的運動解析手法について説明・実践できる。

【教科書・リザーブドブック】

・中村隆一 斎藤宏 他著・『運動学実習 第3 版』医歯薬出版，2004 年. ¥3,672

【参考書】

・中村隆一 斎藤宏 他著・『基礎運動学 第6 版』医歯薬出版,2003 年.¥7,344 円

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。
・宿題・レポート・小テストは必要に応じ不定期に課します。
※レポート点は宿題も含みます。
・出席点は評価に含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 50 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30 60

思考・推論・創造の力 10 20 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 オリエンテーション; 授業の進め方、実習に注
意点、レポートの書き方を説明

講義(マルチメデ
ィア教室)

・運動学実習の手引き page 1～5 を
読んでおく。
・ビデオ学修

15分

20分

3-4 ・物体の落下運動について理解する。 演習・グループ
学修(マルチメデ
ィア教室)

・速度、加速度、位置エネルギーに
ついて調べる。
・ビデオ学修
・レポート作成

30分

30分
1時間

5-6 ・落下運動についてパソコンを使用しシミュレ
ーションする。

演習・グループ
学修(マルチメ
ディア教室)

・モーメントとトルクにつ
いて調べておく。
・ビデオ学修
・レポート作成

15分

30分
1時間

7-8 ・モーメントの計算を理解する。
・人体におけるモーメントを関節と筋張力の関係
に応用する。

講義・実習
グループ学修(マ
ルチメディア教
室・運動解析室)

・ビデオ学修

・レポート作成

30分

1時間

9-10 ・関節モーメントの計算 講義・実習
グループ学修(マ
ルチメディア教
室)

・ビデオ学修

・ノート整理

30分

30分

11-12 ・テコの種類と物体の釣合について学ぶ。
・体重心の計算方法について学ぶ。

実習・マルチメ
ディア教室

・ビデオ学修
・ノート整理

30分
30分

13-14 ・重心動揺計の利用について学ぶ 実習・マルチメ
ディア教室、運
動解析室

・ビデオ学修
・レポート作成

30分
1時間

15-16 ・体重計を用いた重心の測定法 実習・マルチメ
ディア教室、運
動解析室

・ビデオ学修
・ノート整理

30分
30分



17-18 ・反応時間とは何か、その意義について学ぶ。 実習・マルチメ
ディア教室

・ビデオ学修
・レポート作成

30分
30分

19-20 ・落下テストを用いた反応時間測定の測定 実習・マルチメ
ディア教室

・ビデオ学修
・レポート作成

30分
30分

21-22 ・パソコンを用いた反応時間測定について学ぶ。 実習・マルチメ
ディア教室

・ビデオ学修
・レポート作成

30分
30分

23-24 ・筋電図の概要と表面筋電図の測定法について学
ぶ。
・動作学的筋電図の利用について学ぶ。

実習・マルチメ
ディア教室、運
動解析室

・ビデオ学修
・レポート作成

30分
30分

25-26 ・筋電図実習(1)
ポリグラフ・EMG ロッガー

実習・マルチメ
ディア教室、運
動解析室

・ビデオ学修
・ノート整理

30分
30分

27-28 ・筋電図実習(2)
ポリグラフ・EMG ロッガー

実習・マルチメ
ディア教室、運
動解析室

・ビデオ学修
・ノート整理

30分
30分

29-30 ・歩行の観察法について学ぶ。
・歩行速度の違いによる歩行パラメーターの変
化を測定する。
・まとめ

講義 ・ビデオ学修
・ノート整理

30分
30分



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法研究法Ⅰ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 3-15-0545-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 火～木 12:30-13:30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1. これまで履修した科目は理解している前提で授業を進める。
2. この科目は理学療法研究法Ⅰ・Ⅱのセット履修となる。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1. 授業に用いる資料の配布、レポートの提出はoffice365を使用する。
2. 授業感想などはタブレット端末を使用する。
3. この科目は実務経験者対応科目である。

【講義概要】

(目的)

1. 理学療法を実施するときに研究の論理的思考は必須である。論理的に考える習慣をるけることが、より正しい
   結果を導く方法と言えるからである。この科目では研究という手法を通じて論理的思考を身に付けることを目
   的とする。
2. 当該科目と学位授与方針等との関連性;A-3、P-3

(方法)

1. 教科書を参照しながら研究方法論の講義、演習をおこなう。
2. 授業では理解度チェックや感想などをIT端末(スマホ)を使用するので、office365のメールアドレスとパスワー
   ドを確認しておく。

【一般教育目標(GIO)】

1. 基本的な理学療法研究手法について理解する。

【行動目標(SBO)】

1. 理学療法研究において研究の意義，考え方，論文の読み方を理解する。

【教科書・リザーブドブック】

1. 千住秀明、玉利光太郎：はじめての研究法 コ・メディカルの研究法 第2版、神陵文庫 ￥4,860

【参考書】

1. 内山　靖、島田　裕之編：理学療法研究法(第3版）、医学書院、￥5,170

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1. 成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に従う。
2. 成績評価は、期末試験・小テスト・レポート・出欠により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 20 10 0 0 0 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 10 5 0 55

思考・推論・創造の力 20 10 5 0 35

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 0 0

発表力 0 0 0 0 0

学修に取り組む姿勢 0 0 0 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ・研究・卒業研究とは何か 講義 ・研究の必要性、意義
・卒業研究の意義
・理学療法研究の領域
・教科書pp1-8（以下同様）

60分

3.4 ・研究課題の見つけ方 講義 ・研究課題と背景
・研究課題と仮説
・教科書pp13-18

60分

5.6 ・文献の読み方① 講義 ・文献の探し方
・雑誌の評価
・論文の構造
・批判的吟味
・pp27-44

60分

7.8 ・文献の読み方② 講義，演習 ・図表の読み方
・英語論文
・pp133-148

60分

9.10 ・研究と倫理 講義 ・倫理申請書
・倫理委員会
・対象者の保護
・pp81-87

60分

11.12 ・研究デザインの特徴 講義 ・実験的研究
・症例研究
・疫学研究
・pp63-66

60分

13.14 ・研究計画の構成 講義 ・計画作成の留意点
・各項目に何を書く
・pp57-70

60分

15 ・まとめ 講義 ・今までの講義の復習 30分



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法研究法Ⅱ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 3-15-0545-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 月～水 16:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1. この科目の履修は理学療法研究Ⅰを履修していることが前提となる。
2. 本科目は実務経験10年以上の理学療法士資格を有する教員らが担当する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1. 授業に用いる資料の配布、レポートの提出はoffice365を使用する。
2. 授業感想などはタブレット端末を使用する。
3. この科目は実務経験者対応科目である。

【講義概要】

(目的)

1. 理学療法を実施するときに研究の論理的思考は必須である。論理的に考える習慣をるけることが、より正しい
   結果を導く方法と言えるからである。この科目では研究という手法を通じて論理的思考を身に付けることを目
   的とする。
2. 当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-3、P-3

(方法)

1. 教科書を参照しながら研究方法論の講義、演習をおこなう。
2. 授業では理解度チェックや感想などをIT端末(スマホ)を使用するので、office365のメールアドレスとパスワー 
   ドを確認しておく。

【一般教育目標(GIO)】

1. 基本的な理学療法研究手法について理解する。

【行動目標(SBO)】

1. 理学療法研究において研究の意義，考え方，論文の読み方を理解する。

【教科書・リザーブドブック】

・千住秀明／玉利光太郎; はじめての研究法 コ・メディカルの研究法 第2版、神陵文庫 ¥4,860

【参考書】

・内山　靖、島田　裕之編：理学療法研究法(第3版）、医学書院、￥5,170

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1. 成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に従 
   う。
2. 成績評価は、レポート、ノートチェック、出欠により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 0 60 20 0 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 5 0 25

思考・推論・創造の力 20 5 0 25

コラボレーションとリーダーシップ 0 5 0 5

発表力 20 5 0 25

学修に取り組む姿勢 0 0 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1、2 卒業研究のオリエンテーション、手順 講義 ・研究計画書を見直す。 60分

3、4 読了した文献の発表 講義・演習 60分

5、6 発表のしかた 講義（北村） ・口述発表
・ポスター発表

60分

7、8 モデル的研究計画の作成 講義 ・学生の研究テーマ
・テーマに沿った研究計画

60分

9、10 データ整理、統計分析 講義（木村） ・データの整理
・統計分析手法

60分

11、12 学生の考えた研究計画の発表 1 講義・演習 ・学生の考えたモデル研究計画 60分

13、14 学生の考えた研究計画の発表 2 講義・演習 ・学生の考えたモデル研究計画 60分

15 まとめ



リハビリテーション学科

【科目名】 基礎運動療法学Ⅰ 【担当教員】 　若菜　翔哉

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 3-15-0550-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 wakana@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 火：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・基礎運動療法学Ⅱと関連づけて学修するようしてください．
・1年次に履修修得した知識を定着させておくこと．
・本科目は，実務経験のある教員による授業科目です．医療及び地域保健機関で理学療法士としてリハビリテーショ　　
　ンに従事してきた経験から，運動療法および運動療法に関連する基礎知識について講義を行います．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・各自，教科書などの教材を利用し，事前学習および復習を行うこと．
・試験結果について，解答の開示と点数の通知はしますが情報漏洩の観点から返却はしません．
・試験後，希望がある場合には試験内容を中心とした補講（試験内容の解説を含む）を行います．

【講義概要】

(目的)

運動療法は運動機能障害に対するものだけにとどまらず，生活習慣病などの疾病予防や介護予防，さらにはヘルスプロモーション
の領域にまで拡大しています.本科目は運動療法および運動療法を実践するために必要な基礎知識について学習することを目的と
する．
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2、P-2

(方法)

・教科書，スライドを使用して，講義を中心に行います．
・毎講義ごとに講義内容に関する小テストを行い，講義内容の理解度を確認します．

【一般教育目標(GIO)】

・運動療法を実践するために必要な基礎知識について理解できる．
・運動療法の概要について理解できる．

【行動目標(SBO)】

・運動療法の基礎知識を記述し説明することができる．
・運動療法に必要な解剖・生理・運動・神経学を記述し説明することができる．
・神経系の仕組みについて記述し説明することができる．

【教科書・リザーブドブック】

吉尾雅春，横田一彦：標準理学療法学 専門分野　運動療法学総論　第4版．医学書院．2017年．（4,700円＋税）

【参考書】

医療情報科学研究所：病気が見える vol.7　脳・神経　第2版．株式会社 メディックメディア．2017年．（3,900円＋税）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
・成績評価は，本試験と小テストにより総合的に評価する．
・小テスト：毎講義ごとの内容に関する確認テスト（全15回）
・出席点は評価に含まない．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 20 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1，2 ・講義オリエンテーション
・運動療法の歴史

・講義
・小テスト

運動療法の歴史について，学習して
おくこと．

60

3、4 運動療法について ・講義
・小テスト

運動療法の定義や目的、種類など基
礎事項について学習しておくこと．

60

5，6 関節の構造と運動①
～関節の分類および機能と構造～

・講義
・小テスト

関節の分類および機能と構造につい
て学習しておくこと．

60

7，8 関節の構造と運動②
～関節運動と制限～

・講義
・小テスト

関節の運動様式や制限、筋収縮のメ
カニズムについて学習しておくこと
．

60

9，10 筋と筋収縮 ・講義
・小テスト

骨格筋の構造，筋収縮のメカニズム
について学習しておくこと

60

11，12 随意運動と反射と統合 ・講義
・小テスト

随意運動と反射について学習してお
くこと．

60

13，14 神経系について ・講義
・小テスト

神経系の分類や機能について，学習
しておくこと．

60

15，16 中枢神経と末梢神経 ・講義
・小テスト

中枢神経と末梢神経の分類や機能に
ついて，学習しておくこと．

60



17，18 大脳と大脳基底核・大脳辺縁系について ・講義
・小テスト

大脳の構造や機能局在および大脳基
底核・大脳辺縁系の位置関係や機能
について，学習しておくこと．

60

19，20 小脳、中脳、脳幹について ・講義
・小テスト

各部位の位置関係および分類や機能
について，学習しておくこと．

60

21，22 脊髄について ・講義
・小テスト

脊髄の位置関係および分類や機能に
ついて，学習しておくこと．

60

23，24 脳のシステム障害について ・講義
・小テスト

13～22コマの内容を再度学習してお
くこと．

60

25，26 痛みに対する運動療法 ・講義
・小テスト

痛みの定義や分類、運動療法につい
て学習してくこと．

60

27，28 運動学習について ・講義
・小テスト

運動学習について，学習しておくこ
と．

60

29，30 まとめ ・講義
・小テスト

これまでの講義内容について復習す
ること．

60



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法評価学実習Ⅰ 【担当教員】 　北村　拓也、長島　裕子、若菜　翔哉

【授業区分】 専門分野(理学療法評価学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 水：9:30-12:40

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は「理学療法評価学」の応用科目の位置づけとなっているため，実技を中心として実施していく．
なお，本科目は実務経験5年以上（経験領域：運動器疾患，中枢神経疾患，急性期，回復期，生活期等）の理学療法士資格を有す
る教員が複数担当する．
また，初回の2コマ分を実技試験とする．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・各自，教科書やDVDなどの教材を利用し，事前学習および復習を行うこと．
・本科目を受講の際は必ず大学指定のケーシーおよび靴を着用すること．
　（ケーシーの下に着る肌着等は原則白色とし，靴下も白．くるぶしソックスは認めない）
・試験後のフィードバックは当該教員に予定を聞き，各自で確認をすること．

【講義概要】

(目的)

・臨床で必要とされる基本的な理学療法評価法に関する知識，技術を習得する．
＊当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3

(方法)

・デモンストレーションやDVD，画像などをもとに，理学療法に関する評価技術を学び，実践する．また，毎講義前または後には
必ず確認テストを行い，当該講義の内容理解を確認する．また，期末には実技試験を実施する．なお，グループを３つに分け，そ
れぞれのグループに分かれて学修をしていく．

【一般教育目標(GIO)】

・臨床で必要とされる基本的な理学療法評価を行うことができる．

【行動目標(SBO)】

・理学療法評価に関する基本的な目的，内容を説明，記述することができる．
・理学療法に関する検査や測定を適切に実施することができる．
・グループで協力して学習を進めることができる．
・臨床に即した理学療法評価の手順や方法を考え，実践することができる．
・確認テストをもとに振り返りを行い，各自学習を深め，知識と技術を統合して評価技術を高めることができる

【教科書・リザーブドブック】

1年次の「理学療法評価学」で購入した教科書一式

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学規定のGPA制度に従う．
・学内試験規定に基づく授業態度，確認テスト，実技試験結果を総合的に評価する．
・出席点は評価に含まない．
・試験：実技試験．　小テスト：講義前または後の確認テスト（筆記）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 10 30

思考・推論・創造の力 20 5 25

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 30 5 35

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2，3,4 実技試験
（肩関節・股関節のROMおよびMMT）

（担当全教員）
・試験
PT教室

肩関節および股関節の全ての運動方
向に対するROMおよびMMT手技の修得
程度を確認する．

5,6 ・講義オリエンテーション
・医療面接とバイタルサインのチェック

（担当全教員）
・講義，実技
理学療法実習室
運動解析室

課題内容：評価の進め方，医療面接
と情報集，意識障害・全身状態の評
価

7,8,9,10 ROM上肢 （若菜）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

ROM上肢の範囲における各基本軸，移
動軸，参考可動域，測定方法を事前
学習し，講義時にその実際を学ぶ．

11,12,13,
14

ROM下肢 （長島）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

ROM下肢の範囲における各基本軸，移
動軸，参考可動域，測定方法を事前
学習し，講義時にその実際を学ぶ．

15,16,17,
18

ROM頚部・体幹 （北村）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

ROM頚部・体幹の範囲における各基本
軸，移動軸，参考可動域，測定方法
を事前学習し，講義時にその実際を
学ぶ．

19,20,21,
22

MMT上肢 （若菜）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

MMT上肢の範囲における主動作筋，支
配分節，実施方法について事前学習
し，講義時にはその実際を学ぶ．

23,24,25,
26

MMT下肢 （長島）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

MMT下肢の範囲における主動作筋，支
配分節，実施方法について事前学習
し，講義時にはその実際を学ぶ．

27,28,29,
30

MMT頚部・体幹 （北村）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

MMT頚部・体幹の範囲における主動作
筋，支配分節，実施方法について事
前学習し，講義時にはその実際を学
ぶ．



試験 理学療法評価学実習Ⅰで学んだ内容を範囲とする
．

（担当全教員）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

総まとめ



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法評価学実習Ⅱ 【担当教員】 　北村　拓也、長島　裕子、若菜　翔哉

【授業区分】 専門分野(理学療法評価学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 水：9:30-12:40

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は「理学療法評価学」の応用科目の位置づけとなっているため，実技を中心として実施していく．
なお，本科目は実務経験5年以上（経験領域：運動器疾患，中枢神経疾患，急性期，回復期，生活期等）の理学療法士資格を有す
る教員が複数担当する．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・各自，教科書やDVDなどの教材を利用し，事前学習および復習を行うこと．
・本科目を受講の際は必ず大学指定のケーシーおよび靴を着用すること．
　（ケーシーの下に着る肌着等は原則白色とし，靴下も白．くるぶしソックスは認めない）
・試験後のフィードバックは当該教員に予定を聞き，各自で確認をすること．

【講義概要】

(目的)

・臨床で必要とされる基本的な理学療法評価法に関する知識，技術を習得する．
＊当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3

(方法)

・デモンストレーションやDVD，画像などをもとに，理学療法に関する評価技術を学び，実践する．また，毎講義前または後には
必ず確認テストを行い，当該講義の内容理解を確認する．また，期末には実技試験を実施する．なお，グループを３つに分け，そ
れぞれのグループに分かれて学修をしていく．

【一般教育目標(GIO)】

・臨床で必要とされる基本的な理学療法評価を行うことができる．

【行動目標(SBO)】

・理学療法評価に関する基本的な目的，内容を説明，記述することができる．
・理学療法に関する検査や測定を適切に実施することができる．
・グループで協力して学習を進めることができる．
・臨床に即した理学療法評価の手順や方法を考え，実践することができる．
・確認テストをもとに振り返りを行い，各自学習を深め，知識と技術を統合して評価技術を高めることができる

【教科書・リザーブドブック】

1年次の「理学療法評価学」で購入した教科書一式

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学規定のGPA制度に従う．
・学内試験規定に基づく授業態度，確認テスト，実技試験結果を総合的に評価する．
・出席点は評価に含まない．
・試験：実技試験．　小テスト：講義前または後の確認テスト（筆記）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 10 30

思考・推論・創造の力 20 5 25

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 30 5 35

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2，3,4 ・姿勢評価
・形態計測

（長島）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

姿勢評価および形態計測（周計含）
について事前に学び，講義時にその
実際を学ぶ．

5,6,7,8 ・動作分析（起き上がり，立ち上がり，歩行） （北村）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

起居動作から歩行までの動作分析に
ついて事前に学び，講義時にその実
際を学ぶ．

9,10,11,1
2

・反射検査
・感覚検査

（若菜）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

反射検査および感覚検査について事
前に学び，講義時にその実際を学ぶ
．

13,14,15,
16

・筋緊張検査
・協調性検査

（長島）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

筋緊張検査および協調性検査につい
て事前に学び，講義時にその実際を
学ぶ．

17,18,19,
20

・脳神経検査
・バランス評価

（北村）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

脳神経検査およびバランス評価につ
いて事前に学び，講義時にその実際
を学ぶ．

21,22,23,
24

・高次脳機能検査 （若菜）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

高次脳機能検査について事前に学び
，講義時にその実際を学ぶ．

25,26,27,
28

・ADL評価 （担当全教員）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

ADL評価について事前に学び，講義時
にその実際を学ぶ．

29,30 実技試験前復習練習 （担当全教員）
・実技
理学療法実習室
運動解析室

これまでの実技内容に関する実技試
験のための全体確認



試験 理学療法評価学実習Ⅱで学んだ内容を範囲とする
．

（担当全教員）
・試験，実技
理学療法実習室
運動解析室

総まとめ



リハビリテーション学科

【科目名】 物理療法学 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0600-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 hoshino@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 月曜～金曜; 8:30～17:30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・物理学の知識が必要となることがあるので1年次に「物理学」の履修が勧められる。
・3年次の物理療法学実習はこの物理療法学を履修していないと受講できません。
・時間の構成は各自で調べる授業形態となります。講義内容はすべてteamsの動画を授業前に確認するようにしてください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・授業に用いる資料の配布、レポートの提出は学校で提供するOffice365を使用します。印刷は行いません。
・授業で小テスト・資料の閲覧などでパソコンあるいはタブレット端末を使用する機会があります。
・試験結果・レポートは希望者には返却します。再試験は返却しません。
＊この科目は実務経験のある教員による授業科目です。総合病院、介護老人保健施設などで理学療法士としてかかわってきた経験
から、物理療法の使用方法を説明します。

【講義概要】

(目的)

疾病の治療もしくは症状の改善を目的に行われる物理療法を、適応となる疾病と生理学に基づいた
個々の物理療法手段の治療的根拠を理解し、物理療法の効果、適応と禁忌について学修することを目的とする。
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　P-3

(方法)

・講義とグループワークを主体とした授業です。
・授業では理解度チェックや小テストなどを携帯電話(スマホ)を使用し実施しますので持参してください。
・携帯電話で小テストを受けるにはOffice365のメールアドレスとパスワードが必要ですので確認しておいてください。

【一般教育目標(GIO)】

・ 物理療法の治療概念、治療根拠について理解する。

【行動目標(SBO)】

・ 代表的物理療法についてその概念と治療方法を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

標準物理療法学

【参考書】

・特になし。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

＊成績評価基準は本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。
＊中間テスト・最終テストの合計点とレポート・小テストの配点を含めて、6割満たない場合は再試験となります。
＊出席点は評価に含まれません。
※レポート点は宿題も含みます。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 0 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 25 25

思考・推論・創造の力 25 25

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 25 25

学修に取り組む姿勢 25 0 25

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ・オリエンテーション
・物理療法の概要と定義を学ぶ
・

講義・演習
星野浩通

45分

3.4 ・痛みのメカニズムと物理療法による抑制
・物理療法の生理学的効果の概要を学ぶ
・物理療法の適応と禁忌について学ぶ

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

5.6 ・温熱療法の概要を学ぶ
・ホットパック療法について学ぶ

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

7.8 ・パラフィン浴について学ぶ。
・エネルギー変換熱の概要について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

9.10 高周波療法(1)
・極超短波療法について学ぶ。
・超短波療法について学ぶ。
・小テスト

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

11.12 高周波療法(2)
・超音波療法について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

13.14 光線療法(1)
・赤外線療法について学ぶ。
・紫外線療法について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

15 ・まとめ
※科目テスト

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分



16・17 光線療法(2)
・レーザー光線療法について学ぶ。
・LLLT とHLLT について

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

18・19 ・寒冷療法の概要について学ぶ。
・伝導冷却法、気化冷却法について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

20・21 ・電気刺激療法の概要について学ぶ。
・電気生理学的評価法について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

22・23 ・神経筋電気刺激(NMES)について学ぶ。
・経皮的電気神経刺激(TENS)について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

24・25 ・機能的電気刺激療法(FES)について学ぶ。
・バイオフィードバック療法について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

26・27
・牽引療法について学ぶ。
・持続的他動運動装置(CPM)について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

28・29 ・水治療法の概要について学ぶ。
・部分浴、全身浴について学ぶ。

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。

45分

30 ・まとめ授業
・科目テスト

講義・演習
星野浩通

【予習】
teamsからビデオ視聴を行うこと。



リハビリテーション学科

【科目名】 日常生活活動学 【担当教員】 　木村　和樹、若菜　翔哉

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0610-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 【木村】k.kimura@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 平日9:00-17:00（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

実技を行うことがあるため、その際は服装に注意すること。
病院や生活期でADL指導を臨床業務で行った経験から、各疾患の病態やADLについてを講じる。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

予習を行い、講義には積極的に望むこと。

【講義概要】

(目的)

理学療法の対象となる多様な障害に対する日常生活活動・動作を分析し、適切な理学療法の目的や計画を立案するまでの過程を学
修する。また、単なる評価だけではなく、それぞれの障害に即して生じる活動制限を改善するための指導方法の原則の概略を学修
することを目的とする。
※当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2
※当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,P-2

(方法)

教科書を用い、各評価項目、障害との関連性について講義を行う。
それぞれの活動・動作について実技を交えた講義を行う。

【一般教育目標(GIO)】

日常生活活動とは何かを理解し、適切な評価方法について学ぶ。
各種疾患にみられる特徴的な活動制限について理解し、適切なADL 指導の考え方や方法を理解することを目標とする。

【行動目標(SBO)】

基本的な介助方法が説明できる。　
各種疾患の病態や障害を理解し、適切なADL 指導の方法を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

鶴見隆正，隆島研吾（編）：標準理学療法学，専門分野，日常生活活動学・生活環境学，第5版，医学書院，2017

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
成績はレポ―トにより評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 30 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ADLの運動学的分析 講義（若菜） 基礎運動学で学修した動作の運動学
的用語を確認しておくこと。

30

3.4 基本動作の介助
立ち上がり、移乗

実習（木村・若
菜）

立ち上がり動作のメカニズムについ
て、学生同士で確認すること。

60

5.6 障害別日常生活活動訓練の実際-片麻痺1- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第1章）を読
んでおくこと。
片麻痺患者のADLを復習すること。

60

7.8 障害別日常生活活動訓練の実際-片麻痺2- 実習（木村・若
菜）

教科書（ADL指導の実際第1章）を読
んでおくこと。
片麻痺患者の動作を復習すること。

60

9.10 介助方法の一連の流れ 実習（木村・若
菜）

ベッド上の対象者を車いすに移乗す
ることができる。

30

11.12 障害別日常生活活動訓練の実際-脊髄損傷- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第2章）を読
んでおくこと。
脊髄損傷患者のADLを復習すること。

30

13.14 障害別日常生活活動訓練の実際-神経筋疾患・難病
-

講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第8.10章）を
読んでおくこと。
神経筋疾患・難病のADLを復習するこ
と。

30

15.16 障害別日常生活活動訓練の実際-関節リウマチ- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第4章）を読
んでおくこと。
関節リウマチ患者のADLを復習するこ
と。

30



17.18 障害別日常生活活動訓練の実際-切断-
レポート課題

講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第6章）を読
んでおくこと。
切断患者のADLを復習すること。
レポート（50点分）を提出できるよ
うにする。

30

19.20 障害別日常生活活動訓練の実際-パーキンソン病- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第8.10章）を
読んでおくこと。
パーキンソン病のADLを復習すること
。

60

21.22 ADLと国際生活障害分類（ICF)について 講義（若菜） ADLの定義について理解しておくこと
。

30

23.24 ICFに準じた症例の問題点抽出について 講義（若菜） ICFについて、教科書等で調べておく
こと。症例に対するICFでの問題点の
抽出方法を次回の講義で実施するた
め、配布した事前課題について調べ
ておくこと。

30

25.26 ADL評価（FIMについて） 講義（若菜） FIMの特徴について理解しておくこと
。

30

27.28 ADL評価（バーセルインデックス・その他の評価法
について）

講義（若菜） バーセルインデックス等のADL評価の
特徴について理解しておくこと。

30

29.30 ADL概論の復習
レポート課題

講義（若菜） レポート（50点分）を提出できるよ
うにする。

30



リハビリテーション学科

【科目名】 日常生活活動学 【担当教員】 　木村　和樹、若菜　翔哉

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0610-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 【木村】k.kimura@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 平日9:00-17:00（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

実技を行うことがあるため、その際は服装に注意すること。
病院や生活期でADL指導を臨床業務で行った経験から、各疾患の病態やADLについてを講じる。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

予習を行い、講義には積極的に望むこと。

【講義概要】

(目的)

理学療法の対象となる多様な障害に対する日常生活活動・動作を分析し、適切な理学療法の目的や計画を立案するまでの過程を学
修する。また、単なる評価だけではなく、それぞれの障害に即して生じる活動制限を改善するための指導方法の原則の概略を学修
することを目的とする。
※当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2
※当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,P-2

(方法)

教科書を用い、各評価項目、障害との関連性について講義を行う。
それぞれの活動・動作について実技を交えた講義を行う。

【一般教育目標(GIO)】

日常生活活動とは何かを理解し、適切な評価方法について学ぶ。
各種疾患にみられる特徴的な活動制限について理解し、適切なADL 指導の考え方や方法を理解することを目標とする。

【行動目標(SBO)】

基本的な介助方法が説明できる。　
各種疾患の病態や障害を理解し、適切なADL 指導の方法を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

鶴見隆正，隆島研吾（編）：標準理学療法学，専門分野，日常生活活動学・生活環境学，第5版，医学書院，2017

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
成績はレポ―トにより評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 30 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ADLの運動学的分析 講義（若菜） 基礎運動学で学修した動作の運動学
的用語を確認しておくこと。

30

3.4 基本動作の介助
立ち上がり、移乗

実習（木村・若
菜）

立ち上がり動作のメカニズムについ
て、学生同士で確認すること。

60

5.6 障害別日常生活活動訓練の実際-片麻痺1- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第1章）を読
んでおくこと。
片麻痺患者のADLを復習すること。

60

7.8 障害別日常生活活動訓練の実際-片麻痺2- 実習（木村・若
菜）

教科書（ADL指導の実際第1章）を読
んでおくこと。
片麻痺患者の動作を復習すること。

60

9.10 介助方法の一連の流れ 実習（木村・若
菜）

ベッド上の対象者を車いすに移乗す
ることができる。

30

11.12 障害別日常生活活動訓練の実際-脊髄損傷- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第2章）を読
んでおくこと。
脊髄損傷患者のADLを復習すること。

30

13.14 障害別日常生活活動訓練の実際-神経筋疾患・難病
-

講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第8.10章）を
読んでおくこと。
神経筋疾患・難病のADLを復習するこ
と。

30

15.16 障害別日常生活活動訓練の実際-関節リウマチ- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第4章）を読
んでおくこと。
関節リウマチ患者のADLを復習するこ
と。

30



17.18 障害別日常生活活動訓練の実際-切断-
レポート課題

講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第6章）を読
んでおくこと。
切断患者のADLを復習すること。
レポート（50点分）を提出できるよ
うにする。

30

19.20 障害別日常生活活動訓練の実際-パーキンソン病- 講義（木村） 教科書（ADL指導の実際第8.10章）を
読んでおくこと。
パーキンソン病のADLを復習すること
。

60

21.22 ADLと国際生活障害分類（ICF)について 講義（若菜） ADLの定義について理解しておくこと
。

30

23.24 ICFに準じた症例の問題点抽出について 講義（若菜） ICFについて、教科書等で調べておく
こと。症例に対するICFでの問題点の
抽出方法を次回の講義で実施するた
め、配布した事前課題について調べ
ておくこと。

30

25.26 ADL評価（FIMについて） 講義（若菜） FIMの特徴について理解しておくこと
。

30

27.28 ADL評価（バーセルインデックス・その他の評価法
について）

講義（若菜） バーセルインデックス等のADL評価の
特徴について理解しておくこと。

30

29.30 ADL概論の復習
レポート課題

講義（若菜） レポート（50点分）を提出できるよ
うにする。

30



リハビリテーション学科

【科目名】 運動器疾患理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0620-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水：13:30-15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

教科書は毎回必ず持参すること．単位認定試験では配布資料および教科書からの出題する．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目では，臨床で非常に多くの経験機会がある運動器疾患について，どのような疾患が存在するのか，まずはその病態から知識
をつけていきます．さらに，病態に基づいた評価を学び，その目的も含めて臨床応用するための知識を蓄えていきます．
また，次年度開講される「運動器疾患理学療法学実習」は本科目の実技科目であり，知識レベルを実技レベルに変換する意識を持
つことが大切です．
なお，本科目は実務経験10年以上（専門：運動器疾患）の理学療法士資格を有する教員が担当します．

【講義概要】

(目的)

各種の運動器疾患に関する①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを学び，臨床応用できるように学修します．
当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3

(方法)

教科書，スライドを使用して，①講義②ディスカッションを行います．
また，事例検討も行い，より臨床実践を想定した時間も設けます．
なお，毎講義終了前に講義内容に関する確認テストを行い，講義内容理解の確認を行います．
※場合によってはwebによるオンデマンド配信となることも想定され，その場合には適時科目Teamsから連絡する．

【一般教育目標(GIO)】

各種の運動器疾患に対して，①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを立案できる．

【行動目標(SBO)】

各種の運動器疾患に対して，①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを説明することができる．

【教科書・リザーブドブック】

小柳麿毅，中江徳彦，井上悟：運動器の運動療法　第一版．羊土社．（5,000円＋税）

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価は基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
なお，出席状況は成績に反映はされないが，単位認定試験の受験資格を得るためには全講義の2/3を出席しなければならない．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 10 50

思考・推論・創造の力 40 10 50

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ・講義オリエンテーション
・運動器疾患の概論

・講義

3,4 腰痛疾患の病態と評価，治療(1)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P159-217
胸椎〜腰椎

5,6 腰痛疾患の病態と評価，治療(2)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P159-217
胸椎〜腰椎

7,8 腰痛疾患の病態と評価，治療(3)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P159-217
胸椎〜腰椎

9,10 膝関節疾患の病態と評価，治療(1)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P254-282
膝関節

11,12 膝関節疾患の病態と評価，治療(2)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P254-282
膝関節

13,14 足関節疾患の病態と評価，治療
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

p283-303
足関節

15 前期試験 ・講義
・試験

これまでの内容の総復習です．



リハビリテーション学科

【科目名】 中枢神経疾患理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0630-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・実技を行う際は、動きやすい服装で受講してください。
・本科目は実務経験者対応科目です。医療機関で主に中枢神経疾患（脊髄損傷含む）の理学療法に従事してきた経験から、中枢神
経の基礎から疾患の概要、理学療法について講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・レポートは他に支障がない限り返却します。
・試験の解答は、原則返却しません。
・筋・支配神経、脊髄・中枢神経系の解剖・生理学について復習しておいてください。

【講義概要】

(目的)

・脳血管障害と脊髄損傷の２大疾患について、原因、症状、合併症を学習し、それらの障害に対する理学療法について理解するこ
とを目的とする。本講義では、特に脊髄を損傷すると人体にどのような影響が起こるのかを知ることで、人体はどのような機能が
必要かを理解することができる。

当該科目と授与方針等との関連性：P-3

(方法)

教科書の他、資料を配布して講義を行う。実技も行う。本科目は主として、「対麻痺の理学療法」、「四肢麻痺の理学療法」、「
呼吸障害に対する肺理学療法」などについて講義する。
講義と実技、グループワークを繰り返しながら進める。適時、課題を出す。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経系の機能が損なわれるとどのようなことが起こるかを理解する。また脊髄損傷による症状、病態とそれが起こる理由、損
傷レベルによる違い、対処法等について理解する。

【行動目標(SBO)】

①中枢神経系疾患によって生じる症状や合併症及びそれが起こる理由を説明できる。
②脊髄損傷の病態に即した理学療法評価を選択し，実施できる．
③障がいを受けた方の身体的・心理的・社会的問題とその解決策を検討することができる．
④対麻痺、四肢麻痺者の動作を模倣できる。

【教科書・リザーブドブック】

鈴木俊明,他：神経障害理学療法Ⅰ，脳血管障害，頭部外傷，脊髄損傷，メディカルビュー，2019

【参考書】

武田功（編）：PTマニュアル，脊髄損傷の理学療法，第3版，医歯薬出版，2017

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規程のGPA制度に従う。
期末試験および課題レポート、その他を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 10 80

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
前期

オリエンテーション
脊髄の解剖
脊髄損傷の病態（原因、症状）

講義 （予習）脊髄損傷について調べてお
くこと
（復習）教科書(pp164-165)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

２
前期

脊髄損傷の症候・障害
運動器障害
感覚障害
排尿障害
呼吸障害

講義 （予習）筋・神経支配について学習
しておくこと
（復習）教科書(pp169-175)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

３
前期

理学療法評価：評価尺度
ASIA評価
Zancolli分類
Frankel分類

講義・実技 （予習）前回までの講義を学習して
おくこと
（復習）教科書(pp187-193)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

４
前期

脊髄損傷に対する基本的評価
機能障害に対する評価（1）
　運動障害に対する評価
　筋力評価

講義・実技 （予習）MMTについて学習しておくこ
と
（復習）教科書(pp181-185)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

５
前期

機能障害に対する評価（2）
　運動障害に対する評価
　関節可動域評価

講義・実技 （予習）ROM・Tについて学習してお
くこと
（復習）教科書(p185)、配布資料で
講義の内容を理解すること

30

30

６
前期

機能障害に対する評価（3）
　感覚障害に対する評価

講義・実技 （予習）デルマトーマについて学習
しておくこと
（復習）教科書(pp185-186)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

７
前期

主な合併症と医学的管理
褥瘡、異所性骨化、排尿障害

講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp228-229)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

８
前期

脊髄損傷に対するADL評価 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp186-187)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30



９
前期

脊髄損傷に対する急性期の理学療法 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp193-202)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

10
前期

脊髄損傷に対する回復期の理学療法 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp202-223)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

11
前期

生活機能の向上と社会参加 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp224-226)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

12
前期

装具・自助具の適応 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp231-235)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

13
前期

環境制御に用いる機器 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp231-235)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

14
前期

呼吸障害に対する肺理学療法 講義・実技 （予習）呼吸について調べておくこ
と
（復習）教科書(pp196-199)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

15
前期

脊髄損傷まとめ 講義
レポート

（予習）前回までの講義について調
べておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30



リハビリテーション学科

【科目名】 中枢神経疾患理学療法学Ⅱ 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0630-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・実技を行う際は、動きやすい服装で受講してください。
・本科目は実務経験者対応科目です。医療機関で主に中枢神経疾患の理学療法に従事してきた経験から、中枢神経の基礎から疾患
の概要、理学療法について講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・レポートは他に支障がない限り返却します。
・試験の解答は、原則返却しません。
・中枢神経系の解剖・生理学について復習しておいてください。

【講義概要】

(目的)

・本講義では、特に脳血管障害の病因、症状、合併症を学習し、それらの障害に対する理学療法について理解することを目的とす
る。中枢神経系を損傷すると人体にどのような影響が起こるのかを知ることで、人体はどのような機能が必要かを理解することが
できる。

当該科目と授与方針等との関連性：P-3

(方法)

資料を配布する。実技も行う。また必要に応じて課題を与える。本科目は「中枢神経疾患理学療法学」の後半を講義し評価を実施
する。

講義とグループワークを繰り返しながら進める。適時、課題を出す。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経系の機能が損なわれるとどのようなことが起こるかを理解する。そのためには中枢神経系の構造や機能を理解した上で、
脳が障害された場合の病因や症状、それに対する理学療法評価や病期別の理学療法の展開について理解する。併せて、脳の損傷と
その回復についても理解する。

【行動目標(SBO)】

①脳の構造や機能、脳血管の走行について説明できる。
②脳血管障害によって生じる症状や合併症及びそれが起こる理由を説明できる。
③脳血管障害の病態に即した理学療法評価を選択し、実施できる。
④脳卒中片麻痺者で生じる問題をICFに沿って分類できる。
⑤脳卒中片麻痺者に対する理学療法プログラムを立案、説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

鈴木俊明,他：神経障害理学療法Ⅰ，脳血管障害，頭部外傷，脊髄損傷，メディカルビュー，2019

【参考書】

①石川朗（編）：15レクチャー，理学療法テキスト，神経障害理学療法学Ⅰ，中山書店，￥2400
②石川朗（編）：15レクチャー，理学療法テキスト，神経障害理学療法学Ⅱ，中山書店，￥2400

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規程のGPA制度に従う。
期末試験および課題レポート、その他を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 10 80

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
前期

オリエンテーション
中枢神経系理学療法の基礎：
中枢神経の構造と機能(1)

講義・演習  (予習）中枢神経系の解剖学・生理
学について調べておくこと
（復習）教科書（pp2-8）、配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30

２
前期

中枢神経系理学療法の基礎：
中枢神経の構造と機能(2)

講義・演習 （予習）前回までに学んだことにつ
いて学習しておくこと
（復習）教科書（pp8-18）配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30

３
前期

脳血管の走行 講義・演習 （予習）脳血管の解剖学について学
習しておくこと
（復習）配布資料で講義の内容を理
解すること

30

30

４
前期

各動脈領域の障害と出現する症候 講義・演習 （予習）主要な動脈が破綻した時の
症状について学習しておくこと
（復習）配布資料で講義の内容を理
解すること

30

30

５
前期

運動経路の解剖：
錐体路・錐体外路

講義・演習 （予習）運動に関与する経路につい
て学習しておくこと
（復習）教科書（pp32-33）、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

６
前期

運動経路の障害と症状 講義・演習 （予習）前回、学んだことについて
学習しておくこと
（復習）教科書（pp32-33）、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

７
前期

感覚経路の解剖：
後索-内側毛帯路
脊髄視床路
脊髄小脳路
脊髄網様体路

講義・演習 （予習）感覚の関与する経路につい
て学習しておくこと
（復習）教科書（p6,33）、配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30

８
前期

病巣と症状の関連性 講義・演習 （予習）前回、学んだことについて
学習しておくこと
（復習）教科書（p6,33）、配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30



９
前期

脳血管障害：
疾患の病態（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）

講義・演習 （予習）脳卒中の三大疾患について
調べておくこと
（復習）教科書（pp26-28）、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

10
前期

脳卒中の代表的な症候・障害 講義・演習 （予習）前回、学んだことについて
学習しておくこと
（復習）教科書（pp29-31）配布資料
で講義内容を復習しておくこと

30

30

11
前期

脳損傷とその回復：
回復のメカニズム
脳の可塑性

講義 （予習）脳の可塑性について予習し
ておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30

12
前期

脳血管障害に対する医学的管理
脳梗塞、脳出血、くも膜下出血

講義 （予習）脳血管障害について調べて
おくこと
（復習）教科書（pp37-42）配布資料
で講義内容を復習しておくこと

30

30

13
前期

脳血管障害におけるリハビリテーションの流れ 講義 （予習）各時期別リハビリテーショ
ンについて調べておくこと
（復習）教科書（pp85-98）配布資料
で講義内容を復習しておくこと

30

30

14
前期

脳卒中片麻痺に対する評価（１）
機能障害：事例を通して解釈する

講義・演習 （予習）片麻痺機能評価について調
べておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30

15
前期

脳卒中片麻痺に対する評価（２）
活動制限：事例を通して解釈する

講義・演習
レポート

（予習）ADLについて調べておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30



リハビリテーション学科

【科目名】 発達障害理学療法学 【担当教員】 　押木　利英子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0645-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 押木：oshiki@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 押木：水・木　11:00～17:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

発達障害理学療法は理学療法の主要な分野のひとつです。必修科目であり、主体的な出席を望みます。

＊この科目は実務経験のある教員による授業科目です。肢体不自由児施設、小児医療センター、総合病院小児リハ科等の理学療法
に従事してきた経験から、小児の運動発達とその評価方法について講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

１．この科目では15分以上の遅刻は欠席となります。
２．この科目は対面授業で行います。ただし、コロナ感染の状況に応じてその限りではありませんので、Teams連絡事項を注意し
てみておいてください。
３．この科目の学修には「小児科学」関連の基礎知識が必須ですので、よく復習しておいてください。
４．試験結果は必要に応じて解説を行います。

【講義概要】

(目的)

運動発達障害児に対する理学療法では成長・発達の機序、評価法について学びます。さらに、発達評価をすることで発達障害児の
早期発見・治療の重要性や意義について修することを目的とします。

当該科目と学位授与方針との関連性；A-2
当該科目と学位授与方針との関連性；P-2,3

(方法)

この科目は対面授業で行います。主として教科書や配布資料を使用して講義を行います。また、個人の学習課題を課して、それを
もとにグループ討論、実技、発表を実施します。

【一般教育目標(GIO)】

・小児の正常運動発達の機序（受胎から立位。歩行まで）を理解し、その体現方法を習得する。
・総合的発達や運動発達の評価方法を習得する。
・脳性麻痺総論、異常運動発達を修得する。

【行動目標(SBO)】

・小児の正常発達（胎児、背臥位、腹臥位、座位、立位、歩行）が説明、体現ができる。
・発達に関する評価方法やADL評価方法を理解し、実施できる。
・脳性麻痺の異常運動発達について説明し、体現できる

【教科書・リザーブドブック】

小児理学療法テキスト(改定3版)　田原弘幸 他　南江堂　2019年　4,500円＋税

【参考書】

正常発達と脳性まひの治療とアイデア（第2版）Jung Sun Hongtyou 紀伊克昌　他　三和書店　2014年　4104円
その他は授業中に必要に応じて紹介します。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います。
・成績評価：期末試験及び中間テスト、小テスト、レポート、発表内容、その他により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 10 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 10 70

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1、2 正常発達
発達とは・発達指標とは
　　                        担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P3～P14を読んでおく　復習：正
常運動発達についてにまとめる

60

3，4 各種発達評価法（１）　

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P3～P18を読んでおく　復習：正
常運動発達についてまとめる。評価
法について自分で実施してみる。

60

5，6 各種発達評価法（２）　

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P15～P33を読んでおく。復習：
評価法について自分で実施してみる
。

60

7，8 各種発達評価法（３）　

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P46～P61を読んでおく。復習：
評価法について自分で実施してみる
。

90

9.10 正常運動発達の実技・演習
　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

演習：グループ
ワーク、PBL学習

予習：1̃8限までの授業内容をよく読
んでおく。事前に出された課題につ
いて情報収集しまとめておく。

60

11，12 異常姿勢反射と運動発達障害

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習・復習：教科書「小児理学療法
テキスト」P62～P69を読んでおく

60

13、14 筋緊張の評価と異常運動発達演習
　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

演習：グループ
ワーク、PBL学習

予習：11̃13限までの授業内容をよく
読んでおく。事前に出された課題に
ついて情報収集しまとめておく。

90

15 中間試験 ペーパー試験 復習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P3～P90を読んで復習する。配布
資料を読み返す。覚える。
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リハビリテーション学科

【科目名】 発達障害理学療法学 【担当教員】 　押木　利英子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0645-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 押木：oshiki@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 押木：水・木　11:00～17:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

発達障害理学療法は理学療法の主要な分野のひとつです。必修科目であり、主体的な出席を望みます。

＊この科目は実務経験のある教員による授業科目です。肢体不自由児施設、小児医療センター、総合病院小児リハ科等の理学療法
に従事してきた経験から、小児の運送発達とその評価方法について講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

１．この科目は対面授業を行います。コロナ伝搬の状況によりこの限りではありませんので、Teams連絡は注意してみてください
。
２．この科目の学修には「小児科学」関連の基礎知識が必須ですので、よく復習しておいてください。
３．試験結果は必要に応じて解説を行います。

【講義概要】

(目的)

運動発達障害児に対する理学療法では成長・発達の機序、評価法、運動療法について学びます。さらに、脳性麻痺、ダウン症など
における運動機能障害が個々の発達や生活活動にどのような影響があるのかについて学修することを目的とします。
当該科目と学位授与方針との関連性；A-2
当該科目と学位授与方針との関連性；P-2,3

(方法)

この科目は対面授業を行います。主として教科書や配布資料を使用して講義を行います。

【一般教育目標(GIO)】

・各小児疾患の異常運動発達を理解し、習得する。
・小児の代表的な疾患児の運動療法の基本と主要疾患へのアプローチを習得する。

【行動目標(SBO)】

・発達障害を伴う代表的な疾患の特徴とアプローチの方法を説明できる。
・疾患別の理学療法計画の立案・評価・実践ができる。

【教科書・リザーブドブック】

小児理学療法テキスト(改定3版)　田原弘幸 他　南江堂　2019年　4,500円＋税

【参考書】

正常発達と脳性まひの治療とアイデア（第2版）Jung Sun Hongtyou 紀伊克昌　他　三和書店　2014年　4104円
その他は授業中に必要に応じて紹介します。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います。
・成績評価：期末試験、課題提出、その他により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 20 70

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 脳性麻痺　痙直型四肢麻痺
　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書P91～P107 「小児理学
療法テキスト」を読んでおく。

90

3,4 脳性麻痺　痙直型片麻痺
　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ108～P119、Ｐ128～P136を読
んでおく。

90

5,6 脳性麻痺　アテトーゼ型

　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ1417～P155を読んでおく。

90

7.8 子どもの整形外科疾患
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業
PBL

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ162～P174を読んでおく。

90

9,10 知的障害児の理学療法　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ173～P188を読んでおく。

90

11,12 子どもの遺伝性疾患
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木・中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ109～P208を読んでおく。

90

13,14 重症心身障害児と療育指導

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P209～P220を読んでおく。

90

15 期末試験 ペーパー試験 復習：教科書「小児理学療法テキス
ト」の講義した領域と教材をよくr買
いしておく、「
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リハビリテーション学科

【科目名】 老年期理学療法学 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0665-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 火～木、12:30-13:30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1. すでに履修がすんでいる科目については、理解している前提で授業を進めるので復習しておく。
2. 事前に配布された資料を予習しておく。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1. 教科書、配布資料、動画を使用した講義を中心に行う。
2. 定期的に授業開始前に授業内容のミニテストを行う。
3. この科目は実務経験者対応科目である。

【講義概要】

(目的)

1. 骨、関節、筋肉、神経などの運動器、肺などの呼吸器、心臓、血管などの循環器、心理・精神機能などは、加 
   齢に伴い様々に変化する。これらの加齢性疾患は、要介護状態に至ることで大きな医療・社会的問題となって 
   いる。本授業では加齢性疾患の概要について講義して、理学療法に関連した疾患、状態を説明し、健康増進・
   介護予防、リハビリテーションについての知識を理解する。

(方法)

1. 配布資料、動画を使用し、高齢者の身体特性・身体機能の理解を深め、理学療法評価・プログラムについて講
　 義を行う。
2. 講義内容によって、学生間での討論を促す。

【一般教育目標(GIO)】

1. 超高齢社会の現状、高齢者の身体機能、精神機能、リスク管理、疾患特異的な評価について理解している。

【行動目標(SBO)】

1. 超高齢社会の現状について説明できる。
2. 高齢者の身体機能、精神機能について説明できる。
3. 高齢者の一般的リスク管理、在宅でのリスク管理について説明できる。
4. 高齢者の包括的評価、疾患特異的評価について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

1. 資料、プリントを適時配布，Teams内に格納しておく。

【参考書】

１．島田裕之　他編集　『高齢者理学療法学』医歯薬出版，2017年．￥9,720（税込み）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1. 成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に従
   う。
2. 成績評価は、期末試験・小テスト・出欠により総合的に評価する。
3. 本試験（70％）、小テスト（15％）、ノート点検（10％）、出席・授業への取り組みなど（5％）で評価を行 
   う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 15 0 0 0 10 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 10 0 0 70

思考・推論・創造の力 10 5 0 0 15

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 0 0

発表力 0 0 0 0 0

学修に取り組む姿勢 0 0 10 5 15

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 ・超高齢者社会の現状と課題
・加齢に伴う身体的変化
・小テスト

講義 (予習）事前配布資料
(復習）整理し教科書のまとめ

60

3.4 ・フレイル
・サルコペニア
・小テスト

講義 (予習）事前配布資料
(復習）整理しまとめること
参考書pp393-401(以下同様)

60

5.6 ・ロコモティブ症候群
・骨粗鬆症と骨折
・小テスト

講義 (予習）事前配布資料
(復習）整理しまとめること
 pp402-412,pp306-307,pp466,

60

7.8 ・転倒と骨折
・筋力トレーニング
・小テスト

講義 (予習）事前配布資料
(復習）整理しまとめること
 pp384-391

60

9.10 ・認知機能、認知症
・小テスト

講義 (予習）事前配布資料
(復習）整理しまとめること
 pp139-148
 pp374-382
 pp422-431

60

11.12 ・地域理学療法
・訪問理学療法とリスク管理
・誤嚥性肺炎

講義 (予習）事前配布資料
(復習）整理しまとめること
 pp220-225
 pp438-445

60

13.14 ・低栄養、脱水など
・褥瘡
・小テスト

講義 (予習）事前配布資料
(復習）整理しまとめること
 pp446-452
 pp454-460

60

15 ・まとめ 講義
演習

60



リハビリテーション学科

【科目名】 触察技術学 【担当教員】 　若菜　翔哉、長島　裕子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 wakana@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 火：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・本科目は実技を中心として実施していく．
・本科目は実務経験5年以上の理学療法士資格を有する教員が複数担当する．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・各自，教科書などの教材を利用し，事前学習および復習を行うこと（ランドマーク、筋の起始・停止）．
・受講の際は，体表に振れやすい服装とし，原則は半袖Tシャツ，半ズボンを着用とする（体調や気候により例外あり）．
・触診の際にアクセサリーなど必要のない装飾品は禁止し，爪には十分注意すること．
・学修した部位を理学療法評価に応用できるように意識すること．
・試験後のフィードバックは当該教員に予定を聞き，各自で確認をすること．

【講義概要】

(目的)

理学療法に必要な運動器の異常を触診により検出する能力を高める．同時に体表解剖学を学ぶことにより，どのような組織に異常
があるかを同定することができる．病的部位の種類や損傷の程度により，理学療法の適応か否か，またどのような理学療法をする
ことが適切かを判断できるようになることを目的とする．
当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2,P-3

(方法)

・体表のランドマークになる部位，筋や靱帯の場所を触診により同定できるように実技を行う．
・触診部位の正確性について実技試験を行い，その都度フィードバックする．

【一般教育目標(GIO)】

・ランドマークを的確に触診することができる．
・筋の起始・停止・走行を触診することができる．

【行動目標(SBO)】

・ランドマークを的確に触診することができ，理学療法評価に応用することができる．
・筋の起始・停止・走行を触診することができ，理学療法評価に応用することができる．

【教科書・リザーブドブック】

１．青木隆明監修，改訂第2版運　動療法のための機能解剖学的触診技術（上肢）、メジカルビュー社、2015年、5700円（税別）
、２；青木隆明監修、改訂第2版運　動療法のための機能解剖学的触診技術（下肢・体幹）、メジカルビュー社、2015年、5700円
（税別）

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は，本学学則規程のGPA制度に従う．
・出席点は評価に含まない．
・成績評価は，実技試験と小テストにより総合的に評価する．
・試験：実技試験，小テスト：講義の内容ごとに行う確認テスト（全8回）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 20 100

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 触診の基礎，ランドマークの触診（上肢） ・実技（若菜，　　
　長島）
・小テスト

ランドマークを確認しておくこと 60

3.4 ランドマークの触診（体幹・骨盤帯） ・実技（若菜，
　長島）
・小テスト

ランドマークを確認しておくこと 60

5.6 ランドマークの触診（下肢） ・実技（若菜，
　長島）
・小テスト

ランドマークを確認しておくこと 60

7.8 肩甲骨の触診１ ・実技（若菜，
　長島）

肩甲骨の構造を理解し，肩甲骨の各
部位を確認すること

60

9.10 肩甲骨の触診２ ・実技（若菜，
　長島）
・小テスト

肩甲骨の構造を理解し，肩甲骨の各
部位を確認すること

60

11.12 肩甲帯周囲筋の触診１ ・実技（若菜，
　長島）

肩甲帯周囲筋の起始・停止・走行を
確認すること

60

13.14 肩甲帯周囲筋の触診２ ・実技（若菜，
　長島）
・小テスト

肩甲帯周囲筋の起始・停止・走行を
確認すること

60

15.16 上肢筋の触診 ・実技（若菜，　
　長島）
・小テスト

上肢筋の起始・停止・走行を確認す
ること

60



17.18 体幹・骨盤帯周囲筋の触診１ ・実技（若菜，
　長島）

体幹・骨盤帯周囲筋の起始・停止・
走行を確認すること

60

19.20 体幹・骨盤帯周囲筋の触診２ ・実技（若菜，
　長島）

体幹・骨盤帯周囲筋の起始・停止・
走行を確認すること

60

21.22 体幹・骨盤帯周囲筋の触診３ ・実技（若菜，
　長島）
・小テスト

体幹・骨盤帯周囲筋の起始・停止・
走行を確認すること

60

23.24 下肢筋の触診１ ・実技（若菜，
　長島）

下肢筋の起始・停止・走行を確認す
ること

60

25.26 下肢筋の触診２ ・実技（若菜，
　長島）

下肢筋の起始・停止・走行を確認す
ること

60

27.28 下肢筋の触診３ ・実技（若菜，
　長島）
・小テスト

下肢筋の起始・停止・走行を確認す
ること

60

29.30 まとめ ・実技（若菜，
　長島）

これまで学修してきたランドマーク
・骨・筋の触診を復習し，スムーズ
に触診できるようにすること

60

実技試験（若菜，長島） ・実技試験（若
　菜，長島）

総まとめ



リハビリテーション学科

【科目名】 生活環境論Ⅱ 【担当教員】 　木村　和樹、長島　裕子

【授業区分】 専門分野(地域理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 平日9時～17時（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

グループワークを行い成果発表を行う。退院支援や在宅でのリハビリテーションを実施してきた経験から、退院後の生活場面を想
定した住宅改修案等を講じる。
そのため、本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義中は私語を慎み、学ぶ姿勢をもって望むこと。 
課題作業は積極的に教員の確認をもらい、修正していくこと。

【講義概要】

(目的)

在宅障害者や高齢者が、より豊かに自立した生活を送るために必要となる住宅改修や福祉用具について、その種類や特性を学び、
生活範囲の拡大を目指した関わりができることを目的に学修する。また、住宅改修や福祉用具を活用するために必要となる、医療
・福祉制度についても学修することを目的とする。
※当該科目学位授与方針等との関連性；A-2,P-2

(方法)

住宅改修、福祉用具の基礎を講義で行い、具体的な実践例の紹介、成果発表を行い理解を深める。

【一般教育目標(GIO)】

理学療法士は、対象とする人の身体的および精神的機能の維持向上を図るだけではなく、各人がおかれている生活環境の中で、よ
り豊かに自立した生活が送れるように支援することが求められる。そのために必要な知識や自宅での生活場面を想定して、実際に
住宅改修案を提案できることが目標である。

【行動目標(SBO)】

①生活環境評価の手順を理解し、評価のポイントを説明できる。
②生活環境改善計画の実際を理解し、症例に即した改善計画を立てることができる。 
③生活環境改善に必要な住宅改修や福祉用具について説明することができる。

【教科書・リザーブドブック】

鶴見隆正，隆島研吾（編）：標準理学療法学，専門分野，日常生活活動学・生活環境学，第5版，医学書院，2017

【参考書】

伊藤利之・江藤文夫（編）：新版日常生活活動（ADL），評価と支援の実際，医歯薬出版，2010 
野村歡・橋本美芽：OT・PTのための住環境整備論，第2版，三輪書店，2014

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
成果発表により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 20 20

発表力 0

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 オリエンテーション
生活環境と法律制度

講義（長島） 住宅改修に関わる法律制度を理解す
る。

30分

3.4 住宅改修の基本と進め 講義（長島） 講義を復習して、発表資料に反映さ
せること。

30分

5.6 住宅改修（作業①） 講義（木村、長
島）

作業の進捗状況を教員に報告して、
必要に応じで修正する。

60分

7.8 理学療法と住宅改修の例 講義（木村） 住宅改修の提案を自ら考えておくこ
と。

30分

9.10 住宅改修（作業②） 講義（木村、長
島）

作業の進捗状況を教員に報告して、
必要に応じで修正する。

60分

11 住宅改修（作業③） 講義（木村、長
島）

作業の進捗状況を教員に報告して、
必要に応じで修正する。

60分

12.13 成果発表 成果発表（木村
、長島）

成果発表に向けた準備をして望むこ
と。 
質問や指摘事項をグループで整理す
ること。

30分

14.15 成果発表 講義（木村・長
島）

成果発表に向けた準備をして望むこ
と。 
質問や指摘事項をグループで整理す
ること。

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 地域リハビリテーション論Ⅰ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(地域理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) (火)～(木)　12:30-13-30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

１．履修前に理学療法の概要を学修している。
２．本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。地域リハビリテーション・地域理学療法に従事した経験
    から、地域理学療法、理学療法士に求められる役割等について講義する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

１．毎回、テキストの指定頁を予習しておくことが必須である。
２．定期試験後の回答・解説は再試験該当者には実施する。本試験合格者びは希望により試験結果を閲覧できる。

【講義概要】

(目的)

１．高齢者施設の入所者、在宅の療養者を想定した入所、訪問、通所の理学療法について、考え方、知識を修得す
    る。
２．「地域」の事例に対して、理学療法の問題点、プログラムのについて理解している。

当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2、A-3、P-2

(方法)

１．主にテキストを中心とした内容及び配布資料に基づいて講義を行う。
２．予習の確認として小テストを実施する。小テストはFormsで回答し、それらを出欠の確認とする。
３．適宜、レポートを求める。

【一般教育目標(GIO)】

１．地域リハビリテーションについてまたその中での理学療法士の位置づけを理解すること。
２．生活場面（在宅・介護福祉施設など）で理学療法士の具体的役割を理解する。

【行動目標(SBO)】

１．施設入所者、在宅療養者の地域理学療法の問題点、基本的理学療法を説明できる。
２．地域理学療法の諸制度を理解し、予防的視点からも地域理学療法を説明できる。
３．地域理学療法における福祉用具や住宅改修の住環境整備について説明できる。
４．地域理学療法の事例について自力で考察を加えることができる。

【教科書・リザーブドブック】

浅川康吉．地域理学療法学．MEDICAL VIEW,2019.¥4,500（税別）

【参考書】

牧田 光代，金谷 さとみ編．地域理学療法（第4版），医学書院，2017年，￥5,170（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

１．成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に
    従う。
２．成績評価は、期末試験・小テスト・レポート・出欠により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 5 55

思考・推論・創造の力 20 10 5 35

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力

学修に取り組む姿勢 5 5 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 地域リハビリテーションの理解
・地域リハビリテーション
・地域理学療法
・地域における理学療法の役割

講義：小林 テキストの関連頁(以下同様）
pp2-11

60

3,4 入所理学療法 講義：小林
課題研究

pp127-131
pp155-160

60

5,6 訪問理学療法 講義：小林
課題研究

pp119-127
pp137-145

60

7,8 通所理学療法 講義：小林
課題研究

pp123-127
pp146-155

60

9,10 福祉用具と住環境整備 講義：小林
課題研究

pp215-226 60

11,12 介護予防と地域理学療法 講義：小林
課題研究

pp92-97
pp210-214
pp293-295

60

13,14 地域包括ケアシステムと地域理学療法 講義：小林
課題研究

pp84-88
pp230-233

60

15 まとめ，定期試験 講義：小林



リハビリテーション学科

【科目名】 見学実習 【担当教員】 　長島　裕子

【授業区分】 専門分野(臨床実習) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 y.nagashima@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 4 【コマ数】 180 (オフィスアワー) 月曜日　12：40～13：30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・理学療法学専攻2年次の実習科目です。
・本科目の履修条件は、学内の実習規定に基づく。
・やむを得ず欠席する場合は事前に連絡を入れること。
・学内実習も学外実習と同様の身だしなみ（特に毛髪、爪）でいること。
本科目は、医療及び地域保健機関で理学療法士としてリハビリテーションに従事した実務経験のある教員が進めていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・実習の意義を把握すること
・オリエンテーション、学内・学外実習は遅刻厳禁

【講義概要】

(目的)

・理学療法士が所属している医療施設または老人保健施設等の福祉施設に赴き、理学療法を実施している場面を実際に見学しなが
ら理学療法士の職場環境や他の医療職種との関わりなどに学び、自ら進む理学療法士像のイメージを創る。
・理学療法士に必要なコミュニケーション技術や評価技法を学修する。
・理学療法士として働くのに必要な文章作成能力を学修する。
※当該科目と学位授与方針との関連性：A-1,2,3、P-1,2,3,4

(方法)

実習は学内実習と学外実習で構成。
学内実習はオリエンテーションを含み、実習前および実習後に学内にて実施する。
学外実習は県内および県外の医療、福祉施設にて実施する。
学外実習期間は2週間とする。

【一般教育目標(GIO)】

・臨床現場での理学療法士業務全般を学ぶ
・臨床評価実習を円滑に行うために必要な知識と技術を身につける

【行動目標(SBO)】

・臨床現場での理学療法士の業務と役割を理解する
・感染対策、事故防止を実践する
・デイリーノートの記載方法を学ぶ
・理学療法士として患者への関わり方を学ぶ

【教科書・リザーブドブック】

・基礎からの確認　PT臨床実習チェックリスト

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
学内実習や学外実習の評価すべてを総合的に判断する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 20 30 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10 10 30

思考・推論・創造の力 10 10 10 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10 10 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-4 ・オリエンテーション
・デイリーノートの書き方
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

5-8 ・デイリーノートの書き方確認
・ＯＳＣＥとＰＢＴ（筆記試験）について
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

9-12 ・実習に必要なマナーについて
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

13-16 ・実習に必要なマナーについて
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

17-20 ・クリニカルカラークシップについて
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

21-24 ・リスク管理と危険予知トレーニング
・コミュニケーションについて

講義
グループワーク

デイリーノートを記載する
リスク管理について理解できる

60分

25-28 ・リスク管理と危険予知トレーニング
・コミュニケーションについて

講義
グループワーク

デイリーノートを記載する
リスク管理について理解できる

60分

29-32 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分



33-36 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

37-40 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

41-44 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

45-48 ・学生紹介用紙等の作成
・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

49-52 ・プレＰＢＴ
・面接ＯＳＣＥ練習

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

53-56 ・プレＰＢＴ
・面接ＯＳＣＥ練習

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

57-60 ・ＰＢＴ
・面接ＯＳＣＥ練習
・学内実習前オリエンテーション

試験
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

61-64 ・面接ＯＳＣＥ 試験 デイリーノートを記載する 60分

65-76 ・実習前学内実習 グループワーク デイリーノートを記載する 60分

77-166
（2週間）

学外実習 各実習施設 デイリーノートを記載する
実習課題をまとめる

60分

167-180 ・実習報告会
・ＯＳＣＥ
・ＰＢＴ

発表
試験

デイリーノートを記載する
見学実習のまとめ

60分



リハビリテーション学科

【科目名】 見学実習 【担当教員】 　長島　裕子

【授業区分】 専門分野(臨床実習) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 y.nagashima@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 4 【コマ数】 180 (オフィスアワー) 月曜日　12：40～13：30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・理学療法学専攻2年次の実習科目です。
・本科目の履修条件は、学内の実習規定に基づく。
・やむを得ず欠席する場合は事前に連絡を入れること。
・学内実習も学外実習と同様の身だしなみ（特に毛髪、爪）でいること。
本科目は、医療及び地域保健機関で理学療法士としてリハビリテーションに従事した実務経験のある教員が進めていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・実習の意義を把握すること
・オリエンテーション、学内・学外実習は遅刻厳禁

【講義概要】

(目的)

・理学療法士が所属している医療施設または老人保健施設等の福祉施設に赴き、理学療法を実施している場面を実際に見学しなが
ら理学療法士の職場環境や他の医療職種との関わりなどに学び、自ら進む理学療法士像のイメージを創る。
・理学療法士に必要なコミュニケーション技術や評価技法を学修する。
・理学療法士として働くのに必要な文章作成能力を学修する。
※当該科目と学位授与方針との関連性：A-1,2,3、P-1,2,3,4

(方法)

実習は学内実習と学外実習で構成。
学内実習はオリエンテーションを含み、実習前および実習後に学内にて実施する。
学外実習は県内および県外の医療、福祉施設にて実施する。
学外実習期間は2週間とする。

【一般教育目標(GIO)】

・臨床現場での理学療法士業務全般を学ぶ
・臨床評価実習を円滑に行うために必要な知識と技術を身につける

【行動目標(SBO)】

・臨床現場での理学療法士の業務と役割を理解する
・感染対策、事故防止を実践する
・デイリーノートの記載方法を学ぶ
・理学療法士として患者への関わり方を学ぶ

【教科書・リザーブドブック】

・基礎からの確認　PT臨床実習チェックリスト

【参考書】

特になし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
学内実習や学外実習の評価すべてを総合的に判断する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 20 30 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10 10 30

思考・推論・創造の力 10 10 10 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10 10 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-4 ・オリエンテーション
・デイリーノートの書き方
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

5-8 ・デイリーノートの書き方確認
・ＯＳＣＥとＰＢＴ（筆記試験）について
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

9-12 ・実習に必要なマナーについて
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

13-16 ・実習に必要なマナーについて
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

17-20 ・クリニカルカラークシップについて
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

21-24 ・リスク管理と危険予知トレーニング
・コミュニケーションについて

講義
グループワーク

デイリーノートを記載する
リスク管理について理解できる

60分

25-28 ・リスク管理と危険予知トレーニング
・コミュニケーションについて

講義
グループワーク

デイリーノートを記載する
リスク管理について理解できる

60分

29-32 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分



33-36 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

37-40 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

41-44 ・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

45-48 ・学生紹介用紙等の作成
・疾患について学ぶ
・コミュニケーションについて

講義
実技演習

デイリーノートを記載する
疾患についてまとめる

60分

49-52 ・プレＰＢＴ
・面接ＯＳＣＥ練習

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

53-56 ・プレＰＢＴ
・面接ＯＳＣＥ練習

講義
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

57-60 ・ＰＢＴ
・面接ＯＳＣＥ練習
・学内実習前オリエンテーション

試験
実技演習

デイリーノートを記載する 60分

61-64 ・面接ＯＳＣＥ 試験 デイリーノートを記載する 60分

65-76 ・実習前学内実習 グループワーク デイリーノートを記載する 60分

77-166
（2週間）

学外実習 各実習施設 デイリーノートを記載する
実習課題をまとめる

60分

167-180 ・実習報告会
・ＯＳＣＥ
・ＰＢＴ

発表
試験

デイリーノートを記載する
見学実習のまとめ

60分



リハビリテーション学科

【科目名】 コンピューターと人間の接点Ⅰ 【担当教員】 　浅海　岩生

【授業区分】 教養分野(情報) 【授業コード】 1-05-0155-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 igasami@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金曜(9-17時)メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・授業では自分のパソコンを使用し実習しますので各自持参してください。
・Office365に接続できるようメールアドレス・パスワードを控えておくこと

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・課題はMicrosoft Teamsを使用し提出してもらいます。(Teamsの使用方法は授業の中で説明します。)
・課題・テストは必要に応じTeamsを用い返却します。
・本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。主担当教員は総合病院に勤務した経験より医療施設での情報リテラシーと
活用について必要とする知識を講義します。

【講義概要】

(目的)

・人間とコンピュータを結ぶインターフェースについて学ぶ。
・コンピュータによる各種のセンサーよりのデータ収集と機器の制御について学習する。

・当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-3

(方法)

・マイクロ・コンピュータ(MICRO:BIT)を使用しプログラムの基礎を修得する。
・各種のセンサーよりのデータの取得方法について実習する。

【一般教育目標(GIO)】

・人間とコンピュータを結ぶセンサーについて説明できる。
・各種のセンサーよりデータを取り込む方法を説明できる。

【行動目標(SBO)】

・MICRO:BITの構造について説明できる。
・MICRO:BITを使用した簡単なプログラミングが作成できる。
・MICRO:BITを使用し各種のセンサーよりデータの取り込みプログラムを作成できる。

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じ資料を配布する。

【参考書】

必要に応じ資料を配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、小テストおよびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 20 50 10 0 0 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 20 30

思考・推論・創造の力 10 30 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション
・コンピュータとセンサーを用いたデータ収集
・マイクロコンピュータMICRO:BITについて
・プログラミング環境(Microsoft Make Cord)につ
いて

講義・演習 ・シラバスを読んでおく。
・MICRO:BITの概要について復習する
。

10分
15分

2 LEDを制御する。
・LEDに文字を表示する。
・ハートマークを点滅させる。
・音を発生させる。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題1の作成

10分
15分

3 乱数と条件分岐
・乱数の使用方法
・条件分岐の使用方法
・じゃんけんゲームの作成

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題2の作成

10分
15分

4 スイッチを使用したプログラム
・スイッチでLEDを点灯させる。
・時間を測定する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題3の作成

10分
15分

5 温度を測定する。
・温度をグラフ表示する。
光の強さを測定する。 
・人感センサーを作成する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題4の作成

10分
15分

6 揺れを感知する。 
・電子サイコロを作成する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題5の作成

10分
15分

7 傾きを測定する。 
・傾きを数量化する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題6の作成

10分
15分

8 方位を測定する。 
・コンパスを作成する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題7の作成

10分
15分



9 電圧を測定する。 
・人体接触を感知する。 
・簡易電圧計を作る。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題8の作成

10分
15分

10 シリアル通信とコンソールの使用方法 
・マイクロコンピュータとパソコン間のデータ送 
受信の方法を学ぶ。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題9の作成

10分
15分

11 2つのMICRO:BITを無線接続する 
・文字列の送受信 
・数値の送受信

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題10の作成

10分
15分

12 リモート計測 
・室温をリモート計測する。 
・測定データのエキスボート

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題11の作成

10分
15分

13 歩数計の作成(1) 
・無線を使用し歩行中の加速度を送受信する。 
・加速度波形を記録する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題12の作成

10分
15分

14 歩数計の作成(2) 
・加速度波形より歩数を推定する。

講義・演習 ・配布資料を確認しておく。
・課題13の作成

10分
15分

15 まとめ 講義 ・前回までの配布資料を確認してお
く。
・課題14の作成

30分

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 コンピューターと人間の接点Ⅱ 【担当教員】 　浅海　岩生

【授業区分】 教養分野(情報) 【授業コード】 1-05-0156-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 igasami@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金曜(9-17時)メールにて対応

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・授業では自分のパソコンを使用し実習しますので各自持参してください。
・Office365に接続できるようメールアドレス・パスワードを控えておくこと

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・課題はMicrosoft Teamsを使用し提出してもらいます。(Teamsの使用方法は授業の中で説明します。)
・課題・テストは必要に応じTeamsを用い返却します。
・本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。主担当教員は総合病院に勤務した経験より医療施設での情報リテラシーと
活用について必要とする知識を講義します。

【講義概要】

(目的)

・この科目ではAIの基礎を学習し、具体的使用例を体験することによりAIの有用性を理解する。 
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-3

(方法)

・AIの基礎的知識を講義により理解する。 
・画像認識・音声認識・姿勢認識についてデータ作成とグログラムへの応用を理解する。

【一般教育目標(GIO)】

・AIの活用について説明できる。

【行動目標(SBO)】

・AIの活用とプログラム作成の流れについて説明できる。 
・Scratchを使用しAIを用いた初歩的プログラム開発ができる

【教科書・リザーブドブック】

必要に応じ資料を配布する。

【参考書】

・阿部和広　監修/横川耕二: おとなも学びたいプログラミングSCRATCH入門、エムディエヌコーポレーション　¥1650 
・ScratchでAIを学ぼう ゲームプログラミングで強化学習を体験 (日本語) 単行本 　¥2090

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、小テストおよびレポート点等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 40 50 0 0 0 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 25 45

思考・推論・創造の力 20 25 45

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 
・AIとは何か 
・AIの利用領域

講義 ・teamsで動画を見ておく
・課題1を行う。

10分
20分

2 強化学習とAIについて 
Scratchの使用方法(1) 
・エディタの使用方法 
・プログラムの保存・読み込み方法

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題2を行う。

10分
20分

3 Scratchの使用方法(2) 
・スプライト・背景について 
・イベント・メッセージの活用

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題3を行う。

10分
20分

4 Scratchの使用方法(3) 
・変数・リストと演算 
・条件分岐

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題4を行う。

10分
20分

5 Scratchの使用方法(4) 
・例題の作成

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題5を行う。

10分
20分

6 L1-Q学習のアルゴリズム 
・行動と報酬 
・期待値 
・報酬予測と学習則

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題6を行う。

10分
20分

7 Scratchを使用しL1-Q学習プログラムを作成する。 講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題7を行う。

10分
20分

8 L2-Q学習のアルゴリズム 
・行動・報酬・状態 
・状態の変化に伴うアルゴリズム 
・2回より多く行動を選ぶ場合

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題8を行う。

10分
20分



9 Scratchを使用しL2-Q学習プログラムを作成する。 講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題9を行う。

10分
20分

10 Teachable machineと機械学習モデルの作成 
・画像認識 
・音声認識 
・ポーズ認識

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題10を行う。

10分
20分

11 機械学習モデルの応用・Scratchプログラム(1) 
・画像認識プログラム

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題11を行う。

10分
20分

12 機械学習モデルの応用・Scratchプログラム(2) 
・音声認識プログラム

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題12を行う。

10分
20分

13 機械学習モデルの応用・Scratchプログラム(3) 
・ポーズ認識プログラム

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題13を行う。

10分
20分

14 音声合成について 
・音声合成の原理 
・Scratchで「音声合成」拡張機能を使用する。

講義・演習 ・teamsで動画を見ておく
・課題14を行う。

10分
20分

15 まとめ 講義 ・teamsで動画を見ておく
・課題15を行う。

10分
20分



リハビリテーション学科

【科目名】 総合医療英語Ⅰ・上級 【担当教員】 　原　亜由美

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0181-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 ayumi.hara38@gmail.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) メール随時受付。返信は平日のみ。

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

課題および小テストにはコメントを戻すので各自反映すること。課題提出期限、添削コメントの戻しはそれぞ1週間以内とする。

【講義概要】

(目的)

英文エッセイの基本の書き方を学ぶ。医療に関連するテーマについて、自分の主張を英語でまとめられるようになる。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

オンデマンドによる講義で課題提出と添削コメントのやりとり。テーマの設定、参考資料の検討、エッセイの構成と、各段階のポ
イントを講義で伝え、英文エッセイを完成させる。

【一般教育目標(GIO)】

医療分野における、効果的な情報提示を目的とした英語使用の基本を理解する。

【行動目標(SBO)】

英文エッセイやプレゼンテーションの基本を覚える。適切な段落構成、参考資料の書き方をエッセイに反映する。

【教科書・リザーブドブック】

指定教科書なし

【参考書】

様式は問わないが辞書（英和、和英）を用意、使用のこと。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

課題及び小テストを総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 45 45

思考・推論・創造の力 45 45

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 講義 概要把握 45分

2 エッセイ執筆に必要な英文基本事項の確認 演習 自己紹介文の作成 45分

3-4 課題演習（テーマ検討） 講義・演習 テーマについての具体的検討　　　　　
テーマについて日本語での小レポー
ト

90分

5-6 課題演習（テーマの選定と参考資料） 講義・演習 テーマ選定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参考資料リスト作成

90分

7-8 課題演習（構成） 講義・演習 構成についての日本語小レポート 90分

9-10 課題演習（英語表現） 講義・演習 英語での構成提出 90分

11-12 課題演習（エッセイ執筆①） 講義・演習 エッセイ下書きの提出 90分

13-14 課題演習（エッセイ執筆②） 講義・演習 完成エッセイの提出 90分



15 課題講評、小テスト 講評・演習 エッセイ全体の講評　　　　　　　　　
英文エッセイ書き方一般についての
知識を問う小テスト

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 総合医療英語Ⅱ・上級 【担当教員】 　原　亜由美

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0182-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 ayumi.hara38@gmail.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) メール随時受付。返信は平日のみ。

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

総合医療英語I・上級を履修した学生のみ

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

課題および小テストにはコメントを戻すので各自反映すること。課題提出期限、添削コメントの戻しはそれぞ1週間以内内とする
。

【講義概要】

(目的)

英語プレゼンテーション用のスライド資料作成を学ぶ。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

オンデマンドによる講義で課題提出と添削コメントのやりとり。テーマの設定、参考資料の検討、スライドの構成と、各段階のポ
イントを講義で伝え、プレゼンテーションスライド資料を完成させる。

【一般教育目標(GIO)】

医療分野における、効果的な情報提示を目的とした英語使用の基本を理解する。

【行動目標(SBO)】

英文エッセイやプレゼンテーションの基本を覚える。適切な段落構成、参考資料の書き方をプレゼンテーション資料に反映する。
パワーポイントの操作に慣れる。

【教科書・リザーブドブック】

指定教科書なし

【参考書】

様式は問わないが辞書（英和、和英）を用意、使用のこと。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

課題及び小テストを総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 45 45

思考・推論・創造の力 45 45

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 講義 導入単語および概要把握・表現の予
習及び復習

45分

2 講義（プレゼンテーションとは） 講義 パワーポイントを使用したスライド
を１点作成

45分

3-4 講義（プレゼンテーションのテーマ） 講義及び演習 プレゼンテーションテーマ発表　　
テーマについての日本語小レポート

90分

5-6 課題演習（プレゼンテーションの構成） 演習 構成についての日本語小レポート 90分

7-8 課題演習（レファレンス、イメージの検討） 演習 スライドの構成原稿提出 90分

9-10 課題演習（スライド制作①） 演習 スライド経過の確認 90分

11-12 課題演習（スライド制作②） 演習 スライド下書きの提出 90分

13-14 課題演習（スライド制作③） 演習 完成スライドの提出 90分



15 課題講評、小テスト 演習 エッセイ全体の講評　　　　　　　　　
英文プレゼンテーション一般につい
ての知識を問う小テスト

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英文抄読法Ⅰ 【担当教員】 　原　亜由美

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0221-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 ayumi.hara38@gmail.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) メール随時受付。返信は平日のみ。

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

課題および小テストにはコメントを戻すので各自反映すること。課題提出期限、添削コメントの戻しはそれぞ1週間以内とする。

【講義概要】

(目的)

将来、英語で書かれた文献を苦手意識なしに読むことができる基盤を身につける。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

オンデマンドによる講義で課題提出と添削コメントのやりとり。主に教科書を使用し、各章において読解のための語彙演習を行う
。

【一般教育目標(GIO)】

英語で書かれた学術論文を読むための基礎知識を身につける。

【行動目標(SBO)】

リハビリテーションにおける英語基本語彙を知る。医療にまつわる英文を読解し、要旨をまとめる。

【教科書・リザーブドブック】

指定教科書：指定教科書：清水　雅子、リハビリテーションの基礎英語、メジカルビュー社、2017年、¥2,400（税別）

【参考書】

様式は問わないが辞書（英和、和英）を用意、使用のこと。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

小テスト及び課題レポートの結果を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 35 65 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 35 40 75

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 5 5

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 講義 概要把握 45分

2 英文読解に必要な基礎事項の確認 講義・演習 例文翻訳の小レポート提出 45分

3-4 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習①　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

5-6 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習②　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

7-8 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習③　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

9－10 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習④　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

11－12 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習⑤　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分

13－14 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習⑥　　
教科書使用

講義・演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習
課題提出

90分



15 小テスト 演習 教科書内容についての語彙を中心と
したテスト

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 医療英文抄読法Ⅱ 【担当教員】 　原　亜由美

【授業区分】 教養分野(外国語) 【授業コード】 1-06-0222-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 ayumi.hara38@gmail.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 授業終了後、教室にて

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

課題および小テストにはコメントを戻すので各自反映すること。課題提出期限、添削コメントの戻しはそれぞ1週間以内とする。

【講義概要】

(目的)

将来、英語で書かれた文献を苦手意識なしに読むことができる基盤を身につける。必要な学術文献を見つけることができる。
当該科目と学位授与方針との関連性：A-2

(方法)

オンデマンドによる講義で課題提出と添削コメントのやりとり。主に教科書を使用し、各章において読解のための語彙演習を行う
。

【一般教育目標(GIO)】

英語で書かれた学術論文を読むための基礎知識を身につける。

【行動目標(SBO)】

リハビリテーションにおける英語基本語彙を知る。医療にまつわる英文を読解し、要旨をまとめる。学術論文の検索方法を知る。

【教科書・リザーブドブック】

指定教科書：清水　雅子、リハビリテーションの基礎英語、メジカルビュー社、2017年、¥2,400（税別）

【参考書】

様式は問わないが辞書（英和、和英）を用意、使用のこと。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

小テスト及び課題レポートの結果を総合的に評価する。
成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 35 65 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 35 40 75

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 5 5

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション 講義及び演習 授業内容の復習 45分

2 英文読解に必要な基礎事項の確認 演習 授業内容の復習
例文翻訳の小レポート提出

45分

3-4 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習①　　
教科書使用

演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習

90分

5-6 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習②　　
教科書使用

演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習　　　　　　　
課題提出

90分

7-8 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習③　　
教科書使用

演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習　　　　　　　　
課題提出

90分

9-10 疾患／リハビリテーションにまつわる読解演習④　　
教科書使用

講義及び演習 授業内容の復習
新出単語の予習・復習　　　　　　　　　　
課題提出

90分

11-12 医療学術論文検索についての演習① 演習 授業内容の復習
PubMed検索についての課題①提出

90分

13-14 医療学術論文検索についての演習② 演習 授業内容の復習
PubMed検索についての課題②提出

90分



15 小テスト 演習 教科書内容についての語彙と論文検
索についてのテスト

45分



リハビリテーション学科

【科目名】 内科学Ⅰ 【担当教員】 　杉谷　想一

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0315-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 s-sugitani@mgh.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日14：00～17：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特記なし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

「医療概論」、解剖学、生理学、病理学、生化学などの知識と結びつけ、病態をイメージし深く理解できるように留意する。
試験問題は返却は行わないが、求めがあった場合には開示する。

【講義概要】

(目的)

基本的な内科学を講義する。ヒトの正常な解剖、生理機能を理解した上で、内科学の概念と医療における役割を理解する。
さらに、感染症や炎症、アレルギーなど病因を学ぶことで、疾病の概念、診断学、治療や予後を十分に理解する。
これらにより、心身機能と身体構造、加齢変化、及び疾病や障害への理解、がんや難病など、リハビリテーションや心理面への支
援が必要な疾病についても深く理解する。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

教科書と配布資料を用いて、パワーポイントプレゼンテーションにより講義する。
内科学総論を学びながら解剖、生理学、生化学の基本を身につけた後、疾患の病態、診断法、治療法について解説する。
リハビリテーション医療は、高齢者を対象とする機会が多く、複数の疾患の合併があり、複雑な病態を呈する場合が多く、
病因や病態を十分に理解できるように疾患のメカニズムを総論的に学習する。

【一般教育目標(GIO)】

・PT・OT・RP の仕事を円滑に行うために、常にその対象であるヒトの全身的な病態を正確に把握する。
・ヒトの正常な解剖、生理機能を学ぶことで、内科学の役割を理解する。
・病因を学ぶことで、疾病の概念、診断学の基礎、予後を十分に理解する。

【行動目標(SBO)】

・代表的な病態の概略を理解し、症状や病態の原因と解決方法について説明できる。
・病態ごとに必要な検査や処置、緊急度や禁忌を考えることができる。

【教科書・リザーブドブック】

奈良勲・熊倉雅子他「標準理学療法学・作業療法学 内科学」第3版 医学書院

【参考書】

A.シェフラー，S.シュミット著　（三木・井上訳）「からだの構造と機能」　西村書店

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含みません。
本講義に関する記述式試験を実施する。
成績評価は、試験を100点満点とし、60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 内科学概論・解剖と生理・検査 講義 予習・復習 30

2 診断と症候学・臓器不全 講義 予習・復習 30

3 感染症Ⅰ（診断と治療） 講義 予習・復習 30

4 免疫と炎症 講義 予習・復習 30

5 腫瘍の診断と治療 講義 予習・復習 30

6 内分泌と代謝 講義 予習・復習 30

7 知っておきたい薬剤 講義 予習・復習 30

8 消化器概論 講義 予習・復習 30



9 消化管疾患とがん 講義 予習・復習 30

10 肝炎・肝不全 講義 予習・復習 30

11 肝硬変・肝がん 講義 予習・復習 30

12 胆道・膵疾患 講義 予習・復習 30

13 糖尿病・高脂血症・高尿酸血症 講義 予習・復習 30

14 内分泌・代謝疾患各論 講義 予習・復習 30

15 前期のまとめ 講義 予習・復習 30

16 テスト



リハビリテーション学科

【科目名】 内科学Ⅱ 【担当教員】 　杉谷　想一

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0315-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 s-sugitani@mgh.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日14：00～17：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特記なし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

「医療概論」、解剖学、生理学、病理学、生化学などの知識と結びつけるよう留意する。
　試験問題は返却は行わないが、求めがあった場合には開示する。

【講義概要】

(目的)

基本的な内科学を講義する。ヒトの正常な解剖、生理機能を理解した上で、内科学の概念と医療における役割を理解する。
感染症や炎症、アレルギーなど病因を総論的に学び、疾病の概念、診断学、治療や予後など、内科学Ⅰでの総論的な理解習得に引
き続き、内科学Ⅱでは「循環器」「呼吸器」「血液」「腎」「膠原病」などの疾患について各論的に学修する。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

教科書と配布資料を用いて、パワーポイントプレゼンテーションにより講義する。
内科学総論を学びながら解剖、生理学、生化学の基本を身につけた後、疾患の病態、診断法、治療法について解説する。
リハビリテーション医療は、高齢者を対象とする機会が多く、複数の疾患の合併があり、複雑な病態を呈する場合が多く、
病因や病態を十分に理解できるように疾患のメカニズムを総論的に学習する。

【一般教育目標(GIO)】

・PT・OT・RP の仕事を円滑に行うために、常にその対象であるヒトの全身的な病態を正確に把握する。
・ヒトの正常な解剖、生理機能を学ぶことで、内科学の基礎と実際の役割について深く理解する。
・病因を学ぶことで、疾病の概念、診断学の基礎、予後を十分に理解する。

【行動目標(SBO)】

・代表的な病態の概略を理解し、症状や病態の原因と解決方法について説明できる。
・病態ごとに必要な検査や処置、緊急度や禁忌を考えることができる。

【教科書・リザーブドブック】

奈良勲・熊倉雅子他「標準理学療法学・作業療法学 内科学」第3版 医学書院

【参考書】

A.シェフラー，S.シュミット著　（三木・井上訳）「からだの構造と機能」　西村書店

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含みません。
本講義に関する記述式試験を実施する。
成績評価は、試験を100点満点とし、60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 血液概論、造血と貧血 講義 予習・復習 30

2 白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫 講義 予習・復習 30

3 出血と止血、出血性要因と疾患 講義 予習・復習 30

4 糖尿病 講義 予習・復習 30

5 高脂血症、高尿酸血症 講義 予習・復習 30

6 視床下部、下垂体、尿崩症 講義 予習・復習 30

7 甲状腺疾患、カルシウム代謝、骨粗鬆症 講義 予習・復習 30

8 副腎疾患、カリウム代謝 講義 予習・復習 30



9 尿生成、急性腎不全 講義 予習・復習 30

10 腎炎、ネフローゼ、酸・塩基平衡 講義 予習・復習 30

11 慢性腎疾患、慢性腎不全、透析療法 講義 予習・復習 30

12 腎盂腎炎、尿路疾患 講義 予習・復習 30

13 免疫とアレルギー反応、自己免疫 講義 予習・復習 30

14 膠原病・類縁疾患 講義 予習・復習 30

15 感染症と免疫不全 講義 予習・復習 30

16 テスト



リハビリテーション学科

【科目名】 整形外科学Ⅰ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0316-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 aoda＠nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・リハビリテーションに関連する整形外科分野全般を学習します．医学専門用語が多いため，指定教科書だけでなく医学大事典（
電子辞書含む）や解剖学，生理学などの分野に関する教科書も参考に，学習準備をすると良いでしょう．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床で身体機能の維持回復に関わる運動器リハビリテーションに従事してきた
経験から，運動器疾患に関して講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・解剖学，生理学，運動学，組織学，病理学等の学習（復習）を行いましょう．
・小テストは随時返却します．

【講義概要】

(目的)

・整形外科領域における疾患の病態，臨床症状，診断，治療などについて学習し，リハビリテーションに関わる運動器関連基礎疾
患を理解することを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2,3

(方法)

・骨，関節，軟部組織等身体各部位における代表的な運動器関連基礎疾患について教科書を用いて講義を行います．また，小テス
トを行います．

【一般教育目標(GIO)】

・基本的な整形外科領域の疾患の説明ができる．

【行動目標(SBO)】

・整形外科で取り扱う運動器の疾病や外傷，各種領域の病態や治療が説明できる．
・整形外科領域の疾患に対するリハビリテーションの目的や役割を関連付けて説明できる．

【教科書・リザーブドブック】

・立野勝彦，標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　整形外科学 第4版，医学書院，2017年，¥3,600（税別）

【参考書】

・解剖学，生理学，基礎運動学で使用した教科書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・小テスト，筆記試験を総合的に評価します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 40 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1，2 第1章　整形外科基礎知識 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

3，4 第2章　運動器の評価および検査法
第3章　整形外科的治療法

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

5，6 第4章　炎症性疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

7，8 第5章　代謝・内分泌性疾患，退行性疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

9，10 第6章　先天性骨疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

11，12 第7章　循環障害と壊死性疾患 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

13，14 第8章　骨・軟部腫瘍 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

15 まとめ 講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60



リハビリテーション学科

【科目名】 整形外科学Ⅱ 【担当教員】 　粟生田　博子、貝淵　正人、真柄　彰

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0316-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・リハビリテーションに関連する整形外科分野全般を学習します．医学専門用語が多いため，指定教科書だけでなく医学大事典（
電子辞書含む）や解剖学，生理学などの分野に関する教科書も参考に，学習準備をすると良いでしょう．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床で身体機能の維持回復に関わる運動器疾患の診療や運動器リハビリテーシ
ョンに従事してきた経験から運動器疾患に関して講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・複数の教員が担当します．講義内容が入れ替わることがあります．
・解剖学，生理学，運動学，組織学，病理学等の学習（復習）を行いましょう．
・小テストは随時返却します．
・対面講義，ビデオ講義，オンデマンド講義を組み合わせて実施します．

【講義概要】

(目的)

・整形外科領域における疾患の病態，臨床症状，診断，治療などについて学習し，リハビリテーションに関わる運動器関連基礎疾
患を理解することを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2,3

(方法)

・骨，関節，軟部組織等身体各部位における代表的な運動器関連基礎疾患について教科書を用いて講義を行います．また，小テス
トを行います．

【一般教育目標(GIO)】

・基本的な整形外科領域の疾患の説明ができる．

【行動目標(SBO)】

・整形外科で取り扱う運動器の疾病や外傷，各種領域の病態や治療が説明できる．
・整形外科領域の疾患に対するリハビリテーションの目的や役割を関連付けて説明できる．

【教科書・リザーブドブック】

・立野勝彦，標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野，整形外科学（第4版），医学書院，2017年，¥3,600（税別）

【参考書】

・解剖学，生理学，基礎運動学で使用した教科書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・小テスト，筆記試験を総合的に評価します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 40 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 40 90

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1，2 外傷性疾患
第11章　骨折

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

3，4 第13章　関節における外傷性疾患
第15章　腱・靱帯における外傷性疾患
第16章　スポーツ傷害

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

5，6 第17章　熱傷
第18章　切断

小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

7，8 第12章　脊髄損傷 小テスト，講義
（真柄先生）

整形外科学関連分野の予習，復習 60

9，10 第10章　脊椎の疾患 小テスト，講義
（真柄先生）

整形外科学関連分野の予習，復習 60

11，12 第4章　炎症性疾患（関節リウマチ） 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

13，14 第14章　末梢神経損傷 小テスト，講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60

15 まとめ 講義 整形外科学関連分野の予習，復習 60



リハビリテーション学科

【科目名】 リハビリテーション工学 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 専門基礎分野(臨床医学) 【授業コード】 2-12-0345-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 hoshino@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月曜～金曜　5時限

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

生活支援機器（車いす、杖、自助具、生活環境装置）についての説明を行います。生活支援機器に興味の持っている学生は受講を
進めます。
この科目は理学療法士として実務経験がある教員による講義です。生活支援機器を中心としたリハビリテーションに従事し、利用
者の生活支援に必要な車いす、杖、生活支援機器全般について講じます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

パーソナルコンピューター、タブレットを使用して講義を行います。
講義資料はteamsに電子媒体として配信します。必要であれば事前に印刷をするようにしてください。
自学としてFUIOSN360を利用した自助具の作成などを行う予定です。
車椅子など重いものを運ぶ場合が有るので、授業準備は複数名（3名）くらいで来てください。
課題についてはteamsから提出をお願いします。科目試験は希望者には返却します。再試験は返却しません。

【講義概要】

(目的)

理学療法士は日常生活における患者の姿勢や安全性、効率の良い運動を考慮し、理学療法を提供していく必要性がある。リハビリ
テーション工学では人の姿勢や運動を理解し、介護技術や福祉機器の原理、使用方法を修得し、さらに工学の視点で評価・分析す
る方法を学修することを目的とする。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2,P-3,O-3,R-1

(方法)

電子媒体にて資料を配布します。各自PCかタブレットを使ってください。
グループ学習とグループ発表を行います。
授業が終了後にICTを利用した、確認テストを行います。その際はoffice365のサインインが必要になります。

【一般教育目標(GIO)】

人間支援工学を習得するために、人間の動作や姿勢における生体力学を理解し、かつ人間支援機器の種類や使用方法について理解
する。

【行動目標(SBO)】

生態におけるバイオメカニクスを説明する。
生活支援機器の種類や使用法を説明する。
生活支援機器の構造を理解し、自ら作成案を提示できる。

【教科書・リザーブドブック】

Teamsでの資料提示

【参考書】

なし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

(評価の基準・方法)
・成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
・成績評価は、期末試験およびレポート点により総合的に評価する。
・出席点は評価に含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 15 15 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 15 25

思考・推論・創造の力 10 15 25

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 20 30

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 リハビリテーション工学について 講義
対面

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

2 ３DCDのモデリング
FOSION360 
3Dプリンターについて

講義
対面

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

3 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子）

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

4 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子関連用品）

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

5 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子関連用品）

講義・演習
実習室

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

6 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子関連用品）

講義・演習
実習室

資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

7 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子シーティング）

講義 設計図を元に作成しますので
設計図を作成してください。

20

8 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（車椅子シーティング）

講義 設計図を元に作成しますので
設計図を作成してください。

20



9 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（人の心の杖となれ）

講義・演習
実習室

設計図を元に作成しますので
設計図を作成してください。

20

10 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（人の心の杖となれ）

講義・演習
実習室

発表
ICTによる評価

20

11 生活支援
（疾患・障害別における工学的支援技術と福祉用
具）
移動支援機器（環境制御装置）

講義 発表
ICTによる評価

20

12 生活支援（疾患・障害別における工学的支援技術
と福祉用具）
演習（福祉機器の考察）

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

13 支援機器の作成作成案 講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

14 生活支援（疾患・障害別における工学的支援技術
と福祉用具）
成果発表

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20

15 生活支援（疾患・障害別における工学的支援技術
と福祉用具）
成果発表

講義 資料はポータルサイトからダウンロ
ードしてください。
授業終了後はICTにて課題を行ってく
ださい。

20



リハビリテーション学科

【科目名】 高次脳機能障害学概論 【担当教員】 　伊林　克彦

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0400-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 ibayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 火曜～金曜　13：30～16：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

高次脳機能障害とはいかなる疾患か、あるいは当該患者が社会生活を送る上でどのような支障を生じるかなどについて学ぶ科目で
す。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では、神経解剖学的な基礎学力を必要とします。
試験・レポートのフィードバック方法：試験結果を返却する際により学んで欲しい点、当該科目と関連領域での専門性をより高め
ることなどについてフィードバックします。

【講義概要】

(目的)

我々が過ごす日常生活の中で、言語や記憶、行為、認知さらに注意といった様々な高次脳機能が常に介在している。それらの高次
脳機能とはどのような機能なのか、またそれらの機能が障害されると、日常生活にどのような影響を受けるのかなどについて学ぶ
。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

上記の高次脳機能およびその障害像について、座学を中心に講義を進める。その中で、高次脳機能の抽出に使用する各種の検査等
についても紹介する。

【一般教育目標(GIO)】

高次脳機能障害患者が抱える諸問題について、その病態を知りどのような形でアプローチすることが大切であるか評価を含めて理
解する。

【行動目標(SBO)】

高次脳機能とは、どのようなものか言える。
高次脳機能障害にはどのような障害があるか言える。
それぞれの高次脳機能障害につて説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

講義資料配布

【参考書】

武田克彦　波多野和夫　著　「高次脳機能障害その概念と画像診断」中外医学社　2007年　￥7,800
森惟明　鶴見隆正　著　「PT・OT・STのための脳画像のみかたと神経所見　第２版」医学書院　2010年　￥5,250

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
成績評価は期末試験およびレポート等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 80 80

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 高次脳機能障害とは 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

3.4 映像による理解 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

5.6 視覚の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

7.8 聴覚の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

9.10 触覚の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

11.12 病態認知の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

13.14 行為と記憶の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

15 前頭葉の障害 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 チーム医療学Ⅱ 【担当教員】 　髙橋　明美、長島　裕子、長谷川　裕、藤本　聡

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】  2-14-0430-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～金：8：30－17：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は実務経験のある教員による授業科目です。理学療法士、作業療法士の資格を持つ教員が、それぞれの立場からチーム医療
について講じていく。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・復習を行い理解を深めること
・演習やグループ討論を行うので休まないこと

【講義概要】

(目的)

対象者へのリハビリテーション・サービスを効果的に進めていくためには、医療専門職間の連携の
重要性はもちろんであるが、さらに広く保健医療・福祉領域の関連専門職との連携が不可欠である。
この科目では、「チーム医療学Ⅰ」で学んだ内容をさらに発展させ、実際的な事例を通して専門職間の連携
の重要性について理解を深め、今後の臨床活動とのつながりを具体的にイメージできるようになることを目
的とする。

(方法)

実際の現場でリハビリテーション専門職がどのように働き、どのように連携を取るのか、できるだけ
具体的な事例を挙げながら講義する。模擬症例（仮想事例）を通して、専攻職業の役割と有効な専門職間
連携についての考察を進めるので、学生同士の討論、発表を重視する。

【一般教育目標(GIO)】

リハビリテーションサービスを効果的に進めるために、関連する保健・医療・福祉領域の専門職がどのよう
に連携を取ればよいのかを理解する。

【行動目標(SBO)】

・コマごとの課題に対して、班員と積極的に意見交換できる。
・コマごとの課題に対して、積極的に文献検索し、討論や発表に活用することができる。
・講義、討論、文献検索などの一連の作業で得られた内容に自分の考えも添えて、レポートとしてまとめ
ることができる。
・病期や症状における専攻職業の役割の概要と、多職種との連携の概要を述べることができる。

【教科書・リザーブドブック】

指定しない。
必要に応じて資料を配付する。

【参考書】

指定しない。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

(評価の基準・方法)
・試験ならびに試験に準ずるレポート、討論への積極性、受講態度などを総合して評価する。
・成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 30 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 20 5 55

思考・推論・創造の力 20 10 5 35

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１ ・科目の流れについてのオリエンテーション
・専門職連携の実際例から学ぶ
　－災害時の専門職連携（その1）―

・講義
・討論
（担当：藤本)

・リハ専門職、関連専門職について
確認する
・討論のまとめをする

20

20

２ ・専門職連携の実際例から学ぶ
　－災害時の専門職連携（その２）―

・講義
・討論
・発表
（担当：藤本)

・新聞から災害時の連携に関する記
事を探す
・災害時の専門職連携についてまと
める

20

20

３ ・専門職連携の実際例から学ぶ
　―提示症例に対する援助・支援、連携を考察す
る（その１：診療現場）―

・講義
・討論
・発表
（担当：長谷川)

・保健・福祉領域を含めた専門職を
幅広く調べる
・症例に対する連携をまとめる

20

20

４ ・専門職連携の実際例から学ぶ
　―提示症例に対する援助・支援、連携を考察す
る（その２：訪問支援）―

・講義
・討論
・発表
（担当：長谷川)

・前回の連携について確認する

・症例に対する連携をまとめる

20

20

５ ・比較的若年者（壮年期）の急性期・回復期にお
けるチーム医療の方策を考える

・講義
・討論
・発表
（担当：長島)

・急性期・回復期について確認する

・連携についてまとめる

20

20

６ ・高齢者を取り巻く医療・福祉の現状を学び、高
齢者に対する専門職連携を深めるための方策を考
える

・講義
・討論
・発表
（担当：長島)

・高齢者が置かれている医療・福祉
の現状についてまとめる
・連携の方策についてまとめる

20

20

７ ・病院や施設における専門職連携の実際について
知る

・講義
・討論
・発表
（担当：髙橋)

病院や施設における専門職連携につ
いて確認する
・症例に対する連携方法をまとめ、
発表する

20

30

８ ・終末期医療における専門職連携を考える
・まとめ

・講義
・討論
（担当：髙橋)

・終末期医療の現状について調べる
・科目のまとめ

20

30



リハビリテーション学科

【科目名】 老年心理学 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0435-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び保健福祉機関で、介護支援専門員としても高齢者のリハビリテー
ション及び生活支援に従事してきた経験から、高齢期の心身の変化の特徴と支援法について講じていきます。
超高齢社会において、高齢者の心身の健康維持という課題は非常に重要です。高齢期に関心を抱く学生さんはどなたでも受講でき
ます。
幸福な一生涯を実現するために私たちはどうような支援をすべきなのかを各人の観点から考えていただきたいと思います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では20分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

本科目では、科学的知見に基づいた加齢に伴う心身の変化とその問題を学ぶことを目的とします。
加齢に伴う、①認知機能及び感情・社会性の変化、②自己と他者の関係の在り方の変化についての基礎的な知識及び考え方を学び
ます。その上で、超高齢社会の日本の現状や問題について考えていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-1, P-2, O-1, R-2

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。

【一般教育目標(GIO)】

「高齢期」の心身の変化の概要と克服すべき課題を知る。
１．高齢期の身体的変化の特徴を知る。
２．高齢期における認知機能及び感情・社会性の変化、自己と他者のあり方の心理的変化の様相を知る。
３．高齢期を「サクセスフルエイジング」の観点からとらえていく。
４．高齢期の危機及び障害について理解し、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

「サクセスフルエイジング」を心身両面から支援できる。
「補償を伴う選択的最適化理論」「死の受容」等の観点から、高齢者の心のケアができる。
心理的危機の原因を内的要因(生物・心理的要因)と外的要因(社会・文化的要因)から考察できる。
心理的危機に対して、適切なこころの支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

特に指定せず。
毎回、プリントにて講義内容と関連資料を配布する。

【参考書】

下仲 順子 (編著)「老年心理学 (現代心理学シリーズ)」／培風館／2012年／
佐藤眞一（編著）「「よくわかる高齢者心理学 (〈わかる〉シリーズ)」 ／ミネルヴァ書房／2016年／2,700円
権藤 恭之 (編集)「高齢者心理学（朝倉心理学講座）」／朝倉書店／2008年／3,888円

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
定期試験を実施する。
出席点は評価に含まれない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 20 50

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 高齢社会の実態
・平均寿命と健康寿命
・介護予防

講義
情報リテラシー
（図表の見方）
を含む

復習（要点の整理）
平均寿命と健康寿命の差の推移を調
べる。そして、健康寿命を維持する
要因を考察する。

15

2 ライフサイクルと高齢期
・高齢期に対する考え方の変化
・サクセスフルエイジング/エイジレスライフ

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
高齢期を衰退期としてとらえるので
はなく、積極的に生きる姿を理解す
る。

15

3 高齢期の身体機能①
・感覚機能の変化
・感覚機能の低下が日常生活に及ぼす影響

講義 復習（要点の整理）
感覚機能（視聴覚等）低下が日常生
活へ及ぼす影響を理解する。そして
、その支援法を考案する。

15

4 高齢期の身体機能②
・運動機能の変化
・フレイルとサルコペニア
・機能低下の予防

講義
演習：PBL（課題
解決）を含む

復習（要点の整理）
「フレイル・サルコペニア」が日常
生活へ、そして認知機能へ及ぼす影
響を理解し、その予防法を考案する
。

15

5 高齢期の認知機能
・知的機能の変化
　結晶性知能と流動性知能
・記憶機能の低下

講義 復習（要点の整理）
知能には、記憶や数計算等の加齢に
伴い低下していく機能と、経験の集
積により’熟達化’していく機能が
あることを理解する。

15

6 高齢期のパーソナリティ
・高齢期の人間関係/家族関係の変化
・加齢とパーソナリティの変化

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
加齢に伴い職業生活や家族構成が変
化し、自身の果たす役割も変化して
いく過程での再適応力を理解する。

15

7 高齢期の精神疾患①
・うつ
・喪失体験と孤独

講義 復習（要点の整理）
重篤な「喪失の体験」を理解し、そ
の対象者に対する精神的健康の支援
法を知る。

15

8 高齢期の精神疾患②
・認知症
・認知機能検査

講義
演習：必要な情
報収集と分析の
学習を含む

復習（要点の整理）
認知機能のメカニズムを理解し、そ
の機能の維持及び予防法を知る。ま
た、認知症への適切な対応法を理解
する。

15



9 高齢期の精神療法①
・回想法

講義
演習：PBL（シナ
リオに基づく実
践）を含む

復習（要点の整理）
「回想法」が生涯をまとめ上げ自我
を統合していくうえで重要な役割を
果たすことを理解する。

15

10 高齢期の精神療法②
・生きがい・心と体の健康づくり
　「きょういく」と「きょうよう」
・学習療法

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
認知機能の低下予防（維持）の考え
方、その具体的支援法を理解する。

15

11 高齢者の介護について
・介護者の心理

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
介護ストレスとその中での介護者の
人間的成長の過程を知る。

15

12 喪失体験と心のケア
・「二人称の死」
・モーニングワーク

講義 復習（要点の整理）
’大切な人’の死を受け容れ、自身
の生活へ再適応させていく心の過程
を理解し、適切な支援を考察する。

15

13 「死の受容」①
・キューブラ・ロス モデル

講義 復習（要点の整理）
自身の死を受け容れていく心理過程
を理解する。

15

14 「死の受容」②
・キューブラ・ロス モデルの臨床応用

講義
演習：PBL（事例
への対応法を考
える）を含む

復習（要点の整理）
キューブラ・ロス モデルと介護者側
の心の変化の類似点を知る。

15

15 まとめ
・超高齢社会における
　　高齢者の社会参加
　　高齢者の就業支援と経済的自立

講義
演習：PBL（ディ
スカッション）
を含む

復習（要点の整理）
高齢者の社会参加（再就業及びボラ
ンティア等）が本人のよりよく生き
ていく原動力となり、大きな社会貢
献ともなることを理解する。

15



リハビリテーション学科

【科目名】 認知症 【担当教員】 　伊林　克彦

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0440-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 ibayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 火曜～金曜　13:30～16：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

この科目は1年次の大脳の働きや病態についての知識が必要とされます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

変性疾患や脳血管障害の知識が必須ですのでよく予習を行ってください。
試験・レポートのフィードバック方法：試験結果を返却する際により学んで欲しい点、当該科目と関連領域での専門性をより高め
ることなどについてフィードバックします。

【講義概要】

(目的)

認知症になる原因や、どのようなタイプの認知症があるのかを学び、さらに中核症状と周辺症状についても把握する。また、認知
症者の心の問題や対応方法を学び、認知症に対する理解を深める。
当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2

(方法)

座学が中心であるが、時に映像による認知症の理解や、認知症者とその家族との関係などについても話し合う機会を設ける。

【一般教育目標(GIO)】

高齢化社会に伴い増加し続ける認知症患者のために医療人として何ができるかを知り、当該疾患の病態をできるだけ詳しく理解す
る。

【行動目標(SBO)】

認知症のタイプや症状について説明できる。
認知症の中核症状と周辺症状の違いについて説明できる。
認知症者に対するトレーニング法について実践できる。

【教科書・リザーブドブック】

講義資料配布

【参考書】

田郁代　他著・「高次脳機能障害学」医学書院、2009年　￥4,725

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含みません。
成績評価は期末試験およびレポート等により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 80 80

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 認知症とは 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

3.4 認知症になる原因は 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

5.6 どのようなタイプの認知症があるのか 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

7.8 認知症者の心の内側は 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

9.10 認知症をどのような方法でとらえるのか 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

11.12 認知症者の脳の画像は 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

13.14 認知症者の中核症状と周辺症状とは 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分

15 認知症の治療法 講義
（オンデマンド
形式）

講義で行った部分の資料を用いて復
習

30分



リハビリテーション学科

【科目名】 生化学 【担当教員】 　山村　千絵

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 yamamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～金　10:30～12:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

生化学の知識を基礎から発展的、臨床的な内容まで、体系的に学べる構成とする。生体の正常なしくみ・機能の破綻した状態であ
る病気を正しく理解するために、生化学は不可欠である。しかも、病気には、通常、特有の生化学的異常という側面があり、その
理解なくして、患者さまへの多角的なアプローチ、より良い援助を行うことは難しい。本講義の受講者には、生化学の中でも、代
謝や代謝異常に強い興味を持ち、深く学びたいという態度を持ち続けることが求められる。受講者は、事前に予習をしたり、これ
までの知識を整理したりして、周辺領域についての予備知識を持って、毎回の講義に臨んでほしい。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

上記に述べたとおり、毎回の講義の前までに、少なくとも、該当する教科書の範囲を熟読し、理解できた部分と理解が難しい部分
を明らかにしてから、講義に臨むこと。
定期試験の答案は返却する。レポートは添削後に返却する。

【講義概要】

(目的)

生化学は生命現象を科学的に解釈する学問であり、生理学や分子生理学を含めた他の多くの学問の基礎的立場にある。本講義では
、とりわけ、リハビリテーション医療に必須な生化学の知識について修得する。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-3

(方法)

本講義では、細胞とそれを構成する生体物質の構造と機能、生体物質の代謝とその調節、代謝の異常、遺伝子の構造と発現調節に
ついて解説する。主として教科書と配付資料を使用して講義を行う。

【一般教育目標(GIO)】

・理学療法士、作業療法士、並びに心理専門職として従事する上で、必要となる生化学の知識を中心に修得し、発展的な内容につ
いても理解する。

【行動目標(SBO)】

・細胞とそれを構成する生体物質の構造と機能について説明できる。
・生体物質の代謝とその調節について説明できる。
・代謝の異常について説明できる。
・遺伝子の構造と発現調節について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

畠山鎮次（著）「系統看護学講座　専門基礎分野　人体の構造と機能（2）生化学（第14版）」医学書院　2019年　￥2,420（税込
）

【参考書】

なし

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
すべての講義終了後に、記述式試験を実施する。
試験80%　レポート等課題の達成度10%、学修に取り組む姿勢や態度（出席状況を除く）10%の割合で総合的に評価を行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 70

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 生体を構成する物質
●細胞の構造と機能

講義 予習：教科書（第1章Ⅾ細胞の構造と
機能）を読み、理解できた部分と理
解が難しい部分を明らかにしておく
。
復習：講義ノートを整理する。

90分

3.4 生体を構成する物質
●糖質
●脂質

講義 予習：教科書（第3章糖質の構造と機
能、第5章脂質の構造と機能）を読み
、理解できた部分と理解が難しい部
分を明らかにしておく。
復習：講義ノートを整理する。

90分

5.6 生体を構成する物質
●タンパク質
●核酸

講義 予習：教科書（第7章タンパク質の構
造と機能、第10章核酸の構造と機能
）を読み、理解できた部分と理解が
難しい部分を明らかにしておく。
復習：講義ノートを整理する。

90分

7.8 生体内の物質代謝
●代謝
●酵素
●ビタミンと補酵素

講義 予習：教科書（第2章代謝の基礎と酵
素・補酵素）を読み、理解できた部
分と理解が難しい部分を明らかにし
ておく。
復習：講義ノートを整理する。

90分

9.10 生体内の物質代謝
●糖質代謝
●脂質代謝
●タンパク質代謝

講義 予習：教科書（第4章糖質代謝、第6
章脂質代謝、第8章タンパク質代謝）
を読み、理解できた部分と理解が難
しい部分を明らかにしておく。
復習：講義ノートを整理する。

90分

11.12 代謝の異常
●骨粗しょう症
●糖尿病（糖質代謝異常）
●脂質異常症（脂質代謝異常）
●高尿酸血症・痛風（核酸代謝異常）

講義 予習：講義で取り上げる疾患につい
て調べておく。
復習：講義ノートを整理する。

90分

13.14 代謝の異常
●先天性代謝異常症
●その他の代謝異常疾患

講義 予習：講義で取り上げる疾患につい
て調べておく。
復習：講義ノートを整理する。

90分

15 遺伝子の構造と発現調節
●複製・転写・翻訳

まとめ

講義 予習：教科書（第11章遺伝子の複製
・修復・組換え、第12章転写、第13
章翻訳と翻訳語修飾）を読んでおく
。
復習：講義ノートを整理する。

90分



リハビリテーション学科

【科目名】 心理測定法Ⅰ 【担当教員】 　中川　明仁

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

言語聴覚障害コースの学生にとっては、国家試験出題基準の指定科目です。
注意：心理テスト法の実践を学びたい場合は、他臨床心理系科目を選択してください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目では講義に加えて演習を取り入れて心理測定法の実際を学びます。講義で得た知識を基にしながら、演習を通して心理測定
法がどのように行われるのか体感して理解を深めます。

【講義概要】

(目的)

心理測定法や統計学的な知識の習得を通じて行動やこころを科学的視点で理解することを目指します。
国家試験の受験に必要な大学における学修として以下の点を身につけてください。
①心理学で用いられる測定法と統計手法
②統計に関する基礎的な知識
当該科目と学位授与方針等との関連性;　S-1,R-2

(方法)

心理測定法の中でも主に精神物理学的測定法を学ぶ。また、心理測定法Ⅱに向けて、変数の種類や尺度水準、尺度構成における信
頼性と妥当性について学ぶ。講義で得た知識を実際に自ら測定をを実践することで知識の定着を図る。

【一般教育目標(GIO)】

心理測定法の中でも主に精神物理学的測定法の手法を身に着けるため、その手法で用いられる種々の方法論を理解する。

【行動目標(SBO)】

精神物理学的測定法、変数の種類や尺度水準、信頼性と妥当性の概要について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

毎回の授業で資料を配布する

【参考書】

山田弘幸（編・著）／言語聴覚士のための心理学：第3章「心理学的測定」／医歯薬出版／定価 4,320円（税込）
市川伸一編著／新心理学ライブラリ 13「心理測定法への招待」／サイエンス社／定価 2,835円（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含みません。試験、小テストの成績を総合して評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 30 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 20 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・２ 心理測定法とは 講義 心理測定法の概要、意義について理
解できる

１２０

３・４ 測定の水準（名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比
率尺度）

講義、演習 4つの尺度水準の違いを説明できる １２０

５・６ 精神物理学的測定法（１）（刺激閾、弁別閾、主
観的等価値、丁度可知差異）

講義、演習 刺激閾、弁別閾、主観的等価値、丁
度可知差異の意味を説明できる

１２０

７・８ 精神物理学的測定法（２）（調整法、極限法） 講義、演習 調整法、極限法の意味、またその実
際を説明できる

１２０

９・１０ 精神物理学的測定法（３）（恒常法、マグニチュ
ード推定法）

講義、演習 恒常法、マグニチュード推定法の意
味、またその実際を説明できる

１２０

１１・１
２

恒常誤差 講義 さまざまな恒常誤差の意味を説明で
きる

１２０

１３・１
４

妥当性と信頼性 講義 妥当性と信頼性の意味を説明できる １２０

１５ まとめ 講義 これまでの講義、配布資料をもとに
学んだ内容を理解できる

１２０



リハビリテーション学科

【科目名】 心理測定法Ⅱ 【担当教員】 　中川　明仁

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

言語聴覚障害コースの学生にとっては、国家試験出題基準の指定科目です。
注意：心理テスト法の実践を学びたい場合は、他臨床心理系科目を選択してください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目では講義に加えて演習を取り入れて心理測定法の実際を学びます。講義で得た知識を基にしながら、演習を通して心理測定
法がどのように行われるのか体感して理解を深めます。

【講義概要】

(目的)

心理測定法や統計学的な知識の習得を通じて行動やこころを科学的視点で理解することを目指します。
国家試験の受験に必要な大学における学修として以下の点を身につけてください。
①心理学で用いられる測定法と統計手法
②統計に関する基礎的な知識
当該科目と学位授与方針等との関連性;　S-1,R-2

(方法)

心理測定法の中でも主に尺度構成法を学ぶ。また、心理統計学の基礎として代表値、散布度、相関関係、統計的仮説検定の考え方
について学ぶ。

【一般教育目標(GIO)】

心理測定法の中でも主に尺度構成法の手法を身に着けるため、その手法で用いられる種々の方法論を理解する。また、統計学的考
え方を身に着けるため、記述統計と推測統計の考え方を理解する。

【行動目標(SBO)】

尺度構成法および記述統計、推測統計について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

毎回の授業で資料を配布する

【参考書】

山田弘幸（編・著）／言語聴覚士のための心理学：第3章「心理学的測定」／医歯薬出版／定価 4,320円（税込）
市川伸一編著／新心理学ライブラリ 13「心理測定法への招待」／サイエンス社／定価 2,835円（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含みません。試験、小テストの成績を総合して評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 30 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 20 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・２ 尺度構成法（１）直接法
ME法、MP法

講義、演習 直接法のME法とMP法の説明ができる １２０

３・４ 尺度構成法（２）間接法
一対比較、評定尺度法、SD法、MSD法

講義、演習 間接法の一対比較、評定尺度法、SD
法、MSD法が説明できる

１２０

５・６ 調査法
質問紙構成のプロセス

講義、演習 質問紙が作成されるまでのプロセス
を説明できる

１２０

７・８ 心理統計学（１）度数分布と代表値 講義、演習 度数分布と代表値が説明できる １２０

９・１０ 心理統計学（２）散布度
分散と標準偏差

講義、演習 分散と標準偏差が説明できる １２０

１１・１
２

心理統計学（３）共分散と相関 講義、演習 共分散と相関が説明できる １２０

１３・１
４

心理統計学（４）統計的仮説検定
ｔ検定

講義、演習 統計的仮説検定の考え方が理解でき
る

１２０

１５ まとめ 講義 これまでの講義、配布資料をもとに
学んだ内容を理解できる

１２０



リハビリテーション学科

【科目名】 知覚・認知心理学Ⅰ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0490-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビ
リに従事してきた経験から、人の感覚・知覚及び認知・思考の機序とその障害について講じていきます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
「認知心理学」には、感覚・知覚・判断・記憶・言語理解等のさまざまな要素が包括されています。リハビリテーション領域にお
けるこれらの機能が障害された方々に対する支援するための基礎知識となります。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
レポート、試験結果、及び授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
授業中に、随時、テーマと関連した実験演習及び視聴覚教材の視聴を実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の感覚・知覚等の機序及びその障害と、②人の認知・思考等の機序及びその障害について学びます。
人間の認知情報処理過程（感覚・知覚・認知、注意、記憶、思考など）について、そのメカニズムを神経生理学及び行動科学の側
面から概説していきます。また、その障害についても説明し、視聴覚教材を用いて実例から学び、その支援法を考えていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-3, P-2, O-1, R-1

(方法)

講義と演習ですすめていく。
障害については、講義のみでなく、視聴覚教材を用いていく。
可能な限り、行動科学のみでなく、神経生理学的視点からの知見を根拠に説明していく。
毎回、資料としてプリントを配布する。

【一般教育目標(GIO)】

・簡単なデモンストレーションを通して、人間の認知的特性を体系的、体験的に学ぶ。
・認知の障害について理解する。

【行動目標(SBO)】

・人間の認知情報処理過程についての基本的知識を習得する。
・各講義で説明した認知心理学のトピックについて多角的に考察することができる。
・ST国家試験過去問に対応できるだけの知識を身につける。
・認知の障害に対して、認知心理学の視点から考察し、適切な支援につなげることができる。

【教科書・リザーブドブック】

大山正編著　『実験心理学』（コンパクト新心理学ライブラリー16）　サイエンス社　1,850円+税

【参考書】

野島一彦・繁桝算男監修「公認心理師の基礎と実践⑦　知覚・認知心理学」　遠見書房　2,600円（＋税）
森 敏昭・井上 毅・松井孝雄　『グラフィック認知心理学』　サイエンス社　2400円＋税
行場次朗・箱田裕司編　『知性と感性の心理学：認知心理学入門』　福村出版　2700円＋税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 感覚Ⅰ
　感覚の種類、感覚の範囲と感度
　視覚・聴覚・体性感覚・嗅覚・味覚

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

3.4 感覚Ⅱ
　感覚の物理量と心理量（心理物理学）
  感覚の順応・対比・加重
　多感覚の統合

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

5.6 知覚・認知Ⅰ
　色彩知覚、奥行き知覚、図と地

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

7.8 知覚・認知Ⅱ
　運動の知覚、知覚の恒常性、運動の協応

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

9.10 知覚・認知Ⅲ
　認知地図、対人認知、感覚遮断

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

11.12 感覚・知覚・認知の障害とその支援
　失認
　知覚の可塑性

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

13.14 知覚・認知Ⅳ
  注意、認知の枠組み

注意障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 30

15 まとめ
　国試過去問にみる「感覚・知覚・認知」

講義 第1～14回目までの知識の整理 15



リハビリテーション学科

【科目名】 知覚・認知心理学Ⅱ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0490-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビリ
に従事してきた経験から、人の感覚・知覚及び認知・思考の機序とその障害について講じていきます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
「認知心理学」には、感覚・知覚・判断・記憶・言語理解等のさまざまな要素が包括されています。
リハビリテーション領域におけるこれらの機能が障害された方々に対する支援するための基礎知識となります。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
レポート、試験結果、及び授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
授業中に、随時、テーマと関連した実験演習及び視聴覚教材の視聴を実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の感覚・知覚等の機序及びその障害と、②人の認知・思考等の機序及びその障害について学びます。
人間の認知情報処理過程（感覚・知覚・認知、注意、記憶、思考など）について、そのメカニズムを神経生理学及び行動科学の側
面から概説していきます。また、その障害についても説明し、視聴覚教材を用いて実例から学び、その支援法を考えていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-3, P-2, O-3, S-2, R-1

(方法)

講義と演習ですすめていく。
障害については、講義のみでなく、視聴覚教材を用いていく。
可能な限り、行動科学のみでなく、神経生理学的視点からの知見を根拠に説明していく。
毎回、資料としてプリントを配布する。

【一般教育目標(GIO)】

・簡単なデモンストレーションを通して、人間の認知的特性を体系的、体験的に学ぶ。
・認知の障害について理解する。

【行動目標(SBO)】

・人間の認知情報処理過程についての基本的知識を習得する。
・各講義で説明した認知心理学のトピックについて多角的に考察することができる。
・認知の障害に対して、認知心理学の視点から考察し、適切な支援につなげることができる。

【教科書・リザーブドブック】

大山正編著　『実験心理学』（コンパクト新心理学ライブラリー16）　サイエンス社　1,850円+税

【参考書】

野島一彦・繁桝算男監修「公認心理師の基礎と実践⑦　知覚・認知心理学」　遠見書房　2,600円（＋税）
森 敏昭・井上 毅・松井孝雄　『グラフィック認知心理学』　サイエンス社　2400円＋税
行場次朗・箱田裕司編　『知性と感性の心理学：認知心理学入門』　福村出版　2700円＋税

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 記憶Ⅰ
　記憶過程、記憶の分類、短期記憶、
  ワーキングメモリ

講義
一部演習

15

3.4 記憶Ⅱ
　長期記憶、顕在記憶・潜在記憶、展望記憶

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

5.6 記憶Ⅲ
　忘却と記憶の変容、ヒューマンエラー

記憶障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

7.8 まとめ
国試過去問にみる「記憶」

講義
一部演習

第8～10回目までの知識の整理 15

9.10 思考Ⅰ
　演繹的推論、帰納的推論

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

11.12 思考Ⅱ
　問題解決

思考障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

13.14 言語
　言語使用、言語獲得、言語と思考

言語障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 30

15 認知の障害とリハビリテーション
まとめ　国試過去問にみる「思考」

講義
一部演習

第1～15回目までの知識の整理 15



リハビリテーション学科

【科目名】 学習・言語心理学Ⅰ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0495-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:20,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビ
リに従事してきた経験から、人の行動が学習により変化する過程及び言語習得の機序について講じます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
人は生をうけて生涯を終えるまでさまざまな行動を学習していきます。学習心理学では、これら行動と認知の基本的なメカニズム
を概説していきます。将来臨床現場で活躍することを希望する場合には受講していただきたいと思います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の行動が変化する過程、及び②言語の習得における機序を学びます。　ヒトは、誕生から死に至るまでさまざま行動を学習し
、臨機応変に変化させていきます。本講義を通して、学習心理学の基本的理論と知見について学び、学習理論を心の支援に応用す
る考え方を理解していきます。また、ヒトは言語で他者とのコミュニケーションを交わしています。この言語習得のメカニズムを
脳科学の観点からも学び、言語障害に対する基礎的支援法を実践できることを目的とします。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-2, O-1, R-1

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回試料の配布を行い、参考文献を紹介する。

【一般教育目標(GIO)】

学習の基本原理を学び、動物及び人間の行動の基盤には学習のメカニズムが機能していることを理解する。
言語習得の基本プロセスと言語の機能（役割）を理解する。
学習の障害、言語障害の機序を学び、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

人間の行動は変化することを説明できる。
人間の行動は、ある程度は予測し、コントロールすることも可能であることを説明できる。
学習の原理を日常生活場面や将来の臨床場面で応用していくことができる。
障害に対して適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

グラフィック学習心理学：行動と認知／山内光哉・春木豊（編著）／サイエンス社 ／¥2,805（税込）

【参考書】

公認心理師の基礎と実践⑧ 学習・言語心理学／野島一彦・繁桝算男監修／遠見書房／2,600円＋税
学習心理学への招待 (新心理学ライブラリ) ／篠原彰一著 ／ サイエンス社 ／￥ 2,520 
メイザーの学習と行動 ／ジェームズ E メイザー(著) ／二瓶社 (2008/06) ／ ¥4,200

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 学習とは何か　　
・学習研究の始まりと方法論 行動主義と認知論

古典的条件づけ
・条件づけの典型例　条件刺激と無条件刺激

講義
一部演習

指定教科書p.1-14

指定教科書p.15-24

20

3.4 古典的条件づけ
・行動の獲得と消去　汎化と弁別

講義 指定教科書p.24-35 20

5.6 古典的条件づけ
・恐怖の条件づけ　実験神経症　行動療法
古典的条件づけのまとめ

講義 指定教科書p.36-42 20

7.8 オペラント条件づけ
・条件づけの典型例　オペラント条件づけの型

講義 指定教科書p.43-64
指定教科書p.149-154

20

9.10 オペラント条件づけ
・オペラント条件づけによる行動の獲得と消去

講義 指定教科書p.64-74 20

11.12 オペラント条件づけ
・汎化と弁別
オペラント条件づけのまとめ

講義 指定教科書p.74-92 20

13.14 社会的学習
・社会的学習とは何か  模倣学習  観察学習

講義 指定教科書p.125-134 20

15 社会的学習
・攻撃行動　罰の効果　いじめの発生

講義 指定教科書p.134-144 20



リハビリテーション学科

【科目名】 学習・言語心理学Ⅱ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0495-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:20,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビ
リに従事してきた経験から、人の行動が学習により変化する過程及び言語習得の機序について講じます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
人は生をうけて生涯を終えるまでさまざまな行動を学習していきます。学習心理学では、これら行動と認知の基本的なメカニズム
を概説していきます。将来臨床現場で活躍することを希望する場合には受講していただきたいと思います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の行動が変化する過程、及び②言語の習得における機序を学びます。　ヒトは、誕生から死に至るまでさまざま行動を学習し
、臨機応変に変化させていきます。本講義を通して、学習心理学の基本的理論と知見について学び、学習理論を心の支援に応用す
る考え方を理解していきます。また、ヒトは言語で他者とのコミュニケーションを交わしています。この言語習得のメカニズムを
脳科学の観点からも学び、言語障害に対する基礎的支援法を実践できることを目的とします。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-2, O-1, R-1

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回試料の配布を行い、参考文献を紹介する。

【一般教育目標(GIO)】

学習の基本原理を学び、動物及び人間の行動の基盤には学習のメカニズムが機能していることを理解する。
言語習得の基本プロセスと言語の機能（役割）を理解する。
学習の障害、言語障害の機序を学び、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

人間の行動は変化することを説明できる。
人間の行動は、ある程度は予測し、コントロールすることも可能であることを説明できる。
学習の原理を日常生活場面や将来の臨床場面で応用していくことができる。
障害に対して適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

グラフィック学習心理学：行動と認知／山内光哉・春木豊（編著）／サイエンス社 ／¥2,805（税込）

【参考書】

公認心理師の基礎と実践⑧ 学習・言語心理学／野島一彦・繁桝算男監修／遠見書房／2,600円＋税
学習心理学への招待 (新心理学ライブラリ) ／篠原彰一著 ／ サイエンス社 ／￥ 2,520 
メイザーの学習と行動 ／ジェームズ E メイザー(著) ／二瓶社 (2008/06) ／ ¥4,200

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 社会的学習
・自己効力感（self-efficacy）
社会的学習のまとめ

講義
一部演習

指定教科書p.144-148 20

3.4 技能学習
・学習曲線  結果の知識  練習条件

講義
一部演習

指定教科書p.93-102 20

5.6 技能学習　　
・技能の記憶　技能の転移
技能学習のまとめ

講義 指定教科書p.102-124 20

7.8 言語獲得と概念過程
・言語の獲得
・言語と概念形成

講義 指定教科書p.175-190 20

9.10 概念過程と言語獲得
・言語と思考
・言語と脳機能（脳機能画像）

講義 指定教科書p.184-199 20

11.12 言語障害への支援
・失語症（Wernicke型、Broca型）
・失読・失書（alexia and agraphia）
・発達障害

講義
ビデオ教材使用

20

13.14 問題解決と推理
学習理論の医療・福祉への応用

講義 指定教科書p.149-174 20

15 まとめ 講義 20



リハビリテーション学科

【科目名】 動作解析学実習Ⅱ 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 3-15-0555-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 hoshino@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 18 コマ (オフィスアワー) 月～金 5時限

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・基礎運動学・臨床運動学の教科書を復習しておくこと。
・この科目は実務経験者対応科目である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・授業に用いる資料の配布、レポートの提出は学校で提供するOffice365を使用します。
・授業に用いる資料は自分でダウンロードして授業に臨んでください。
・授業で小テスト・資料の閲覧などでパソコンあるいはタブレット端末を使用する機会があります。
・試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

患者に対して理学療法を実施する上では、患者の動作を観察・分析する必要性がある。この科目では、中枢性疾患や運動器疾患患
者の動作分析の実際について解説し、それらの結果を臨床的に解釈することの重要性を理解することを目的とする。
当該科目と学位授与方針等との関連性;　A-2，3　P-2,3

(方法)

目視や機器（三次元動作解析装置、表面筋電図など）による動作分析の実習を中心とした授業形態とする。

【一般教育目標(GIO)】

・動作解析学の技術・手法を習得するために、各機器の使用方法や原理を理解する。

【行動目標(SBO)】

・動作、姿勢観察を実践できる。
・三次元動作解析装置の使用方法を説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

・中村隆一 斎藤宏 他著・『運動学実習 第3 版』医歯薬出版，2004 年. ¥3,672

【参考書】

・中村隆一 斎藤宏 他著・『基礎運動学 第6 版』医歯薬出版,2003 年.¥7,344 円

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。
・宿題・レポート・小テストは必要に応じ不定期に課します。
・出席点は評価に含みません。
※レポート点は宿題も含みます。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 50 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 50

思考・推論・創造の力 25 25

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 0

学修に取り組む姿勢 25 25

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１ ・オリエンテーション
・グループ分け、スケジュール
・レポートの書き方

講義・演習(星野
・マルチメディ
ア教室)

・Office365を使用できるようにして
おくこと。
・ビデオ学修

30

２ ・立位アライメントについて学ぶ。
・姿勢の変換に伴う反射について学ぶ。
・姿勢の運動分析法について学ぶ。

講義・星野
専攻教室

・人体の抗重力機構につい
て調べておく。
・姿勢の運動学的分析方法
について整理する。

30

３ ・立位姿勢のアライメントを分析する。
・片側上肢外転位時のアライメント偏移を観察す
る。
・立ち直り反射と傾斜反応について運動分析する
。

実習・星野
運動解析室

・教科書の実習手順を読んでおく。
・レポートをまとめる。

30

４，５ ・3 次元動作解析装置の原理を学ぶ。 講義・星野
専攻教室

・3 次元動作解析装置の使用用途を
調べておく。
・この装置により何が明らかになる
か整理する。

30

６．７ ・3 次元動作解析装置で立ち上がり動作を測定す
る。
・3 次元動作解析装置のデータ分析を学ぶ。

実習・星野
運動機能科学
実験実習室

・前回の配布資料を読んでおく。

・レポートにまとめる。

30



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法研究法Ⅲ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 月～水　16:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1. 4 年次に卒業論文を履修するものが受講対象となるが、それ以外の者でも将来就職してからの職場での研究発
   表を行いたい者も履修対象となる。
　※選択科目であるが全員履修登録をする。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1. 事前に自分の理学療法における興味ある分野を明確にしておくこと。
2. この科目は実務経験者対応科目である。

【講義概要】

(目的)

1. 2年後期の「理学療法研究法」と4年の「卒業研究」との間で研究について継続的に学び、卒業研究へとつなげ
   る。
2. 卒業研究のためのテーマの選定や論文の探索方法、論文構成を学習し、論文内容を理解できるようにする。
3. 自学自習の習慣を身に着け、将来理学療法を行う時に必要な情報収集能力や、学習態度を身に着ける。

(方法)

1. ゼミ形式をとり、論文抄読や学生相互間の情報交換を通じて卒業研究のテーマを決定する。

【一般教育目標(GIO)】

1. 理学療法の研究法について基礎知識を理解する。
2. 研究的思考能力を獲得する。

【行動目標(SBO)】

1. 自立して理学療法研究の計画を立案できる。
2. 倫理審査書類を作成できる。
3. 当該科目と学位授与方針等との関連性;A-3、P-4

【教科書・リザーブドブック】

なし

【参考書】

各ゼミで配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1. 成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に
   従う。
2. 成績評価は、期末試験・小テスト・レポート・出欠により各ゼミで一次評価を行い，科目担当教員が総合的に　　
　 二次評価をする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 30 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 10 30

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 20 20

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 ・オリエンテーション
・研究倫理について

講義、小林 ・自分のテーマを決めておく。 30 分

2～15 ・研究の流れ、文献収集、抄読会などの活動
・研究計画書作成・プレ実験のの実施
・プレ実験結果発表・倫理審査書類の作成

講義・演習
ゼミ担当教員

・担当教員の指示に従う。

・2 回目以降の開講日は担当教員による指示
・ゼミの内容は担当教員により異なる



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床運動学Ⅰ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 3-15-0570-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日12:45〜13:15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・基礎運動学概論，基礎運動学各論の内容に基づき，臨床応用について学習します．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床で身体機能の維持回復に関わるリハビリテーションに従事してきた経験か
ら，身体運動に関して講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・事前に講義に関する情報提供を行うので，予習を必ず行ってください．
・グループディスカッションを行います．積極的に参加してください．
・講義期間中に作成したレポート，実施した小テストは返却します．

【講義概要】

(目的)

・臨床症例における身体運動を分析する際の基本的知識，技術，思考過程を習得する目的で行います．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；P-1,2,3,4

(方法)

・様々な疾患の特徴的な運動について画像や映像などを使用し，観察や評価を通して運動学的分析を行う過程を学習します．

【一般教育目標(GIO)】

・臨床で必要とされる動作や身体運動の観察と分析を行い，その内容を記述・説明することができる

【行動目標(SBO)】

・対象者の動きを観察し，運動学用語を用いて図示・説明することができる
・観察した対象者の動きから，その成立要因を推察し，記述・説明することができる
・対象者の動きと成立要因を解釈・統合し，理学療法評価・治療に結びつけて考え，説明することができる

【教科書・リザーブドブック】

・武田功監修，臨床歩行分析ワークブック 改訂第2版，メジカルビュー社，¥4,000（税別）
・武田功監修，基礎学習を臨床へつなげるPT・OTのための臨床運動学ワークブック，医歯薬出版，¥6,300（税別）

【参考書】

・基礎運動学概論，基礎運動学各論，動作解析実習等の講義・演習で使用したもの

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・小テスト，提出課題（レポート），ディスカッション，発表，筆記試験を総合的に評価します．
・初回講義時に提出課題および筆記試験の評価規準を提示します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 30 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30 10 70

思考・推論・創造の力 10 5 15

コラボレーションとリーダーシップ 5 5

発表力 5 5

学修に取り組む姿勢 5 5

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 基礎運動学の確認 小テスト，講義 予習：基礎運動学の復習 60

3-8 姿勢,運動観察・分析 講義，小テスト 予習：基礎運動学の復習
復習：講義内容

30
30

9-14 ケーススタディ（1〜3） 講義，小テスト
，グループディ
スカッション，
発表

予習：基礎運動学の復習
復習：講義内容，レポート作成

30
60

15,16 まとめ,試験 講義，試験 予習：基礎運動学の復習
復習：講義内容，レポート作成

30
60



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床運動学Ⅱ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(基礎理学療法学) 【授業コード】 3-15-0570-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 水曜日12:45〜13:15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・臨床運動学Ⅰから継続する科目です．基礎運動学概論，基礎運動学各論の内容に基づき，臨床応用について学習します．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床で身体機能の維持回復に関わるリハビリテーションに従事してきた経験か
ら，身体運動に関して講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・事前に講義に関する情報提供を行うので，予習を必ず行ってください．
・グループディスカッションを行うので，積極的に参加してください．
・講義期間中に作成したレポート，実施した小テストは返却します．

【講義概要】

(目的)

・臨床症例における身体運動を分析する際の基本的知識，技術，思考過程を習得する目的で行います．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；P-1,2,3,4

(方法)

・様々な疾患の特徴的な動きについて画像や映像などを使用し，観察や評価を通して運動学的分析を行う過程を学習します．

【一般教育目標(GIO)】

・臨床で必要とされる動作や身体運動の観察と分析を行い，その内容を記述・説明することができる

【行動目標(SBO)】

・対象者の動きを観察し，運動学用語を用いて図示・説明することができる
・観察した対象者の動きから，その成立要因を推察し，記述・説明することができる
・対象者の動きと成立要因を解釈・統合し，理学療法評価・治療に結びつけて考え，説明することができる

【教科書・リザーブドブック】

・武田功監修，臨床歩行分析ワークブック 改訂第2版，メジカルビュー社，¥4,000（税別）
・武田功監修，基礎学習を臨床へつなげるPT・OTのための臨床運動学ワークブック，医歯薬出版，¥3,600（税別）

【参考書】

・基礎運動学概論，基礎運動学各論，動作解析実習等の各講義で使用したもの

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・学内試験規定に基づく出席回数，提出課題（レポート），授業態度（ディスカッション，発表），筆記試験を総合的に評価する
．
・初回講義時に提出課題および筆記試験の評価規準を提示します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 20 30 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 20 20 70

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 5 5

発表力 5 5

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-2 概要説明，基礎運動学の確認 小テスト，講義 予習：基礎運動学の復習 60

3-8 歩行観察・分析 講義，小テスト 予習：基礎運動学の復習
復習：講義内容

30
30

9-14 ケーススタディ（1〜3） 講義，小テスト
，グループディ
スカッション，
発表

予習：基礎運動学の復習
復習：講義内容，レポート

30
60

15-16 まとめ，試験，フィードバック 講義，試験 復習：講義内容 60



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法評価学演習 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(理学療法評価学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・1,2年次に習得した基礎医学，臨床医学，理学療法専門科目の知識および技術を統合します．
・学習課題が多いため，計画的な学習を進めてください．
＊この科目は実務経験を有する教員による授業科目です．臨床でリハビリテーションに従事してきた経験から，理学療法過程に関
する演習を実施します．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・臨床評価実習を想定した演習が中心となります．
・小テストや作成したレポートなどの課題は随時返却します．
・試験結果に関するフィードバックを行います．

【講義概要】

(目的)

・臨床評価実習に必要な知識や理解した内容について，口述および記述を行うことができる．
・臨床を想定し，基本的な理学療法に関する検査・測定が実施できる．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；A-2，P-2,3,4

(方法)

・提示された症例に即し，理学療法に関する検査・測定を選択して実施する．
・実施した内容を記録してまとめる．
・解剖学，生理学，運動学を含む理学療法評価学に関する筆記試験を行う．
・理学療法評価に関する実技試験を行う．

【一般教育目標(GIO)】

・患者を想定した基本的な理学療法検査・測定を実施できる．
・各検査・測定から得られた結果に基づき，統合と解釈を行い，症例の問題点の抽出ができる．
・統合と解釈の過程を口頭および記述で説明できる．
・臨床実習に必要な知識を整理して表出することができる．

【行動目標(SBO)】

・症例に応じ，理学療法に関する検査を選択し，実施できる．
・実施した検査等から得られた結果をもとに，統合と解釈を行うことができる．
・症例の問題点をICFに対応しながら検討し，抽出することができる．
・1，2年で学習した基本的な医学関連知識を基礎とし，臨床に即した知識や技術の積み重ねができる．

【教科書・リザーブドブック】

・基礎医学分野，臨床医学分野，理学療法専門科目等で使用しているもの全てを使用して下さい．

【参考書】

・必要に応じて提示します．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は，本学学則指定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・実技試験，筆記試験，小テスト，ポートフォリオを総合的に評価します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 20 40 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 25 20 30 75

思考・推論・創造の力 5 5

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 ・理学療法評価の進め方
・理学療法評価法確認テスト

講義，小テスト 基本的理学療法評価事項に関する復
習

90

3・4 ・理学療法評価・確認（1） グループワーク
小テスト

基本的理学療法評価事項に関する予
習・復習

90

5・6 ・理学療法評価・確認（2） グループワーク
小テスト

基本的理学療法評価事項に関する予
習・復習

90

7・8 ・理学療法評価・確認（3） グループワーク
小テスト

基本的理学療法評価事項に関する予
習・復習

90

9-14 ・理学療法評価実践（OSCE） グループワーク
，実技

基本的理学療法評価事項に関する予
習・復習

90

15・16 ・まとめと知識確認 筆記試験 理学療法評価学全般に関するまとめ
と振り返り

60



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法画像診断学 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(理学療法評価学) 【授業コード】 3-20-0735-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～金　8:00-18;00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・この科目は、理学療法士として患者の障害像を把握する上で基礎となる重要な科目です。
・この科目は実務経験者対応科目です。ストロークセンターで臨床経験を積んだ理学療法士が、脳画像の基本的な見方から様々な
症例画像読解について、分かり易く講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・小テストは返却します。
・試験の解答は返却しませんが、結果についての解説は必要に応じて行います。
・解剖学（特に神経系）の復習をしておくこと。

【講義概要】

(目的)

①脳画像から病変を読み取り、予測される症状に対して、理学療法プログラム立案ができることを目的とする
②画像診断は、近年国家試験にも多く出題されることから、国家試験に対応できる力を養うことを目的とする

当該科目と学位授与方針との関連性：P-3

(方法)

①講義の中に演習を交えながら進める
②症例を提示しながら、複数回グループワークを行った後、グループ発表を行う
③国家試験問題を紹介しながら講義を進める

【一般教育目標(GIO)】

脳卒中に対する理学療法をより早期から戦略的に実施するために、脳画像を一つのツールとして活用できるよう、基本的な見方を
修得する

【行動目標(SBO)】

１．脳画像を把握する意義について説明ができる　２．各種脳画像の特徴と見方が説明できる　３．脳画像において、上行路と下
行路を区別して説明することができる　４．脳卒中病変を脳画像から読み取ることができる　５．脳画像所見から臨床症状を予測
することができる　６．予測される症状に対する理学療法治療プログラムを立案できる

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

①粳間剛：国家試験にも臨床にも役立つ！リハビリPT・OT・ST・Drのための脳画像の新しい勉強本，三輪書店，2019.
②中島雅美、他：PT・OT基礎から学ぶ画像の読み方，国試画像問題攻略，第3版，医歯薬出版，2019．

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規程のGPA制度に従う。
出席点は評価に含みません。

筆記試験および発表、小テストにより総合的に評価する



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 10 0 20 0 0 0 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 10 80

思考・推論・創造の力 0

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
後期

講義概要の説明
脳画像活用の意義
基本的な脳画像の見方（CT画像とMRIの画像の比較
）

講義・グループ
ワーク

（予習）解剖学の復習
（復習）脳の構造を図示

30

２
後期

脳画像から上行路（感覚神経）と下行路（錐体路
）を特定する

講義・グループ
ワーク
小テスト

（予習）疑問点を明確にし、不明な
点は参考書等で確認する
（復習）正常な脳の伝導路の理解

30

３
後期

脳血管と環流領域
MRA（磁気共鳴血管画像）の見方

講義・グループ
ワーク
小テスト

（予習）解剖学の復習
（復習）脳血管の理解

30

４
後期

脳卒中病変を読み取る 問題解決型学習
・グループワー
ク
小テスト

（予習）疑問点を明確にし、不明な
点は参考書等で確認する
（復習）脳卒中病変の理解

30

５
後期

脳画像から予測される臨床症状を予測する 問題解決型学習
・グループワー
ク
小テスト

（予習）疑問点を明確にし、不明な
点は参考書等で確認する
（復習）脳画像と臨床症状について
理解

30

６
後期

症例に対する理学療法評価及び理学療法プログラ
ムを立案する

問題解決型学習
・グループワー
ク
小テスト

（予習）疑問点を明確にし、不明な
点は教科書等で確認する
（復習）基本的な理学療法を列挙す
る

30

７
後期

症例を提示
1〜5までの作業を行いまとめて発表

プレゼンテーシ
ョン

グループで不明な点や調べたことを
確認し、共有する

30

８
後期

発表 プレゼンテーシ
ョン

グループで不明な点や調べたことを
確認し、共有する

30



９
後期

提示症例のまとめ
振り返り

講義 （予習）発表した症例の疑問点を明
確にし、不明な点は教科書等で確認
する
（復習）症例の理学療法評価、理学
療法プログラムを振り返る

30

10
後期

嚥下に関わる脳領域と嚥下障害の病変
言語機能のネットワーク（Broca野、Wernicke野の
特定）

問題解決型学習
・グループワー
ク
小テスト

（予習）疑問点を明確にし、不明な
点は参考書等で確認する
（復習）嚥下や言語に関与する脳の
部位と障害の理解

30

11
後期

空間性注意の脳内ネットワーク（下頭頂小葉の特
定、他）

問題解決型学習
・グループワー
ク
小テスト

（予習）疑問点を明確にし、不明な
点は参考書等で確認する
（復習）空間性注意に関わる脳の部
位と障害の理解

30

12
後期

種々の疾患の脳画像（脳外傷、脳腫瘍、水頭症） 問題解決型学習
・グループワー
ク
小テスト

（予習）疑問点を明確にし、不明な
点は参考書等で確認する
（復習）種々の疾患の脳画像の理解

30

13
後期

国家試験画像問題攻略（1） 講義・グループ
ワーク
小テスト

グループで国家試験問題を解き、解
説を加え、グループ内で発表する

30

14
後期

国家試験画像問題攻略（2） 講義・グループ
ワーク
小テスト

グループで国家試験問題を解き、解
説を加え、グループ内で発表する

30

15
後期

講義まとめ 講義 講義全体の復習 30



リハビリテーション学科

【科目名】 物理療法学実習 【担当教員】 　星野　浩通

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0605-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 hoshino@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 月曜～金曜;8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・2年次の「物理療法学」を履修済みのものを対象とする。
・主体的に取り組むこと。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・授業に用いる資料の配布、レポートの提出は学校で提供するOffice365を使用します。
・授業に用いる資料は自分でダウンロードして授業に臨んでください。
・授業で小テスト・資料の閲覧などでパソコンあるいはタブレット端末を使用する機会があります。
・試験結果・レポートは他に支障のない限り返却します。
※この科目は実務経験者対応科目です。

【講義概要】

(目的)

物理療法学を踏まえて各種の物理療法を学生相互で体験し、その適切な使用法を学修することを目的
とする。また、各種物理療法が生体に与える影響についても実技を通して確認し、物理療法機器の危険性と
安全性の理解を図ると同時に、物理療法効果を確認する。
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　P-3

(方法)

専任教員の指導を仰ぎながら各種の物理療法を学生間で実施する実習と中心とした授業形態とする。

【一般教育目標(GIO)】

・各種の物理療法機器の取り扱いと治療適応について知る。

【行動目標(SBO)】

・自立して物理療法機器の操作と治療判断ができる。

【教科書・リザーブドブック】

・細田多穂(監修);理学療法学テキスト(改定第2 版)、南江堂、2013 ¥4500 (2 年次購入)

【参考書】

・物理療法学の配布資料

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のＧＰＡ制度に従う。
・宿題・レポート・小テストは必要に応じ不定期に課します。
・出席点は評価に含みません。
※レポート点は宿題も含みます。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 25 20 25 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 25 35

思考・推論・創造の力 10 25 35

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・２ オリエンテーション
・実習の方法の説明、グループ分け

講義・演習(マル
チメディア教室
、星野)

・ビデオ学修
・次回実習の範囲を復習し
ておく。
・ノート整理

20分

20分

３・４ ・各種物理療法機器の取り扱い実習(1) 実習(運動解析
室・水治療法
室、星野)

・ビデオ学修
・実施した内容と次回実習
の範囲を復習しておく。

20分
30分

５・６ ・各種物理療法機器の取り扱い実習(２) 実習(運動解析
室・水治療法
室、星野)

・ビデオ学修
・実施した内容と次回実習
の範囲を復習しておく。

20分
30分

７・８ ・各種物理療法機器の取り扱い実習(３) 実習(運動解析
室・水治療法
室・星野)

・ビデオ学修
・実施した内容と次回実習
の範囲を復習しておく。

20分
30分

９・１０ ・各種物理療法機器の取り扱い実習(４) 実習(運動解析
室・水治療法
室、星野)

・ビデオ学修
・実施した内容と次回実習
の範囲を復習しておく。

20分
30分

１１・１
２

・各種物理療法機器の取り扱い実習(４) 演習(PT専攻教室
・星野)

・ビデオ学修
・実施した内容と次回実習
の範囲を復習しておく。

30分

１３・１
４

・症例研究(1・2) 演習(PT専攻教室
・星野)

・擬症例について自分の考
えをまとめる。

30分

１５・１
６

・症例研究(3・4) 実習(運動解析
室・水治療法
室、星野)

・擬症例について自分の考
えをまとめる。

10分

20分



１７・１
８

・生理学的効果実験(1) 
・生理学的効果実験(2)

実習(運動解析
室・水治療法
室、星野)

・実験計画と使用機器のチェックを
行っておく。
・データ整理

10分

20分

１９・２
０

・生理学的効果実験(3) 
・生理学的効果実験(4)

実習(運動解析
室・水治療法
室、星野)

・実験計画と使用機器のチェックを
行っておく。
・発表原稿、抄録の準備

10分

60分

２１・２
２

・生理学的効果実験(5) 
・生理学的効果実験(6)

演習(PT専攻教室
)

・実験計画と使用機器のチェックを
行っておく。
・発表原稿、抄録の準備

60分

２３・２
４

・実験結果発表(1) 
・実験結果発表(2)

演習(PT専攻教室
)

・提出レポートの作成 120分

２５・２
６

・実験結果発表(1) 
・実験結果発表(2)

演習(PT専攻教室
)

・提出レポートの作成

２７・２
８

・実技テスト(1)
・実技テスト(2)

実習(運動解析
室・水治療法
室)

・実技テストに備えて全ての療法に
ついて復習すること。

２９・３
０

・実技テスト(1)
・実技テスト(2)

実習(運動解析
室・水治療法
室)

・実技テストに備えて全ての療法に
ついて復習すること。



リハビリテーション学科

【科目名】 日常生活活動学実習 【担当教員】 　木村　和樹

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0615-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 k.kimura@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 平日9:00-17:00（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

講義と実技を交え、学生間でディスカッションをしながら、実践場面を想定しながら受講すること。病院、生活期での臨床経験か
ら動作分析、基本的な介助方法の実技を講じる。また、介助技術や各疾患に対するADL指導・介助方法の実技を講じる。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義や実技には積極的に望むこと。

【講義概要】

(目的)

日常生活活動学で学んだ多様な障害に対する評価方法、日常生活活動・動作の指導方法の原理を用いて、疾病や障害に即した日常
生活へのアプローチ方法について実技を通して学修する。また疾病や障害における日常生活上の禁忌事項や注意事項について理解
することを目的とする。
※当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2
※当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,P-2

(方法)

専任教員の指導を仰ぎながら実技を中心とした授業形態で行う。

【一般教育目標(GIO)】

正常な基本動作・歩行動作について理解する。また代表的な疾患の動作の特徴を理解し、基本的な日常生活指導が実施できる。日
常生活活動を補助するための、福祉機器の処方と使用について理解する。

【行動目標(SBO)】

①日常生活活動と障害について説明できる。
②正常な基本動作・歩行の運動学的分析ができる。
③代表的な疾患における日常生活活動を分析し、基本的な日常生活指導が実施できる。
④各種疾患に処方される福祉機器の用途と特徴について理解し、使用することができる。

【教科書・リザーブドブック】

鶴見隆正，隆島研吾（編）：標準理学療法学，専門分野，日常生活活動学・生活環境学，第5版，医学書院，2017

【参考書】

伊藤利之・江藤文夫（編）：新版日常生活活動（ADL），評価と支援の実際，医歯薬出版，2010
野村歡・橋本美芽：OT・PTのための住環境整備論，第2版，三輪書店，2014

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含まない。
筆記試験、レポートにより総合的に評価する。※は成績に含まれる講義である。
※1：30点　
※2：30点　
※3：40点



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 30 30

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 基本的な介助方法（立ち上がり、移乗動作） 実習 基礎実習前に行った基本動的な介助
方法を復習すること。

30

3.4 片麻痺：起居動作 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
片麻痺患者の動作に合わせた指導と
介助を復習すること。

30

5.6 片麻痺：立ち上がり、移乗 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
片麻痺患者の動作に合わせた指導と
介助を復習すること。

30

7.8 片麻痺：更衣、ADLシートの作成※1 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
片麻痺患者の動作に合わせた指導と
介助を復習すること。

30

9.10 脊髄損傷：起居動作 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
脊髄損傷患者の動作に合わせた指導
と介助を復習すること。

30

11.12 脊髄損傷：いざり、トランスファー 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
脊髄損傷患者の動作に合わせた指導
と介助を復習すること。

60

13.14 模擬症例会（片麻痺、脊髄損傷） 実習 片麻痺と脊髄損傷患者のADL指導がで
きるように復習をすること。

30

15.16 TKA、THA：起居動作 実習 レポート課題としてTHAに関するレポ
ートを作成すること。
THA術後の脱臼リスクを理解すること
。

30



17.18 THA：ADL指導シートの作成※2 実習 レポート課題としてTHAに関するレポ
ートを作成すること。
THA術後の脱臼リスクを理解すること
。

30

19.20 模擬症例会（動作の確認・評価と指導） 実習 TKA、THA患者に対するADL指導をオリ
エンテーションを踏まえて実施する
ことができるように復習する。

30

21.22 歩行補助具と車いすの処方 実習 歩行補助具の使用法を予習すること
。
メジャーの使い方を確認しておくこ
と。

90

23.24 関節リウマチ患者に対するADL指導
基本動作やADLに必要な関節可動域

実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
基本動作やADLに必要な関節可動域を
理解すること。

30

25.26 下肢切断患者のADL指導 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
模擬義足の歩行を観察して膝折れ予
防のためのADL指導を復習すること。

30

27.28 神経筋疾患・難病患者に対するADL指導
起居動作に対する全介助の方法

実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
重症度に合わせた介助方法（2人介助
やスライディングシート）を理解す
ること。

30

29.30 模擬症例会（各疾患）※3 実習 各疾患に対するADL指導ができるよう
に復習をする。

60



リハビリテーション学科

【科目名】 日常生活活動学実習 【担当教員】 　木村　和樹

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0615-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 k.kimura@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 平日9:00-17:00（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

講義と実技を交え、学生間でディスカッションをしながら、実践場面を想定しながら受講すること。病院、生活期での臨床経験か
ら動作分析、基本的な介助方法の実技を講じる。また、介助技術や各疾患に対するADL指導・介助方法の実技を講じる。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義や実技には積極的に望むこと。

【講義概要】

(目的)

日常生活活動学で学んだ多様な障害に対する評価方法、日常生活活動・動作の指導方法の原理を用いて、疾病や障害に即した日常
生活へのアプローチ方法について実技を通して学修する。また疾病や障害における日常生活上の禁忌事項や注意事項について理解
することを目的とする。
※当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2
※当該科目と学位授与方針等との関連性：P-1,P-2

(方法)

専任教員の指導を仰ぎながら実技を中心とした授業形態で行う。

【一般教育目標(GIO)】

正常な基本動作・歩行動作について理解する。また代表的な疾患の動作の特徴を理解し、基本的な日常生活指導が実施できる。日
常生活活動を補助するための、福祉機器の処方と使用について理解する。

【行動目標(SBO)】

①日常生活活動と障害について説明できる。
②正常な基本動作・歩行の運動学的分析ができる。
③代表的な疾患における日常生活活動を分析し、基本的な日常生活指導が実施できる。
④各種疾患に処方される福祉機器の用途と特徴について理解し、使用することができる。

【教科書・リザーブドブック】

鶴見隆正，隆島研吾（編）：標準理学療法学，専門分野，日常生活活動学・生活環境学，第5版，医学書院，2017

【参考書】

伊藤利之・江藤文夫（編）：新版日常生活活動（ADL），評価と支援の実際，医歯薬出版，2010
野村歡・橋本美芽：OT・PTのための住環境整備論，第2版，三輪書店，2014

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含まない。
筆記試験、レポートにより総合的に評価する。※は成績に含まれる講義である。
※1：30点　
※2：30点　
※3：40点



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 30 30

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 基本的な介助方法（立ち上がり、移乗動作） 実習 基礎実習前に行った基本動的な介助
方法を復習すること。

30

3.4 片麻痺：起居動作 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
片麻痺患者の動作に合わせた指導と
介助を復習すること。

30

5.6 片麻痺：立ち上がり、移乗 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
片麻痺患者の動作に合わせた指導と
介助を復習すること。

30

7.8 片麻痺：更衣、ADLシートの作成※1 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
片麻痺患者の動作に合わせた指導と
介助を復習すること。

30

9.10 脊髄損傷：起居動作 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
脊髄損傷患者の動作に合わせた指導
と介助を復習すること。

30

11.12 脊髄損傷：いざり、トランスファー 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
脊髄損傷患者の動作に合わせた指導
と介助を復習すること。

60

13.14 模擬症例会（片麻痺、脊髄損傷） 実習 片麻痺と脊髄損傷患者のADL指導がで
きるように復習をすること。

30

15.16 TKA、THA：起居動作 実習 レポート課題としてTHAに関するレポ
ートを作成すること。
THA術後の脱臼リスクを理解すること
。

30



17.18 THA：ADL指導シートの作成※2 実習 レポート課題としてTHAに関するレポ
ートを作成すること。
THA術後の脱臼リスクを理解すること
。

30

19.20 模擬症例会（動作の確認・評価と指導） 実習 TKA、THA患者に対するADL指導をオリ
エンテーションを踏まえて実施する
ことができるように復習する。

30

21.22 歩行補助具と車いすの処方 実習 歩行補助具の使用法を予習すること
。
メジャーの使い方を確認しておくこ
と。

90

23.24 関節リウマチ患者に対するADL指導
基本動作やADLに必要な関節可動域

実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
基本動作やADLに必要な関節可動域を
理解すること。

30

25.26 下肢切断患者のADL指導 実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
模擬義足の歩行を観察して膝折れ予
防のためのADL指導を復習すること。

30

27.28 神経筋疾患・難病患者に対するADL指導
起居動作に対する全介助の方法

実習 2年次の日常生活活動学の資料を参考
に予習をしておくこと。
重症度に合わせた介助方法（2人介助
やスライディングシート）を理解す
ること。

30

29.30 模擬症例会（各疾患）※3 実習 各疾患に対するADL指導ができるよう
に復習をする。

60



リハビリテーション学科

【科目名】 運動器疾患理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0620-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水：13:30-15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

教科書は毎回必ず持参すること．単位認定試験では配布資料および教科書からの出題します．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・臨床で非常に多くの機会がある運動器疾患．どのような疾患が存在するのか，まずはその病態から知識をつけていきます．
・病態に基づいた評価を学び，その目的も含めて学んでいきます．
・2年次までの履修修得した知識を定着させておくこと．
なお，本科目は実務経験10年以上（専門：運動器疾患）の理学療法士資格を有する教員が担当します．

【講義概要】

(目的)

各種の運動器疾患に関する①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを学び，臨床応用できるように学修します．
当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3

(方法)

教科書，スライドを使用して，①講義②ディスカッションを行います．
また，事例検討も行い，より臨床実践を想定した時間も設けます．
なお，毎講義終了前に講義内容に関する確認テストを行い，講義内容理解の確認を行います．
※場合によってはwebによるオンデマンド配信となることも想定され，その場合には適時科目Teamsから連絡する．

【一般教育目標(GIO)】

各種の運動器疾患に対して，①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを立案できる．

【行動目標(SBO)】

各種の運動器疾患に対して，①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを説明することができる．

【教科書・リザーブドブック】

小柳麿毅，中江徳彦，井上悟：運動器の運動療法　第一版．羊土社．（5,000円＋税）

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価は基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
なお，出席状況は成績に反映はされないが，単位認定試験の受験資格を得るためには全講義の2/3を出席しなければならない．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 10 50

思考・推論・創造の力 40 10 50

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ・講義オリエンテーション
・運動器疾患の概論

・講義
・試験

3,4 腰痛疾患の病態と評価，治療(1)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P159-217
胸椎〜腰椎

5,6 腰痛疾患の病態と評価，治療(2)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P159-217
胸椎〜腰椎

7,8 腰痛疾患の病態と評価，治療(3)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P159-217
胸椎〜腰椎

9,10 膝関節疾患の病態と評価，治療(1)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P254-282
膝関節

11,12 膝関節疾患の病態と評価，治療(2)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P254-282
膝関節

13,14 足関節疾患の病態と評価，治療
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

p283-303
足関節

15 前期試験 ・講義
・試験

これまでの内容に関する総復習です
．



リハビリテーション学科

【科目名】 運動器疾患理学療法学Ⅱ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0620-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水：13:30-15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

教科書は毎回必ず持参すること．単位認定試験では配布資料および教科書からの出題する．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・臨床で非常に多くの機会がある運動器疾患．どのような疾患が存在するのか，まずはその病態から知識をつけていきます．
・病態に基づいた評価を学び，その目的も含めて学んでいきます．
・2年次までの履修修得した知識を定着させておくこと．
なお，本科目は実務経験10年以上（専門：運動器疾患）の理学療法士資格を有する教員が担当します．

【講義概要】

(目的)

各種の運動器疾患に関する①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを学び，臨床応用できるように学修します．
当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3

(方法)

教科書，スライドを使用して，①講義②ディスカッションを行います．
また，事例検討も行い，より臨床実践を想定した時間も設けます．
なお，毎講義終了前に講義内容に関する確認テストを行い，講義内容理解の確認を行います．
※場合によってはwebによるオンデマンド配信となることも想定され，その場合には適時科目Teamsから連絡する．

【一般教育目標(GIO)】

各種の運動器疾患に対して，①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを立案できる．

【行動目標(SBO)】

各種の運動器疾患に対して，①疾患名②疾患の病態③病態に合わせた評価手技④評価結果の解釈⑤治療法立案⑥治療
の一連の流れを説明することができる．

【教科書・リザーブドブック】

小柳麿毅，中江徳彦，井上悟：運動器の運動療法　第一版．羊土社．（5,000円＋税）

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価は基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
なお，出席状況は成績に反映はされないが，単位認定試験の受験資格を得るためには全講義の2/3を出席しなければならない．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 35 10 45

思考・推論・創造の力 35 10 45

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 股関節の病態と評価，治療(1)
確認テスト

・講義
・試験

p218-253
股関節

3,4 股関節の病態と評価，治療(２)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

p218-253
股関節

5,6 股関節の病態と評価，治療(３)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

p218-253
股関節

7,8 肩関節の病態と評価，治療(1)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P76-103
肩関節

9,10 肩関節の病態と評価，治療(2)
確認テスト

・講義
・ディスカッシ
ョン
・試験

P76-103
肩関節

11,12 症例発表（4ゼミ） ・発表 症例Aに対する発表を全8ゼミ中4ゼミ
が発表する．発表時間7分質疑3分を
時間厳守とする．

13,14 症例発表（4ゼミ） ・発表 症例Bに対する発表を全8ゼミ中4ゼミ
が発表する．発表時間7分質疑3分を
時間厳守とする．

15 後期試験 ・講義
・試験



リハビリテーション学科

【科目名】 運動器疾患理学療法学実習 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0625-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 水：13:30-15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

教科書は必ず持参すること．また，本科目は運動器疾患理学療法学で実施した内容を実技を中心に学ぶものです．
なお，本科目は実務経験10年以上（経験領域：運動器疾患，中枢神経疾患，急性期，回復期，生活期等）の理学療法士資格を有す
る教員が複数担当する．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

講義終わりには必ず次講義の内容を説明します．
内容を確認した上で，各自予習をすること．
また，実技試験があることから，各自で実技練習を積極的に取り入れること．

【講義概要】

(目的)

臨床で非常に多くの運動器疾患に遭遇します．その際に，疾患に即した評価法や治療計画がたてられないと，効果的な理学療法は
提供できません．本科目では，運動器疾患理学療法学で学んだ内容を，実技を通して修得し，自ら選択実践できるようになること
．さらに，その結果の解釈をできるようになることを目的とします．
当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3.

(方法)

運動器疾患で使用した資料，および本科目で配布される資料を参考にしながら，実技中心の学修をしていきます．
実技時は必ずケーシーを着用し，実習を想定した身だしなみで行います．
なお，場合によってはwebによるオンデマンド配信となることも想定され，その場合には適時科目Teamsから連絡する．

【一般教育目標(GIO)】

各種の運動器疾患の病態に基づく理学療法評価を実践し，その結果の解釈ができる．
また，解釈した結果から，より効果的な治療プランを立てることができる．

【行動目標(SBO)】

・各種の運動器疾患の病態に基づく理学療法評価について項目をあげられる．
・あげられた項目の評価を正確に実施できる．
・実施した評価結果を正しく解釈することができる．
・解釈の結果から，理学療法プランを立案できる．

【教科書・リザーブドブック】

運動器疾患理学療法学と同じ．

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は，本学学則規定のGPA制度に従う．
なお，試験は①筆記試験②実技試験があり，筆記試験は実技手技に関する理解力を評価する．
実技試験はその名の通り，正しく，効率よく臨床を想定した技術（対象者への配慮含む）を有しているかの評価をする．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 70 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 15 10 25

思考・推論・創造の力 15 20 35

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 40 40

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ・運動器疾患の一般的共通評価 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

3,4 ・腰痛疾患の評価，治療(1)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

5,6 ・腰痛疾患の評価，治療(2)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

7,8 ・腰痛疾患の評価，治療(3)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

9,10 ・膝関節疾患の評価，治療(1)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

11,12 ・膝関節疾患の評価，治療(2)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

13,14 ・足関節疾患の評価，治療． 実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

15,16 ここまでの復習．実技試験想定課題 ・形式：実技 これまでの復習です．配布された資
料および教科書を見ながら，実技試
験に備えての実技練習を行います．



17,18 ・股関節疾患の評価，治療(1)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

19,20 ・股関節疾患の評価，治療(2)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

21,22 ・股関節疾患の評価，治療(3)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

23,24 ・肩関節疾患の評価．治療(1)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

25,26 ・肩関節疾患の評価．治療(２)実技 ・形式：実技 「運動器疾患理学療法学」の内容を
実施します．
必ず参考書，自身で記載したノート
類を持参するように．

27,28 本科目で実施した実技に関する手技的理解の把握
を行う．

・形式：筆記試
験

29,30 実技試験想定課題 ・形式：実技 これまでの学修内容に関する最終調
整

実技試験 ・形式：実技試
験

試験順番や試験内容，方法等は後日
，ポータルサイトから連絡します．



リハビリテーション学科

【科目名】 中枢神経疾患理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0630-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・実技を行う際は、動きやすい服装で受講してください。
・本科目は実務経験者対応科目です。医療機関で主に中枢神経疾患（脊髄損傷含む）の理学療法に従事してきた経験から、中枢神
経の基礎から疾患の概要、理学療法について講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・レポートは他に支障がない限り返却します。
・試験の解答は、原則返却しません。
・筋・支配神経、脊髄・中枢神経系の解剖・生理学について復習しておいてください。

【講義概要】

(目的)

・脳血管障害と脊髄損傷の２大疾患について、原因、症状、合併症を学習し、それらの障害に対する理学療法について理解するこ
とを目的とする。本講義では、特に脊髄を損傷すると人体にどのような影響が起こるのかを知ることで、人体はどのような機能が
必要かを理解することができる。

当該科目と授与方針等との関連性：P-3

(方法)

教科書の他、資料を配布して講義を行う。実技も行う。本科目は主として、「対麻痺の理学療法」、「四肢麻痺の理学療法」、「
呼吸障害に対する肺理学療法」などについて講義する。
講義と実技、グループワークを繰り返しながら進める。適時、課題を出す。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経系の機能が損なわれるとどのようなことが起こるかを理解する。また脊髄損傷による症状、病態とそれが起こる理由、損
傷レベルによる違い、対処法等について理解する。

【行動目標(SBO)】

①中枢神経系疾患によって生じる症状や合併症及びそれが起こる理由を説明できる。
②脊髄損傷の病態に即した理学療法評価を選択し，実施できる．
③障がいを受けた方の身体的・心理的・社会的問題とその解決策を検討することができる．
④対麻痺、四肢麻痺者の動作を模倣できる。

【教科書・リザーブドブック】

鈴木俊明,他：神経障害理学療法Ⅰ，脳血管障害，頭部外傷，脊髄損傷，メディカルビュー，2019

【参考書】

武田功（編）：PTマニュアル，脊髄損傷の理学療法，第3版，医歯薬出版，2017

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規程のGPA制度に従う。
期末試験および課題レポート、その他を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 10 80

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
前期

オリエンテーション
脊髄の解剖
脊髄損傷の病態（原因、症状）

講義 （予習）脊髄損傷について調べてお
くこと
（復習）教科書(pp164-165)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

２
前期

脊髄損傷の症候・障害
運動器障害
感覚障害
排尿障害
呼吸障害

講義 （予習）筋・神経支配について学習
しておくこと
（復習）教科書(pp169-175)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

３
前期

理学療法評価：評価尺度
ASIA評価
Zancolli分類
Frankel分類

講義・実技 （予習）前回までの講義を学習して
おくこと
（復習）教科書(pp187-193)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

４
前期

脊髄損傷に対する基本的評価
機能障害に対する評価（1）
　運動障害に対する評価
　筋力評価

講義・実技 （予習）MMTについて学習しておくこ
と
（復習）教科書(pp181-185)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

５
前期

機能障害に対する評価（2）
　運動障害に対する評価
　関節可動域評価

講義・実技 （予習）ROM・Tについて学習してお
くこと
（復習）教科書(p185)、配布資料で
講義の内容を理解すること

30

30

６
前期

機能障害に対する評価（3）
　感覚障害に対する評価

講義・実技 （予習）デルマトーマについて学習
しておくこと
（復習）教科書(pp185-186)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

７
前期

主な合併症と医学的管理
褥瘡、異所性骨化、排尿障害

講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp228-229)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

８
前期

脊髄損傷に対するADL評価 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp186-187)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30



９
前期

脊髄損傷に対する急性期の理学療法 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp193-202)、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

10
前期

脊髄損傷に対する回復期の理学療法 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp202-223)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

11
前期

生活機能の向上と社会参加 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp224-226)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

12
前期

装具・自助具の適応 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp231-235)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

13
前期

環境制御に用いる機器 講義・実技 （予習）前回までの講義について学
習しておくこと
（復習）教科書(pp231-235)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

14
前期

呼吸障害に対する肺理学療法 講義・実技 （予習）呼吸について調べておくこ
と
（復習）教科書(pp196-199)、配布資
料で講義内容を復習しておくこと

30

30

15
前期

脊髄損傷まとめ 講義
レポート

（予習）前回までの講義について調
べておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30



リハビリテーション学科

【科目名】 中枢神経疾患理学療法学Ⅱ 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0630-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・実技を行う際は、動きやすい服装で受講してください。
・本科目は実務経験者対応科目です。医療機関で主に中枢神経疾患の理学療法に従事してきた経験から、中枢神経の基礎から疾患
の概要、理学療法について講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・レポートは他に支障がない限り返却します。
・試験の解答は、原則返却しません。
・中枢神経系の解剖・生理学について復習しておいてください。

【講義概要】

(目的)

・本講義では、特に脳血管障害の病因、症状、合併症を学習し、それらの障害に対する理学療法について理解することを目的とす
る。中枢神経系を損傷すると人体にどのような影響が起こるのかを知ることで、人体はどのような機能が必要かを理解することが
できる。

当該科目と授与方針等との関連性：P-3

(方法)

資料を配布する。実技も行う。また必要に応じて課題を与える。本科目は「中枢神経疾患理学療法学」の後半を講義し評価を実施
する。

講義とグループワークを繰り返しながら進める。適時、課題を出す。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経系の機能が損なわれるとどのようなことが起こるかを理解する。そのためには中枢神経系の構造や機能を理解した上で、
脳が障害された場合の病因や症状、それに対する理学療法評価や病期別の理学療法の展開について理解する。併せて、脳の損傷と
その回復についても理解する。

【行動目標(SBO)】

①脳の構造や機能、脳血管の走行について説明できる。
②脳血管障害によって生じる症状や合併症及びそれが起こる理由を説明できる。
③脳血管障害の病態に即した理学療法評価を選択し、実施できる。
④脳卒中片麻痺者で生じる問題をICFに沿って分類できる。
⑤脳卒中片麻痺者に対する理学療法プログラムを立案、説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

鈴木俊明,他：神経障害理学療法Ⅰ，脳血管障害，頭部外傷，脊髄損傷，メディカルビュー，2019

【参考書】

①石川朗（編）：15レクチャー，理学療法テキスト，神経障害理学療法学Ⅰ，中山書店，￥2400
②石川朗（編）：15レクチャー，理学療法テキスト，神経障害理学療法学Ⅱ，中山書店，￥2400

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規程のGPA制度に従う。
期末試験および課題レポート、その他を総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 10 80

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
前期

オリエンテーション
中枢神経系理学療法の基礎：
中枢神経の構造と機能(1)

講義・演習  (予習）中枢神経系の解剖学・生理
学について調べておくこと
（復習）教科書（pp2-8）、配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30

２
前期

中枢神経系理学療法の基礎：
中枢神経の構造と機能(2)

講義・演習 （予習）前回までに学んだことにつ
いて学習しておくこと
（復習）教科書（pp8-18）配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30

３
前期

脳血管の走行 講義・演習 （予習）脳血管の解剖学について学
習しておくこと
（復習）配布資料で講義の内容を理
解すること

30

30

４
前期

各動脈領域の障害と出現する症候 講義・演習 （予習）主要な動脈が破綻した時の
症状について学習しておくこと
（復習）配布資料で講義の内容を理
解すること

30

30

５
前期

運動経路の解剖：
錐体路・錐体外路

講義・演習 （予習）運動に関与する経路につい
て学習しておくこと
（復習）教科書（pp32-33）、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

６
前期

運動経路の障害と症状 講義・演習 （予習）前回、学んだことについて
学習しておくこと
（復習）教科書（pp32-33）、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

７
前期

感覚経路の解剖：
後索-内側毛帯路
脊髄視床路
脊髄小脳路
脊髄網様体路

講義・演習 （予習）感覚の関与する経路につい
て学習しておくこと
（復習）教科書（p6,33）、配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30

８
前期

病巣と症状の関連性 講義・演習 （予習）前回、学んだことについて
学習しておくこと
（復習）教科書（p6,33）、配布資料
で講義の内容を理解すること

30

30



９
前期

脳血管障害：
疾患の病態（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）

講義・演習 （予習）脳卒中の三大疾患について
調べておくこと
（復習）教科書（pp26-28）、配布資
料で講義の内容を理解すること

30

30

10
前期

脳卒中の代表的な症候・障害 講義・演習 （予習）前回、学んだことについて
学習しておくこと
（復習）教科書（pp29-31）配布資料
で講義内容を復習しておくこと

30

30

11
前期

脳損傷とその回復：
回復のメカニズム
脳の可塑性

講義 （予習）脳の可塑性について予習し
ておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30

12
前期

脳血管障害に対する医学的管理
脳梗塞、脳出血、くも膜下出血

講義 （予習）脳血管障害について調べて
おくこと
（復習）教科書（pp37-42）配布資料
で講義内容を復習しておくこと

30

30

13
前期

脳血管障害におけるリハビリテーションの流れ 講義 （予習）各時期別リハビリテーショ
ンについて調べておくこと
（復習）教科書（pp85-98）配布資料
で講義内容を復習しておくこと

30

30

14
前期

脳卒中片麻痺に対する評価（１）
機能障害：事例を通して解釈する

講義・演習 （予習）片麻痺機能評価について調
べておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30

15
前期

脳卒中片麻痺に対する評価（２）
活動制限：事例を通して解釈する

講義・演習
レポート

（予習）ADLについて調べておくこと
（復習）配布資料で講義内容を復習
しておくこと

30

30



リハビリテーション学科

【科目名】 中枢神経疾患理学療法学実習 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0635-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 23 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・実技を行う時は、実技の行いやすい服装で授業に臨むこと。
・この科目は実務経験者対応科目です。特に中枢神経疾患の理学療法に従事した経験を下に、脳卒中に対する評価から治療までを
、講義の他実技を行いながら説明する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・配布資料、教科書および参考書等での復習をしておくこと
・試験は実技試験を行い、結果については必要に応じて解説を加え実技指導も行います。
・レポートについては返却します。

【講義概要】

(目的)

理学療法の対象疾患として最も多い中枢神経疾患の理学療法を実施できるようにするために、基礎的な知識と一般的な運動療法に
ついて学ぶ。そして評価から治療までの一連の流れを理解することを目的とする。

当該科目と学位授与方針との関連性：P-3.4

(方法)

・教科書と配布資料を使用して講義を行う。講義形式としては、講義と実習または演習を繰り返しながら進める。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経疾患者の障害像を理解し、適切な評価を選択および障害に即した基本的な手技が実践できることを目標とする。

【行動目標(SBO)】

１脳血管障害の病態・合併症・リスクなどを医学的観点から説明できる ２脳画像から基本的な脳の構造・機能について説明でき
る ３脳卒中片麻痺者の症状や動作の特徴を説明、模倣できる ４脳卒中片麻痺症例について評価から問題点を挙げ、基本的な手技
について実施できる ５高次脳機能障害に対する評価の選択と治療が実施できる ６片麻痺者の肩の痛みに対する評価の選択と治療
が実施できる ７片麻痺者の補装具の使用とその目的が説明できる ８頭部外傷の分類と臨床症状について説明できる

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

①潮見泰蔵：ビジュアルレクチャー，神経理学療法学，医歯薬出版，2017
②冨田昌夫監訳：ステップス・トゥ・フォロー，改訂第2版，シュプリンガー・ジャパン，2012

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規程のGPA制度に従う。
実技試験およびレポートにより総合的に評価する。
出席点は評価には含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 10 90 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30

思考・推論・創造の力 10 30 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2
前期

オリエンテーション
脳卒中片麻痺に対する評価
情報収集
バイタルサイン測定

講義 （予習）中枢神経の病態について予
習しておくこと
（復習）配布資料や教科書
(pp242-261)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

3.4
前期

片麻痺運動機能検査 講義 （予習）ブルンストロームステージ
について予習しておくこと
（復習）配布資料や教科書
(pp242-261)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

5.6
前期

反射・筋緊張検査 講義・実技 （予習）評価学で学んだ評価方法に
ついて予習しておくこと
（復習）配布資料や評価学教科書で
講義内容を復習しておくこと

30

30

7.8
前期

感覚検査 講義・実技 （予習）評価学で学んだ評価方法に
ついて復習しておくこと
（復習）配布資料や評価学教科書で
講義内容を復習しておくこと

30

30

9.10
前期

バランス評価 講義・実技 （予習）評価学で学んだ評価方法に
ついて復習しておくこと
（復習）配布資料や評価学教科書で
講義内容を復習しておくこと

30

30

11.12
前期

脳卒中片麻痺者に対する理学療法－寝返り、起き
上がり動作を中心に―

講義・実技 （予習）正常な動作について予習し
ておく
（復習）配布資料や教科書
(pp276-289)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

13.14 
前期

脳卒中片麻痺者に対する理学療法－座位、立ち上
がり動作(立位）を中心に―

講義・実技 （予習）正常な動作について予習し
ておく
（復習）配布資料や教科書
(pp390-400)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

15
前期

脳卒中片麻痺者に対する理学療法－歩行を中心に
－

講義・実技 （予習）正常な動作について予習し
ておく
（復習）配布資料や教科書
(pp401-421)で講義内容を復習してお
くこと

30

30



リハビリテーション学科

【科目名】 中枢神経疾患理学療法学実習 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0635-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 23 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18：00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・実技を行う時は、実技の行いやすい服装で授業に臨むこと。
・この科目は実務経験者対応科目です。特に中枢神経疾患の理学療法に従事した経験を下に、脳卒中に対する評価から治療までを
、講義の他実技を行いながら説明する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・配布資料、教科書および参考書等での復習をしておくこと
・試験は実技試験を行い、結果については必要に応じて解説を加え実技指導も行います。
・レポートについては返却します。

【講義概要】

(目的)

理学療法の対象疾患として最も多い中枢神経疾患の理学療法を実施できるようにするために、基礎的な知識と一般的な運動療法に
ついて学ぶ。そして評価から治療までの一連の流れを理解することを目的とする。

当該科目と学位授与方針との関連性：P-3.4

(方法)

・教科書と配布資料を使用して講義を行う。講義形式としては、講義と実習または演習を繰り返しながら進める。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経疾患者の障害像を理解し、適切な評価を選択および障害に即した基本的な手技が実践できることを目標とする。

【行動目標(SBO)】

１脳血管障害の病態・合併症・リスクなどを医学的観点から説明できる ２脳画像から基本的な脳の構造・機能について説明でき
る ３脳卒中片麻痺者の症状や動作の特徴を説明、模倣できる ４脳卒中片麻痺症例について評価から問題点を挙げ、基本的な手技
について実施できる ５高次脳機能障害に対する評価の選択と治療が実施できる ６片麻痺者の肩の痛みに対する評価の選択と治療
が実施できる ７片麻痺者の補装具の使用とその目的が説明できる ８頭部外傷の分類と臨床症状について説明できる

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

①潮見泰蔵：ビジュアルレクチャー，神経理学療法学，医歯薬出版，2017
②冨田昌夫監訳：ステップス・トゥ・フォロー，改訂第2版，シュプリンガー・ジャパン，2012

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

本学学則規程のGPA制度に従う。
実技試験およびレポートにより総合的に評価する。
出席点は評価には含まない。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 10 90 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30

思考・推論・創造の力 10 30 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 30 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2
前期

オリエンテーション
脳卒中片麻痺に対する評価
情報収集
バイタルサイン測定

講義 （予習）中枢神経の病態について予
習しておくこと
（復習）配布資料や教科書
(pp242-261)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

3.4
前期

片麻痺運動機能検査 講義 （予習）ブルンストロームステージ
について予習しておくこと
（復習）配布資料や教科書
(pp242-261)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

5.6
前期

反射・筋緊張検査 講義・実技 （予習）評価学で学んだ評価方法に
ついて予習しておくこと
（復習）配布資料や評価学教科書で
講義内容を復習しておくこと

30

30

7.8
前期

感覚検査 講義・実技 （予習）評価学で学んだ評価方法に
ついて復習しておくこと
（復習）配布資料や評価学教科書で
講義内容を復習しておくこと

30

30

9.10
前期

バランス評価 講義・実技 （予習）評価学で学んだ評価方法に
ついて復習しておくこと
（復習）配布資料や評価学教科書で
講義内容を復習しておくこと

30

30

11.12
前期

脳卒中片麻痺者に対する理学療法－寝返り、起き
上がり動作を中心に―

講義・実技 （予習）正常な動作について予習し
ておく
（復習）配布資料や教科書
(pp276-289)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

13.14 
前期

脳卒中片麻痺者に対する理学療法－座位、立ち上
がり動作(立位）を中心に―

講義・実技 （予習）正常な動作について予習し
ておく
（復習）配布資料や教科書
(pp390-400)で講義内容を復習してお
くこと

30

30

15
前期

脳卒中片麻痺者に対する理学療法－歩行を中心に
－

講義・実技 （予習）正常な動作について予習し
ておく
（復習）配布資料や教科書
(pp401-421)で講義内容を復習してお
くこと

30

30



リハビリテーション学科

【科目名】 神経・筋疾患理学療法学 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0640-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 火～目、12:30-13:30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1.すでに履修がすんでいる科目については、理解している前提で授業を進めるので復習しておく。
2.事前に指示された資料を予習しておく。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1.教科書、配布資料、動画を使用した講義を行う。
2.授業開始時に指示された予習のミニテストを行う。
3.この科目は実務経験者対応科目である。

【講義概要】

(目的)

1.神経・筋疾患および「神経性難病」は各疾患により異なる病因、特徴を有している。各疾患の病因、理学療法の
  評価、プログラムについて疾患特異的な内容、一般的な内容について学習を進め、各疾患の特徴を理解する。

当該科目と学位授与方針等との関連性：A-3、P-2、P-3

(方法)

1.教科書や配布資料、DVD を使用し、神経・筋疾患の理解を深め、理学療法評価・プログラムについて講義を行 
  う。
2.最終回には、疾患別の理学療法をグループで発表して、討論する。

【一般教育目標(GIO)】

1.臨床実習、臨床現場において神経・筋疾患および神経性難病を担当した場合に、問題解決を導ける疾患の病因、 
  理学療法評価、理学療法プログラムについての知識を理解している。また、進行性疾患の理学療法の考え方につ
  いて理解している。

【行動目標(SBO)】

1.神経・筋疾患の病態像について説明できる。
2.神経・筋疾患に対する理学療法評価について説明できる。
3.神経・筋疾患に対する理学療法プログラムについて説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

1.中山恭秀：『神経障害理学療法学Ⅱ』Medical View,2019,¥4,000（税別）
2.適時、資料を配布する。

【参考書】

1．細田多穂　他編集　『神経筋障害理学療法学テキスト』南山堂，2018年．¥ 5,400（税込み）
2．島田裕之　他編集　『高齢者理学療法学』医歯薬出版，2017年．￥9,720（税込み）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1．成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に従
   う。
2．成績評価は、期末試験・小テスト・レポート・出欠により総合的に評価する。
3．本試験（70％）、小テスト（15％）、ノート点検（10％）、出席・授業への取り組みなど（5％）で評価を行
   う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 15 0 0 0 10 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 10 0 0 0 0 0 70

思考・推論・創造の力 10 5 0 0 0 0 0 15

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 0 0 0 0 0

発表力 0 0 0 0 0 0 0 0

学修に取り組む姿勢 0 0 0 0 0 10 5 15

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 神経筋疾患とは何か
難病，神経難病とは何か
進行性疾患のリハビリテーションの考え方

講義

3,4 パーキンソン病の理学療法
小テスト

講義 （予習）事前に指示
（復習）整理しまとめること
 教科書pp22-40(以下同様）

60分

5,6 脊髄小脳変性症の理学療法
小テスト

講義 （予習）事前に指示
（復習）整理しまとめること
 pp42-61

60分

7,8 多発性硬化症の理学療法
小テスト

講義 （予習）事前に指示
（復習）整理しまとめること
 pp102-115

60分

9,10 筋萎縮性側索硬化症の理学療法
小テスト

講義 （予習）事前に指示
（復習）整理しまとめること
 pp84-100

60分

11,12 ギランバレー症候群の理学療法
小テスト

講義 （予習）事前に指示
（復習）整理しまとめること
 pp116-130

60分

1314 筋ジストロフィーの理学療法
小テスト

講義 （予習）事前に指示
（復習）整理しまとめること
 pp62-81

60分

15 まとめ・補足講義
定期試験

発表 （予習）グループごとに発表スライ
ドを作成しておく

60分



リハビリテーション学科

【科目名】 発達障害理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　押木　利英子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0645-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 押木：oshiki@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 押木：水・木　11:00～17:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

発達障害理学療法は理学療法の主要な分野のひとつです。必修科目であり、主体的な出席を望みます。

＊この科目は実務経験のある教員による授業科目です。肢体不自由児施設、小児医療センター、総合病院小児リハ科等の理学療法
に従事してきた経験から、小児の運動発達とその評価方法について講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

１．この科目では15分以上の遅刻は欠席となります。
２．この科目は対面授業で行います。ただし、コロナ感染の状況に応じてその限りではありませんので、Teams連絡事項を注意し
てみておいてください。
３．この科目の学修には「小児科学」関連の基礎知識が必須ですので、よく復習しておいてください。
４．試験結果は必要に応じて解説を行います。

【講義概要】

(目的)

運動発達障害児に対する理学療法では成長・発達の機序、評価法について学びます。さらに、発達評価をすることで発達障害児の
早期発見・治療の重要性や意義について修することを目的とします。

当該科目と学位授与方針との関連性；A-2
当該科目と学位授与方針との関連性；P-2,3

(方法)

この科目は対面授業で行います。主として教科書や配布資料を使用して講義を行います。また、個人の学習課題を課して、それを
もとにグループ討論、実技、発表を実施します。

【一般教育目標(GIO)】

・小児の正常運動発達の機序（受胎から立位。歩行まで）を理解し、その体現方法を習得する。
・総合的発達や運動発達の評価方法を習得する。
・脳性麻痺総論、異常運動発達を修得する。

【行動目標(SBO)】

・小児の正常発達（胎児、背臥位、腹臥位、座位、立位、歩行）が説明、体現ができる。
・発達に関する評価方法やADL評価方法を理解し、実施できる。
・脳性麻痺の異常運動発達について説明し、体現できる

【教科書・リザーブドブック】

小児理学療法テキスト(改定3版)　田原弘幸 他　南江堂　2019年　4,500円＋税

【参考書】

正常発達と脳性まひの治療とアイデア（第2版）Jung Sun Hongtyou 紀伊克昌　他　三和書店　2014年　4104円
その他は授業中に必要に応じて紹介します。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います。
・成績評価：期末試験及び中間テスト、小テスト、レポート、発表内容、その他により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 10 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 60 10 70

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1、2 正常発達
発達とは・発達指標とは
　　                        担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P3～P14を読んでおく　復習：正
常運動発達についてにまとめる

60

3，4 各種発達評価法（１）　

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P3～P18を読んでおく　復習：正
常運動発達についてまとめる。評価
法について自分で実施してみる。

60

5，6 各種発達評価法（２）　

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P15～P33を読んでおく。復習：
評価法について自分で実施してみる
。

60

7，8 各種発達評価法（３）　

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P46～P61を読んでおく。復習：
評価法について自分で実施してみる
。

90

9.10 正常運動発達の実技・演習
　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

演習：グループ
ワーク、PBL学習

予習：1̃8限までの授業内容をよく読
んでおく。事前に出された課題につ
いて情報収集しまとめておく。

60

11，12 異常姿勢反射と運動発達障害

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習・復習：教科書「小児理学療法
テキスト」P62～P69を読んでおく

60

13、14 筋緊張の評価と異常運動発達演習
　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

演習：グループ
ワーク、PBL学習

予習：11̃13限までの授業内容をよく
読んでおく。事前に出された課題に
ついて情報収集しまとめておく。

90

15．16 まとめ
期末試験

講義
対面授業

復習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P3～P90を読んで復習する。配布
資料を読み返す。覚える。

120



リハビリテーション学科

【科目名】 発達障害理学療法学Ⅱ 【担当教員】 　押木　利英子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0645-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 押木：oshiki@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 押木：水・木　11:00～17:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

発達障害理学療法は理学療法の主要な分野のひとつです。必修科目であり、主体的な出席を望みます。

＊この科目は実務経験のある教員による授業科目です。肢体不自由児施設、小児医療センター、総合病院小児リハ科等の理学療法
に従事してきた経験から、小児の運送発達とその評価方法について講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

１．この科目は対面授業を行います。コロナ伝搬の状況によりこの限りではありませんので、Teams連絡は注意してみてください
。
２．この科目の学修には「小児科学」関連の基礎知識が必須ですので、よく復習しておいてください。
３．試験結果は必要に応じて解説を行います。

【講義概要】

(目的)

運動発達障害児に対する理学療法では成長・発達の機序、評価法、運動療法について学びます。さらに、脳性麻痺、ダウン症など
における運動機能障害が個々の発達や生活活動にどのような影響があるのかについて学修することを目的とします。
当該科目と学位授与方針との関連性；A-2
当該科目と学位授与方針との関連性；P-2,3

(方法)

この科目は対面授業を行います。主として教科書や配布資料を使用して講義を行います。

【一般教育目標(GIO)】

・各小児疾患の異常運動発達を理解し、習得する。
・小児の代表的な疾患児の運動療法の基本と主要疾患へのアプローチを習得する。

【行動目標(SBO)】

・発達障害を伴う代表的な疾患の特徴とアプローチの方法を説明できる。
・疾患別の理学療法計画の立案・評価・実践ができる。

【教科書・リザーブドブック】

小児理学療法テキスト(改定3版)　田原弘幸 他　南江堂　2019年　4,500円＋税

【参考書】

正常発達と脳性まひの治療とアイデア（第2版）Jung Sun Hongtyou 紀伊克昌　他　三和書店　2014年　4104円
その他は授業中に必要に応じて紹介します。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います。
・成績評価：期末試験、課題提出、その他により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 20 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 20 70

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 脳性麻痺　痙直型四肢麻痺
　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書P91～P107 「小児理学
療法テキスト」を読んでおく。

90

3,4 脳性麻痺　痙直型片麻痺
　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ108～P119、Ｐ128～P136を読
んでおく。

90

5,6 脳性麻痺　アテトーゼ型

　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ1417～P155を読んでおく。

90

7.8 子どもの整形外科疾患
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業
PBL学習

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ162～P174を読んでおく。

90

9,10 知的障害児の理学療法　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木　中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ173～P188を読んでおく。

90

11,12 子どもの遺伝性疾患
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　担当：押木・中川

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」Ｐ109～P208を読んでおく。

90

13,14 重症心身障害児と療育指導

　　　　　　　　　　　　　　　担当：押木

講義
対面授業

予習：教科書「小児理学療法テキス
ト」P209～P220を読んでおく。

90

15.16 まとめ
期末試験

ペーパー試験 復習：教科書「小児理学療法テキス
ト」の講義した領域と教材をよくr買
いしておく、

120
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リハビリテーション学科

【科目名】 代謝系疾患理学療法学 【担当教員】 　木村　和樹

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0660-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 平日9：00-17：00（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

グループディスカッションを行う際には、積極的に議論すること。糖尿病療養指導を行ってきた経験から、糖尿病の病態だけでな
く、患者様とのかかわり方、理学療法の展開について講じる。
そのため本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

一年次で履修した、解剖・生理学を復習しておくこと。
解剖学は膵臓、肝臓、腎臓について、生理学は代謝の範囲を復習する。

【講義概要】

(目的)

糖尿病の病態、合併症、理学療法について理解できる。そして、運動の人体に及ぼす影響、運動の適応と効果、チェックを理解し
て、理学療法に展開することができることを目的とする。
※当該科目学位授与方針等との関連性；P-1,P-2

(方法)

糖・脂肪・骨代謝について理解を行う。
糖尿病やメタボリックシンドロームについて学習を行う。
糖尿病に対する検査・評価方法を理解し、糖尿病患者に対する指導について教授する。

【一般教育目標(GIO)】

我が国において、代謝系疾患である糖尿病患者数は約1,000万人いると推測されている。糖尿病の病期が進行（合併症）すること
によって他疾患を生じるリスクが高くなり、医療費の増加や身体機能が低下するとされている。しかし、正しい治療を行えば糖尿
病の合併症の80%は予防することができる。そこで、医療職とし必要な知識を高めることを目的とする。

【行動目標(SBO)】

1.糖尿病にならない　2.合併症を生じない　3.寝たきりにならない
予防の観念は糖尿病理学療法の基本である。
病気を治す時代から、病気にならない（病期が進行しない）で健康で過ごせる時代に変化している。
予防という観念を持ちながら疾患の理解を深めることができる。

【教科書・リザーブドブック】

講義時に資料を配布する。

【参考書】

日本糖尿病療養指導士認定機構　編集・『糖尿病療養指導ガイドブック （2016）糖尿病療養指導士の学習目標と課題』メディカ
ルレビュー社，2016年．¥3,024
清野裕　門脇孝　他監修・『糖尿病の理学療法』メジカルビュー社，2015年．¥5,616

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
成績はレポートで評価を行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 30

思考・推論・創造の力 30 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 40 40

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 肝臓、腎臓、膵臓について 講義 生理学で学んだ内容を復習しておく
こと。

30

3.4 代謝異常 講義 生活習慣病について理解すること。 30

5.6 肝臓・腎臓理学療法 講義 内部障害に関する運動療法を検討で
きるように復習すること。

30

7.8 糖尿病の疫学・検査 講義 一般的な医学検査を理解できること
。

30

9.10 糖尿病の合併症と運動療法 講義 レポート課題にまとめること。 30

11.12 糖尿病教育（食事・薬） 講義 血糖値への影響を復習すること。 30

13.14 糖尿病理学療法の評価・行動変容 講義 糖尿病に対する理学療法の展開を復
習すること。

30

15 まとめ 講義 配布された資料を復習すること。
レポート提出（100点分）

90



リハビリテーション学科

【科目名】 呼吸理学療法学 【担当教員】 　木村　和樹

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 2-14-0406-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 平日9：00-17：00（火曜日を除く）

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

実技では触診しやすい服装で行う。受講する前に1年次に履修した解剖学と生理学を復習しておくこと。
内科病棟、在宅でのリハビリテーションの経験から、呼吸に関する臨床的な知識、実技を講じる。
そのため、本科目は、実務経験のある教員による授業科目である。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

受講する前に1年次に履修した解剖学と生理学を復習しておくこと。

【講義概要】

(目的)

呼吸機能の低下によって活動・参加が制限されることがある。そのため呼吸機能・呼吸器疾患の理解を深める事で、リハビリテー
ションの現場におけるリスク管理を考えられるようになることを目的とする。
※当該科目と学位授与方針等との関連性；P-1，P-2

(方法)

呼吸器の解剖と生理について復習を行い、呼吸器疾患について理解を深める。
呼吸に対する一般的な検査・評価の学習を行い、呼吸訓練と排たん法の実技を行う。

【一般教育目標(GIO)】

呼吸リハビリテーションの基礎知識を深めることで、各疾患、評価、訓練について理解することができる。
正常と異常な呼吸の違いを理解できる。

【行動目標(SBO)】

解剖・生理学と呼吸について結びつきを持たせて、各呼吸器疾患や呼吸評価の意義について考える事ができる。

【教科書・リザーブドブック】

講義資料を配布する。

【参考書】

高橋仁美　宮川哲夫　他編・『動画でわかる呼吸リハビリテーション第4版』中山書店，2016年．¥3,672
高橋 哲也　編集・『ビジュアルレクチャー 内部障害理学療法学 第2版』医歯薬出版，2017年．¥5,184
石川朗　編集・『15レクチャーシリーズ　理学療法テキスト　内部障害理学療法学　呼吸』中山書店，2017年．¥2,808

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含まない。
成績はレポートで評価を行う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 呼吸リハビリテーションとは
呼吸器の解剖と生理について

講義 呼吸リハビリテーションの目的を理
解する。
一年生次における解剖・生理の復習
をすること。

30

3.4 呼吸器疾患・人工呼吸器 講義 各呼吸器疾患の予習すること。 30

5.6 呼吸の検査項目、運動負荷試験 講義 呼吸器で用いる医学検査・コメディ
カルによる検査項目、運動負荷試験
を復習すること。

30

7.8 ADL評価、治療プログラム 講義 呼吸器疾患とADLの関係、治療プログ
ラムについて理解をすること。

30

9.10 呼吸介助と排痰法（座学） 講義 治療について理解すること。
実習に向けて内容をまとめる。

30

11.12 排痰法（実技） 実習 座学で行ったに排痰法、呼吸介助を
復習しておくこと。

30

13.14 呼吸介助（実技） 実習 排痰法、呼吸介助を復習すること。
※レポート課題あり。

30

15 総復習、レポート課題 講義 レポート課題の確認をする。 60



リハビリテーション学科

【科目名】 スポーツ障害理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0665-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

スポーツに関する理学療法に興味のある学生向けですが，身体運動機能障害全般に対して共通する理学療法評価方法や
スポーツのあり方を含めて学習します．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床でスポーツ傷害に関わるリハビリテーションやスポーツ活動支援に
従事してきた経験から，スポーツと理学療法に関する基本的事項について講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・解剖学，生理学，病理学，組織学，栄養学，整形外科学，運動器疾患理学療法学のみならず，心理学，社会学等の知識を
持ち合わせていることが望ましいです．
・スポーツ経験や受傷時の現病歴，既往歴，治療過程などをディスカッションのテーマとすることがあります．
・講義期間中に作成したレポートは返却します．

【講義概要】

(目的)

・現代のスポーツは，性別や年齢を問わず，心身機能の維持・増進に必要な身体活動であるとともに，競技としての専門性も
求められます．また，その活動では，急性外傷や慢性障害が理学療法の適応となる場合があります．スポーツに関わる
臨床症例を通して，基本的な理学療法の適応や評価・治療の流れを学び，臨床実践に活用することを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；P-1,2,3,4

(方法)

・スポーツ傷害の理学療法に必要な基本的知識と評価方法，治療までの流れを学びます．
・スポーツと理学療法の関係性について議論します．
＊対面講義とオンデマンド講義を組み合わせて行います．

【一般教育目標(GIO)】

・各種スポーツの特徴と，患者に即した理学療法評価や治療の基本的概念を理解する

【行動目標(SBO)】

・一般的なスポーツ傷害と対象者の病態を関連づけ，説明することができる
・対象者の症状や状況に即した理学療法評価について検討し，説明することができる
・対象者に必要な治療，トレーニング，再発予防策，環境設定などをプログラムし，記述することができる

【教科書・リザーブドブック】

・解剖学，生理学，組織学，病理学，整形外科学，各疾患別運動療法等の講義・演習で使用したもの

【参考書】

・講義の中で随時紹介する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・ディスカッション，発表等の授業態度および提出課題，筆記試験等を総合的に評価します．
・初回講義時に提出課題の評価規準を提示します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 20 30 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20 10 50

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 スポーツ傷害概説（１） 講義，発表 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

60

3・4 スポーツ傷害概説（２） 講義 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30

30

5・6 評価方法（１） 講義 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30

30

7・8 評価方法（２） 講義 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

9・10 評価・治療の実際（１） 演習，ディスカ
ッション

解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

11・12 評価・治療の実際（２） 演習，ディスカ
ッション

解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

13・14 評価・治療の実際（３） 演習，ディスカ
ッション

解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

15 確認とまとめ 講義，レポート 講義および課題まとめ 60



リハビリテーション学科

【科目名】 スポーツ障害理学療法学Ⅱ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0665-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

スポーツに関する理学療法に興味のある学生向けですが，スポーツを行いたいという希望のある人々に対して共通する，
身体活動のあり方を含めて学習します．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床でスポーツに関わるリハビリテーションやスポーツ活動に従事して
きた経験から，スポーツと理学療法に関する基本的事項について講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・自らのスポーツ経験を活かして積極的に発言・参加してください．
・地域のスポーツ活動に参加する場合があります．
・講義期間中に作成したレポートは返却します．

【講義概要】

(目的)

・現代のスポーツの位置づけは，性別や年齢を問わず心身機能の維持・増進に必要な身体活動です．実際に様々なスポーツ活動を
実践し，リハビリテーションとスポーツとの関わり方を学び，身体活動の普及・発展に貢献できることを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；P-1,2,3,4

(方法)

・障がいの有無を問わずに行うことのできる様々なスポーツ活動について，実践しながら学びます．

【一般教育目標(GIO)】

・各スポーツの特徴を踏まえ，対象者に即したスポーツ活動の実践ができる

【行動目標(SBO)】

・一般的なスポーツと対象者の病態，症状等を関連づけ，対象者に即したスポーツを実施することができる．
・対象者に必要な活動方法，ルール，トレーニング，環境設定などをプログラムし，記述することができる．

【教科書・リザーブドブック】

・整形外科学，各疾患別運動療法等の講義・演習で使用したもの

【参考書】

・講義の中で随時紹介する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・ディスカッション，発表等の授業態度および提出課題などを総合的に評価します．
・初回講義時に提出課題の評価規準を提示します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 30 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10 20 40

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 アダプテッド・スポーツ，インクルーシブ・スポ
ーツ概説（1）

講義 講義のまとめ 30

3・4 アダプテッド・スポーツ，インクルーシブ・スポ
ーツ概説（2）

講義 講義のまとめ 30

5・6 アダプテッド・スポーツ，インクルーシブ・スポ
ーツ概説（3）

講義 講義のまとめ 30

7・8 様々な対象者におけるスポーツ実践（1） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

9・10 様々な対象者におけるスポーツ実践（2） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

11・12 様々な対象者におけるスポーツ実践（3） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

13・14 様々な対象者におけるスポーツ実践（4） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

15 確認とまとめ グループワーク
レポート

まとめと振り返りレポート作成 60



リハビリテーション学科

【科目名】 義肢・装具学Ⅰ 【担当教員】 　須田　裕紀、前田　雄

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0685-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 佐々木：sasaki@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月曜日　10:00～15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。

【講義概要】

(目的)

義肢学は、切断者の身体状況に適した義肢のあり方を学ぶとともに、切断者がその義肢を有効に操
作できるよう、筋力トレーニング、断端管理などを学修する。また装具学は、四肢・体幹の機能障害の軽減
を目的に使用する装具の基本的知識、適応と理論および適合判定について学修することを目的とする。

(方法)

義肢や装具の実際について、モデルを使用しながらわかりやすく解説し、また教科書に沿って基礎
的知識について講義を中心に行う。

【一般教育目標(GIO)】

・切断とは何かを理解し、切断患者に残存する機能また、義手・義足についての理解を深める。
・装具として現在処方されている代表的なものの目的・機能について理解し，将来対峙する対象者の状態に
合わせてその知識を還元できる。

【行動目標(SBO)】

・義肢・装具の構造を理解し、適応のチェックからリハビリテーションまで理解することができる。

【教科書・リザーブドブック】

15レクチャーシリーズ「理学療法テキスト装具学」「理学療法テキスト義肢学」

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
定期試験などを実施する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 OTと同時開講
オリエンテーション，義肢装具学概論　（切断疾
患、切断レベル、義手と義足の種類と機能，装具
の種類）

講義
須田　裕紀

義肢装具の概論を理解する 60分

2 OTと同時開講
オリエンテーション，義肢装具学概論　（切断疾
患、切断レベル、義手と義足の種類と機能，装具
の種類）

講義
須田　裕紀

義肢装具の概論を理解する 60分

3 OTと同時開講
義肢概論（義足，義手ソケットの種類、部品、ア
ライメント、義足歩行，義手操作など）

講義
須田　裕紀

義肢に関する，各種パーツの種類，
設定を理解する

60分

4 OTと同時開講
義肢概論（義足，義手ソケットの種類、部品、ア
ライメント、義足歩行，義手操作など）

講義
須田　裕紀

義肢に関する，各種パーツの種類，
設定を理解する

60分

5 下腿切断者の身体評価方法，訓練方法（ROM、MMT
、触察，日常生活、装着前訓練など）

講義
前田　雄

下腿義足の概論を理解する．下腿切
断者の訓練や日常生活を理解する

60分

6 下腿義足の歩行とアライメント評価 講義
前田　雄

下腿義足の歩行を理解する．下腿義
足のアライメントを理解する．アラ
イメントの評価ができるようになる

60分

7 大腿義足概論,大腿義足ソケット 講義
前田　雄

大腿義足の概論を理解する 60分

8 大腿義足の膝継手，アライメント，歩行 講義
前田　雄

大腿義足のパーツやアライメントを
理解する

60分



9 下腿義足の適合評価方法①　（断端評価，ソケッ
ト評価）

講義
前田　雄

下腿義足の適合と調整を理解する 60分

10 下腿義足の適合評価方法①　（断端評価，ソケッ
ト評価）

講義
前田　雄

下腿義足の適合評価ができるように
なる

60分

11 下腿義足の適合評価方法②　（アライメンと評価
，歩行評価，装着訓練など）

講義
須田　裕紀

下腿義足の適合調整と評価を理解す
る

60分

12 下腿義足の適合評価方法②　（アライメンと評価
，歩行評価，装着訓練など）

講義
須田　裕紀

下腿義足のアライメント調整を理解
する

60分

13 下肢装具概論，継手の機能 講義
須田　裕紀

下肢装具の概論を理解する． 60分

14 歩行と下肢装具の機能 講義
須田　裕紀

下肢装具の歩行について理解する 60分

15 脳血管障害の評価と下肢装具　(Brs-t，MAS，アラ
イメント評価，歩行評価など）

講義
須田　裕紀

障害に対する下肢装具の適応や評価
を理解する

60分

補講 脳血管障害の評価と下肢装具　(Brs-t，MAS，アラ
イメント評価，歩行評価など）

講義
須田　裕紀

障害に対する下肢装具の適応や評価
を理解する



リハビリテーション学科

【科目名】 義肢・装具学Ⅱ 【担当教員】 　須田　裕紀、前田　雄、木村　和樹、長島　裕子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0685-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 佐々木：sasaki@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月曜日　10:00～15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

特になし

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。

【講義概要】

(目的)

義肢学は、切断者の身体状況に適した義肢のあり方を学ぶとともに、切断者がその義肢を有効に操
作できるよう、筋力トレーニング、断端管理などを学修する。また装具学は、四肢・体幹の機能障害の軽減
を目的に使用する装具の基本的知識、適応と理論および適合判定について学修することを目的とする。

(方法)

義肢や装具の実際について、モデルを使用しながらわかりやすく解説し、また教科書に沿って基礎
的知識について講義を中心に行う。

【一般教育目標(GIO)】

・切断とは何かを理解し、切断患者に残存する機能また、義手・義足についての理解を深める。
・装具として現在処方されている代表的なものの目的・機能について理解し，将来対峙する対象者の状態に
合わせてその知識を還元できる。

【行動目標(SBO)】

・義肢・装具の構造を理解し、適応のチェックからリハビリテーションまで理解することができる。

【教科書・リザーブドブック】

15レクチャーシリーズ「理学療法テキスト装具学」「理学療法テキスト義肢学」

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
定期試験などを実施する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 脳血管障害者のアセスメント 講義
前田　雄

脳血管障害に対する下肢装具の適応
を理解する

60分

2 脳血管障害者の身体機能と下肢装具の適応 講義
前田　雄

脳血管障害に対する下肢装具の適合
評価ができるようになる

60分

3 脳血管障害者の下肢装具の適合と調整 講義
須田　裕紀

脳血管障害に対する下肢装具の適合
評価ができるようになる

60分

4 脳血管障害者の下肢装具を用いた歩行評価 講義
須田　裕紀

脳血管障害に対する下肢装具の適合
評価と調整ができるようになる

60分

5 義足の異常歩行 講義
前田　雄

講義内容を理解する 60分

6 義足の異常歩行の対処と調整方法 講義
前田　雄

講義内容を理解する 60分

7 装具の異常歩行 講義
前田　雄

講義内容を理解する 60分

8 装具の異常歩行の対処と調整方法 講義
前田　雄

講義内容を理解する 60分



9 足部の機能① 講義・実技
木村　和樹

足部の機能と足病変を理解できる 60分

10 足部の機能① 講義・実技
木村　和樹

足部の機能と足病変を理解できる 60分

11 足部の機能② 講義・実技
木村　和樹

足部の機能と足病変を理解できる 60分

12 足部の機能② 講義・実技
木村　和樹

足部の機能と足病変を理解できる 60分

13 頸椎、体幹装具 講義
長島　裕子

体幹装具の概要について理解する 60分

14 頸椎、体幹装具 講義
長島　裕子

体幹装具の概要について理解する 60分

15 まとめ 講義 講義の内容をよく復習すること 60分



リハビリテーション学科

【科目名】 予防理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　長島　裕子

【授業区分】 専門分野(地域理学療法学) 【授業コード】 318070001 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 y.nagashima@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1．地域リハビリテーション論と関連づけて学習するようにしてください。
2．本科目は実務経験のある教員による授業科目です。転倒予防等の介護予防を実践していることから、理学療法士の立場から介
護予防に対して取り組める内容について実技を交えて講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1．レポートは添削後に返却する。
2．試験結果について、解答の開示と点数の通知はしますが返却はしません。
3．本試験終了後、希望がある場合に限り再試験までに本試験の解説等の補講を実施します。
4．実技・グループワークについては感染対策を徹底すること。

【講義概要】

(目的)

本邦における少子高齢化・人口減少に対する地域理学療法のあり方を学び、各疾患におけるアプローチ方法、予防理学療法につい
て理解する。

(方法)

予防理学療法として取り組める疾患等について講義し、その後疾患・症状に対して有効とされている実践方法についてグループで
ディスカッションし、実践方法を検討する。

【一般教育目標(GIO)】

1．予防理学療法で取り組める疾患等について理解する。
2．予防理学療法の実践について理解する。

【行動目標(SBO)】

1．予防理学療法で取り組める疾患等について理解し、説明できる。
2．予防理学療法の位置づけ、実践方法について理解し、説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

樋口由美、浅田史成、牧迫飛雄馬編、予防と産業の理学療法、南江堂、2020年、￥4,500（税別）

【参考書】

重森健太、横井賀津志編、PT・OTビジュアルテキスト地域リハビリテーション学、羊土社、2019年、￥4,500（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
成績評価は、期末試験・レポートを通しての成果発表により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 20 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 10 50

思考・推論・創造の力 20 10 10 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 介護予防の必要性と予防理学療法とは１ 講義 介護予防とは何かをインターネット
等で調べておくこと。

30

3.4 介護予防の必要性と予防理学療法とは２ 講義・実技 介護予防とは何かをインターネット
等で調べておくこと。

30

5.6 高齢者の特性について
ロコモティブシンドロームの概念と予防について

講義・実技 日本整形外科学会公式ロコモティブ
シンドローム予防啓発サイトをみて
おくこと。

30

7.8 ロコモティブシンドロームの概念と予防について 講義・実技 日本整形外科学会公式ロコモティブ
シンドローム予防啓発サイトをみて
おくこと。

30

9.10 転倒予防のメカニズムと予防について１ 講義・実技 教科書を（p29-42）をみて、転倒予
防について学習すること。

30

11.12 転倒予防のメカニズムと予防について２ 講義・実技 教科書を（p29-42）をみて、転倒予
防について学習すること。

30

13.14 メタボリックシンドロームの概念と予防について 講義・実技 厚生労働省「e-ヘルスネット」をみ
ておくこと。

30

15 まとめ 講義 30



リハビリテーション学科

【科目名】 予防理学療法学Ⅱ 【担当教員】 　長島　裕子

【授業区分】 専門分野(地域理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 y.nagashima@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1．地域リハビリテーション論と関連づけて学習するようにしてください。
2．本科目は、予防理学療法学Ⅰを履修済みであること。
3．本科目は実務経験のある教員による授業科目です。転倒予防等の介護予防を実践していることから、理学療法士の立場から介
護予防に対して取り組める内容について実技を交えて講義します。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1．レポートは添削後に返却する。
2．試験結果について、解答の開示と点数の通知はしますが返却はしません。
3．本試験終了後、希望がある場合に限り再試験までに本試験の解説等の補講を実施します。
4．実技・グループワークについては感染対策を徹底すること。

【講義概要】

(目的)

本邦における少子高齢化・人口減少に対する地域理学療法のあり方を学び、各疾患におけるアプローチ方法、予防理学療法につい
て理解する。
※当該科目と学位授与方針との関連性；A-2,P-1,2

(方法)

予防理学療法として取り組める疾患等について講義し、その後疾患・症状に対して有効とされている実践方法についてグループで
ディスカッションし、実践方法を検討する。

【一般教育目標(GIO)】

1．予防理学療法で取り組める疾患等について理解する。
2．予防理学療法の実践について理解する。

【行動目標(SBO)】

1．予防理学療法で取り組める疾患等について理解し、説明できる。
2．予防理学療法の位置づけ、実践方法について理解し、説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

樋口由美、浅田史成、牧迫飛雄馬編、予防と産業の理学療法、南江堂、2020年、￥4,500（税別）

【参考書】

重森健太、横井賀津志編、PT・OTビジュアルテキスト地域リハビリテーション学、羊土社、2019年、￥4,500（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規定のGPA制度に従う。
出席点は評価に含まない。
成績評価は、期末試験・レポートを通しての成果発表により総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 20 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 10 50

思考・推論・創造の力 20 10 10 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 サルコペニアの概要と予防について１ 講義・実技 サルコペニアについて教科書やイン
ターネット等で調べておくこと。

30

3.4 サルコペニアの概要と予防について２ 講義・実技 サルコペニアについて教科書やイン
ターネット等で調べておくこと。

30

5.6 フレイルの概要と予防について１ 講義・実技 フレイルについて教科書やインター
ネット等で調べておくこと。

30

7.8 フレイルの概要と予防について２ 講義・実技 フレイルについて教科書やインター
ネット等で調べておくこと。

30

9.10 認知症の概要と予防について１
老人性うつの病態

講義・実技 認知症、老人性うつについて教科書
やインターネット等で調べておくこ
と。

30

11.12 認知症の概要と予防について２ 講義・実技 認知症について教科書やインターネ
ット等で調べておくこと。

30

13.14 スクエアステップの実践 講義・実技 スクエアステップの実践について理
解できる

30

15 まとめ 講義 30



リハビリテーション学科

【科目名】 地域リハビリテーション論Ⅰ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(地域理学療法学) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) (火)～(木)　12:30-13-30

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

１．履修前に理学療法の概要を学修している。
２．本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。地域リハビリテーション・地域理学療法に従事した経験
    から、地域理学療法、理学療法士に求められる役割等について講義する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

１．毎回、テキストの指定頁を予習しておくことが必須である。
２．定期試験後の回答・解説は再試験該当者には実施する。本試験合格者びは希望により試験結果を閲覧できる。

【講義概要】

(目的)

１．高齢者施設の入所者、在宅の療養者を想定した入所、訪問、通所の理学療法について、考え方、知識を修得する。
２．「地域」の事例に対して、理学療法の問題点、プログラムのについて理解している。

当該科目と学位授与方針等との関連性：A-2、A-3、P-2

(方法)

１．主にテキストを中心とした内容及び配布資料に基づいて講義を行う。
２．予習の確認として小テストを実施する。小テストはFormsで回答し、それらを出欠の確認とする。
３．適宜、レポートを求める。

【一般教育目標(GIO)】

１．地域リハビリテーションについてまたその中での理学療法士の位置づけを理解すること。
２．生活場面（在宅・介護福祉施設など）で理学療法士の具体的役割を理解する。

【行動目標(SBO)】

１．施設入所者、在宅療養者の地域理学療法の問題点、基本的理学療法を説明できる。
２．地域理学療法の諸制度を理解し、予防的視点からも地域理学療法を説明できる。
３．地域理学療法における福祉用具や住宅改修の住環境整備について説明できる。
４．地域理学療法の事例について自力で考察を加えることができる。

【教科書・リザーブドブック】

浅川康吉．地域理学療法学．MEDICAL VIEW,2019.¥4,500（税別）

【参考書】

牧田 光代，金谷 さとみ編．地域理学療法（第4版），医学書院，2017年，￥5,170（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

１．成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に
    従う。
２．成績評価は、期末試験・小テスト・レポート・出欠により総合的に評価する。
３．本試験（70％）、小テスト（15％）、ノート点検（10％）、出席・授業への取り組みなど（5％）で評価を行
    う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 15 10 5 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 50 5 55

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力

学修に取り組む姿勢 10 5 15

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 地域リハビリテーションの理解
・地域リハビリテーション
・地域理学療法
・地域における理学療法の役割

講義：小林 テキストの関連頁(以下同様）
pp2-11

60

3,4 入所理学療法 講義：小林
課題研究

pp127-131
pp155-160

60

5,6 訪問理学療法 講義：小林
課題研究

pp119-127
pp137-145

60

7,8 通所理学療法 講義：小林
課題研究

pp123-127
pp146-155

60

9,10 福祉用具と住環境整備 講義：小林
課題研究

pp215-226 60

11,12 介護予防と地域理学療法 講義：小林
課題研究

pp92-97
pp210-214
pp293-295

60

13,14 地域包括ケアシステムと地域理学療法 講義：小林
課題研究

pp84-88
pp230-233

60

15 まとめ，定期試験 講義：小林



リハビリテーション学科

【科目名】 地域リハビリテーション論Ⅱ 【担当教員】 　若菜　翔哉

【授業区分】 専門分野(地域理学療法学) 【授業コード】 3-18-0695-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 wakana@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 火：12時50分～13時20分

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・後期開講科目の予防理学療法学と関連づけて学修するようしてください．
・本科目は，実務経験5年以上のある教員による授業科目です．地域リハビリテーションに従事した経験から，地域におけ
　るリハビリテーション・理学療法士に求められる役割等について講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・グループワークおよび発表を通して，自身の考えを述べ，他者の意見から学びを深めるように努めること.
・試験結果について，解答の開示と点数の通知はしますが情報漏洩の観点から返却はしません．
・試験後，希望がある場合には試験内容を中心とした補講（試験内容の解説を含む）を行います．
・実技・グループワークについては感染対策を徹底すること．

【講義概要】

(目的)

障がいをもつ人・高齢者が地域社会で生きがいを感じながら自らの人生を主体的に生きることを支援するために保健・医療・福祉
の動向を踏まえて，多面的な学習することを目的とする．

当該科目と学位授与方針等との関連性：A-3,P-1,P-2,P-3

(方法)

講義，グループワーク・実技を中心に実施する．

【一般教育目標(GIO)】

・地域リハビリテーションについてまたその中での理学療法士の位置づけを理解すること．
・生活場面（在宅・介護福祉施設など）で理学療法士の具体的役割を理解する．

【行動目標(SBO)】

・地域リハビリテーションにおける理学療法士の役割を考え具体的に取り組むことができる．

【教科書・リザーブドブック】

浅川康吉：Crosslink 理学療法学テキスト　地域理学療法学，メジカルビュー社，2019年，￥4,500（税別）

【参考書】

大田仁史編：地域リハビリテーション論 Ver.6，三輪書店，2015年，￥2,600（税別）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は，本学学則規程のGPA制度に従う．
出席点は含まない．
成績評価は，期末試験，グループワークを通しての成果発表により総合的に評価する．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 70 10 80

思考・推論・創造の力 10 5 15

コラボレーションとリーダーシップ 5 5

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１～４ 介護保険制度について１ ・講義 介護保険制度が成立した経緯，介護
認定等について調べておくこと．

５～８ 介護保険制度について２
　介護認定審査・ケアプランの作成

・講義
・グループワー
　ク

介護認定の仕組みを理解し，各種介
護サービスの特徴を理解しておくこ
と．

９・１０ ケアプランの発表 ・発表（プレゼ
　ンテーショ
　ン）

症例に対するケアプランについてグ
ループで検討しプレゼンの準備をし
ておくこと．

１１～１
４

地域包括システムについて ・講義
・グループワー　
　ク

地域包括システムにおける「医療・
介護連携」「生活支援」等について
理解しておくこと．

１５ まとめ ・講義 これまでの講義内容について復習す
ること．



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床評価実習 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(臨床実習) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 必修 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 5 【コマ数】 90 (オフィスアワー) 毎週水曜日12:45〜13:15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・この科目の履修は，本学の実習規程によります．
・学外実習は学内実習の客観的臨床能力試験（OSCE）の合格により履修できます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・臨床実習要綱を熟読し，臨床評価実習の目的，到達目標を確認してください．

【講義概要】

(目的)

この科目は，臨床実習指導者の指導の下，症例に則した評価方法に関する見学，理学療法に関する検査・測定の選択と実施，
および評価結果を統合・解釈し，問題点を考え，症例の障害像を把握するために必要な臨床推論を学ぶことを目的とします．

(方法)

学内実習は，学外実習期間の前後に実施します．学外実習は，学生が医療機関等に赴き，臨床実習指導者の指導の下，3週間
実施します．学内実習では筆記試験および実技試験を行います．さらに学外実習後には学内指導教員の指導の下，実習課題やその
内容に関する発表を行います．なお，学内実習期間では日々の活動内容を記録し，学習活動を振り返るレポートを作成
します．

【一般教育目標(GIO)】

１．臨床実習を経験し，卒業後の理学療法士としての自己の役割を認識することができる．
２．理学療法評価の目的を理解し，症例に則した評価の選択・実施ができる．
３．症例に則した問題点を考え，その障害像を把握することができる．

【行動目標(SBO)】

１．臨床実習指導者の指導の下，適切に見学を行うことができる．
２．臨床実習指導者から指導を受け，理学療法対象者に対し，適切な理学療法評価を行うことができる．
３．様々な臨床症例をふまえ，理学療法対象者の問題点を考えて障害像を捉えることができる．

【教科書・リザーブドブック】

・臨床評価実習要綱

【参考書】

基礎医学，臨床医学を含む全ての科目で使用した教科書，参考書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規程のGPA制度に従います．
１．学内実習期間に，知識および理学療法技術に関するOSCEを実施します．
２．成績評定は学外実習および学内実習の状況を総合的に判断します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 30 10 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 30 10 10 50

思考・推論・創造の力 10 10

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 10 10 20

学修に取り組む姿勢 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-10 １．ガイダンス
・臨床評価実習に関して
・理学療法評価に関して
２．OSCE（筆記，実技）

講義，実習 理学療法評価に関する知識，技術の
整理，デイリーノート作成

90

11－35 学外実習（医療施設等）
理学療法見学，情報収集，理学療法評価の実施と
修正

実技 デイリーノート作成
ケースノート作成
課題実施

36－60 学外実習（医療施設等）
理学療法見学，情報収集，理学療法評価の実施と
修正

実技 デイリーノート作成
ケースノート作成
課題実施

61－85 学外実習（医療施設等）
理学療法見学，理学療法評価の実施と修正，まと
め，振り返り

実技 デイリーノート作成
ケースノート作成
課題実施

86－90 1．実習課題やその内容に関する報告会
2．OSCE（筆記，実技）

発表，実習 報告書，発表資料の作成，理学療法
に関する知識，技術の整理

90



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法トピックスⅠ 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・この科目は実務経験者対応科目です。臨床経験を積んだ理学療法士が、中枢神経疾患や循環器疾患、呼吸器疾患の理学療法法の
最近の知見について、分かり易く講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

小テスト、レポートについては、返却します。

予習も大事ですが、復習がさらに重要となります。前回の講義内容を十分復習してから受講してください。

【講義概要】

(目的)

最近の理学療法学の進歩をいち早く知るためトピックスとなる治療手技や理論を学修することを目的とする。この科目では主に中
枢神経疾患の理学療法を扱う。

当該科目と学位授与方針との関連性：P-3

(方法)

治療法の基礎的理論を紹介するとともに、実習・演習（グループワーク）を通して臨床への活用を学ぶ。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経疾患や循環器疾患、呼吸器疾患の近年の理学療法について理解する

【行動目標(SBO)】

・ステージ理論について説明できる
・各ステージに適した理学療法技術について説明、基本技術が実施できる

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
成績評価は、小テスト、レポートにより総合的に評価する。
出席点は評価には含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 10 80 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 40 50

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
後期

オリエンテーション
脳の新しい知見の紹介と中枢神経疾患に対する理
学療法

講義 （復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

２
後期

運動麻痺は6ヶ月以降でも回復する？
ステージ理論とは何か？

講義・演習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

３
後期

臨床で使用される評価方法
‐実習でも役立つ新しい評価トピックス

講義・実習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

４
後期

クリニカルリーズ二ングに基づく治療技術
ー基底核、視床病変に対する介入

講義・実習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

５
後期

クリニカルリーズ二ングに基づく治療技術
ー小脳病変に対する介入

講義・実習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

６
後期

ステージ理論に基づく治療技術
経頭蓋磁気刺激装置（TMS)の実際
CI療法・ミラーセラピーの実際

講義・演習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

７
後期

中枢神経疾患に対するあたらしい治療技術紹介
・歩行訓練ロボットの臨床応用
・電気刺激（神経筋電気刺激、TENS)や振動刺激を
　用いた理学療法

講義・演習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

８
後期

まとめ 講義
レポート

（予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法トピックスⅡ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 3-16-0595-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 水，金：10:00-16:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は選択科目だが，理学療法士としては疼痛に関する知識は必要不可欠であろう．近年，国家レベルで対策を講じている慢性
疼痛を中心に最新の疼痛知見，対応等について講義する（初回のみ対面．その他コマはwebオンデマンド配信）．
なお，本科目は実務経験10年以上（経験領域：運動器疾患，中枢神経疾患，急性期，回復期，生活期等）の理学療法士資格を有す
る教員が担当する．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

臨床を想定した内容構成となっています．
また，各講義後の確認テストは講義資料最初に確認テスト読み取りQRコードを表示しておくので，講義内容を確認後，必ず確認テ
ストを行うこと．確認テストの回答は出欠席の確認の意味もあり，出席不足の場合，科目認定試験を受験できなくなります．テス
ト回答は必ず忘れずに行うようしてください．

【講義概要】

(目的)

・疼痛に関わる社会的な問題(疼痛関連疾患でどれほどの負担をしているのか)
・疼痛の意義について
・疼痛が生じるメカニズムについて
・疼痛メカニズムに基づく効果的な理学療法
当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3.

(方法)

指定教科書およびスライド資料を活用します．なお，スライド資料はTeams内ファイルに収納しておきます．各自，ダウンロード
して使用してください．なお，ダウンロード後に私用等で利用することは禁じます．学修目的のみに利用してください．
講義後にはその日の講義内容に準じた確認テストを行います．

【一般教育目標(GIO)】

本科目で学んだ内容を臨床でも活用できるよう，疼痛に関する知識を深め，理学療法の実践へ導くことができる．

【行動目標(SBO)】

以下の内容について，自己理解の上で説明ができる．
・疼痛メカニズムについて
・疼痛に関する理学療法について
・疼痛に対する

【教科書・リザーブドブック】

沖田実，松原貴子：ペイン・リハビリテーション入門．三輪書店．（3,500円＋税）

【参考書】

松原貴子，沖田実，森岡周：ペインリハビリテーション．三輪書店．（4,200円＋税）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準等は，本学学則規定のGPA制度に従う．
・試験：筆記試験
・小テスト：確認テスト（講義後に同日の講義内容範囲として理解の程度を確認します）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 20 60

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ・科目オリエンテーション．
・痛みの定義，概念．
・事例検討

形式：講義，試
験
対面

※初回は確認テストを行いません

3,4 ・痛みの神経生理学
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

5,6 ・痛みの発生メカニズム
・痛みのリハビリテーション評価の考え方
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

7,8 ・各種疼痛関連評価
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

9,10 ・急性痛に対するリハビリテーション
・急性痛に対するマネジメント
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

11,12 ・慢性疼痛に対するリハビリテーション
・慢性疼痛に対するマネジメント
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

13,14 ・特殊疼痛に対するマネジメント
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

15 期末試験（筆記） 試験（Forms配信
）

毎回の小テストの範囲からも出題し
ます．



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法卒業研究Ⅰ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 r.kobayashi@nur05.microsoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 月～水　16:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1. 4年次に卒業論文を履修するものが受講対象となるが、それ以外の者でも将来就職してからの職場での研究発表 
  を行いたい者も履修対象となる。
　※選択科目であるが全員履修登録をする。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1. 事前に自分の理学療法における興味ある分野を明確にしておくこと。
2. この科目は実務経験者対応科目である。

【講義概要】

(目的)

1. 2年後期の「理学療法研究法」と4年の「卒業研究」との間で研究について継続的に学び、卒業研究へとつなげ 
   る。
2. 卒業研究のためのテーマの選定や論文の探索方法、論文構成を学習し、論文内容を理解できるようにする。
3. 自学自習の習慣を身に着け、将来理学療法を行う時に必要な情報収集能力や、学習態度を身に着ける。

(方法)

1. ゼミ形式をとり、論文抄読や学生相互間の情報交換を通じて卒業研究のテーマを決定する。

【一般教育目標(GIO)】

1. 理学療法の研究法について基礎知識を理解する。
2. 研究的思考能力を獲得する。

【行動目標(SBO)】

1. 自立して理学療法研究の計画を立案できる。
2. 倫理審査書類を作成できる。
3. 当該科目と学位授与方針等との関連性;A-3、P-4

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

各ゼミで配布する。

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1. 成績評価基準は、本学学則・授業科目の履修方法・試験・評価規程およびその施行規則、GPAに関する規程に
   従う。
2. 成績評価は、期末試験・小テスト・レポート・出欠により各ゼミで一次評価を行い，科目担当教員が総合的に　　
　 二次評価をする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 30 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 10 30

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 20 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 ・オリエンテーション
・研究倫理について

講義・小林 ・自分のテーマを決めておく。 30 分

2 ～ 15 ・研究の流れ、文献収集、抄読会などの活動
・研究計画書作成・プレ実験のの実施
・プレ実験結果発表・倫理審査書類の作成

講義・演習
担当教員による
ゼミ

・担当教員の指示に従う。

・2 回目以降の開講日は担当教員による指示
・ゼミの内容は担当教員により異なる



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法応用ゼミⅠ 【担当教員】 　粟生田　博子、星野　浩通、木村　和樹

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・通年科目です．前期は基礎科目（解剖学，生理学，運動学）に関する基本的知識の向上と臨床評価実習に向けた課題解決を実践
します．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床でリハビリテーションに従事してきた経験から，理学療法過程に関わる基
本的事項について講じ，学習を深めます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・グループワークを行います．積極的に活動しましょう．
・小テストは随時返却します．

【講義概要】

(目的)

・これまで学習した内容について，理学療法実施に必要な総合的な知識と技術を確認するために継続的に学習を進めます．
・臨床実習に向けた知識と技術を備えるために計画的な学習に取り組みます．

(方法)

・グループワークや小テストを行い，臨床実習に向けた知識・技術の復習，確認を行います．

【一般教育目標(GIO)】

・臨床実習に必要な知識・技術を獲得するために計画的に学習することができる．
・国家試験に必要とされる基礎分野の知識を整理し，向上することができる．

【行動目標(SBO)】

・理学療法に関する基本的医学的知識をまとめ，他者に説明できる．
・基本的理学療法に関する検査，評価，治療計画作成等が説明，実施できる．

【教科書・リザーブドブック】

・国試の達人PT・OTシリーズ  運動解剖生理学編，理学療法科学学会編，2,546円，2021年6月発行予定
・国試の達人PT・OTシリーズ  臨床医学編，理学療法科学学会編，2,546円，2021年6月発行予定
・国試の達人PTシリーズ 理学療法編，理学療法科学学会編，4,583円，2021年6月発行予定

【参考書】

・解剖学，生理学，運動学，臨床医学，理学療法評価学等で使用した教科書

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は成績評価に含みません．
・筆記試験，小テスト，レポート，成果発表，ポートフォリオを総合的に評価します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 40 20 20 10 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 20 10 5 75

思考・推論・創造の力 10 5 15

コラボレーションとリーダーシップ

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 ・学習の進め方 講義，小テスト 基本的理学療法に関する学習 90

3－8 ・ICFに関する学習，基礎科目確認学習 演習，グループ
ワーク，小テス
ト

基本的理学療法に関する学習 60

9-12 ・PBL課題学習，基礎科目確認学習 演習，グループ
ワーク，小テス
ト

基本的理学療法に関する学習 60

13・14 ・OB・OG臨床実践報告会 講義，ディスカ
ッション

レポート 60

15・16 ・まとめ 講義，試験 理学療法評価に関するまとめ 60



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法応用ゼミⅠ 【担当教員】 　粟生田　博子、星野　浩通、木村　和樹

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 3-20-0765-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 (オフィスアワー) 毎週金曜日9：30-12：40

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・前期は主に臨床評価実習に向けた課題解決を実践します。
・後期（臨床評価実習後）は、国家試験を意識、基礎知識の向上を図ります。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・定期的に実施するホームルームに参加すること。
・詳細はオリエンテーションの際に説明します。
・業者による模擬試験は必修です。(業者模試の料金は授業料とは別に徴収します。)
・試験結果は他に支障のない限り返却します。

【講義概要】

(目的)

１，２，３年で学習した内容について総合的にその理解や、知識を確認し、不十分な点について学生
自ら自覚し、弱点を補強してゆく目安とする。また学生全体に不十分な科目を発見し３，４年における補習
や補強のための情報を得る。また４年進級にたる力を備えているかについて判定する。
・当該科目と学位授与方針等との関連性;　P-3

(方法)

・ホームルームにて、実習に向けた知識の復習・確認を行う。
・臨床評価実習後は、基礎分野（解剖・運動・生理学）の小テストと総合試験を実施する。
・業者模試を行う。

【一般教育目標(GIO)】

・臨床評価実習に必要な知識を再学習する。
・4年次の国家試験・臨床総合実習に必要とされる基礎知識を向上させる。

【行動目標(SBO)】

・基本的医学的事項・理学療法について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

１．国試の達人PT・OTシリーズ2019　運動解剖生理学編，理学療法科学学会編，2,500円，2019年6月発行予定
２．国試の達人PT・OTシリーズ2019　臨床医学編，理学療法科学学会編，2,500円，2019年6月発行予定
３．国試の達人PT・OTシリーズ2019　理学療法編，理学療法科学学会編，4,500円，2019年6月発行予定

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のＧＰＡ制度に従って評定します。
・出席点は含みません。
・「試験」は最後に実施する学内模試のことを言います。
・小テストの成績：まとめ小テスト
・実技の成績：OSCE



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 80 20 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション：総合演習Ⅰの進め方
グループワークの進め方

座学 過去問題7年分を実施しておくこと。 90

2-8 過去問題7年分（毎週実施）
グループワーク

座学 過去問題7年分を実施しておくこと。 90

9 まとめ小テスト 座学 過去問題7年分を実施しておくこと。 90

10-15 実技試験（OSCE) 実技 総合実習に向けた実習の準備をする
こと。

90



リハビリテーション学科

【科目名】 連携総合ゼミ 【担当教員】 　押木　利英子

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 oshiki@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 押木　木　11:00～17:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・集中講義（9月第2週目）として開講される。
・授業の大半がグループワークである。
＊対象学生は3年生であるが、4年生希望者も参加可能
＊この科目は実務経験のある教員による授業科目です。連携教育、連携ゼミを他大学で経験を積んだ教員が学生に同行して、ゼミ
活動の指導、支援を行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・新潟医療福祉大学（新潟市）で行われる、
・新潟県内外（海外も含む）の約10大学の医療・福祉を学ぶ学生が集まる。
・コミュニケーション能力をスキルアップできる
・他大学・他専攻の知人ができる

【講義概要】

(目的)

対象者のQOLを支えるためには異なる専門職との密接な連携が必要であることを理解するとともに、地域における社会資源や専門
職、及び専門機関（医療、福祉、保健など）のネットワークの重要性を理解し、将来の実践の基礎的能力・態度を身につける。
当該科目と学位授与方針との関連性；A-2,3
当該科目と学位授与方針との関連性；P-2,3　O－2,3

(方法)

・QOLを高めることのできる専門職になるために、異なる専攻の学生とお互いの専門性・志向性を考慮しながら連携・協働し、対
象者の真のニーズを把握して支援策を企画・立案する。
・1事例（脳卒中、ＡＬＳ、メタボ、整形疾患、精神科疾患、糖尿病、失語症、小児疾患など10数例あり：選択可）の支援策を作
成する。
・他大学（海外も含む）、他専攻の学生と一緒にチームアプローチを行う。

【一般教育目標(GIO)】

・学生が自らの専攻の専門性を踏まえつつ、他専攻の専門性・指向性を充分に理解し、評価・アセスメントに始まり支援計画の立
案に至るチーム・ケアないしチーム医療を模擬的に体験する。
・他の専門職と連携して対象者・利用者の支援にあたるための基本的な方法や内容を習得する。

【行動目標(SBO)】

・同専攻の学生と協力して対象者の評価し、結果を他専攻の学生に説明できる
・他専攻の学生と検討して対象のニーズを抽出できる
・協働して対象へのアプローチを企画できる
・支援計画に対象の意見を反映させることの重要性を説明できる
・他専攻の学生と検討した支援策を効果的に発表できる

【教科書・リザーブドブック】

連携総合ゼミ学生ガイド（オリエンテーション時に配布）

【参考書】

各ゼミで必要とされる文献、配布資料、参考書等

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います。
・成績評価：参加態度、討論内容、発表内容、発表技術で評価する



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 70 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 20 20

発表力 20 20

学修に取り組む姿勢 20 10 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 連携総合ゼミについての事前説明
　　　　　　　　　　　（於：新潟リハ大学）

講義

押木、貝渕

2,3 連携総合ゼミ事前オリエンテ―ション
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams配信

連携総合ゼミ　
担当教員

4,5,6,7,8 連携総合ゼミ1日目：オープニングオリエンテーシ
ョン　　　　　　　
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材

60

9,10,11,1
2,13

連携総合ゼミ２日目：ゼミ活動
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

14,15,16,
17,18

連携総合ゼミ３日目：ゼミ活動
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

19,20,21,
22,23

連携総合ゼミ４日目：ゼミ活動
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

24,25,26,
27,28

連携総合ゼミ５日目：成果発表
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

29,30 振り返り、まとめ　　　　（於：新潟リハ大学） 演習

押木、貝渕

自身の振り返り



リハビリテーション学科

【科目名】 心理測定法Ⅰ 【担当教員】 　中川　明仁

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

言語聴覚障害コースの学生にとっては、国家試験出題基準の指定科目です。
注意：心理テスト法の実践を学びたい場合は、他臨床心理系科目を選択してください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目では講義に加えて演習を取り入れて心理測定法の実際を学びます。講義で得た知識を基にしながら、演習を通して心理測定
法がどのように行われるのか体感して理解を深めます。

【講義概要】

(目的)

心理測定法や統計学的な知識の習得を通じて行動やこころを科学的視点で理解することを目指します。
国家試験の受験に必要な大学における学修として以下の点を身につけてください。
①心理学で用いられる測定法と統計手法
②統計に関する基礎的な知識
当該科目と学位授与方針等との関連性;　S-1,R-2

(方法)

心理測定法の中でも主に精神物理学的測定法を学ぶ。また、心理測定法Ⅱに向けて、変数の種類や尺度水準、尺度構成における信
頼性と妥当性について学ぶ。講義で得た知識を実際に自ら測定をを実践することで知識の定着を図る。

【一般教育目標(GIO)】

心理測定法の中でも主に精神物理学的測定法の手法を身に着けるため、その手法で用いられる種々の方法論を理解する。

【行動目標(SBO)】

精神物理学的測定法、変数の種類や尺度水準、信頼性と妥当性の概要について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

毎回の授業で資料を配布する

【参考書】

山田弘幸（編・著）／言語聴覚士のための心理学：第3章「心理学的測定」／医歯薬出版／定価 4,320円（税込）
市川伸一編著／新心理学ライブラリ 13「心理測定法への招待」／サイエンス社／定価 2,835円（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含みません。試験、小テストの成績を総合して評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 30 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 20 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・２ 心理測定法とは 講義 心理測定法の概要、意義について理
解できる

１２０

３・４ 測定の水準（名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比
率尺度）

講義、演習 4つの尺度水準の違いを説明できる １２０

５・６ 精神物理学的測定法（１）（刺激閾、弁別閾、主
観的等価値、丁度可知差異）

講義、演習 刺激閾、弁別閾、主観的等価値、丁
度可知差異の意味を説明できる

１２０

７・８ 精神物理学的測定法（２）（調整法、極限法） 講義、演習 調整法、極限法の意味、またその実
際を説明できる

１２０

９・１０ 精神物理学的測定法（３）（恒常法、マグニチュ
ード推定法）

講義、演習 恒常法、マグニチュード推定法の意
味、またその実際を説明できる

１２０

１１・１
２

恒常誤差 講義 さまざまな恒常誤差の意味を説明で
きる

１２０

１３・１
４

妥当性と信頼性 講義 妥当性と信頼性の意味を説明できる １２０

１５ まとめ 講義 これまでの講義、配布資料をもとに
学んだ内容を理解できる

１２０



リハビリテーション学科

【科目名】 心理測定法Ⅱ 【担当教員】 　中川　明仁

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

言語聴覚障害コースの学生にとっては、国家試験出題基準の指定科目です。
注意：心理テスト法の実践を学びたい場合は、他臨床心理系科目を選択してください。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

本科目では講義に加えて演習を取り入れて心理測定法の実際を学びます。講義で得た知識を基にしながら、演習を通して心理測定
法がどのように行われるのか体感して理解を深めます。

【講義概要】

(目的)

心理測定法や統計学的な知識の習得を通じて行動やこころを科学的視点で理解することを目指します。
国家試験の受験に必要な大学における学修として以下の点を身につけてください。
①心理学で用いられる測定法と統計手法
②統計に関する基礎的な知識
当該科目と学位授与方針等との関連性;　S-1,R-2

(方法)

心理測定法の中でも主に尺度構成法を学ぶ。また、心理統計学の基礎として代表値、散布度、相関関係、統計的仮説検定の考え方
について学ぶ。

【一般教育目標(GIO)】

心理測定法の中でも主に尺度構成法の手法を身に着けるため、その手法で用いられる種々の方法論を理解する。また、統計学的考
え方を身に着けるため、記述統計と推測統計の考え方を理解する。

【行動目標(SBO)】

尺度構成法および記述統計、推測統計について説明できる。

【教科書・リザーブドブック】

毎回の授業で資料を配布する

【参考書】

山田弘幸（編・著）／言語聴覚士のための心理学：第3章「心理学的測定」／医歯薬出版／定価 4,320円（税込）
市川伸一編著／新心理学ライブラリ 13「心理測定法への招待」／サイエンス社／定価 2,835円（税込）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。出席点は評価に含みません。試験、小テストの成績を総合して評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 60 30 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 20 60

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・２ 尺度構成法（１）直接法
ME法、MP法

講義、演習 直接法のME法とMP法の説明ができる １２０

３・４ 尺度構成法（２）間接法
一対比較、評定尺度法、SD法、MSD法

講義、演習 間接法の一対比較、評定尺度法、SD
法、MSD法が説明できる

１２０

５・６ 調査法
質問紙構成のプロセス

講義、演習 質問紙が作成されるまでのプロセス
を説明できる

１２０

７・８ 心理統計学（１）度数分布と代表値 講義、演習 度数分布と代表値が説明できる １２０

９・１０ 心理統計学（２）散布度
分散と標準偏差

講義、演習 分散と標準偏差が説明できる １２０

１１・１
２

心理統計学（３）共分散と相関 講義、演習 共分散と相関が説明できる １２０

１３・１
４

心理統計学（４）統計的仮説検定
ｔ検定

講義、演習 統計的仮説検定の考え方が理解でき
る

１２０

１５ まとめ 講義 これまでの講義、配布資料をもとに
学んだ内容を理解できる

１２０



リハビリテーション学科

【科目名】 知覚・認知心理学Ⅰ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0490-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビリ
に従事してきた経験から、人の感覚・知覚及び認知・思考の機序とその障害について講じていきます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
「認知心理学」には、感覚・知覚・判断・記憶・言語理解等のさまざまな要素が包括されています。リハビリテーション領域にお
けるこれらの機能が障害された方々に対する支援するための基礎知識となります。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
レポート、試験結果、及び授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
授業中に、随時、テーマと関連した実験演習及び視聴覚教材の視聴を実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の感覚・知覚等の機序及びその障害と、②人の認知・思考等の機序及びその障害について学びます。
人間の認知情報処理過程（感覚・知覚・認知、注意、記憶、思考など）について、そのメカニズムを神経生理学及び行動科学の側
面から概説していきます。また、その障害についても説明し、視聴覚教材を用いて実例から学び、その支援法を考えていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-3, P-2, O-1, R-1

(方法)

講義と演習ですすめていく。
障害については、講義のみでなく、視聴覚教材を用いていく。
可能な限り、行動科学のみでなく、神経生理学的視点からの知見を根拠に説明していく。
毎回、資料としてプリントを配布する。

【一般教育目標(GIO)】

・簡単なデモンストレーションを通して、人間の認知的特性を体系的、体験的に学ぶ。
・認知の障害について理解する。

【行動目標(SBO)】

・人間の認知情報処理過程についての基本的知識を習得する。
・各講義で説明した認知心理学のトピックについて多角的に考察することができる。
・ST国家試験過去問に対応できるだけの知識を身につける。
・認知の障害に対して、認知心理学の視点から考察し、適切な支援につなげることができる。

【教科書・リザーブドブック】

大山正編著　『実験心理学』（コンパクト新心理学ライブラリー16）　サイエンス社　1,850円+税

【参考書】

森 敏昭・井上 毅・松井孝雄　『グラフィック認知心理学』　サイエンス社　2400円＋税
行場次朗・箱田裕司編　『知性と感性の心理学：認知心理学入門』　福村出版　2700円＋税
野島一彦・繁桝算男監修「公認心理師の基礎と実践⑦　知覚・認知心理学」　遠見書房　2,600円（＋税）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 感覚Ⅰ
　感覚の種類、感覚の範囲と感度
　視覚・聴覚・体性感覚・嗅覚・味覚

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

3.4 感覚Ⅱ
　感覚の物理量と心理量（心理物理学）
  感覚の順応・対比・加重
　多感覚の統合

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

5.6 知覚・認知Ⅰ
　色彩知覚、奥行き知覚、図と地

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

7.8 知覚・認知Ⅱ
　運動の知覚、知覚の恒常性、運動の協応

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

9.10 知覚・認知Ⅲ
　認知地図、対人認知、感覚遮断

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

11.12 感覚・知覚・認知の障害とその支援
　失認
　知覚の可塑性

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

13.14 知覚・認知Ⅳ
  注意、認知の枠組み

注意障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 30

15 まとめ
　国試過去問にみる「感覚・知覚・認知」

講義 第1～14回目までの知識の整理 15



リハビリテーション学科

【科目名】 知覚・認知心理学Ⅱ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0490-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:30,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビ
リに従事してきた経験から、人の感覚・知覚及び認知・思考の機序とその障害について講じていきます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
「認知心理学」には、感覚・知覚・判断・記憶・言語理解等のさまざまな要素が包括されています。
リハビリテーション領域におけるこれらの機能が障害された方々に対する支援するための基礎知識となります。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
レポート、試験結果、及び授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
授業中に、随時、テーマと関連した実験演習及び視聴覚教材の視聴を実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の感覚・知覚等の機序及びその障害と、②人の認知・思考等の機序及びその障害について学びます。
人間の認知情報処理過程（感覚・知覚・認知、注意、記憶、思考など）について、そのメカニズムを神経生理学及び行動科学の側
面から概説していきます。また、その障害についても説明し、視聴覚教材を用いて実例から学び、その支援法を考えていきます。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-3, P-2, O-3, S-2, R-1

(方法)

講義と演習ですすめていく。
障害については、講義のみでなく、視聴覚教材を用いていく。
可能な限り、行動科学のみでなく、神経生理学的視点からの知見を根拠に説明していく。
毎回、資料としてプリントを配布する。

【一般教育目標(GIO)】

・簡単なデモンストレーションを通して、人間の認知的特性を体系的、体験的に学ぶ。
・認知の障害について理解する。

【行動目標(SBO)】

・人間の認知情報処理過程についての基本的知識を習得する。
・各講義で説明した認知心理学のトピックについて多角的に考察することができる。
・認知の障害に対して、認知心理学の視点から考察し、適切な支援につなげることができる。

【教科書・リザーブドブック】

大山正編著　『実験心理学』（コンパクト新心理学ライブラリー16）　サイエンス社　1,850円+税

【参考書】

森 敏昭・井上 毅・松井孝雄　『グラフィック認知心理学』　サイエンス社　2400円＋税
行場次朗・箱田裕司編　『知性と感性の心理学：認知心理学入門』　福村出版　2700円＋税
野島一彦・繁桝算男監修「公認心理師の基礎と実践⑦　知覚・認知心理学」　遠見書房　2,600円（＋税）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 記憶Ⅰ
　記憶過程、記憶の分類、短期記憶、
  ワーキングメモリ

講義
一部演習

15

3.4 記憶Ⅱ
　長期記憶、顕在記憶・潜在記憶、展望記憶

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

5.6 記憶Ⅲ
　忘却と記憶の変容、ヒューマンエラー

記憶障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

7.8 まとめ
国試過去問にみる「記憶」

講義
一部演習

第8～10回目までの知識の整理 15

9.10 思考Ⅰ
　演繹的推論、帰納的推論

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

11.12 思考Ⅱ
　問題解決

思考障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 15

13.14 言語
　言語使用、言語獲得、言語と思考

言語障害とその支援

講義
一部演習

復習（要点の整理） 30

15 認知の障害とリハビリテーション
まとめ　国試過去問にみる「思考」

講義
一部演習

第1～15回目までの知識の整理 15



リハビリテーション学科

【科目名】 学習・言語心理学Ⅰ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0495-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:20,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビ
リに従事してきた経験から、人の行動が学習により変化する過程及び言語習得の機序について講じます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
人は生をうけて生涯を終えるまでさまざまな行動を学習していきます。学習心理学では、これら行動と認知の基本的なメカニズム
を概説していきます。将来臨床現場で活躍することを希望する場合には受講していただきたいと思います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の行動が変化する過程、及び②言語の習得における機序を学びます。　ヒトは、誕生から死に至るまでさまざま行動を学習し
、臨機応変に変化させていきます。本講義を通して、学習心理学の基本的理論と知見について学び、学習理論を心の支援に応用す
る考え方を理解していきます。また、ヒトは言語で他者とのコミュニケーションを交わしています。この言語習得のメカニズムを
脳科学の観点からも学び、言語障害に対する基礎的支援法を実践できることを目的とします。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-2, O-1, R-1

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回試料の配布を行い、参考文献を紹介する。

【一般教育目標(GIO)】

学習の基本原理を学び、動物及び人間の行動の基盤には学習のメカニズムが機能していることを理解する。
言語習得の基本プロセスと言語の機能（役割）を理解する。
学習の障害、言語障害の機序を学び、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

人間の行動は変化することを説明できる。
人間の行動は、ある程度は予測し、コントロールすることも可能であることを説明できる。
学習の原理を日常生活場面や将来の臨床場面で応用していくことができる。
障害に対して適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

グラフィック学習心理学：行動と認知／山内光哉・春木豊（編著）／サイエンス社 ／¥2,805（税込）

【参考書】

公認心理師の基礎と実践⑧ 学習・言語心理学／野島一彦・繁桝算男監修／遠見書房／2,600円＋税
学習心理学への招待 (新心理学ライブラリ) ／篠原彰一著 ／ サイエンス社 ／￥ 2,520 
メイザーの学習と行動 ／ジェームズ E メイザー(著) ／二瓶社 (2008/06) ／ ¥4,200

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 学習とは何か　　
・学習研究の始まりと方法論 行動主義と認知論

古典的条件づけ
・条件づけの典型例　条件刺激と無条件刺激

講義
一部演習

指定教科書p.1-14

指定教科書p.15-24

20

3.4 古典的条件づけ
・行動の獲得と消去　汎化と弁別

講義 指定教科書p.24-35 20

5.6 古典的条件づけ
・恐怖の条件づけ　実験神経症　行動療法
古典的条件づけのまとめ

講義 指定教科書p.36-42 20

7.8 オペラント条件づけ
・条件づけの典型例　オペラント条件づけの型

講義 指定教科書p.43-64
指定教科書p.149-154

20

9.10 オペラント条件づけ
・オペラント条件づけによる行動の獲得と消去

講義 指定教科書p.64-74 20

11.12 オペラント条件づけ
・汎化と弁別
オペラント条件づけのまとめ

講義 指定教科書p.74-92 20

13.14 社会的学習
・社会的学習とは何か  模倣学習  観察学習

講義 指定教科書p.125-134 20

15 社会的学習
・攻撃行動　罰の効果　いじめの発生

講義 指定教科書p.134-144 20



リハビリテーション学科

【科目名】 学習・言語心理学Ⅱ 【担当教員】 　宮岡　里美

【授業区分】 専門基礎分野(リハビリ関連科目) 【授業コード】 2-14-0495-0-3 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 miyaoka@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 コマ (オフィスアワー) 月～金12:40-13:20,他研究室在室時

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

※本科目は、実務経験のある教員による授業科目です。医療及び地域保健機関で言語・高次脳機能障害や精神機能障害等のリハビ
リに従事してきた経験から、人の行動が学習により変化する過程及び言語習得の機序について講じます。
※本科目は公認心理師国家試験出題基準における指定科目です。また、認定心理士資格取得のための必須科目です。
人は生をうけて生涯を終えるまでさまざまな行動を学習していきます。学習心理学では、これら行動と認知の基本的なメカニズム
を概説していきます。将来臨床現場で活躍することを希望する場合には受講していただきたいと思います。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

この科目では10分以上の遅れで「遅刻」となります。申し出のない途中退室は欠席と見なします。
他者に迷惑となる行為が認められた場合は、講義室から退出していただきます。
試験結果・授業中に実施した心理テスト等のデータは、支障のない限り返却します。
資料は全受講生に配付します。欠席した場合には、後日担当者から受け取り、必ず参照しておいて下さい。
講義後にレポートを課す場合があります。また、心理テストも授業時間内に随時実施していきます。

【講義概要】

(目的)

①人の行動が変化する過程、及び②言語の習得における機序を学びます。　ヒトは、誕生から死に至るまでさまざま行動を学習し
、臨機応変に変化させていきます。本講義を通して、学習心理学の基本的理論と知見について学び、学習理論を心の支援に応用す
る考え方を理解していきます。また、ヒトは言語で他者とのコミュニケーションを交わしています。この言語習得のメカニズムを
脳科学の観点からも学び、言語障害に対する基礎的支援法を実践できることを目的とします。
当該科目と学位授与方針との関連性; A-2, P-2, O-1, R-1

(方法)

Power Point スライドを使用しての講義が中心となります。
毎回試料の配布を行い、参考文献を紹介する。

【一般教育目標(GIO)】

学習の基本原理を学び、動物及び人間の行動の基盤には学習のメカニズムが機能していることを理解する。
言語習得の基本プロセスと言語の機能（役割）を理解する。
学習の障害、言語障害の機序を学び、適切な支援ができる。

【行動目標(SBO)】

人間の行動は変化することを説明できる。
人間の行動は、ある程度は予測し、コントロールすることも可能であることを説明できる。
学習の原理を日常生活場面や将来の臨床場面で応用していくことができる。
障害に対して適切な支援ができる。

【教科書・リザーブドブック】

グラフィック学習心理学：行動と認知／山内光哉・春木豊（編著）／サイエンス社 ／¥2,677（税込）

【参考書】

公認心理師の基礎と実践⑧ 学習・言語心理学／野島一彦・繁桝算男監修／遠見書房／2,600円＋税
学習心理学への招待 (新心理学ライブラリ) ／篠原彰一著 ／ サイエンス社 ／￥ 2,520 
メイザーの学習と行動 ／ジェームズ E メイザー(著) ／二瓶社 (2008/06) ／ ¥4,200

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

下記の評価基準により、100点満点で60点以上を合格とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 70 30 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 40

思考・推論・創造の力 20 10 30

コラボレーションとリーダーシップ 0

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 20 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1.2 社会的学習
・自己効力感（self-efficacy）
社会的学習のまとめ

講義
一部演習

指定教科書p.144-148 20

3.4 技能学習
・学習曲線  結果の知識  練習条件

講義
一部演習

指定教科書p.93-102 20

5.6 技能学習　　
・技能の記憶　技能の転移
技能学習のまとめ

講義 指定教科書p.102-124 20

7.8 言語獲得と概念過程
・言語の獲得
・言語と概念形成

講義 指定教科書p.175-190 20

9.10 概念過程と言語獲得
・言語と思考
・言語と脳機能（脳機能画像）

講義 指定教科書p.184-199 20

11.12 言語障害への支援
・失語症（Wernicke型、Broca型）
・失読・失書（alexia and agraphia）
・発達障害

講義
ビデオ教材使用

20

13.14 問題解決と推理
学習理論の医療・福祉への応用

講義 指定教科書p.149-174 20

15 まとめ 講義 20



リハビリテーション学科

【科目名】 スポーツ障害理学療法学Ⅰ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0665-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

スポーツに関する理学療法に興味のある学生向けですが，身体運動機能障害全般に対して共通する理学療法評価方法や
スポーツのあり方を含めて学習します．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床でスポーツ傷害に関わるリハビリテーションやスポーツ活動支援に
従事してきた経験から，スポーツと理学療法に関する基本的事項について講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・解剖学，生理学，病理学，組織学，栄養学，整形外科学，運動器疾患理学療法学のみならず，心理学，社会学等の知識を
持ち合わせていることが望ましいです．
・スポーツ経験や受傷時の現病歴，既往歴，治療過程などをディスカッションのテーマとすることがあります．
・講義期間中に作成したレポートは返却します．

【講義概要】

(目的)

・現代のスポーツは，性別や年齢を問わず，心身機能の維持・増進に必要な身体活動であるとともに，競技としての専門性も
求められます．また，その活動では，急性外傷や慢性障害が理学療法の適応となる場合があります．スポーツに関わる
臨床症例を通して，基本的な理学療法の適応や評価・治療の流れを学び，臨床実践に活用することを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；P-1,2,3,4

(方法)

・スポーツ傷害の理学療法に必要な基本的知識と評価方法，治療までの流れを学びます．
・スポーツと理学療法の関係性について議論します．
＊対面講義とオンデマンド講義を組み合わせて行います．

【一般教育目標(GIO)】

・各種スポーツの特徴と，患者に即した理学療法評価や治療の基本的概念を理解する

【行動目標(SBO)】

・一般的なスポーツ傷害と対象者の病態を関連づけ，説明することができる
・対象者の症状や状況に即した理学療法評価について検討し，説明することができる
・対象者に必要な治療，トレーニング，再発予防策，環境設定などをプログラムし，記述することができる

【教科書・リザーブドブック】

・解剖学，生理学，組織学，病理学，整形外科学，各疾患別運動療法等の講義・演習で使用したもの

【参考書】

・講義の中で随時紹介する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・ディスカッション，発表等の授業態度および提出課題，筆記試験等を総合的に評価します．
・初回講義時に提出課題の評価規準を提示します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 30 20 30 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20 10 50

思考・推論・創造の力 10 10 20

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 0

学修に取り組む姿勢 10 10 20

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 スポーツ傷害概説（１） 講義，発表 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

60

3・4 スポーツ傷害概説（２） 講義 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30

30

5・6 評価方法（１） 講義 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30

30

7・8 評価方法（２） 講義 解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

9・10 評価・治療の実際（１） 演習，ディスカ
ッション

解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

11・12 評価・治療の実際（２） 演習，ディスカ
ッション

解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

13・14 評価・治療の実際（３） 演習，ディスカ
ッション

解剖生理学，組織学，病理学，理学
療法評価学等の復習
復習：講義内容

30
60

15 確認とまとめ 講義，レポート 講義および課題まとめ 60



リハビリテーション学科

【科目名】 スポーツ障害理学療法学Ⅱ 【担当教員】 　粟生田　博子

【授業区分】 専門分野(理学療法治療学) 【授業コード】 3-17-0665-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 aoda@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 15コマ (オフィスアワー) 水曜日12：45〜13：15

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

スポーツに関する理学療法に興味のある学生向けですが，スポーツを行いたいという希望のある人々に対して共通する，
身体活動のあり方を含めて学習します．
＊この科目は実務経験を有する教員が担当します．臨床でスポーツに関わるリハビリテーションやスポーツ活動に従事して
きた経験から，スポーツと理学療法に関する基本的事項について講じます．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・自らのスポーツ経験を活かして積極的に発言・参加してください．
・地域のスポーツ活動に参加する場合があります．
・講義期間中に作成したレポートは返却します．

【講義概要】

(目的)

・現代のスポーツの位置づけは，性別や年齢を問わず心身機能の維持・増進に必要な身体活動です．実際に様々なスポーツ活動を
実践し，リハビリテーションとスポーツとの関わり方を学び，身体活動の普及・発展に貢献できることを目的とします．
＊当該科目と学位授与方針等との関連性；P-1,2,3,4

(方法)

・障がいの有無を問わずに行うことのできる様々なスポーツ活動について，実践しながら学びます．

【一般教育目標(GIO)】

・各スポーツの特徴を踏まえ，対象者に即したスポーツ活動の実践ができる

【行動目標(SBO)】

・一般的なスポーツと対象者の病態，症状等を関連づけ，対象者に即したスポーツを実施することができる．
・対象者に必要な活動方法，ルール，トレーニング，環境設定などをプログラムし，記述することができる．

【教科書・リザーブドブック】

・整形外科学，各疾患別運動療法等の講義・演習で使用したもの

【参考書】

・講義の中で随時紹介する

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います．出席点は評価に含みません．
・ディスカッション，発表等の授業態度および提出課題などを総合的に評価します．
・初回講義時に提出課題の評価規準を提示します．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 50 30 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 20 20

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 10 10

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 10 10 20 40

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1・2 アダプテッド・スポーツ，インクルーシブ・スポ
ーツ概説（1）

講義 講義のまとめ 30

3・4 アダプテッド・スポーツ，インクルーシブ・スポ
ーツ概説（2）

講義 講義のまとめ 30

5・6 アダプテッド・スポーツ，インクルーシブ・スポ
ーツ概説（3）

講義 講義のまとめ 30

7・8 様々な対象者におけるスポーツ実践（1） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

9・10 様々な対象者におけるスポーツ実践（2） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

11・12 様々な対象者におけるスポーツ実践（3） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

13・14 様々な対象者におけるスポーツ実践（4） 実技，グループ
ワーク

実施記録作成 30

15 確認とまとめ グループワーク
レポート

まとめと振り返りレポート作成 60



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床総合実習Ⅰ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(臨床実習) 【授業コード】 3-19-0720-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 9 【コマ数】 180 (オフィスアワー) 月：11:00-15:30，水：11:00-15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1．この科目を履修するためには，3年次までのすべての必修科目を履修修得していることを条件とする．
2．学外実習前には，自ら取り組む課題に対して計画を立て，適宜指導教員からの指導のもと，積極的に取り組むこと．
なお，本科目は学内実習に関しては十分な臨床経験（実務経験10年以上）を有する学内教員が担当し，学外実習ではそれぞれの実
習施設における十分な臨床経験（実務経験5年以上）を有した理学療法士が指導にあたります．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

実習要項，その他資料を熟読し，実習前後のオリエンテーションには必ず出席すること．
実習前後のオリエンテーション日時や内容については適宜，ポータルサイト等から連絡をします．
学内実習中はゼミ指導教員からの指導を受けながら，計画書の作成や実技指導，発表指導などを受けます．
学外実習中は実習施設の理学療法士から指導を受け，適宜紙面または口頭でのフィードバックを受けます．

【講義概要】

(目的)

この科目は，学内教育の総括となります．実習指導者の下で，実際の理学療法について学びながら自ら問題を解決できる能力を養
います．卒後は即戦力となる専門職になることを自覚し，そのために必要な知識や理学療法士の役割や行動，社会性などを総合的
に学びます．
また，担当症例に対する適切な理学療法を実施し，治療経過を観察・記録し，障害像を的確に把握することを学びます．
当該科目と学位授与方針等との関連性：P1,2,3.

(方法)

【学内実習】実習前は実習計画を立て，計画に準じた課題を各自で遂行していきます．
実習後は症例発表を行うとともに実習の振り返りおよび次実習に向けた取り組みを行っていきます．なお，学外実習の前後で客観
的能力試験（Objective Structured Clinical Examination；OSCE）および筆記試験を実施します．
【学外実習】実習指導者の下，理学療法に必要な知識や臨床思考過程を学びます．また担当症例の評価から治療までの一連の流れ
を指導者管理のもと実施し，障害像を把握します．

【一般教育目標(GIO)】

1．理学療法士として必要な知識を身につける．
2．適切な評価を行い，症例に即した治療を指導者管理のもと，実施する．
3．経過を観察するとともに，記録を残していきます．
4．治療の効果判定を行います．

【行動目標(SBO)】

1．必要な知識について自ら述べることができ，疑問点等を自らまたは軽度の助言を得ることで解決できる．
2．症例に即した評価を円滑に行い，指導者管理のもと，治療を行うことができる．
3．経過記録を記載し，障害像を把握することができる．
4．治療の効果判定を行うことができる．

【教科書・リザーブドブック】

実習要綱，その他オリエンテーションを中心に配布する資料．

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規程のGPA制度に従う．
学内実習・学外実習の評価すべてを総合的に判断する．
40点（実技）：OSCE＋学外評価表．　20点（筆記試験），20点（レポート）：デイリーノート＋サマリー．
10点：成果発表＋ポートフォリオ（自己課題表）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 20 10 40 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 5 5 20

思考・推論・創造の力 10 10 10 5 35

コラボレーションとリーダーシップ 5 5

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 5 20 5 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-13 学内実習
実習前後：客観的能力試験（Objective 
Structured Clinical Examination；OSCE），筆記
試験
実習前：症例検討（整形疾患あるいは中枢神経疾
患）

実技，座学
あるいはweb

参考書および科目教本

14-34 学外実習（1週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価

実技 デイリーノート

35-56 学外実習（2週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価

実技 デイリーノート

57-79 学外実習（3週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価

実技 デイリーノート

80-104 学外実習（4週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療

実技 デイリーノート

105-126 学外実習（5週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療

実技 デイリーノート

127-148 学外実習（6週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療

実技 デイリーノート
サマリー

149-170 学外実習（7週目）
理学療法見学、症例のまとめ

実技 デイリーノート
サマリー



171-180 学内実習（8週目）
症例報告・総括
次実習に向けての自己課題抽出および実習対策．

実技・演習 レポート，パワーポイント



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床総合実習Ⅱ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(臨床実習) 【授業コード】 3-19-0720-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 9 【コマ数】 180 (オフィスアワー) 月：11:00-15:30，水：11:00-15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1．この科目を履修するためには，3年次までのすべての必修科目を履修修得していることを条件とする．
2．学外実習前には，自ら取り組む課題に対して計画を立て，適宜指導教員からの指導のもと，積極的に取り組むこと．
なお，本科目は学内実習に関しては十分な臨床経験（実務経験10年以上）を有する学内教員が担当し，学外実習ではそれぞれの実
習施設における十分な臨床経験（実務経験5年以上）を有した理学療法士が指導にあたります．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

実習要項，その他資料を熟読し，実習前後のオリエンテーションには必ず出席すること．
実習前後のオリエンテーション日時や内容については適宜，ポータルサイト等から連絡をします．
学内実習中はゼミ指導教員からの指導を受けながら，計画書の作成や実技指導，発表指導などを受けます．
学外実習中は実習施設の理学療法士から指導を受け，適宜紙面または口頭でのフィードバックを受けます．

【講義概要】

(目的)

この科目は，学内教育の総括となります．実習指導者の下で，実際の理学療法について学びながら自ら問題を解決できる能力を養
います．卒後は即戦力となる専門職になることを自覚し，そのために必要な知識や理学療法士の役割や行動，社会性などを総合的
に学びます．
また，担当症例に対する適切な理学療法を実施し，治療経過を観察・記録し，障害像を的確に把握することを学びます．
当該科目と学位授与方針等との関連性：P1,2,3.

(方法)

【学内実習】実習前は実習計画を立て，計画に準じた課題を各自で遂行していきます．
実習後は症例発表を行うとともに実習の振り返りおよび次実習に向けた取り組みを行っていきます．なお，学外実習の前後で客観
的能力試験（Objective Structured Clinical Examination；OSCE）および筆記試験を実施します．
【学外実習】実習指導者の下，理学療法に必要な知識や臨床思考過程を学びます．また担当症例の評価から治療までの一連の流れ
を指導者管理のもと実施し，障害像を把握します．

【一般教育目標(GIO)】

1．理学療法士として必要な知識を身につける．
2．適切な評価を行い，症例に即した治療を指導者管理のもと，実施する．
3．経過を観察するとともに，記録を残していきます．
4．治療の効果判定を行います．

【行動目標(SBO)】

1．必要な知識について自ら述べることができ，疑問点等を自らまたは軽度の助言を得ることで解決できる．
2．症例に即した評価を円滑に行い，指導者管理のもと，治療を行うことができる．
3．経過記録を記載し，障害像を把握することができる．
4．治療の効果判定を行うことができる．

【教科書・リザーブドブック】

実習要綱，その他オリエンテーションを中心に配布する資料．

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規程のGPA制度に従う．
学内実習・学外実習の評価すべてを総合的に判断する．
40点（実技）：OSCE＋学外評価表．　20点（筆記試験），20点（レポート）：デイリーノート＋サマリー．
10点：成果発表＋ポートフォリオ（自己課題表）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 20 10 40 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 5 5 20

思考・推論・創造の力 10 10 10 5 35

コラボレーションとリーダーシップ 5 5

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 5 20 5 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-13 学内実習
実習前後：客観的能力試験（Objective 
Structured Clinical Examination；OSCE），筆記
試験
実習前：症例検討（整形疾患あるいは中枢神経疾
患）

実技，座学
あるいはweb

参考書および科目教本

14-34 学外実習（1週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価

実技 デイリーノート

35-56 学外実習（2週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価

実技 デイリーノート

57-79 学外実習（3週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価

実技 デイリーノート

80-104 学外実習（4週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療

実技 デイリーノート

105-126 学外実習（5週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療

実技 デイリーノート

127-148 学外実習（6週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療

実技 デイリーノート
サマリー

149-170 学外実習（7週目）
理学療法見学、症例のまとめ

実技 デイリーノート
サマリー



171-180 学内実習（8週目）
症例報告・総括
次実習に向けての自己課題抽出および実習対策．

実技・演習 レポート，パワーポイント



リハビリテーション学科

【科目名】 臨床総合実習Ⅱ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(臨床実習) 【授業コード】 3-19-0720-0-1 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 9 【コマ数】 180 (オフィスアワー) 月：11:00-15:30，水：11:00-15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1．この科目を履修するためには，3年次までのすべての必修科目を履修修得していることを条件とする．
2．学外実習前には，自ら取り組む課題に対して計画を立て，適宜指導教員からの指導のもと，積極的に取り組むこと．
なお，本科目は学内実習に関しては十分な臨床経験（実務経験10年以上）を有する学内教員が担当し，学外実習ではそれぞれの実
習施設における十分な臨床経験（実務経験5年以上）を有した理学療法士が指導にあたります．
状況により，学外実習が困難となった場合には学内実習における代替実習に切り替えることがある．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

実習要綱，その他資料を熟読し，実習前後のオリエンテーションには必ず出席すること．
実習前後のオリエンテーション日時や内容については適宜，ポータルサイト等から連絡をします．
学内実習中はゼミ指導教員からの指導を受けながら，計画書の作成や実技指導，発表指導などを受けます．
学外実習中は実習施設の理学療法士から指導を受け，適宜紙面または口頭でのフィードバックを受けます．

【講義概要】

(目的)

この科目は，学内教育の総括となります．実習指導者の下で，実際の理学療法について学びながら自ら問題を解決できる能力を養
います．卒後は即戦力となる専門職になることを自覚し，そのために必要な知識や理学療法士の役割や行動，社会性などを総合的
に学びます．
また，担当症例に対する適切な理学療法を実施し，治療経過を観察・記録し，障害像を的確に把握することを学びます．
当該科目と学位授与方針等との関連性：P1,2,3.

(方法)

【学内実習】実習前は実習計画を立て，計画に準じた課題を各自で遂行していきます．実習後は症例発表を行うとともに実習の振
り返りおよび次実習に向けた取り組みを行っていきます．なお，学外実習の前後で客観的能力試験（Objective Structured 
Clinical Examination；OSCE）および筆記試験を実施します．
【学外実習】実習指導者の下，理学療法に必要な知識や臨床思考過程を学びます．※状況により学外実習が困難となった場合には
学内代替実習に切り替えることがある．

【一般教育目標(GIO)】

1．理学療法士として必要な知識を身につける．
2．適切な評価を行い，症例に即した治療を指導者管理のもと，実施する．
3．経過を観察するとともに，記録を残していきます．
4．治療の効果判定を行います．

【行動目標(SBO)】

1．必要な知識について自ら述べることができ，疑問点等を自らまたは軽度の助言を得ることで解決できる．
2．症例に即した評価を円滑に行い，指導者管理のもと，治療を行うことができる．
3．経過記録を記載し，障害像を把握することができる．
4．治療の効果判定を行うことができる．

【教科書・リザーブドブック】

実習要綱，その他オリエンテーションを中心に配布する資料．

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は本学学則規程のGPA制度に従う．
学内実習・学外実習の評価すべてを総合的に判断する．
40点（実技）：OSCE＋学外評価表．20点（筆記試験），20点（レポート）：デイリーノート＋サマリー．10点：成果発表，ポート
フォリオ（自己課題表）代替実習変更時は筆記試験60点，症例検討サマリー30点，デイリーノート10点とする．



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 20 10 40 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 5 5 20

思考・推論・創造の力 10 10 10 5 35

コラボレーションとリーダーシップ 5 5

発表力 10 10

学修に取り組む姿勢 5 20 5 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-13 学内実習
実習前後：OSCE，筆記試験
実習前：症例検討（整形疾患あるいは中枢神経疾
患）

実技，座学
あるいはweb

参考書および科目教本

14-34 学外実習（1週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価
あるいは学内代替実習（症例検討および臨床推論
講義，実技）

実技
あるいはweb

デイリーノート

35-56 学外実習（2週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価
あるいは学内代替実習（症例検討および臨床推論
講義，実技）

実技
あるいはweb

デイリーノート

57-79 学外実習（3週目）
理学療法見学、情報収集、理学療法評価
あるいは学内代替実習（症例検討および臨床推論
講義，実技）

実技
あるいはweb

デイリーノート

80-104 学外実習（4週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療
あるいは学内代替実習（症例検討および臨床推論
講義，実技）

実技
あるいはweb

デイリーノート

105-126 学外実習（5週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療
あるいは学内代替実習（症例検討および臨床推論
講義，実技）

実技
あるいはweb

デイリーノート

127-148 学外実習（6週目）
理学療法見学、理学療法評価・治療
あるいは学内代替実習（症例検討および臨床推論
講義，実技）

実技
あるいはweb

デイリーノート
サマリー

149-170 学外実習（7週目）
理学療法見学、症例のまとめ
あるいは学内代替実習（症例検討および臨床推論
講義，実技）

実技
あるいはweb

デイリーノート
サマリー



171-180 学内実習（8週目）
症例報告・総括
実習の振り返り

実技 レポート，パワーポイント



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法トピックスⅠ 【担当教員】 　髙橋　明美

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 a_takahashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 8 (オフィスアワー) 月～金　8:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・この科目は実務経験者対応科目です。臨床経験を積んだ理学療法士が、中枢神経疾患や循環器疾患、呼吸器疾患の理学療法法の
最近の知見について、分かり易く講じていきます。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

小テスト、レポートについては、返却します。

予習も大事ですが、復習がさらに重要となります。前回の講義内容を十分復習してから受講してください。

【講義概要】

(目的)

最近の理学療法学の進歩をいち早く知るためトピックスとなる治療手技や理論を学修することを目的とする。この科目では主に中
枢神経疾患の理学療法を扱う。

当該科目と学位授与方針との関連性：P-3

(方法)

治療法の基礎的理論を紹介するとともに、実習・演習（グループワーク）を通して臨床への活用を学ぶ。

【一般教育目標(GIO)】

中枢神経疾患や循環器疾患、呼吸器疾患の近年の理学療法について理解する

【行動目標(SBO)】

・ステージ理論について説明できる
・各ステージに適した理学療法技術について説明、基本技術が実施できる

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準は、本学学則規程のGPA制度に従う。
成績評価は、小テスト、レポートにより総合的に評価する。
出席点は評価には含みません。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 10 80 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 40 50

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１
後期

オリエンテーション
脳の新しい知見の紹介と中枢神経疾患に対する理
学療法

講義 （復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

２
後期

運動麻痺は6ヶ月以降でも回復する？
ステージ理論とは何か？

講義・演習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

３
後期

臨床で使用される評価方法
‐実習でも役立つ新しい評価トピックス

講義・実習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

４
後期

クリニカルリーズ二ングに基づく治療技術
ー基底核、視床病変に対する介入

講義・実習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

５
後期

クリニカルリーズ二ングに基づく治療技術
ー小脳病変に対する介入

講義・実習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

６
後期

ステージ理論に基づく治療技術
経頭蓋磁気刺激装置（TMS)の実際
CI療法・ミラーセラピーの実際

講義・演習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

７
後期

中枢神経疾患に対するあたらしい治療技術紹介
・歩行訓練ロボットの臨床応用
・電気刺激（神経筋電気刺激、TENS)や振動刺激を
　用いた理学療法

講義・演習 （予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45

８
後期

まとめ 講義
レポート

（予習）前回の講義を復習
（復習）講義で配布された資料を読
むこと

45



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法トピックスⅡ 【担当教員】 　北村　拓也

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 3-16-0595-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 kitamura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 水，金：10:00-16:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

本科目は選択科目だが，理学療法士としては疼痛に関する知識は必要不可欠であろう．近年，国家レベルで対策を講じている慢性
疼痛を中心に最新の疼痛知見，対応等について講義する（初回のみ対面．その他コマはwebオンデマンド配信）．
なお，本科目は実務経験10年以上（経験領域：運動器疾患，中枢神経疾患，急性期，回復期，生活期等）の理学療法士資格を有す
る教員が担当する．

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

臨床を想定した内容構成となっています．
また，各講義後の確認テストは講義資料最初に確認テスト読み取りQRコードを表示しておくので，講義内容を確認後，必ず確認テ
ストを行うこと．確認テストの回答は出欠席の確認の意味もあり，出席不足の場合，科目認定試験を受験できなくなります．テス
ト回答は必ず忘れずに行うようしてください．

【講義概要】

(目的)

・疼痛に関わる社会的な問題(疼痛関連疾患でどれほどの負担をしているのか)
・疼痛の意義について
・疼痛が生じるメカニズムについて
・疼痛メカニズムに基づく効果的な理学療法
当該科目と学位授与方針との関連性；P1,2,3.

(方法)

指定教科書およびスライド資料を活用します．なお，スライド資料はTeams内ファイルに収納しておきます．各自，ダウンロード
して使用してください．なお，ダウンロード後に私用等で利用することは禁じます．学修目的のみに利用してください．
講義後にはその日の講義内容に準じた確認テストを行います．

【一般教育目標(GIO)】

本科目で学んだ内容を臨床でも活用できるよう，疼痛に関する知識を深め，理学療法の実践へ導くことができる．

【行動目標(SBO)】

以下の内容について，自己理解の上で説明ができる．
・疼痛メカニズムについて
・疼痛に関する理学療法について
・疼痛に対する

【教科書・リザーブドブック】

沖田実，松原貴子：ペイン・リハビリテーション入門．三輪書店．（3,500円＋税）

【参考書】

松原貴子，沖田実，森岡周：ペインリハビリテーション．三輪書店．（4,200円＋税）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

成績評価基準等は，本学学則規定のGPA制度に従う．
・試験：筆記試験
・小テスト：確認テスト（講義後に同日の講義内容範囲として理解の程度を確認します）



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 80 20 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 40 20 60

思考・推論・創造の力 40 40

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢 0

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1,2 ・科目オリエンテーション．
・痛みの定義，概念．
・事例検討

形式：講義，試
験
対面

※初回は確認テストを行いません

3,4 ・痛みの神経生理学
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

5,6 ・痛みの発生メカニズム
・痛みのリハビリテーション評価の考え方
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

7,8 ・各種疼痛関連評価
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

9,10 ・急性痛に対するリハビリテーション
・急性痛に対するマネジメント
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

11,12 ・慢性疼痛に対するリハビリテーション
・慢性疼痛に対するマネジメント
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

13,14 ・特殊疼痛に対するマネジメント
・事例検討
・小テスト（5問程度）

形式：講義，試
験（Teams収録資
料の視聴・テス
ト）

15 期末試験（筆記） 試験（Forms配信
）

毎回の小テストの範囲からも出題し
ます．



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法卒業研究Ⅱ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 3-20-0760-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 前期 【選択必修】 選択 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～水 16:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1.「理学療法研究法Ⅰ」「理学療法研究法Ⅱ」「理学療法研究法Ⅲ」「理学療法卒業研究Ⅰ」を履修しておくこと
   が望ましい。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1.ゼミ出席は「学修研修手帳」に記録し担当教員の捺印をもらうことが必要である。
2.論文は卒業論文発表会より数週間前に提出するようになる（後日指定）。
3.この科目は実務経験者対応科目である。教授者の研究経験を踏まえて講義する。

【講義概要】

(目的)

1.卒業論文を書き上げることを経験することは、必ず論理的な思考過程を向上させる。研究、卒業研究を通して
  論理的思考を学ぶことを目的とする。論理的思考の修得は研究活動のみならず、臨床現場における問題解決に
  も必須となる。
2.当該科目と学位授与方針等との関連：A-3、P-3

(方法)

1.卒業研究は各ゼミ活動の中で行う。
2.中間発表会を行う。2020年8月24日（月）/8月28日(金)のいずれかで後日決定する。
3.発表会は2020年12月26日（土）とする。

【一般教育目標(GIO)】

1. 学生は卒業研究を自分でテーマを設定し、研究計画を作り、研究を実施、結果をまとめ、考察を加えて卒業論文
   を仕上げる．この経験によって研究の方法を体験する，論理的思考を身に付ける，論理的文章を書くことが目標
   になる。

【行動目標(SBO)】

1. 卒業研究を書き上げるまでの1年間のタイムテーブルと具体的行動目標を作成する。
2. 研究テーマに関連した文献を抄読し、文献リストを作成する。
3. 実験結果と文献の照合の反復を行い，‟なぜ”‟なぜ”と根拠を求める思考習慣をつける。
4. 自身で達成可能な卒業研究の目標をゼミ内で公表する。

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

1. 千住秀明、玉利光太郎：はじめての研究法 コ・メディカルの研究法 第2版、神陵文庫 ￥4,860
2. 内山　靖、島田　裕之編：理学療法研究法(第3版）、医学書院、￥5,170

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1. 成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
2. 出席点は評価にふくまない。
3. 成績はレポー卒業論文、成果発表など総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 0 0 90 0 10 0 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 0 10

思考・推論・創造の力 40 0 40

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0

発表力 40 0 40

学修に取り組む姿勢 0 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 ・オリエンテーション; 卒業論文の作成までの流
れを説明する。

講義（小林） ・研究テーマを各自考えておく。
・担当教員へ相談しに行く。

60分

2-14 ゼミ活動 ゼミ担当教員

15-16 中間発表会 演習・全教員 2020年8月24日（月）あるいは8月28
日（金）を後日決める。

17-28 ゼミ活動 ゼミ担当教員 ・各ゼミで予演を行う。
・卒業論文は発表前に提出する。

29-30 卒業研究発表会 演習・全教員 2020年12月26日（土）を予定



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法卒業研究Ⅲ 【担当教員】 　小林　量作

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 3-20-0760-0-2 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 r.kobayashi@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 1 【コマ数】 15 (オフィスアワー) 月～水 16:30-18:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

1. 「理学療法研究法Ⅰ」「理学療法研究法Ⅱ」「理学療法研究法Ⅲ」「理学療法卒業研究Ⅰ」を履修しておくこと
   が望ましい。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

1. ゼミ出席は「学修研修手帳」に記録し担当教員の捺印をもらうことが必要である。
2. 論文は卒業論文発表会（2020年12月26日予定）より数週間前に提出するようになる（後日指定）。
3. この科目は実務経験者対応科目である。教授者の研究経験を踏まえて講義する。

【講義概要】

(目的)

1. 卒業論文を書き上げることを経験することは、必ず論理的な思考過程を向上させる。研究、卒業研究を通して
   論理的思考を学ぶことを目的とする。論理的思考の修得は研究活動のみならず、臨床現場における問題解決に
   も必須となる。
2. 当該科目と学位授与方針等との関連：A-3、P-3

(方法)

1. 卒業研究は各ゼミ活動の中で行う。
2. 中間発表会を行う。2020年8月24日（月）/8月28日(金)のいずれかで後日決定する。
3. 発表会は2020年12月26日（土）とする。

【一般教育目標(GIO)】

1. 学生は卒業研究を自分でテーマを設定し、研究計画を作り、研究を実施、結果をまとめ、考察を加えて卒業論文
   を仕上げる．この経験によって研究の方法を体験する，論理的思考を身に付ける，論理的文章を書くことが目標
   になる。

【行動目標(SBO)】

1. 卒業研究を書き上げるまでの1年間のタイムテーブルと具体的行動目標を作成する。
2. 研究テーマに関連した文献を抄読し、文献リストを作成する。
3. 実験結果と文献の照合の反復を行い，‟なぜ”‟なぜ”と根拠を求める思考習慣をつける。
4. 自身で達成可能な卒業研究の目標をゼミ内で公表する。

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

1. 千住秀明、玉利光太郎：はじめての研究法 コ・メディカルの研究法 第2版、神陵文庫 ￥4,860
2. 内山　靖、島田　裕之編：理学療法研究法(第3版）、医学書院、￥5,170

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

1. 成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従う。
2. 出席点は評価にふくまない。
3. 成績はレポー卒業論文、成果発表など総合的に評価する。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 0 0 0 90 0 10 0 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 0 10

思考・推論・創造の力 40 0 40

コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0

発表力 40 0 40

学修に取り組む姿勢 0 10 10

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 ・オリエンテーション; 卒業論文の作成ま
での流れを説明する。

講義（小林） ・研究テーマを各自考えておく。
・担当教員へ相談しに行く。

60分

2-14 ゼミ活動 ゼミ担当教員

15-16 中間発表会 演習・全教員 2020年8月24日（月）あるいは8月28
日（金）を後日決める。

17-28 ゼミ活動 ゼミ担当教員 ・各ゼミで予演を行う。
・卒業論文は発表前に提出する。

29-30 卒業研究発表会 演習・全教員 2020年12月26日（土）を予定



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法応用ゼミⅡ 【担当教員】 　星野　浩通、木村　和樹

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 必修 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 2 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 月曜日　9:00～15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

国家試験対策プログラムを実施するため、指定された日時・学内模試および業者模試にはやむを得ない事情を除き、出席すること
を原則とする。（プログラムの詳細はオリエンテーションで冊子を配布する）
◇4月～11月：毎週月曜日に確認テスト、学習状況の確認を行う。
◇11月～2月：国家試験過去問題、業者模試などを実施する。
※プログラムに準じた学習を遂行していくこと。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・科目に関する質問等は、オフィスアワーに行う。
・学内模試および業者模試は必ず受験すること。（業者模試の費用は授業料と別に徴収する）

【講義概要】

(目的)

・1、2、3、4年で学習した内容について総合的にその理解や、知識を確認し、不十分な点について学生自ら自覚し、弱点を補強し
ていく目安とする。学生全体に不十分な科目を発見し4年における補修や補強のための情報を得る。また、卒業に値する十分な力
が備わっているかを判定する。

(方法)

・4月～11月：自己学習とグループワークを実施する。月曜日に確認テスト、金曜日は学生解説を実施する。
・国家試験の過去問題を中心に実践的なトレーニングを実施する。
・方針やスケジュールはオリエンテーションで説明する。

【一般教育目標(GIO)】

・理学療法士国家試験に必要な知識を再学習する。

【行動目標(SBO)】

・理学療法士として必要な知識をつけ臨床に応用できる。

【教科書・リザーブドブック】

・TRY カコモン 理学療法士専門問題（アイペック）
・TRY カコモン 理学療法士・作業療法士共通問題（アイペック）　
・国試の達人PT・OTシリーズ（運動解剖生理編、理学療法編、臨床医学編）

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績判定基準は本学学則規程のGPA制度に従って評定する。
・成績不良者には補講・課題を行うので、必ず出席すること。
※合格基準は、2回の科目試験の合計のうち実地問題144点以上、かつ一般問題192点以上とする。
この条件を満たさない場合は未修得とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 100 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション
（国家試験の傾向と対策方法について）

講義 スケジュールを確認し、国家試験対
策に対して計画を立てること。

30

2.3 実習前実力テスト（共通） 座学 臨床総合実習までに共通領域の内容
を理解しておくこと。

120

4.5 整形外科確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

6.7 脳血管障害確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

8.9 脊髄損傷、神経難病確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

10.11 内部障害確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

12.13 物理、運動療法確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

14.15 義肢装具確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120



16.17 精神、心理確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

18.19 小児発達、内科、病理テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

20.21 プレ卒業試験① 座学 卒業試験に向けて60％以上正答でき
るように復習をすること。
※成績判定の試験ではありません。

120

22.23 プレ卒業試験② 座学 卒業試験に向けて60％以上正答でき
るように復習をすること。
※成績判定の試験ではありません。

120

24 国家試験願書作成
国家試験前オリエンテーション

講義 あらかじめ申請者の本籍を確認して
、不備なく申請すること。
引率時の諸注意などをよく聞くこと
。

30

25.26 業者模試① 講義 国家試験に必要な知識を模試を通し
て、整理すること。

120

27.28 業者模試② 座学 国家試験に必要な知識を模試を通し
て、整理すること。

120

29.30 業者模試③ 座学 国家試験に必要な知識を模試を通し
て、整理すること。

120



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法応用ゼミⅡ 【担当教員】 　星野　浩通、木村　和樹

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 必修 k.kimura@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 2 【コマ数】 30コマ (オフィスアワー) 月曜日　9:00～15:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

国家試験対策プログラムを実施するため、指定された日時・学内模試および業者模試にはやむを得ない事情を除き、出席すること
を原則とする。（プログラムの詳細はオリエンテーションで冊子を配布する）
◇4月～11月：毎週月曜日に確認テスト、学習状況の確認を行う。
◇11月～2月：国家試験過去問題、業者模試などを実施する。
※プログラムに準じた学習を遂行していくこと。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・科目に関する質問等は、オフィスアワーに行う。
・学内模試および業者模試は必ず受験すること。（業者模試の費用は授業料と別に徴収する）

【講義概要】

(目的)

・1、2、3、4年で学習した内容について総合的にその理解や、知識を確認し、不十分な点について学生自ら自覚し、弱点を補強し
ていく目安とする。学生全体に不十分な科目を発見し4年における補修や補強のための情報を得る。また、卒業に値する十分な力
が備わっているかを判定する。

(方法)

・4月～11月：自己学習とグループワークを実施する。月曜日に確認テスト、金曜日は学生解説を実施する。
・国家試験の過去問題を中心に実践的なトレーニングを実施する。
・方針やスケジュールはオリエンテーションで説明する。

【一般教育目標(GIO)】

・理学療法士国家試験に必要な知識を再学習する。

【行動目標(SBO)】

・理学療法士として必要な知識をつけ臨床に応用できる。

【教科書・リザーブドブック】

・TRY カコモン 理学療法士専門問題（アイペック）
・TRY カコモン 理学療法士・作業療法士共通問題（アイペック）　
・国試の達人PT・OTシリーズ（運動解剖生理編、理学療法編、臨床医学編）

【参考書】

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績判定基準は本学学則規程のGPA制度に従って評定する。
・成績不良者には補講・課題を行うので、必ず出席すること。
※合格基準は、2回の科目試験の合計のうち実地問題144点以上、かつ一般問題192点以上とする。
この条件を満たさない場合は未修得とする。



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 100 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 オリエンテーション
（国家試験の傾向と対策方法について）

講義 スケジュールを確認し、国家試験対
策に対して計画を立てること。

30

2.3 実習前実力テスト（共通） 座学 臨床総合実習までに共通領域の内容
を理解しておくこと。

120

4.5 整形外科確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

6.7 脳血管障害確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

8.9 脊髄損傷、神経難病確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

10.11 内部障害確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

12.13 物理、運動療法確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

14.15 義肢装具確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120



16.17 精神、心理確認テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

18.19 小児発達、内科、病理テスト 座学 過去問題の領域をしっかりと把握し
て、分析をすること。

120

20.21 プレ卒業試験① 座学 卒業試験に向けて60％以上正答でき
るように復習をすること。
※成績判定の試験ではありません。

120

22.23 プレ卒業試験② 座学 卒業試験に向けて60％以上正答でき
るように復習をすること。
※成績判定の試験ではありません。

120

24 国家試験願書作成
国家試験前オリエンテーション

講義 あらかじめ申請者の本籍を確認して
、不備なく申請すること。
引率時の諸注意などをよく聞くこと
。

30

25.26 業者模試① 講義 国家試験に必要な知識を模試を通し
て、整理すること。

120

27.28 業者模試② 座学 国家試験に必要な知識を模試を通し
て、整理すること。

120

29.30 業者模試③ 座学 国家試験に必要な知識を模試を通し
て、整理すること。

120



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法応用ゼミⅢ 【担当教員】 　星野　浩通、木村　和樹

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(前期) 【選択必修】 選択 hoshino@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 2 【コマ数】 30 (オフィスアワー)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

国家試験対策について知識の補填を行う。
教員セミナー、国家試験集中セミナーを実施する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

科目に関する質問は、オフィスアワーに行う。

【講義概要】

(目的)

国家試験に必要な、基礎医学、臨床医学、専門知識を学ぶ。

(方法)

教員セミナーの実施と受講
国家試験対策集中セミナーの実施

【一般教育目標(GIO)】

基礎医学、臨床医学、理学療法専門知識を身に付け、国家試験合格の知識を身に付ける

【行動目標(SBO)】

基礎医学を身に理解する。
臨床医学を身に理解する。
理学療法専門知識を理解する。
実地問題の傾向を理解する。

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

・TRY カコモン 理学療法士専門問題（アイペック）
・TRY カコモン 理学療法士・作業療法士共通問題（アイペック）　
・国試の達人PT・OTシリーズ（運動解剖生理編、理学療法編、臨床医学編）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績判定基準は本学学則規程のGPA制度に従って評定する。
・成績不良者には補講・課題を行うので、必ず出席すること。
※合格基準は、科目の履修については



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 100 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

１・２ 教員セミナー
評価学

講義 解剖運動生理学の復習

３．４ 教員セミナー
中枢神経疾患理学療法学

講義 解剖運動生理学の復習

５．６ 教員セミナー
運動器疾患理学療法学

講義 解剖運動生理学の復習

７．８ 教員セミナー
発達障害理学療法学

講義 解剖運動生理学の復習

９．１０ 教員セミナー
物理療法学

講義 解剖運動生理学の復習

１１．１
２

教員セミナー
内部疾患

１３．１
４

教員セミナー
循環器

１５．１
６

教員セミナー
呼吸器



リハビリテーション学科

【科目名】 理学療法応用ゼミⅢ 【担当教員】 　星野　浩通、木村　和樹

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 通年(後期) 【選択必修】 選択 hoshino@nur05.onmicrosoft.com

【単位数】 2 【コマ数】 30 (オフィスアワー)

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

国家試験対策について知識の補填を行う。
教員セミナー、国家試験集中セミナーを実施する。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

科目に関する質問は、オフィスアワーに行う。

【講義概要】

(目的)

国家試験に必要な、基礎医学、臨床医学、専門知識を学ぶ。

(方法)

教員セミナーの実施と受講
国家試験対策集中セミナーの実施

【一般教育目標(GIO)】

基礎医学、臨床医学、理学療法専門知識を身に付け、国家試験合格の知識を身に付ける

【行動目標(SBO)】

基礎医学を身に理解する。
臨床医学を身に理解する。
理学療法専門知識を理解する。
実地問題の傾向を理解する。

【教科書・リザーブドブック】

【参考書】

・TRY カコモン 理学療法士専門問題（アイペック）
・TRY カコモン 理学療法士・作業療法士共通問題（アイペック）　
・国試の達人PT・OTシリーズ（運動解剖生理編、理学療法編、臨床医学編）

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・成績判定基準は本学学則規程のGPA制度に従って評定する。
・成績不良者には補講・課題を行うので、必ず出席すること。
※合格基準は、科目の履修については



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 100 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 100 100

思考・推論・創造の力

コラボレーションとリーダーシップ

発表力

学修に取り組む姿勢

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1-5 国家試験対策セミナー
11月29日

講義 解剖運動生理学の復習

6-10 国家試験対策セミナー
11月30日

講義 解剖運動生理学の復習

11-15 国家試験対策セミナー
12月1日

講義 解剖運動生理学の復習

16-20 国家試験対策セミナー
12月2日

講義 解剖運動生理学の復習

21-25 国家試験対策セミナー
12月3日

講義 解剖運動生理学の復習

26-30



リハビリテーション学科

【科目名】 連携総合ゼミ 【担当教員】 　押木　利英子

【授業区分】 専門分野(特論) 【授業コード】 (メールアドレス)

【開講時期】 後期 【選択必修】 選択 oshiki@nur.ac.jp

【単位数】 1 【コマ数】 30 (オフィスアワー) 押木　木　11:00～17:00

【注意事項】

(受講者に関わる情報・履修条件)

・集中講義（9月第2週目）として開講される。
・授業の大半がグループワークである。
＊対象学生は3年生であるが、4年生希望者も参加可能
＊この科目は実務経験のある教員による授業科目です。連携教育、連携ゼミを他大学で経験を積んだ教員が学生に同行して、ゼミ
活動の指導、支援を行う。

(受講のルールに関わる情報・予備知識)

・新潟医療福祉大学（新潟市）で行われる、
・新潟県内外（海外も含む）の約10大学の医療・福祉を学ぶ学生が集まる。
・コミュニケーション能力をスキルアップできる
・他大学・他専攻の知人ができる

【講義概要】

(目的)

対象者のQOLを支えるためには異なる専門職との密接な連携が必要であることを理解するとともに、地域における社会資源や専門
職、及び専門機関（医療、福祉、保健など）のネットワークの重要性を理解し、将来の実践の基礎的能力・態度を身につける。
当該科目と学位授与方針との関連性；A-2,3
当該科目と学位授与方針との関連性；P-2,3　O－2,3

(方法)

・QOLを高めることのできる専門職になるために、異なる専攻の学生とお互いの専門性・志向性を考慮しながら連携・協働し、対
象者の真のニーズを把握して支援策を企画・立案する。
・1事例（脳卒中、ＡＬＳ、メタボ、整形疾患、精神科疾患、糖尿病、失語症、小児疾患など10数例あり：選択可）の支援策を作
成する。
・他大学（海外も含む）、他専攻の学生と一緒にチームアプローチを行う。

【一般教育目標(GIO)】

・学生が自らの専攻の専門性を踏まえつつ、他専攻の専門性・指向性を充分に理解し、評価・アセスメントに始まり支援計画の立
案に至るチーム・ケアないしチーム医療を模擬的に体験する。
・他の専門職と連携して対象者・利用者の支援にあたるための基本的な方法や内容を習得する。

【行動目標(SBO)】

・同専攻の学生と協力して対象者の評価し、結果を他専攻の学生に説明できる
・他専攻の学生と検討して対象のニーズを抽出できる
・協働して対象へのアプローチを企画できる
・支援計画に対象の意見を反映させることの重要性を説明できる
・他専攻の学生と検討した支援策を効果的に発表できる

【教科書・リザーブドブック】

連携総合ゼミ学生ガイド（オリエンテーション時に配布）

【参考書】

各ゼミで必要とされる文献、配布資料、参考書等

【評価に関わる情報】

(評価の基準・方法)

・出席点は評価に含みません。
・成績評価基準は本学学則規定のGPA制度に従います。
・成績評価：参加態度、討論内容、発表内容、発表技術で評価する



【達成度評価】

試験 小テスト レポート 成果発表 実技
ポートフ
ォリオ

その他
合計
（%）

総合評価割合 20 70 10 100

評
価
指
標

取り込む力・知識 10 10

思考・推論・創造の力 20 20

コラボレーションとリーダーシップ 20 20

発表力 20 20

学修に取り組む姿勢 20 10 30

【授業日程と内容】

回数 講義内容

授業の運営方法
(講義・演習、教
員、教室など)

学修課題(予習・復習)
時間
(分)

1 連携総合ゼミについての事前説明
　　　　　　　　　　　（於：新潟リハ大学）

講義

押木、貝渕

2,3 連携総合ゼミ事前オリエンテ―ション
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams配信

連携総合ゼミ　
担当教員

4,5,6,7,8 連携総合ゼミ1日目：オープニングオリエンテーシ
ョン　　　　　　　
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材

60

9,10,11,1
2,13

連携総合ゼミ２日目：ゼミ活動
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

14,15,16,
17,18

連携総合ゼミ３日目：ゼミ活動
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

19,20,21,
22,23

連携総合ゼミ４日目：ゼミ活動
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

24,25,26,
27,28

連携総合ゼミ５日目：成果発表
　　　　　　　　　　（於：新潟医療福祉大学）

Teams

連携総合ゼミ　
担当教員

予習：連携総合ゼミ学生ガイド、
各ゼミのオンライン教材
グループワーク・アクティブラーニ
ング

60

29,30 振り返り、まとめ　　　　（於：新潟リハ大学） 演習

押木、貝渕

自身の振り返り


